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この取扱説明書は、お客様のお車をいつも安全・快
適に運転していただくための正しい取り扱いについ
て説明しています。
また、お車のお手入れや万一のときの処置について
も記載してありますので、ご使用前に必ずお読みく
ださい。

取扱説明書はお車の中に保管してください。

保証および点検、整備内容については、別冊のメンテナンス

ノートをお読みください。
スマートフォン連携ナビゲーションの取り扱い要領につい

ては、別冊の取扱説明書をお読みください。
三菱自動車販売会社で取り付けられた装備の取り扱い要領

については、その装備に添付の取扱説明書をお読みくださ
い。

お車をゆずられるときは、取扱説明書およびメンテナンス

ノートを車に付けておいてください。

装備仕様の変更などにより、本書の内容がお客様のお車と合

わないことがありますので、あらかじめご了承ください。
ご不明な点は、担当営業スタッフにお問い合わせください。

このたびは ECLIPSE CROSS をお買い

上げいただき、ありがとうございます。

 

 

安全に関する表示 

運転者や他の人が傷害を受けたり、お車が故障や損傷するお

それがあることと、その回避方法を次の表示で記載していま
す。重要な事項ですので必ず読んでお守りください。

記載事項を守らないと、死亡や重大な傷害につ
ながるおそれがあること。
記載事項を守らないと、傷害や事故またはお車
の故障や損傷につながるおそれがあること。
安全のためにしてはならない行為。（イラスト内
に表示されています）

その他の表示 

お車に関することやその他のアドバイスは、次の表示で記載

しています。
お車のために守っていただきたいこと。
知っておくと便利なこと。
グレードにより異なる装備やオプショ
ン装備に表示しています。

お車や装備品に貼られているラベルなどに表示されている

マークの意味は、次の通りです。

または 取扱説明書をお読みください。
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目次
イラスト目次 イラス トによる検索

安全・安心のために
ご使用前にお読みいただきたいこと

プラグインハイブリッドEVシステム
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外まわり

1-1 イラスト目次

J10008300200

外まわり

パワーウインドウ P.4-31

フューエルリッド
（燃料補給口）P.5-102
給油するときは P.5-105

フロントワイパー P.5-97

エンジンフード（ボンネット）P.7-4

ドアミラー P.4-46
方向指示灯／非常点滅灯

P.5-95、8-32
サイドビューカメラ P.5-136

フロントフォグランプ P.5-95、8-32

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

方向指示灯／非常点滅灯 P.5-95、8-32

車幅灯／ LED デイタイムランニングランプ

P.5-90、5-92、8-32

レインセンサー P.5-97
衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM] ／車線逸脱警報システム

[LDW] ／マイパイロット [MI-PILOT] ／オートマチックハイビーム

[AHB] 用センサー P.5-107、5-116、5-145、5-119

誤発進抑制機能用センサー P.5-122
パーキングセンサー P.5-132

ノーズビューカメラ P.5-136

電動パノラマサンルーフ P.4-35

ヘッドライト P.5-90、8-32、8-34



外まわり

イラスト目次 1-2

1

テールゲート P.4-19
エレクトリックテールゲート P.4-21

ハイマウントストップランプ P.8-32

ルーフレール P.2-2

リヤワイパー P.5-100

リヤビューカメラ P.5-136

番号灯 P.5-90、8-32、8-36

後退灯 P.8-32、8-36

方向指示灯／非常点滅灯
P.5-95、8-32

制動灯 P.8-32、8-35

誤発進抑制機能用センサー P.5-122
パーキングセンサー P.5-132

シャークフィンアンテナ
キーレスエントリーシステム P.4-3
キーレスオペレーションシステム P.4-6
ドアの施錠・解錠 P.4-16

タイヤ、ホイールのサイズ P.9-7
タイヤの空気圧 P.9-7
タイヤ交換 P.8-21
タイヤローテーション P.7-7
タイヤチェーン P.2-40

ルーフスポイラー

テレビアンテナ P.6-15

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

尾灯 P.5-90、8-32

尾灯 P.5-90、8-32
充電リッド（普通充電 P.3-26、急速充電・V2H 充電・V2H 給電 P.3-34）
充電口照明 P.3-32、8-32



ハンドルまわり

1-3 イラスト目次

1 J10008000148

ハンドルまわり 

ワイパー／ウォッシャースイッチ P.5-97

チルト＆テレスコピックステアリングレバー P.4-44

運転席 SRS エアバッグ P.2-20、 2-22
ホーンスイッチ P.5-102

ライトスイッチ P.5-90
方向指示レバー P.5-95
フロントフォグランプスイッチ P.5-95
オートマチックハイビーム [AHB] スイッチ P.5-119

クルーズコントロールスイッチ P.5-162
マイパイロットスイッチ P.5-149

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

*：取り扱いについては、別冊のスマートフォン連携ナビゲーションの取扱説明書をお読みください。

カメラスイッチ P.5-140

ステアリングホイールオーディオ

リモコンスイッチ *

Bluetooth® 2.0 インターフェース *

回生レベルセレクター（パドル式）P.5-14

パーキングセンサー
スイッチ P.5-134



ハンドルまわり

イラスト目次 1-4

1

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

パワースイッチ P.5-3

計器盤 P.5-29
表示灯・警告灯 P.5-81、5-82

ヘッドアップディスプレイ [HUD] P.5-86

マルチインフォメーション

ディスプレイスイッチ
P.5-33

運転席 SRS ニーエアバッグ P.2-20、2-24

ヘッドアップディスプレイ [HUD]
スイッチ P.5-86

アクティブスタビリティコントロール

[ASC] OFF スイッチ P.5-167

車線逸脱警報システム [LDW]
スイッチ P.5-117

衝突被害軽減ブレーキシステム
[FCM] ／誤発進抑制機能

ON/OFF スイッチ P.5-112

ヘッドライトレベリング
ダイヤル P.5-94

フューエルリッドオープン
スイッチ P.5-102

運転席側エレクトリックテールゲート

スイッチ P.4-23

駆動用バッテリー冷却スイッチ P.3-32



運転席まわり

1-5 イラスト目次

1 J10008100123

運転席まわり 

エアコン P.6-6

リヤデフォッガー（曇り取り）スイッチ P.5-101

非常点滅灯（ハザードランプ）スイッチ
P.5-96

吹き出し口 P.6-3

ヒューズボックス P.8-27 エンジンフード（ボンネット）
リリースレバー P.7-4

ドリンクホルダー P.6-24

充電用 USB ポート P.6-16

アームレスト（ひじ掛け）

フロアコンソールボックス P.6-23

USB ポート P.6-14

吹き出し口 P.6-3

吹き出し口 P.6-3

アクセサリーソケット (DC12V)
 P.6-16

シートベルト非着用警告灯 P.2-15

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

シートヒータースイッチ（リヤシート）P.4-41

ステアリングヒータースイッチ
P.5-102

100V AC 電源 (1500W)
スイッチ P.6-17

セキュリティインジケーター P.2-41



運転席まわり

イラスト目次 1-6

1セレクターレバー（ジョイスティックタイプ）

P.5-11、5-13

電動パーキングブレーキスイッチ P.5-8

シートヒータースイッチ（フロントシート）P.4-41

ブレーキオートホールドスイッチ P.5-170

グローブボックス P.6-23

マルチアラウンドモニター P.5-136
スマートフォン連携ナビゲーション *

助手席 SRS エアバッグ P.2-20、2-22

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

*：取り扱いについては、別冊のスマートフォン連携ナビゲーションの取扱説明書をお読みください。

ドライブモードセレクター P.5-21

EV スイッチ P.5-24

バッテリーセーブ／チャージモードスイッチ P.5-26

電動パーキングスイッチ P.5-14



室内

1-7 イラスト目次

1 J10008200081

室内 

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

パワーウインドウスイッチ P.4-31ルームミラー P.4-45

シートベルト P.2-12
アジャスタブルシート

ベルトアンカー P.2-16

発炎筒 P.8-2

サンバイザー P.6-15
バニティミラー P.6-15
チケットホルダー P.6-16

フロントシート P.4-39

SRS サイドエアバッグ

P.2-20、2-24

リヤシート P.4-41

ロックスイッチ P.4-33

ドアミラー調整
スイッチ P.4-46

集中ドアロックスイッチ P.4-18

ISOFIX チャイルドシート

上部取付金具 P.2-36



室内

イラスト目次 1-8

1

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

アームレスト（ひじ掛け）P.4-41
ドリンクホルダー P.6-24

ルーム＆マップランプ
P.6-21

アシストグリップ P.6-25
コートフック P.6-25

ヘッドレスト P.4-42

リヤシェードスイッチ P.4-35

ハンズフリーマイク

フロントシェードスイッチ P.4-35

SRS カーテンエアバッグ

P.2-20、2-25

ルームランプ（リヤ）P.6-21

ボトルホルダー P.6-25

ボトルホルダー P.6-25

フロントサンルーフスイッチ P.4-35

ルームランプスイッチ P.6-21

ラゲッジフロアボード P.6-24
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・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。
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100V AC 電源 (1500W) P.6-17

普通充電ケーブル P.3-21
工具 P.8-12
パンクタイヤ応急修理キット P.8-15

補機用バッテリー P.7-7、9-5

ジャッキ P.8-12

ラゲッジフック P.6-26
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J10108800020

お車を運転の際に知っておいていただきたいこと、守っていただきたい「警告」「注意」をまとめて記載しています。
重要ですので、しっかりお読みください。

J10109100059

強い直射日光などにより車内が高温になると容器が破裂したり、蒸発ガスに引火し爆発するおそれがあります。

出発前に運転席の足元付近を点検し、空き缶などの動きやすい物を放置しないでください。

ブレーキペダルやアクセルペダルの下に物がはさまると、ペダル操作ができなくなり、思わぬ事故につながるおそれがあります。
フロアマットはペダルに引っかからないよう、車に合った物を正しく敷いてください。

→「フロアマット」P.6-26
正しく敷かないと、ペダル操作の妨げになり、重大な事故につながるおそれがありますので、次のことをお守りください。
•ずれないよう固定クリップなどで確実に固定する。

•ペダルを覆わない。

•重ねて敷かない。

•アクセルペダルの下に敷かない。

荷くずれを起こして思わぬ事故につながるおそれがあります。

走行安全上、ルーフレールに直接荷物を積んだり、不用意にロープを掛けないでください。
ルーフに荷物を積むときは、専用のルーフキャリアを使用してください。

その際は、重心が片寄らないようにバランスよく積んでください。

安全なドライブのために 

出発前は 

燃料の入った容器やスプレー缶類を車の中に持ち込まない 

運転席の足元付近を点検 

ルーフレールAに直接荷物を積まない 
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フロントガラス前部の外気取り入れ口に雪、落ち葉などが付いているときは取り除いてください。

そのままにしておくと、車内の換気が十分にできずガラスが曇り、視界が悪くなるおそれがあります。

J10109200047

駐車後や信号待ちなどで停車した後は、子どもや障害物など、車の周りの安全を十分確認してから発進してください。

車を後退させるときは目で後方を確認してください。バックミラーでは確認できない死角があります。

雨天時やぬれた道路ではスピードを控えめにし、ハンドルやブレーキ操作を慎重に行い安全運転に心がけてください。

特に雨の降り始めは路面が滑りやすいため注意してください。
水たまり走行後や洗車後、ブレーキに水がかかると一時的にブレーキの効きが悪くなることがあります。

ブレーキの効きが悪いときは、前後の車や道路状況に十分注意して低速で走行しながらブレーキの効きが回復するまで数回ブ
レーキペダルを軽く踏み、ブレーキを乾かしてください。

わだちなど水のたまっている場所を高速で走行すると、ハイドロプレーニング現象を起こしやすくなります。

水のたまっている道路を高速で走行するとき、あるスピード以上になるとタイヤが路面の水を排除できず、水上を滑走する状態

になり、車のコントロールが効かなくなる現象。

冠水した道路や深い水たまりなどは走行しないでください。プラグインハイブリッド EV システムが停止するだけでなく、漏電

やショートなど故障の原因になります。
万一、冠水路などを走行し、水につかってしまったときは、必ず三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

フロントガラス前部の雪、落ち葉などは取り除く 

走行するときは 

発進するときは 

雨天時や水たまりを走行するときは 

ハイドロプレーニング現象とは…

冠水路などは走行しない 
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ぬれた道路や凍結した道路での急激な回生ブレーキは避けてください。

スリップして重大な事故につながるおそれがあります。

長い下り坂では、坂道の程度やスピードに応じてセレクターレバーを に操作し、回生ブレーキとフットブレーキを併用して

ください。
•ブレーキペダルを踏んで減速を頻繁に繰り返すと、フットブレーキが過熱して効きが悪くなることがあります。

•強い回生ブレーキのみを連続で使用し続けると、一時的に回生ブレーキが効かなくなることがあります。

回生ブレーキは、駆動用バッテリーが満充電に近いほど効きが弱くなり、満充電時には効かなくなります。この場合もフットブ

レーキは効きますのでブレーキペダルを踏んで減速してください。満充電に近いほど、パワーメーターの指針は Charge ゾーン

には振れなくなります。
→「パワーメーター」P.5-29
このようなときは、あらかじめスピードを控えて走行してください。スピードが出すぎるときは、必要に応じてブレーキペダル
を踏んで減速してください。
なお、充電量が減ってくると、回生ブレーキは効くようになります。

→「回生ブレーキ」P.3-2

できるだけゆっくり走行してください。

段差や凹凸のある路面を通過するときの衝撃によりタイヤおよびホイールを損傷するおそれがあります。
また、次のような場合、車体、バンパー、マフラーなどを損傷するおそれがありますので十分注意してください。
•駐車場の出入り口

•路肩や車止めのある場所

•勾配の急な場所

•わだちのある道路

下り坂では回生ブレーキを併用 

回生ブレーキとは…

段差などを通過するときは 
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J10109300048

走行中に READY（走行可能）表示灯が消灯したときは、運転操作に変化が起きますので、次の点に注意して車を安全な場所に

止めてください。
•ブレーキ倍力装置が働かなくなるため、ブレーキの効きが非常に悪くなります。

通常よりブレーキペダルを強く踏み続けてください。
ブレーキペダルから足を離し、再び踏み直すと、ブレーキの効きがさらに悪くなります。
•万一、スピードが落ちないときは、電動パーキングブレーキスイッチを引き続けてください。

→「電動パーキングブレーキ」P.5-8
このときも、ブレーキペダルは強く踏み続けてください。
•パワーステアリング装置が働かなくなるため、ハンドルが非常に重くなります。

走行中にタイヤがパンクまたはバーストすると、車両のコントロールができなくなるおそれがあります。

ハンドルをしっかり持ち、徐々にブレーキをかけてスピードを落としてください。
次のようなときは、パンクやバーストが考えられます。

•ハンドルがとられるとき

•異常な振動があるとき

•車両が異常に傾いたとき

警告灯が点灯または点滅したときやインフォメーション画面に警告表示されたときは安全な場所に停車し、適切な処置をしてく

ださい。
→「インフォメーション画面表示」P.5-52
→「警告灯が点灯または点滅したとき」P.8-7

走行中に異常に気づいたら 

万一、走行中に READY（走行可能）表示灯が消灯したときは 

走行中にタイヤがパンクまたはバースト（破裂）したときは 

警告灯が点灯または点滅したときやマルチインフォメーションディスプレイ内に警告表示されたときは 
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点灯または点滅もしくは表示したまま走行すると、思わぬ事故を引き起こしたり、プラグインハイブリッド EV システムなどを

損傷するおそれがあります。

すぐに安全な場所に車を止めて車体まわりを点検してください。

駆動用バッテリー液の漏れ、車体や駆動用バッテリーの損傷は火災の原因となります。漏れや損傷などが見つかったときは、そ
のまま使用せず消防に通報してください。
•車内または車外に液体の漏れが見つかったときは、火気を近づけないでください。

また、絶対に触れないでください。
駆動用バッテリー液が皮膚に付いたり、目に入るとやけどや失明の原因になります。すぐに多量の水で洗い、すみやかに専門
医の治療を受けてください。
•ブレーキ液や燃料の漏れ、損傷などがあると、思わぬ事故につながるおそれがあります。

漏れや損傷などが見つかったときは、そのまま使用せず三菱自動車販売会社にご連絡ください。

J10109400049

枯草や紙など燃えやすい物の近くには車を止めないでください。

走行後の排気管は高温になっているため、火災になるおそれがあります。

坂道に駐車するときは、電動パーキングブレーキを確実にかけ、電動パーキングスイッチを押してください。 さらに輪止めをす

ると効果があります。
→「電動パーキングブレーキ」P.5-8
→「電動パーキングスイッチ」P.5-14
輪止めは、三菱自動車販売会社でお買い求めください。
輪止めがないときは、タイヤを固定できる大きさの石などで代用できます。

急な坂道での駐車は避けてください。

車体床下に強い衝撃を受けたときは 

駐停車するときは 

燃えやすい物の近くには車を止めない 

坂道に駐車するときは 
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無人で車が動き出すなど、思わぬ事故につながるおそれがあります。

プラグインハイブリッド EV システムが起動中、駆動用バッテリーの残量低下によりエンジンが始動することがあります。必ず

READY（走行可能）表示灯が消灯していることを確認してください。

•エンジンをかけたまま仮眠すると、排気ガスが車内に侵入して、一酸化炭素中毒になるおそれがあります。

•エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にアクセルペダルを踏み続けたときに、オーバーヒートを起こしたり、エンジンや

排気管などの異常過熱により、火災事故が発生するおそれがあります。
無意識にセレクターレバーを動かしたり、アクセルペダルの踏み込みにより、不用意な発進など、重大な事故につながるおそれ

があります。

プラグインハイブリッド EV システムが起動中、駆動用バッテリーの残量低下によりエンジンが始動することがあります。エン

ジンがかかった状態で、車の周りに雪が積もると排気ガスが車内に侵入して、一酸化炭素中毒になるおそれがあります。エンジ
ンが始動したときは、パワースイッチを押してプラグインハイブリッド EV システムを停止してください。

長く停車するときは、パワースイッチを押し、READY（走行可能）表示灯が消灯したことを確認してください。

READY（走行可能）表示灯が点灯したままにしておくと、航続可能距離が短くなります。

無意識にセレクターレバーを動かしたり、アクセルペダルの踏み込みにより、不用意な発進など、重大な事故につながるおそれ

があります。

駆動用バッテリーの残量低下などにより、エンジンが急に始動するおそれがあります。

仮眠するときは必ずプラグインハイブリッド EV システムを停止させる 

雪が積もった場所や降雪時にはエンジンをかけたままにしない 

長時間 READY（走行可能）表示灯が点灯したままでの停車は避ける 

車から離れるときは必ずプラグインハイブリッド EV システムを停止する 
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J10109500037

不要な荷物を降ろして重量を軽くしてください。

不必要な急発進、急加速、急減速など、アクセルペダルをバタつかせるような運転は避け、アクセルペダルの操作は緩やかに

行ってください。

法定速度を守り、できるだけ一定のスピードで運転してください。

空ぶかしは、燃料の無駄使いであると同時に、騒音や排気ガスにより周辺への迷惑となりますので避けてください。

READY（走行可能）表示灯が点灯したまま長い間駐車すると、航続可能距離が短くなります。

タイヤの空気圧はこまめに点検し、常に規定の空気圧に調整してください。

→「タイヤ空気圧の点検 • 調整」P.7-8
→「タイヤの空気圧」P.9-7

経済的な運転をするために 

無駄な荷物を載せない 

発進、加速はスムーズに 

速度はできるだけ一定に 

空ぶかしは禁物 

駐車時はパワースイッチを OFF に 

タイヤの空気圧は定期的にチェック 
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J10109000029

助手席ではお子さまの動作が気になり運転の妨げになるだけでなく、お子さまが運転装置に触れて、重大な事故につながるおそ

れがあります。
やむを得ず助手席にお子さまを乗せるときでも、次のことをお守りください。

•必ずシートベルトを着用する

→「シートベルト」P.2-12
•シートをできるだけ後方に下げる

•シートに深く腰掛けて、背もたれに背中がついた正しい姿勢で座らせる

•シートベルトを正しく着用できない場合は、チャイルドシートを使用する

→「チャイルドシート」P.2-31

窓から手や顔を出していると、車外の物などに当たったり、急ブレーキをかけたとき、重大な傷害を受けるおそれがあります。

お子さまだけを車内に残さないでください。

炎天下での車内は高温となり、熱射病などのおそれがあります。

J10108900034

洗車をするときはパワースイッチを OFF にしてください。

駆動用バッテリーを充電しながら洗車をしないでください。

火災、感電の原因となります。

お子さまを乗せるときは 

お子さまは後席に座らせる 

窓から手や顔を出させない 

車から離れるときはお子さまも一緒に 

こんなことにも注意 

洗車をするときは 
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洗車をする前には、充電リッドおよび中ぶたが確実に閉まっていることを確認してください。

リッドが開いていると充電装置に水がかかり、火災、感電の原因となります。

運転中、運転者はハンズフリー以外の携帯電話を使用しないでください。使用すると、周囲の状況に対する注意がおろそかにな

り、思わぬ事故につながるおそれがあります。運転中、運転者がハンズフリー以外の携帯電話を使用することは法律で禁止され
ています。

ブレーキペダルに常に足を乗せて運転すると、ブレーキ部品が早く摩耗したり、ブレーキが過熱して、効きが悪くなるおそれが

あります。

ハンドル操作力が重くなることがあります。

→「電動パワーステアリング [EPS]」P.5-176

プラグインハイブリッド EV システムが起動していないと、ブレーキの効きが非常に悪くなったり、ハンドル操作が非常に重く

なるため、思わぬ事故につながるおそれがあります。
坂道で車を移動させるときも、必ずプラグインハイブリッド EV システムを起動させて、READY（走行可能）表示灯を点灯さ

せてください。

ウインドウガラスなどにアクセサリーを付けたり、インストルメントパネルの上に芳香剤などを置かないでください。

運転の妨げになったり、吸盤や芳香剤の容器がレンズの働きをして火災など、思わぬ事故の原因となります。

運転中にハンズフリー以外の携帯電話を使用しない 

ブレーキペダルをフットレストがわりにしない 

ハンドルをいっぱいに回した状態を長く続けない 

車を移動するときは必ずプラグインハイブリッド EV システムを起動する 

アクセサリー取り付け時の注意 
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国土交通省に届け出をした部品以外の物を装着すると、違法改造になることがあります。

また、三菱自動車純正以外の部品を装着すると、車の性能や機能に影響し、思いがけない事故が発生するおそれがあります。

電装品などを取り付けるときは、三菱自動車販売会社にご相談ください。

配線が車体に干渉したり、保護ヒューズがないなど取り付け方法が適切でない場合、電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、火
災など思わぬ事故につながるおそれがあります。

お客様のお車には、電子制御システムの点検整備をするための故障診断コネクターが装備されています。

そのコネクターに、点検整備用の故障診断機以外の機器を取り付けると、補機用バッテリーが上がったり、車両の電子機器に悪
影響をおよぼすなど思わぬトラブルの原因となりますので、取り付けないでください。
また、故障診断機以外の取り付けによる故障は、保証の対象外となることがあります。

無線機を取り付けるときは、必要な情報（周波数、送信出力、取り付け条件）について三菱自動車販売会社にお問い合わせくだ

さい。
周波数、送信出力、取り付け条件などが適切でない場合、電子機器に悪影響をおよぼしたり、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

READY（走行可能）表示灯を点灯させたままジャッキアップすると、万一車両が動いたときにジャッキから車体が外れ、思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。
また、高電圧部位に触れないでください。
→「点検・整備をするときは」P.3-8

違法改造はしない 

電装品などを取り付けるときは 

無線機を取り付けるときは 

プラグインハイブリッド EV システムが起動した状態でジャッキアップしない 
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J10101700105

シートベルトは万一の場合、運転者と同
乗者の安全を守ります。シートベルトは
次の使用方法、注意を守り、運転する前
に必ず着用してください。

シートベルト 

上体を起こし深く座り

シートを正しい位置に
調整する

肩に十分

かかるように

ねじれて

いない
ように

腰部ベルトは必ず腰骨の
できるだけ低い位置に掛ける

警告
車に乗るときは必ず全員がシートベルト

を着用してください。ベルトを着用しな
いと急ブレーキをかけたときや衝突した

ときなどに身体がシートに保持されず、
車外に投げ出されたりして、重大な傷害

を受けるおそれがあります。

肩部ベルトは脇の下を通さないで、肩に

十分かかるように着用してください。ベ
ルトが肩に十分かかっていないと衝突し

たときなどに身体が前方に投げ出され、
重大な傷害を受けるおそれがあります。

腰部ベルトは腹部に掛けないでくださ

い。衝突したときなどに腹部などに強い

圧迫を受け、シートベルトにより重大な
傷害を受けるおそれがあります。

ベルトは 1 人用です。2 人以上で使用しな

いでください。衝突のときなどにベルト

が正常に働かず、重大な傷害を受けるお
それがあります。

シートの背もたれを必要以上に倒して走

行しないでください。急ブレーキをかけ
たときや衝突したときなどに、身体が

シートベルトの下にもぐり、重大な傷害

を受けるおそれがあります。

シートベルトは上体を起こして、シート

に深く腰掛けた状態で着用してくださ

い。正しい姿勢で着用しないと十分な効

果を発揮しないおそれがあります。正し
い姿勢については次の項をお読みくださ

い。
→「フロントシート」P.4-39

シートベルトはねじれのないように着用

してください。ねじれがあるとベルトの
幅が狭くなり、衝突したときなどに局部

的に強い力を受けてシートベルトにより
重大な傷害を受けるおそれがあります。

ハンドルやインストルメントパネルに必

要以上に近づいて運転しないでくださ

い。衝突したときなどにシートベルトが
十分な効果を発揮しないおそれがありま

す。

お子さまでもシートベルトを必ず着用さ

せてください。ひざの上でお子さまを抱
いていても、急ブレーキをかけたときや

衝突したときなどに十分に支えることが
できず、お子さまが重大な傷害を受ける

おそれがあります。

シートベルトは、大人の体格に合わせて

設計されています。シートベルトを着け
たとき肩部のベルトが首、あご、顔など

に当たる場合や、腰部ベルトが腰骨にか
からないような小さなお子さまは通常の

シートベルトでは衝突のとき強い圧迫を

受け、シートベルトにより重大な傷害を
受けるおそれがあります。体格に合った

チャイルドシートを使用してください。
→「チャイルドシート」P.2-31

警告
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J10105900020

ベルトの長さを調整する必要はありませ
ん。ベルトは身体の動きに合わせて伸縮
しますが、強い衝撃を受けたときは、ベ
ルトが自動的にロックされ身体を固定し
ます。 

J10106000044

1.リヤシートベルトを使用するときは、
シートクッションからバックルを引
き出します。

お子さまをシートベルトで遊ばせないで

ください。
ベルトを身体に巻き付けたりして遊んで

いると、窒息などの重大な傷害を受ける
おそれがあります。

万一、シートベルトが外せなくなったと

きは、はさみなどでベルトを切断してく
ださい。

シートベルトを荷物の固定に利用しない

でください。
シートベルトが損傷し、事故のときに十

分な効果を発揮しないおそれがありま

す。
シートベルトは乗員の保護またはチャイ

ルドシートの固定のためだけに使用して
ください。→「チャイルドシート」P.2-31

妊娠中の女性や疾患のある方も、万一の

ときのためにシートベルトを着用してく

ださい。ただし、局部的に強い圧迫を受
けるおそれがありますので、医師にご相

談の上、注意事項を確認してからご使用
ください。

妊娠中の方は、腰部ベルトを腹部を避け

て腰部のできるだけ低い位置にぴったり
と着用してください。肩部ベルトは確実

に肩を通し、腹部を避けて胸部にかかる
ように着用してください。

シートベルトを着用する場合は洗たくば

さみやクリップなどでベルトにたるみを

つけないでください。ベルトにたるみが
あると十分な効果を発揮しないおそれが

あります。

警告
ほつれや切り傷ができたり、金具部など

が正常に動かなくなったときは、シート
ベルトを交換してください。異常がある

状態で使用すると衝突時に正常に動か
ず、性能を十分発揮できないおそれがあ

ります。

万一、事故に遭ってシートベルトに強い

衝撃を受けた場合は、外観に異常がなく
ても必ず交換してください。軽い事故の

場合も三菱自動車販売会社で点検を受け
てください。ベルト自体が壊れている場

合があり、性能を十分発揮できないおそ

れがあります。

シートベルトを修理または交換する場合

は三菱自動車販売会社にご相談くださ

い。

バックルや巻き取り装置の内部に異物

（ビニール片、クリップ、ボタンなど）を
入れないようにしてください。またシー

トベルトの改造や取り外し、取り付けを
しないでください。衝突したときなどに

十分な効果を発揮できないおそれがあり

ます。

警告
ベルトが汚れた場合は、中性洗剤を使用

してください。ベンジンやガソリンなど
の有機溶剤の使用や漂白、染色は絶対に

しないでください。
シートベルトの性能が落ち、十分な効果

を発揮できなくなるおそれがあります。

3 点式シートベルト 

アドバイス
ベルトを素早く引き出すことにより、ベ

ルトがロックするか確認できます。

着用するときは 

警告
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2.プレートを持ってシートベルトを
ゆっくりと引き出します。 

3.ベルトがねじれていないか確認した
後、プレートをバックルにカチッと音
がするまではめ込みます。

4.腰部ベルトを腰骨のできるだけ低い
位置に掛け、ベルトを引いて腰部に密
着させます。

J10106100058

1.プレートを持ってバックルのボタン
を押します。

2.ベルトは自動的に巻き取られますの
で、プレートに手を添えてゆっくり戻
します。

アドバイス
シートベルトがロックしたまま引き出せ

ないときは、一度ベルトを強く引いてか
らベルトを緩め、再度ゆっくりと引き出

してください。

外すときは 

プレート

バックル

腰骨のできるだけ
低い位置

引く

ボタン
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3.リヤシートベルトを使用した後は、
バックルを収納します。
→「リヤシートベルトの格納のしか

た」P.2-19

J10106200046

シートベルトを着用しないままパワース
イッチの電源モードを ON にすると、警

告灯が点灯し、約 6 秒間ブザーが鳴って

シートベルトの着用を促します。

シートベルトを着用せずにそのまま走行
すると（約 8km/h 以上）、約 90 秒間警告

灯の点滅とブザーでシートベルトの着用
を促します。また、同時にマルチインフォ
メーションディスプレイ内のインフォ
メーション画面にも警告が表示されま
す。
警告灯の点滅とブザーでの警告は、シー
トベルトを装着するまで繰り返します。

アドバイス
ベルトやリングが汚れていると、ベルト

がスムーズに巻き取られないことがあり
ます。

見た目で分からなくても実際は汚れてい
る場合がありますので、ベルトを全て引

き出し、中性洗剤を使用してベルト全体

やリングを拭いてください。
見えない汚れを取ることで、ベルトの動

きが元に戻ることがあります。
→「シートベルトのお手入れ」P.7-11

リング

ベルト

シートベルト非着用警告シス
テム 

運転席 • 助手席用 

運転席用

助手席用

運転席用

警告
警告灯の上にステッカーなどを貼ったり

しないでください。

アドバイス
助手席用の警告は、助手席に組み込まれ

た乗員検知センサーが助手席に掛かる重

量を検知したときに作動します。助手席
に荷物などを置くと、センサーが重量を

検知して、警報が作動することがありま

す。
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シートベルトを着用しないままパワース
イッチの電源モードを ON にすると、警

告灯が約 30 秒間点灯し、シートベルトの

着用を促します。
シートベルトを着用せずにそのまま走行
すると（約 8km/h 以上）、さらに約 30 秒

間警告灯が点灯しシートベルトの着用を
促します。

J10106300021

肩部ベルトの高さを調整することができ
ます。
ベルトが首、顔に当たったり、肩から外
れて腕にかかってしまうときに調整して
ください。
調整するときはロックノブを引いたまま
アンカーを上下に動かします。
調整後はアンカーが固定されていること
を確認します。

J10106400077

リヤシート中央席のシートベルトは分離
格納式となっています。
ベルトは身体の動きに合わせて伸縮しま
すが、強い衝撃を受けたときは、ベルト
が自動的にロックされ身体を固定しま
す。

後席用 

警告
警告灯の上にステッカーなどを貼ったり

しないでください。

アドバイス
警告灯は後席の乗員がいなくても点灯し

ます。

走行中にシートベルトを外したときは、

ブザーが鳴って約30秒間警告灯が点灯し

ます。このとき、シートベルトが装着さ

れていない席の警告灯も同時に点灯しま
す。

ベルトが首、顔に当たるときは
（アジャスタブルシートベルト
アンカー） 

フロントシート

アドバイス

警告
アンカーを調整するときは、肩部ベルト

が首に当たらず、肩の中央に十分かかる

ように調整してください。また、調整後
はアンカーが確実に固定されていること

を確認してください。衝突したときなど

にシートベルトが十分な効果を発揮でき
ず、重大な傷害を受けるおそれがありま

す。

分離格納式シートベルト   

ロックノブ

アンカー
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1.バックルAとバックルBをシートクッ

ションから引き出します。

2.プレート B を引き出し、プレート A を

図のように引き出します。

3.プレート B を持ってシートベルトを

ゆっくりと引き出し、ガイドに通しま
す。

4.ベルトがねじれていないか確認した
後、プレート A をバックル A にカチッ

と音がするまではめ込みます。

アドバイス
ベルトを素早く引き出すことにより、ベ

ルトがロックするか確認できます。

着用するときは 

プレート B

バックル A

プレート A
バックル B

バックル A

バックル B

注意
プレートを無理に引き出すとプレートの

収納部が破損するおそれがあります。

プレート Aプレート B

プレート B

ガイド

アドバイス
シートベルトがロックして引き出せない

ときは、ベルトを強く引いてから一度ベ
ルトを緩め、再度ゆっくりと引き出して

ください。

バックル A

プレート A
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5.プレートBをバックルBにカチッと音

がするまではめ込みます。

6.腰部ベルトを腰骨のできるだけ低い
位置に掛け、ベルトを引いて腰部に密
着させます。

1.プレート B を持って、バックル B のボ

タンを押します。

2.プレートBを使ってバックルAのボタ

ンを押し、シートベルトとバックルを
分離します。
ベルトは自動的に巻き取られますの
で、プレートに手を添えて、ゆっくり
戻してください。

3.シートベルトがすべて巻き取られた
ら、プレート A を上側のスリットへ、

プレートBを下側のスリットへ差し込

みます。

警告
シートベルトを使用するときは、必ずプ

レート A がバックル A に差し込まれた状

態にしてください。結合しない状態で使

用すると、シートベルトが十分な効果を
発揮できず、命にかかわる重大な傷害を

受けるおそれがあります。

プレート A
バックル A

プレート B
バックル B

外すときは 

腰骨のできるだけ

低い位置

引く

ボタン

ボタン

バックル A

プレート B

スリットスリット

プレート A
プレート B
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4.バックルAとバックルBを格納します。

→「リヤシートベルトの格納のしか

た」P.2-19

J10106500078

シートベルトを使用しないときは、プ
レートとバックルを格納します。

リヤシート左右席のシートベルトは、ホ
ルダーの前側と後ろ側の切り込みに格納
します。
後ろ側の切り込みにベルト部を通した
後、前側の切り込みにプレートを差し込
みます。

リヤシート中央席のプレートの格納方法
は、「分離格納式シートベルト」をお読み
ください。
→「分離格納式シートベルト」P.2-16

図のように格納します。

J10101800050

プリテンショナー付シートベルトは、運
転席、助手席およびリヤシートの左右に
装備されています。 

プリテンショナー機構は、パワースイッ
チの電源モードが ON のときに乗員に重

大な危害がおよぶような強い衝撃を車両
前方および側方より受けたときに、シー
トベルトを瞬時に引き込み、シートベル
トの効果を一層高める装置です。

リヤシートベルトの格納のし
かた 

プレートの格納方法

バックルの格納方法

プリテンショナー機構／
フォースリミッター機構付
シートベルト   

プリテンショナー機構 

警告
プリテンショナー付シートベルトの効果

を十分に発揮させるため、次のことをお

守りください。

•シートを正しい位置に調整してくださ

い。
→「フロントシート」P.4-39
→「リヤシート」P.4-41
•シートベルトを正しく着用してくださ

い。

 →「シートベルト」P.2-12
プリテンショナー付シートベルトやフロ

アコンソール付近の修理、カーオーディ

オなどの取り付けをする場合はプリテン
ショナー機構に影響をおよぼすおそれが

ありますので、三菱自動車販売会社にご

相談ください。
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衝突時に、シートベルトにかかる荷重を
効果的に吸収し、乗員への衝撃をやわら
げる装置です。

正常なときは、パワースイッチの電源
モードを ON にすると点灯し、数秒後に

消灯します。
SRS エアバッグまたはプリテンショナー

機構に異常があるときは、点灯します。
また、インフォメーション画面にも警告
表示されます。

J10101900051

パワースイッチの電源モードが ON のと

き、乗員に重大な危害がおよぶような強
い衝撃を受けたときに膨らみ、シートベ
ルトの働きを補って、乗員への衝撃をや
わらげる装置です。
SRSとはSupplemental Restraint System
の略語で補助拘束装置の意味です。

強い衝撃を車両前方から受けたときに膨
らみ、運転者または助手席同乗者の頭部
や胸部への衝撃をやわらげる装置です。

注意
廃車するときは三菱自動車販売会社にご

相談ください。プリテンショナー付シー
トベルトが思いがけなく作動し、けがを

するおそれがあります。

アドバイス
プリテンショナー付シートベルトはシー

トベルトを装着していなくても、前方お

よび側方からの強い衝撃を受けると作動

します。

プリテンショナー付シートベルトは一度

作動すると再使用できません。

三菱自動車販売会社で運転席、助手席側
を同時に交換してください。

フォースリミッター機構 

SRS エアバッグ／プリテン
ショナー機構警告 

警告
警告灯がパワースイッチの電源モードを

ON にしても点灯しない場合や点灯した

ままの場合、または走行中に警告表示さ

れる場合は、事故のときに SRS エアバッ

グやプリテンショナー付シートベルトが

正常に作動せず死亡、または重大な傷害
を受けるおそれがあります。ただちに三

菱自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

SRS エアバッグ 

運転席、助手席SRSエアバッグ 
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強い衝撃を車両前方から受けたときに膨
らみ、運転者の脚部を受け止めることで
姿勢を制御し、身体全体の保護効果を高
める装置です。

強い衝撃を車両側面から受けたときに膨
らみ、運転者または助手席同乗者の胸な
どの上体への衝撃をやわらげる装置で
す。

強い衝撃を車両側面から受けたときに膨
らみ、運転者および同乗者の主に頭部へ
の衝撃をやわらげる装置です。

運転席 SRS ニーエアバッグ 

SRS サイドエアバッグ 

SRS カーテンエアバッグ 

警告
SRS エアバッグはシートベルトに代わる

物ではありません。シートベルトは必ず
着用してください。

シートベルトをしていないと急ブレーキ
などで身体が前方へ放り出されることが

あり、その際に SRS エアバッグが膨らむ

とその強い衝撃で死亡、または重大な傷

害を受けるおそれがあります。シートベ

ルトは次の理由により必ず着用してくだ
さい。

•SRS エアバッグが膨らんだとき、シート

ベルトがあなたの身体を正しい位置に
保ちます。

•SRS エアバッグが作動しないときでも、

シートベルトによりけがを軽減するこ

とができます。

シートは正しい位置に調整し、背もたれ

に背中をつけた正しい姿勢でシートに

座ってください。

SRS エアバッグは非常に強い力で膨らむ

ため、SRS エアバッグに近づきすぎた姿

勢で乗車しているとSRSエアバッグによ

り死亡、または重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

SRS エアバッグ構成部品およびその周辺

は膨らんだ後、高温になりますので触ら

ないでください。やけどをするおそれが
あります。

SRS エアバッグが収納されている部分に

傷がついていたり、ひび割れがあるとき
は三菱自動車販売会社で点検を受けてく

ださい。
衝突したときなどにSRSエアバッグが正

常に作動せず死亡、または重大な傷害を
受けるおそれがあります。

警告

助手席 SRS
エアバッグ

運転席 SRS
エアバッグ

運転席 SRS ニーエアバッグ

SRS サイド

エアバッグ
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J10106600040

運転席SRSエアバッグはハンドルの中に

装備されています。

J10106700054

助手席SRSエアバッグはグローブボック

ス上のインストルメントパネルの中に装
備されています。
助手席SRSエアバッグは同乗者がいなく

ても運転席SRSエアバッグと同時に作動

します。

注意
SRS エアバッグは非常に速い速度で膨ら

むため、SRS エアバッグとの接触により

すり傷や打撲などを受けることがありま

す。

SRS エアバッグが膨らむときかなり大き

な音がし、白煙が出ますが火災ではあり
ません。また人体への影響もありません。

ただし、呼吸器系の疾患がある人や皮膚
が弱い人の場合、一時的にのどや皮膚に

刺激を感じることがあります。また、残

留物（カスなど）が目や皮膚など身体に
付着したときは、できるだけ早く水で洗

い流してください。

衝撃や助手席SRSエアバッグが膨らむこ

とにより、前面ガラスが破損する場合が

あります。

警告

SRS カーテンエアバッグ

アドバイス
膨らんだSRSエアバッグはすぐにしぼむ

ので運転席、助手席 SRS エアバッグおよ

びSRSサイドエアバッグは視界を妨げま

せん。

SRS エアバッグは一度膨らむと再使用で

きません。三菱自動車販売会社で SRS エ

アバッグ構成部品を交換してください。

運転席 SRS エアバッグ 

警告
ハンドルの交換や、パッド部にステッ

カーを貼ったり、カバーを付けることは
しないでください。SRS エアバッグが正

常に作動しなかったり、誤って作動し、重
大な傷害を受けるおそれがあります。

ハンドルに顔や胸を近づけた姿勢で運転

しないでください。

SRS エアバッグが膨らむ際、SRS エア

バッグにより死亡、または重大な傷害を

受けるおそれがあります。

助手席 SRS エアバッグ 

パッド部

ステッカー
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警告
インストルメントパネルの上に物を置い

たり、前面ガラスやルームミラーにアク

セサリーなどを取り付けたりしないでく

ださい。SRS エアバッグが膨らむときに

これらの物が飛んで重大な傷害を受ける

おそれがあります。
また、インストルメントパネルの上にス

テッカーを貼ったりしないでください。
SRS エアバッグが正常に膨らむのを妨げ

るおそれがあります。

お子さまを乗せるときには、後席に座ら

せて必ずシートベルトを着用させてくだ
さい。シートベルトを正しく着用できな

い小さなお子さまには、チャイルドシー
トを後席に取り付けてお乗せください。

正しい姿勢でシートに座っていないと、

SRS エアバッグが膨らむときの強い衝撃

でお子さまが死亡、または重大な傷害を

受けるおそれがあります。
→「チャイルドシート」P.2-31

警告
助手席同乗者はインストルメントパネル

に手や足を乗せたり、シートの前端に
座って顔や胸を近づけた姿勢で座らない

でください。また、お子さまをインスト
ルメントパネルの前に立たせたり、ひざ

の上に抱いたりしないでください。SRS
エアバッグが膨らむ際、SRS エアバッグ

により死亡、または重大な傷害を受ける
おそれがあります。

警告
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J10106800055

運転席SRSニーエアバッグはハンドル下

のインストルメントパネルの中に装備さ
れています。

J10106900030

SRS サイドエアバッグは運転席、助手席

各シートの背もたれの中に装備されてお
り、衝撃を受けた側のみ作動します。
また、衝撃を受けた側に同乗者がいなく
ても作動します。

助手席同乗者は、かばんなどの荷物をひ

ざの上に抱えるなど、SRS エアバッグと

の間に物を置いたりしないでください。

SRS エアバッグが膨らむ際に物が飛ばさ

れ重大な傷害を受けるおそれがありま

す。 

運転席 SRS ニーエアバッグ 

警告 警告
ハンドル下のインストルメントパネルに

ステッカーなどを貼ったり、アクセサ
リーを取り付けたりしないでください。

運転席SRSニーエアバッグが正常に膨ら

むのを妨げたり、膨らむときにこれらの

物が飛んで重大な傷害を受けるおそれが
あります。

SRS サイドエアバッグ 

ステッカー

アクセサリー

警告
フロントシート背もたれのSRSサイドエ

アバッグ格納部に手、足、顔を近づけた

り、ドアにもたれかかるような姿勢で座

らないでください。
また、お子さまなどに後席からフロント

シートの背もたれを抱えたような姿勢は
させないでください。

SRS サイドエアバッグが膨らむ際、SRS
エアバッグにより重大な傷害を受けるお

それがあります。

SRS サイド

エアバッグ

収納部

（ドア側）
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J10107000025

SRS カーテンエアバッグはフロントピ

ラー、リヤピラーおよびルーフサイド部
の中に装備されており、衝撃を受けた側
のみ作動します。また、衝撃を受けた側
に同乗者がいなくても作動します。

警告
三菱自動車純正以外のシートカバーは使

用しないでください。
取り付けるときはシートカバーに添付の

取扱説明書に従い確実に取り付けてくだ
さい。

また、シートの SRS サイドエアバッグが

収納されている付近にドリンクホルダー

などのカー用品を取り付けたり、ステッ

カーなどを貼らないでください。
SRS サイドエアバッグが膨らむのを妨げ

たり、膨らむときにこれらの物が飛んで
重大な傷害を受けるおそれがあります。 

SRS カーテンエアバッグ 

警告

警告
フロントピラー、リヤピラーおよびルー

フサイド部のSRSカーテンエアバッグ収

納部に近づいたり、ドアにもたれかかる
ような姿勢で座らないでください。

SRS カーテンエアバッグが膨らむ際、

SRS エアバッグにより重大な傷害を受け

るおそれがあります。
特にお子さまには注意してください。

SRS カーテンエアバッグ
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J10107100042

正常なときは、パワースイッチの電源
モードを ON にすると点灯し、数秒後に

消灯します。
SRS エアバッグまたはプリテンショナー

機構に異常があるときは、点灯します。
また、インフォメーション画面にも警告
表示されます。

警告
前面ガラス、側面ガラス、フロントピ

ラー、リヤピラー、ルーフサイド部およ
びアシストグリップなどのSRSカーテン

エアバッグ展開部周辺にステッカーなど
を貼り付けたり、アクセサリーやハンズ

フリーマイクなどを取り付けたりしない
でください。

SRS エアバッグが正常に膨らむのを妨げ

たり、膨らむときにこれらの物が飛んで

重大な傷害を受けるおそれがあります。

荷物を積むときは、側面ガラス付近に積

まないでください。SRS エアバッグが正

常に膨らむのを妨げるおそれがありま

す。

警告

ハンズフリーマイク
アシストグリップ

アクセサリー

SRS エアバッグ／プリテン
ショナー機構警告 
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J10107200027

乗員に重大な危害がおよぶような強い衝
撃を車両前方から受けたときに作動しま
す。

衝突により車両前部が大きく変形して
も、衝突した位置や角度、衝突した物の
形状や状態などによってSRSエアバッグ

は作動しないことがあります。車両の変
形や損傷の大きさとSRSエアバッグの作

動は必ずしも一致しません。

警告
警告灯がパワースイッチの電源モードを

ON にしても点灯しない場合や点灯した

ままの場合、または走行中に警告表示さ

れる場合は、事故のときに SRS エアバッ

グやプリテンショナー付シートベルトが

正常に作動せず死亡、または重大な傷害
を受けるおそれがあります。

ただちに三菱自動車販売会社で点検を受
けてください。

運転席 SRS エアバッグ、助手
席 SRS エアバッグおよび運転
席 SRS ニーエアバッグの作動
条件 

作動するとき 

A- 約 25km/h 以上の速度でコンクリー

トのような固い壁に正面から衝突
したとき

B- 車両の前方左右約30 °以内の方向か

ら強い衝撃（A と同等）を受けたとき

約 30°

アドバイス
コンクリートのような固い壁でなく、衝

撃を吸収できる物（車やガードレールの
ように変形、移動する物）に衝突した場

合は、SRS エアバッグが作動するときの

衝突速度（車速）は高くなります。

作動しないことがあるとき 
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SRS エアバッグが膨らんでも乗員保護の

効果がないため作動しません。
また、一度作動した SRS エアバッグは、

2 回目以降の衝突では再作動しません。

走行中、車両下部に強い衝撃を受けたと

きに作動することがあります。

A- 電柱や立木など狭い範囲に衝突し
たとき

B- トラックなどの荷台へ潜り込んだ
とき

C- 斜め前方から衝突したとき

作動しないとき 

A- 追突されたとき
B- 側面から衝突されたとき
C- 横転、転覆したとき

作動することがあるとき 

A- 中央分離帯や縁石などに衝突した
とき

B- 深い穴や溝に落ちたとき
C- ジャンプして地面にぶつかったと

き
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乗員に重大な危害がおよぶような強い衝
撃を車両側方から受けたときに作動しま
す。

衝突により車両側面が大きく変形して

も、衝突した位置や角度、衝突した物の
形状や状態などによってSRSサイドエア

バッグおよびSRSカーテンエアバッグは

作動しないことがありま す。車両の変形

や損傷の大きさとSRSサイドエアバッグ

およびSRSカーテンエアバッグの作動は

必ずしも一 致しません。

SRS サイドエアバッグおよび SRS カー

テンエアバッグが膨らんでも乗員保護の
効果がないため作動しません。

SRS サイドエアバッグ、SRS
カーテンエアバッグの作動条
件 

作動するとき 

作動しないことがあるとき 

横方向から車体中央に強い衝撃を受けた

とき

A- 客室部以外の側面に衝撃を受けた
とき

B- 斜め側方から衝撃を受けたとき
C- 横転や転覆したとき

D- 側面にバイクが衝突したとき
E- 電柱などに衝突したとき

作動しないとき 
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また、一度作動した SRS サイドエアバッ

グおよび SRS カーテンエアバッグは、2
回目以降の衝突では再作動しません。

J10107400029

A- 正面衝突したとき
B- 追突されたとき

取り扱い上の注意 

警告
次の修理または部品の取り付けをすると

きは、SRS エアバッグに影響をおよぼし

たり、SRS エアバッグが思いがけなく作

動しけがをするおそれがありますので、
三菱自動車販売会社にご相談ください。

•運転席SRSエアバッグ、助手席SRSエア

バッグ：

ハンドルまわり、インストルメントパネ
ル、フロアコンソール付近の修理、カー

オーディオなどの取り付け、および車両

前部の修理

•運転席 SRS ニーエアバッグ：

ハンドル下インストルメントパネル、お

よびその付近の修理

•SRS サイドエアバッグ：

前席シート、センターピラーおよびその

付近の修理、前席シート表皮の張り替え

•SRS カーテンエアバッグ：

フロントピラー、センターピラー、リヤ
ピラー、ルーフサイド部、およびその付

近の修理

サスペンションを改造しないでくださ

い。車高が変わったり、サスペンション
の硬さが変わるとSRSエアバッグの誤作

動につながるおそれがあります。

次のSRSエアバッグ展開部付近を強くた

たくなど、過度の力を加えないでくださ
い。

SRS エアバッグが正常に作動せず重大な

傷害を受けるおそれがあります。

•ステアリングパッド

•インストルメントパネル上部

•ハンドル下インストルメントパネル

•フロントシート側面

•フロントピラー

•センターピラー

•リヤピラー

•ルーフサイド部

注意
廃車するときは三菱自動車販売会社にご

相談ください。SRS エアバッグが思いが

けなく作動し、けがをするおそれがあり

ます。

電気テスターを使って、SRS エアバッグ

の回路診断はしないでください。SRS エ

アバッグの誤作動につながるおそれがあ
ります。

無線機の電波などは、SRS エアバッグを

作動させるコンピューターに悪影響を与
えるおそれがありますので、無線機など

を取り付けるときは、三菱自動車販売会

社にご相談ください。

警告
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J10102100021

シートベルトを正しく着用できない小さ
なお子さまを乗せるときは、チャイルド
シートをお使いください。
チャイルドシートには主に乳児用（ベ
ビーシート）、幼児用（チャイルドシー
ト）、学童用（ジュニアシート）の 3 種類

があります。車の仕様やお子さまの体格
に合わせて適切なチャイルドシートをお
選びください。
取り付け方法は、チャイルドシートに添
付の取扱説明書に従ってください。

J10107600076

チャイルドシート 

警告
６才未満のお子さまはチャイルドシート

の使用が法律で義務付けられています。

チャイルドシートはリヤシートに装着し

てご使用ください。

注意
取り付けたチャイルドシートの前にある

シートを調整するときは、チャイルド
シートと干渉しないように注意してくだ

さい。

後方へシートを移動したり背もたれを倒

すときは、チャイルドシートに座ったお
子さまに十分注意してください。

お子さまがシートとチャイルドシートの
間にはさまれるおそれがあります。

助手席へのチャイルドシート
取り付け時の注意 

警告
助手席に後ろ向き装着のチャイルドシー

トは絶対に取り付けないでください。
また、前後向きとも装着可能なチャイル

ドシートでも後ろ向きには絶対に取り付
けないでください。

助手席 SRS エアバッグが膨らむとき、強

い力が後ろ向きチャイルドシートの上部

にかかり、背もたれに押しつけられてお

子さまが死亡、または重大な傷害を受け
るおそれがあります。

やむを得ず助手席に前向き装着のチャイ

ルドシートを取り付ける場合は、助手席

を一番後ろの位置にしてください。

助手席
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J10110500138

シート位置別チャイルドシートの選択 

三菱自動車純正チャイルドシートの表に示す、三菱自
動車純正チャイルドシートの取り付けが可能です。
→「三菱自動車純正チャイルドシート」P.2-34

車両のシートベルトで固定するタイプの汎用型（ユニ
バーサル）カテゴリーのチャイルドシートの取り付け
が可能です。

ISOFIX チャイルドシートの取り付けが可能です。

（この車は 2006 年 10 月 1 日施行の保安基準に適合し

た ISOFIX チャイルドシート下部取付金具および

ISOFIX チャイルドシート上部取付金具を標準装備し

ています。）

前向き装着のチャイルドシートのみ取り付けが可能で
す。

後ろ向き装着のチャイルドシートの取り付け禁止で
す。

ISOFIX チャイルドシート上部取付金具装備座席。
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チャイルドシートメーカーに関する詳細情報

*1：チャイルドシートを取り付けるときは、ヘッドレストを取り外してください。
ただし、ブースタークッションを取り付けるときは、ヘッドレストを取り外さないでください。
→「ISOFIX チャイルドシート下部取付金具および ISOFIX チャイルドシート上部取付金具での取り付け方」P.2-36
→「シートベルトでの取り付け方」P.2-37

*2：助手席にチャイルドシートを取り付けるときは、シートの前後位置を一番後ろの位置に調整してください。
また、シートの高さ調整ができる場合は、一番高い位置に調整してください。

*3：リヤシートに L1、L2 カテゴリーのチャイルドシートを取り付けたときは、その席以外のリヤシートに座らないでください。

→「チャイルドシートメーカーに関する詳細情報」P.2-33
*4：リヤシート左側席にチャイルドシートを取り付けたときは、リヤシート中央席に座らないでください。

*5：リヤシート中央席にチャイルドシートを取り付けたときは、リヤシート左側席に座らないでください。

*6：i-Size チャイルドシート（後ろ向き）の適用身長は 100cm 以下、i-Size チャイルドシート（前向き）の適用身長は 76cm から

100cm です。

→「三菱自動車純正チャイルドシート」P.2-34

注意
リヤシートにチャイルドシートを取り付けるときは、お子さまの脚やチャイルドシートが当らないように、フロントシートの前後位置や背

もたれの角度を調整してください。

シート位置の番号 助手席
リヤシート

左側席 中央席 右側席

汎用ベルト式に適する着席位置（有／無）
有

（前向きのみ）
有 無 有

ISOFIX 着席位置（有／無） 無 有 無 有

横向き固定具に適する着席位置 (L1/L2) 無 L1* 無 L2*

適する最大の後ろ向き固定具 (R1/R2X/R2/R3) 無 R3 無 R3
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三菱自動車純正チャイルドシート

適する最大の前向き固定具 (F2X/F2/F3) 無 F3 無 F3

適する最大のブースター固定具 (B2/B3) B3 B3 無 B3

*：リヤシートに L1、L2 カテゴリーのチャイルドシートを取り付けたときは、その席以外のリヤシートに座らないでください。

アドバイス
三菱自動車純正チャイルドシートの購入は三菱自動車販売会社にご相談ください。

固定方式 チャイルドシート品名 適用範囲
助手席

リヤシート

左側席 中央席 右側席

ISOFIX
i-Size チャイルドシート（後ろ向き）

身長 100cm 以下

体重 18kg 以下
× ○ × ○

i-Size チャイルドシート（前向き）* 身長 76 ～ 100cm
体重 18kg 以下

× ○ × ○

*：身長 76cm 以上、かつ月齢が 15ヶ月を超えるまでは、前向きで使用しないでください。

シート位置の番号 助手席
リヤシート

左側席 中央席 右側席
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固定方式 チャイルドシート品名
質量グループ

（お子さまの体重） 助手席

リヤシート

左側席 中央席 右側席

シートベルト

チャイルドシート（後ろ向き） 0+ 13kg まで × ○ ○ ○

チャイルドシート（前向き） Ⅰ 9 ～ 18kg ○ ○ ○ ○

ジュニアシート Ⅱ & Ⅲ 15 ～ 36kg ○ ○ ○ ○

アドバイス
UN R44またはR129はチャイルドシートに関する国際法です。UN R44またはR129に適合したチャイルドシートには、次の認可マークが表示

されています。

法規番号

カテゴリー

体重範囲

国番号

認可番号 法規番号

カテゴリー

身長範囲／

体重範囲

国番号
認可番号

UN R44 認可マーク（例） UN R129 認可マーク（例）
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J10108700058

ISOFIX チャイルドシート下部取付金具

はリヤシートクッションと背もたれの間
に、ISOFIX チャイルドシート上部取付金

具は背もたれの背面に、それぞれ装備さ
れています。

チャイルドシートに添付の取扱説明書に
従って、チャイルドシートを取り付けま
す。

1.チャイルドシートを取り付けたい側
のヘッドレストを取り外します。
→「ヘッドレスト：取り外すときは」
P.4-43

ISOFIX チャイルドシート下部
取付金具および ISOFIXチャイ
ルドシート上部取付金具での
取り付け方 

下部取付金具

警告
下部取付金具および上部取付金具はチャ

イルドシートを固定するために装備され

ています。その他の装備品の固定には利
用しないでください。

取り付けるときは 

上部取付金具 警告
チャイルドシートを取り付けるときは、

下部取付金具および上部取付金具周辺に
異物がないこと、シートベルトなどのか

み込みがないことを確認してください。
異物があるとチャイルドシートが固定さ

れず、衝突したときなどに重大な傷害を

受けるおそれがあります。

チャイルドシートが取り付けられている

ときは、シートの調整はしないでくださ

い。 

注意
ブースタークッションを取り付けるとき

は、ヘッドレストを取り外さないでくだ

さい。
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2.シートクッションと背もたれのすき
間にある下部取付金具の位置を確認
し、チャイルドシートを下部取付金具
に取り付けます。

トップテザー付きチャイルドシート
の場合は、手順 3. から 5. を行ってく

ださい。
トップテザーがないチャイルドシー
トの場合は、手順5.を行ってください。

3.背もたれの背面にある上部取付金具
の位置を確認します。

4.テザーベルトのフックを上部取付金
具に掛け、テザーベルトを締めて確実
に固定します。

5.チャイルドシートを前後左右にゆす
り、確実に固定されたことを確認しま
す。

J10107900024

次の手順で確実に取り付けてください。

1.チャイルドシートを取り付けたい席
に置き、ヘッドレストを取り外しま
す。
→「ヘッドレスト：取り外すときは」
P.4-43

2.チャイルドシートに添付の取扱説明
書に従って、チャイルドシートをシー
トベルトで固定します。

下部取付金具

シートベルトでの取り付け方 

フック

上部
取付金具

注意
ブースタークッションを取り付けるとき

は、ヘッドレストを取り外さないでくだ
さい。
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3.固定後は、チャイルドシートを前後左
右にゆすり、確実に固定されているこ
とを確認してください。

J10102400095

エンジンオイルは外気温に応じた粘度の
ものに交換してください。
→「エンジンオイルの量と種類」P.9-3

工場出荷時は不凍液濃度50%の冷却水を

充填しているため、濃度の調整は不要で
す。

ウォッシャー液（三菱自動車純正品）は
気温に適した濃度に調整してください。
→「ウォッシャー液の点検・補給」P.7-6

液量の確認をし、必要に応じて液の補充
をしてください。詳しくは、「メンテナン
スノート」をお読みください。
→「補機用バッテリー液の点検・補充」
P.7-7

タイヤチェーンは必ず三菱自動車純正品
をご使用ください。また、タイヤに合っ
たサイズの物を使用してください。
→「タイヤチェーン」P.2-40

冬用タイヤに取り換えるときは、4 輪と

も交換します。
→「タイヤ交換するとき」P.8-21

フロントワイパーを寒冷地用ワイパーに
交換するときは、必ず三菱自動車純正品
をご使用ください。

J10102500054

走行前にガラスやランプ類に付いた雪や
霜および車の屋根に積もった雪を落とし
てください。
また、ワイパーブレードがガラスに凍り
ついていないか確認してください。

警告
チャイルドシートの種類によって取り付

け方法が異なります。
必ずチャイルドシートの取扱説明書に

従って正しく取り付けてください。
チャイルドシートによってはチャイルド

シートに付属のロッキングクリップでの

固定が必要です。

冬期前の点検と準備 

エンジンオイル 

ロッキングクリップ

冷却水 

ウォッシャー液 

補機用バッテリー 

タイヤチェーン、または冬用タ
イヤの準備 

ワイパー 

運転をする前に 

ガラス、ランプ類、車の屋根の
雪や霜を落とす 

注意
車の屋根に雪が積もったまま走行する

と、走行中ガラスに雪が落ちて視界の妨

げとなり、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

ワイパー作動中に雪が落ちた場合、ワイ

パーの故障の原因となります。
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足まわりに付着した氷塊を取り除いてく
ださい。走行中に部品を損傷したり、ハ
ンドルの切れが悪くなるおそれがありま
す。

ドアが凍結したときに無理に開けようと
するとドアまわりのゴムがはがれたり、
亀裂が入るおそれがあります。お湯をか

けて氷を溶かしてください。その後すみ
やかに水分を十分拭き取ってください。

ペダルの滑りや、ウインドウガラスの曇
りを防止するため、靴に付いた雪はよく
落としてから乗車してください。

ペダルやハンドルの動きは円滑かど

うか確認してください。
ブレーキ装置に付着した雪や水が凍

結し、ブレーキの効きが悪くなること
があります。
走り始めの極低速時にブレーキペダ
ルを踏んで、効き具合を確認してくだ
さい。

J10102600042

速度は控えめにしてください。

橋の上、日陰、水たまり、トンネルの

出入口付近などは路面が凍結しやす
いので、注意してください。

雪道、凍結路は滑りやすいため、ブレー
キの効きが悪くなります。走行中は車間
距離を十分にとってください。

雪道走行時にブレーキ装置に着氷し、ブ
レーキの効きが悪くなることがありま
す。走行中は前後の車や道路状況に注意
し、ときどき軽くブレーキペダルを踏ん
で効き具合を確認してください。

ブレーキ装置への着氷により車輪がロッ
クしていることがあります。車の周りの

冬期はワイパーブレードが凍結しガラス

に張り付くことがあります。ガラスに張
り付いたまま動かすとワイパーブレード

を傷めたり、ワイパーモーターの故障の
原因となります。フロントガラスの場合

は、ヒーターで暖めてください。

→「ウインドウガラスの曇りや霜を取り

たいときは」P.6-7

足まわりの確認 

注意
足まわりにはブレーキ関連部品が集まっ

ています。部品や配線などを損傷させな
いように注意して氷塊を取り除いてくだ

さい。

ドアの凍結 

注意

アドバイス
キー穴部にはお湯をかけないでくださ

い。凍結すると、キーが差し込めなくな
ります。

車に乗る前に 

ペダル、ハンドル、ブレーキの
効きの確認 

雪道、凍結路の走行 

雪道や凍結した道路はスリッ
プに注意 

車間距離は十分に 

ブレーキの効き具合を確認 

駐車後の発進は慎重に 
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安全を十分確認してからゆっくり発進し
てください。

J10102700056

電動パーキングブレーキが凍結するおそ
れがあります。電動パーキングブレーキ
はかけず、電動パーキングスイッチを押

してセレクトポジションを にし、さら
に輪止めをしてください。
→「電動パーキングスイッチ」P.5-14
また、軒下や樹木の下には駐車しないで
ください。落雪や積雪の重みで屋根など
のへこみや車体が損傷するおそれがあり
ます。

J10102800057

タイヤチェーンは、前輪に装着してくだ
さい。

また、必ず三菱自動車純正品をご使用く
ださい。サイズが不適合な物を装着する
と、ボデーなどに当たり傷をつけるおそ
れがあります。詳しくは三菱自動車販売
会社にご相談ください。
取り付け要領は、タイヤチェーンに添付
の取扱説明書をお読みください。

J10102200048

イモビライザー（盗難防止装置）は、車
両盗難防止のため、あらかじめ登録され
たキー以外ではプラグインハイブリッド
EV システムが起動しないようにした装

置です。

注意
急にアクセルペダルを踏み込まないでく

ださい。着氷によるロックが外れたとき
に急発進し、思わぬ事故につながるおそ

れがあります。

寒冷地での駐車 

アドバイス
車の前方を風下に向けて駐車しておく

と、プラグインハイブリッド EV システ

ムの冷えすぎを防ぐことができます。

輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ

い。

輪止めがないときは、タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

タイヤチェーン 

注意
タイヤチェーンは後輪に装着しないでく

ださい。

注意
パンクしたときは、パンクタイヤ応急修

理キットで応急修理をしてからタイヤ

チェーンを装着してください。

→「パンクタイヤ応急修理キット」P.8-15

アドバイス
路上でタイヤチェーンを装着するとき

は、交通のじゃまにならず、安全に作業
できる平らで硬い場所を選んでくださ

い。
また、非常点滅灯や停止表示板で後続車

に注意を促し同乗者は安全な場所に待機

させてください。

アドバイス
タイ ヤチェーンを装 着したときは

30km/h 以下で走行してください。

雪道、凍結路以外でのタイヤチェーンの

装着はチェーンの寿命を短くしますの

で、避けてください。

イモビライザー（盗難防止
装置） 

注意
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J10102300111

セキュリティアラームは、車両内への不
正侵入防止のため、キーレスエントリー
システム、キーレスオペレーション機能、
またはハンズフリー機能（キックモー
ションセンサー付き車）のいずれかで解
錠せずにドアやテールゲートを開けたと
き、またはエンジンフード（ボンネット）
を開けたときに警報を作動させ、周囲に
異常を知らせるシステムです。

工場出荷時は、セキュリティアラームが
「作動しない」に設定されています。
設定を変更するときは、次の項の手順に
従って操作してください。

→「セキュリティアラームの設定変更の

しかた」P.2-43
また、スマートフォン連携ナビゲーショ
ンの画面操作で変更することもできま
す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。

セキュリティアラームにはシステム準備
状態、システム作動可能状態、警報作動、
システム作動解除の 4 つの状態がありま

す。
それぞれの状態に応じて、ブザー、セキュ
リティインジケーター、非常点滅灯また
はホーンが次の通り作動します。

アドバイス
周囲の環境や条件により、車がキーから

の信号を受信できずプラグインハイブ
リッド EV システムが起動できないこと

があります。
プラグインハイブリッド EV システムが

起動できないときは、次の項をお読みに
なって原因を取り除くか、三菱自動車販

売会社にご連絡ください。
→「キーレスオペレーションシステム」

P.4-6
キーを紛失したときや、新しいキーを作

りたいときは、三菱自動車販売会社にご
相談ください。

セキュリティアラーム 

アドバイス
キーレスエントリーシステム、キーレス

オペレーション機能、またはクローズ＆
ロック機構（エレクトリックテールゲー

ト付き車）以外の操作で（キーや集中ド

アロックスイッチを使って）すべてのド
アおよびテールゲートを施錠したとき

は、このシステムは働きません。

三菱自動車純正品以外の部品を装着する

と、セキュリティアラームに影響をおよ
ぼすおそれがあります。

キーレスオペレーションキーのスイッチ

を押しても施錠、解錠およびセキュリ
ティアラームのセット、解除ができない

ときには電池の消耗が考えられます。新

しい電池に交換してください。
→「電池交換のしかた」P.4-6

次のいずれかの操作後に非常点滅灯が点

滅しない場合、セキュリティアラームの
誤作動の可能性があります。三菱自動車

販売会社で点検を受けてください。

•キーレスエントリーシステムまたは

キーレスオペレーション機能による施
錠・解錠操作後

•クローズ＆ロック機構による施錠操作

後（エレクトリックテールゲート付き
車）

•ハンズフリー機能による解錠操作後

（キックモーションセンサー付き車）

ただし、キーレスエントリーシステムま

たはキーレスオペレーション機能による
施錠・解錠後の作動確認（非常点滅灯の

点滅）を解除している場合、非常点滅灯

は点滅しません。
→「キーレスエントリーシステム」P.4-3
→「キーレスオペレーション機能を使っ

て操作するときは」P.4-10

システムの基本状態 

アドバイス
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（ブザーが断続的に鳴り、セキュリティイ
ンジケーターが点滅する）

キーレスオペレーションキーの LOCK ス

イッチを押す、キーレスオペレーション
機能、またはクローズ＆ロック機構（エ

レクトリックテールゲート付き車）のい
ずれかですべてのドアおよびテールゲー
トを施錠した後、システム作動可能状態
になるまでの準備時間です。
車内に荷物を忘れたり、ドアガラスを閉
め忘れたのに気がついて、一時的にキー
レスエントリーシステムまたはキーレス
オペレーション機能を使わずにドアを開
けたときに警報しないよう、この状態を
設定しています。

（ブザーは停止し、セキュリティインジ
ケーターの点灯時間が短くなり、点滅し
続ける）

システム準備状態が過ぎると、システム
作動可能状態になります。
作動可能状態のとき、不正にドア、テー
ルゲートまたはエンジンフード（ボン
ネット）を開けられると警報が作動し、周
囲に異常を知らせます。

→「警報作動」P.2-45

システム準備状態、システム作動可能状
態のときにシステムの作動を解除するこ
とができます。
また、警報が作動しているときも警報作
動を解除することができます。
→「システム作動の解除のしかた」P.2-45
→「警報作動の解除のしかた」P.2-46

システム準備状態 : 約 20 秒間 

セキュリティインジケーター

準備状態、作動可能状態、車内警報

車外警報
システム作動可能状態 

警報作動 

車内警報（約 10 秒間）:
ブザーが鳴り、セキュリティインジ
ケーターが点滅することで車内に異
常を知らせます。

車外警報（約 30 秒間）:
非常点滅灯が点滅し、ホーンが鳴り、
周囲に異常を知らせます。

アドバイス
警報が停止した後も警報作動する状況が

繰り返されると、車外警報が再び作動し

ます。

システム作動解除 
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J10108000110

セキュリティアラームの設定を「作動す
る」または「作動しない」のいずれかに
変更することができます。次の手順に
従って設定を変更してください。

1.パワースイッチの電源モードを OFF
にします。

2.ライトスイッチを AUTO の位置にし

て、運転席ドアを開いたままにしま
す。

3.ワイパー／ウォッシャースイッチを
手前に引いたまま保持します。
（パワースイッチの電源モードが OFF
のため、ウォッシャー液は出ません。）

4.約 10 秒経過するとブザーが鳴ります

が、ワイパー／ウォッシャースイッチ
は手前に引いたまま保持してくださ
い。
（ワイパー／ウォッシャースイッチを
離すと、設定変更モードが無効になり
ます。
やり直すときは手順3.からもう一度操

作してください。）
5.ブザーが鳴り止んだら、ワイパー／
ウォッシャースイッチを手前に引い
たままキーレスオペレーションキー
の UNLOCK スイッチを押してセキュ

リティアラームの設定状態を選択し
ます。
設定状態は UNLOCK スイッチを押す

ごとに切り換わり、ブザーの回数に
よって確認できます。

アドバイス
他の人にお車を貸されるときや、セキュ

リティアラームの作動について知らない
人が運転されるときは、セキュリティア

ラームについて十分ご説明いただくか、
セキュリティアラームを「作動しない」に

設定してください。セキュリティアラー

ムについて知らない人が誤って解錠する
と、警報が作動し、周囲への迷惑となり

ます。

セキュリティアラームの設定
変更のしかた 
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6.次のいずれかの操作でシステム設定
変更モードが終了します。
•ワイパー／ウォッシャースイッチを

離す
•運転席ドアを閉じる

•ライトスイッチを AUTO の位置以外

にする
•設定を変更しないまま約30秒経過す

る
•パワースイッチの電源モードを ON
または ACC にする

J10108100108

あらかじめセキュリティアラームを「作
動する」に設定した後、次の手順でシス
テム作動可能状態にセットします。

1.パワースイッチの電源モードを OFF
にします。

2.車両から出てすべてのドア、テール
ゲートおよびエンジンフード（ボン
ネット）を閉じます。

3.キーレスオペレーションキーのLOCK
スイッチを押す、キーレスオペレー
ション機能、またはクローズ＆ロック
機構（エレクトリックテールゲート付
き車）のいずれかですべてのドアおよ
びテールゲートを施錠します。
キーレスエントリーシステム、キーレ
スオペレーション機能、またはクロー
ズ＆ロック機構（エレクトリックテー
ルゲート付き車）のいずれかによる施
錠操作で、システム準備状態になりま
す。このとき確認のためのブザーが断
続的に鳴り、セキュリティインジケー
ターが点滅します。

ブザーの
回数

セキュリティアラームの設
定状態

1 回 警報作動しない

2 回 警報作動する

UNLOCK
スイッチ

アドバイス
セキュリティアラームの設定変更が分か

りにくいときは三菱自動車販売会社にご
相談ください。

セキュリティアラームを「作動する」に

設定した場合も、万一のため、車を離れ
るときは車内に貴重品を置いたままにし

ないでください。

セキュリティアラームのセッ
トのしかた 

LOCK スイッチ

UNLOCK スイッチ
セキュリティインジケーター
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4.約 20 秒後、ブザーが止まり、セキュ

リティインジケーターの点滅速度が
遅くなり始めたらシステム作動可能
状態です。システム作動可能状態中
は、セキュリティインジケーターは点
滅し続けます。

J10108200112

システム準備状態またはシステム作動可
能状態のときに、次の方法でシステム作
動を解除することができます。

キーレスオペレーションキーの

UNLOCK スイッチを押す

パワースイッチの電源モードをONま

たは ACC にする

システム準備状態のとき、いずれかの

ドア、テールゲートを開ける
キーレスオペレーションキーを携帯

し、ドアスイッチまたはテールゲート
の OPEN スイッチで解錠する

キーレスオペレーションキーを携帯

し、ハンズフリー機能でエレクトリッ
クテールゲートを操作する ( キック

モーションセンサー付き車 )
J10108300113

システム作動可能状態のときに、キーレ
スエントリーシステム、キーレスオペ
レーション機能、またはハンズフリー機
能（キックモーションセンサー付き車）の

アドバイス
キーレスエントリーシステム、キーレス

オペレーション機能、またはクローズ＆
ロック機構（エレクトリックテールゲー

ト付き車）以外の操作で（キーや集中ド
アロックスイッチを使って）すべてのド

アおよびテールゲートを施錠したとき

は、システム準備状態になりません。

エンジンフード（ボンネット）が開いて

いるときは、セキュリティインジケー

ターが点灯し、システム作動可能状態に
なりません。

エンジンフードを閉めるとシステム準備

状態になり、約 20 秒後にシステム作動可

能状態になります。

キーレスエントリーシステム、キーレス

オペレーション機能、またはクローズ＆
ロック機構（エレクトリックテールゲー

ト付き車）のいずれかによる施錠操作後

に、セキュリティインジケーターが点滅
しない場合、セキュリティアラームシス

テムが故障している可能性があります。
三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ

さい。

アドバイス
車内に人が乗っている状態、またはドア

ガラスが開いた状態でもセキュリティア
ラームは作動します。警報の思わぬ作動

を防ぐため、車内に人が乗っている状態
ではシステム作動可能状態にしないでく

ださい。

システム作動の解除のしかた 

アドバイス
システム準備状態のときにエンジンフー

ド（ボンネット）を開けるとシステム準
備状態が中断し、エンジンフードを閉め

るとシステム準備状態に戻ります。

システム準備状態のときに補機用バッテ

リー端子を外すと記憶は消去されます。

登録済みのキーであれば、セットした

キーと別のキーを使ってもシステムを解

除することができます。
キーの追加登録については三菱自動車販

売会社にお問い合わせください。

UNLOCKスイッチまたはドアスイッチを

押して解錠しても約30秒以内にドアおよ

びテールゲートを開けなければ自動的に

施錠されます。このときもシステム準備
状態になります。

UNLOCKスイッチまたはドアスイッチを

押した後、自動的に施錠されるまでの時

間を調整することができます。詳しくは
三菱自動車販売会社にご相談ください。

また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま
す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

警報作動 
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いずれかで解錠せずに、いずれかのドア、
テールゲートまたはエンジンフード（ボ
ンネット）を開けると警報作動します。

1.車内警報が約 10 秒間作動し、セキュ

リティインジケーターが点滅します。

2.車外警報が約 30 秒間作動します。

非常点滅灯が点滅し、ホーンが断続的
に鳴ります。

3.警報が停止した後も警報作動する状
況が繰り返されると、車外警報が再び
作動します。

J10108400071

次の方法で警報作動を止めることができ
ます。

キーレスオペレーションキーのLOCK
または UNLOCK スイッチを押す

（LOCK スイッチを押したとき、すべ

てのドアおよびテールゲートが閉じ
ていれば施錠し、再びシステム準備状
態になります。）

パワースイッチの電源モードをONま

たは ACC にする

キーレスオペレーションキーを携帯

し、キーレスオペレーション機能でド
アおよびテールゲートを施錠または
解錠する

キーレスオペレーションキーを携帯

し、ハンズフリー機能でエレクトリッ
クテールゲートを操作する ( エレクト

リックテールゲート付き車 )アドバイス
システム作動可能状態のときにエンジン

フードを開けると車内警報は作動せず、

すぐに車外警報が作動します。

車内警報の時間を調整することができま

す。詳しくは三菱自動車販売会社にご相

談ください。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。

警報作動の解除のしかた 

アドバイス
車内警報中にドアまたはテールゲートを

閉じても警報作動は解除されません。

パワースイッチの電源モードを ON にし

たときブザーが 4 回鳴り、セキュリティ

インジケーターが 4 回点滅したときは、

駐車中に警報が作動したことを示してい
ます。

盗難にあっていないかお車の中を確認し

てください。

補機用バッテリーを外しても警報作動の

記憶は消去されません。

一時的に補機用バッテリーを外して警報

作動しないようにしても、補機用バッテ
リーを再び接続するとすぐに警報し、周

囲に異常を知らせます。
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本車両は、SRS エアバッグシステムを制

御するためのコンピューターを搭載して
います。
当該コンピューターは、当システムが正

常に作動しているかどうかを常に診断す

るとともに、衝突のときや衝突に近い状

態のときにおいて車両の速度やブレーキ

ペダルの状態などのデータを記録・蓄積

する EDR を備えています。

EDR は、一般的なデータレコーダーとは

異なり、会話などの音声や映像は記録し
ません。
三菱自動車および三菱自動車が委託した
第三者は、EDR に記録されたデータを、

車両衝突安全性能の向上などを目的とし
て取得・利用することがあります。

なお、三菱自動車および三菱自動車が委
託した第三者は、取得したデータを次の
場合を除き、第三者へ提示することはあ
りません。

車両の該当データ記録時の使用者の

同意がある場合
裁判所命令など、法的強制力のある要

請に基づく場合

使用者や車両が特定できないように

加工したデータを研究機関などに提
供する場合

イベントデータレコーダー
[EDR] について 
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J10900100038

駆動用バッテリーに蓄えられた電気を使用して、バッテリー残量に応じて EV 走行モードで電気自動車として走行します。*1

駆動用バッテリー残量が減少したときや走行状況に応じて、EV 走行モードからエンジンを併用するシリーズ走行モードやパラ

レル走行モードに自動制御 *2 します。

高性能モーターの採用により、走行中の騒音・振動を大幅に抑えるとともに力強く加速します。

回生ブレーキを採用し、アクセルオフ時に自動的に駆動用バッテリーを充電します。

AC 200V*1 または AC 100V*2 の EV 充電用コンセントから充電することができます。

CHAdeMO（チャデモ）規格に準拠した急速充電器または V2H 機器による充電も可能です。CHAdeMO は、日本発の電気自動車

用急速充電の規格で、その内容は国際標準にもなっています。
V2H については、次の項をお読みください。

→「駆動用バッテリーの充電方法：V2H（ヴィーツーエッチ）とは」P.3-16

駆動用バッテリーに蓄えられた電気を使用してモーターのみで走行するモードです。ただし、駆動用バッテリー残量や車速、エ

アコンの使用状況により、EV 走行モードが解除されるので次の点に注意してください。

システムの主な特徴 

プラグインハイブリッド EV システムとは 

*1：駆動用バッテリーに残量がある場合は、積極的に EV 走行モードになります。

走行可能距離は、駆動用バッテリー残量や車速、エアコンの使用状況によって変わります。

*2：バッテリーセーブモードを使用することで、EV 走行モードに切り換わるタイミングを調整できます。

→「バッテリーセーブモード」P.5-26
→「バッテリーセーブ／チャージモードスイッチ」P.5-26

*1：AC 200V 普通充電ケーブル使用時

*2：AC 100V 普通充電ケーブル（タイプ別装備）使用時

EV 走行モードとは ...
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•インフォメーション画面で EV 航続可能距離を確認してください。

→「EV 航続可能距離／総合航続可能距離表示」P.5-41
•急加速、急減速を避け、なるべく控えめな速度で運転することを心がけてください。急加速、急減速を繰り返すと駆動用バッ

テリー残量が早く減少し、EV 走行可能距離が極端に短くなります。

エンジンを始動させずに、できるだけ EV 走行モードで走りたいときは、EV プライオリティモードを選択してください。

→「EV スイッチ」P.5-24

駆動用バッテリー残量が減少した場合や急加速時、上り坂など力強い走りを必要とするときに、エンジンにより発電した電力を

使用し、モーターのみで走行するモードです。

エンジンの効率が良くなる高速走行時に、エンジンの駆動力を利用して、モーターがアシストしながら走行するモードです。

各走行モードでのモーターとエンジンの役割

モーターを発電機として使用して運動エネルギーを電気エネルギーに変換します。 この変換時にブレーキ力が発生し、変換された

電気エネルギーは駆動用バッテリーに充電されます。

走行中アクセルペダルから足を離したときに、エンジン車のエンジンブレーキに相当するブレーキ力が発生します。

また、セレクトポジションを から にすると回生ブレーキの効きが強くなります。 走行状況に合わせて、セレクターレバーを

に操作してください。

シリーズ走行モードとは ...

パラレル走行モードとは ...

モーター エンジン

EV 走行モード 駆動 停止

シリーズ走行モード 駆動 発電

パラレル走行モード 駆動 前輪駆動＋発電

回生ブレーキとは ...
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ブレーキペダルを踏み込んだときは、より強い回生ブレーキが得られます。

プラグインハイブリッド EV システムに異常があるときは、回生ブレーキの働きは制限されます。このとき、フットブレーキは

働きます。
ABS や ASC が作動しているときは、回生ブレーキの働きは制限されます。

J10900300027

車速が約 35km/h 以下でエンジンが作動

していないとき、通報音で歩行者などに
車両の接近などを知らせる装置です。
→「車両接近通報装置」P.5-168

J10900400028

EV走行モードで走行していても、次の

場合、自動で EV 走行モードが解除さ

れ、シリーズ走行モードまたはパラレ
ル走行モードに切り換わることがあ
ります。
•プラグインハイブリッドEVシステム

が高温または低温のとき

•急加速をしたとき

•エアコンを使用しているとき

•上り坂や高速道路などでアクセルペ

ダルを大きく踏み込んでいるとき
•外気温が低いとき

•長期間給油していないとき

•駆動用バッテリー残量が減少したと

き

上記のほかにも EV 走行モードが解除

され、ガソリンエンジンを併用した走
行に切り換わることがあります。

停車中でも次の場合、自動でエンジン

が作動することがあります。
•駆動用バッテリー残量が減少したと

き
•プラグインハイブリッドEVシステム

が高温または低温のとき
•エアコンを使用したとき

•お車を長期間使用していなかったと

き
•エンジンが長期間作動していなかっ

たとき
•長期間給油していないとき

車両接近通報装置について 

警告
車両接近通報装置が鳴っていても、歩行

者には特に注意してください。歩行者は
車両の接近や発進に気づかずに、事故が

発生して死亡、または重大な傷害を受け
るおそれがあります。

ガソリンエンジンの作動につ
いて 

注意
EV 走行が多く、燃料の消費量が少ない場

合、燃料タンク内の燃料が長期間滞留す

ることがあります。このような場合、燃

料タンク内の燃料の変質によって、エン
ジンや燃料系の部品に悪影響をおよぼ

し、エンジンの不調や故障につながるお
それがあります。そのため、約 3ヶ月間

一度も 15L 以上の給油が確認できなかっ

た場合、自動的にエンジンを始動する機

能を備えています。
エンジンが始動しているときは、駆動用

バッテリーを充電している状態になり、

バッテリーチャージモード表示画面

が表示されますが、満充電

にはなりません。この機能を終了させる
には、燃料残量表示が半分以下になるま

で燃料を消費し、15L 以上給油してくだ

さい。
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J10900500029

J10900600020

お車には駆動用バッテリーと補機用バッ
テリーの 2 種類が搭載されています。

J10900700021

モーターおよびエアコンを作動させる
バッテリーです。

駆動用バッテリーは、密閉式のリチウ

ムイオン高電圧電池です。リチウムイ
オン電池は、不適切な方法で処分する
と、重度のやけどや感電により重大な
傷害または死亡につながるおそれが
あるだけでなく、環境汚染につながり
ます。

リチウムイオン電池には、次の特性が

あります。よくお読みいただき、注意
して取り扱いください。

J10900800022

一般的なリチウムイオン電池と同様

に時間の経過や使用状況に伴い、バッ
テリー容量が低下します。これに伴
い、EV 航続可能距離が短くなり、動

力性能も低下します。
使用年月や使用条件により徐々に容
量が低下します。
特に、急な加減速の繰り返し、頻繁な
急速充電の実施、酷暑地での使用、高
温での車両保管などの場合は低下の
割合が大きくなります。

外気温により性能が変化することが

あります。特に低温時は常温時に比べ
て、EV 航続可能距離が短くなり、充

電時間が長くなります。また、満充電
になる前に充電が停止することがあ
ります。

駆動用バッテリー残量が満充電付近

にあっても、外気温が低くなるほどエ
ンジンが始動しやすくなります。

エンジンが始動する頻度が多くなる

ことで、燃費および EV 航続可能距離

が低下します。
使用しなくても徐々に放電しバッテ

リー残量が減っていきます。

燃料（ガソリン）の補給につい
て 

注意
燃料残量警告表示が表示された場合に

は、ただちに燃料を補給するようにして

ください。

この車は、燃料切れになると、発電が必
要な状況においてもエンジンがかから

ず、次のような性能低下が生じます。

•走行性能が低下する（駆動用バッテリー

のエネルギーしか走行に使えないため）

•ヒーターが効かない（除く、電気温水式

ヒーター付き車）

•ヒーターが効きにくくなる（電気温水式

ヒーター付き車）

•触媒装置が異常高温となり損傷するお

それがある

→「フューエルリッド（燃料補給口）」
P.5-102
→「給油するときは」P.5-105
→「燃料残量表示画面」P.5-38

お車の使用状況によっては燃料タンク内

の燃料が消費されず長期間滞留し、燃料
の品質が変化し、エンジンや燃料系の部

品に悪影響をおよぼす可能性がありま

す。予防のため、次のことをお守りくだ
さい。

• 3ヶ月以内に一度はバッテリーチャージ

モードを選択してエンジンを始動する。
→「バッテリーセーブ／チャージモード

スイッチ」P.5-26
• 3ヶ月以内に一度は 1 回で 15L 以上給油

する。

燃料残量計の表示が半分以下になれば、
確実に 15L 以上給油可能となります。

→「その他の割り込み表示」P.5-74

バッテリーについて 

駆動用バッテリー 

注意

特性 
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充電前にバッテリー残量を使い切る

必要はありません。

J10900900023

長期間お車を使用されない場合は、

3ヶ月ごとに駆動用バッテリー残量表

示の目盛を確認してください。
目盛が 0 の場合は、目盛が表示される

まで充電するかプラグインハイブ
リッド EV システムを起動して自動で

始動したエンジンが停止するのを
待ってからパワースイッチの電源
モードを OFF にしてください。

駆動用バッテリーの回収を行ってい

ますので、廃車するときは必ず三菱自
動車販売会社にご相談ください。

J10901000021

パワースイッチの電源モードが OFF で

も、充電中に駆動用バッテリーを冷却す

るための冷却ファンなどの作動音やプレ
空調中（タイプ別装備）にエアコンコン
プレッサーなどの作動音が聞こえること
がありますが、異常ではありません。
→「プレ空調」P.3-38

J10901100022

プラグインハイブリッド EV システムの

起動、照明、ワイパーなどを作動させる
バッテリーです。

J10901200023

エアコンは駆動用バッテリーの電力

を消費するため、過度に使用するとEV
航続可能距離が短くなります。
冷やしすぎや暖めすぎにならないよ
うに、風量をこまめにしぼり、さらに
設定温度を控えめに調整してくださ
い。

充電量が同じでも走行状況によって

EV 航続可能距離は変化します。高速

走行や山道の登坂は、通常よりも駆動
用バッテリーの電力を消費するため、
EV 航続可能距離が短くなります。

道路状況に合わせてセレクターレ

バーを に操作し、回生ブレーキを上
手に使用して、駆動用バッテリーを充
電すれば EV 航続可能距離を延ばすこ

とができます。

J10901300024

事故などにより車体に衝撃を受けたとき
に、プラグインハイブリッド EV システ

ムの作動を停止する場合があります。
この場合、プラグインハイブリッド EV シ

ステムを再起動できなくなりますので三
菱自動車販売会社へご連絡ください。
緊急処置が必要となるような事故が発生
した場合は、エンジン車と同様の処置を
してください。また、重大な傷害または
死亡につながるおそれのある重度のやけ
どや感電を防止するため、次のことに注
意してください。

取り扱いの注意点 

作動音について 

補機用バッテリー 

アドバイス
補機用バッテリーは READY（走行可能）

表示灯の点灯中または駆動用バッテリー
の充電中に自動的に充電されます。

補機用バッテリーが上がったときは、プ

ラグインハイブリッド EV システムを起

動できません。

また、駆動用バッテリーの充電もできま
せん。

→「補機用バッテリーが上がったとき」

P.8-23

EV 航続可能距離について 

万一、事故が起きたときは 
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警告
続発事故を防ぐため、走行可能な場合は、

車両を現場付近の路肩など安全な場所に
移動してください。

また、可能な場合は次の処置を行い、緊
急隊員が到着するまで交通のじゃまにな

らない場所で待機してください。

•輪止めをする。

•セレクトポジションを にする。

•電動パーキングブレーキをかける。

•窓、ドアおよびテールゲートを開ける。

•パワースイッチの電源モードを OFF に
する。

•非常点滅灯を点滅させるか、停止表示板

などで故障表示をする。

•意図しないスイッチ操作（パワースイッ

チへの接触など）によるシステム起動や
事故などの影響による予期しないシス

テム起動の可能性を低減させるため、

キーレスオペレーションキーは車両か
ら離れた場所（車外）に保管する。

モーターや駆動用バッテリーなどの高電

圧の配線ならびにそのコネクター、他の
高電圧部位に触れないでください。車両

の内部または外部から露出した電線が見

える場合は、感電するおそれがあります。
→「主な高電圧部位」P.3-8

車外を確認し、液体の漏れ（エアコンの

水以外）が見つかったときは、燃料系統
が損傷している可能性があるため、プラ

グインハイブリッド EV システムを起動

しないでください。起動すると燃料に引

火し火災や爆発するおそれがあります。
また、三菱自動車販売会社に連絡すると

きは併せて状況を伝えください。

駆動用バッテリー液の漏れ、車体や駆動

用バッテリーの損傷は火災の原因となり
ます。漏れや損傷などが見つかったとき

は、そのまま使用せず消防に通報してく
ださい。

車内または車外に液体の漏れが見つかっ

たときは、火気を近づけないでください。
また、絶対に触れないでください。

駆動用バッテリー液が皮膚に付いたり、
目に入るとやけどや失明の原因になりま

す。すぐに多量の水で洗い、すみやかに

専門医の治療を受けてください。

ブレーキ液の漏れがあると、思わぬ事故

につながるおそれがあります。

漏れが見つかったときは、そのまま使用

せず三菱自動車販売会社へご連絡くださ
い。

車両が損傷し、車両が安全であることを

確認できない場合は、車両に触れないで
ください。車両から離れ、三菱自動車販

売会社に連絡し、事故車がプラグインハ

イブリッド車であることを伝えてくださ
い。

警告
駆動用バッテリーの消火には多量の水が

継続的に必要となります。万一、車両火
災が発生したときは、自分で消火しよう

とせず、できるだけ早く車両から離れて、
消防に通報してください。

不適切な消火器の使用、小量の水での消

火は重大な傷害または感電死につながる
おそれがあります。

避難する際、有毒ガスや可燃性ガスが室

内にこもらないよう、また乗員救助や消
火作業を容易にするため、可能であれば

窓やドア、テールゲートを開けてくださ

い。

他の車両火災の場合と同様に、車両から

出る煙、蒸気、ガスは有毒である可能性

があるため、吸わないでください。風上

の高い場所に移動し、消防が来るまで交
通のじゃまにならない場所で待機してく

ださい。

駆動用バッテリー付近から液体の漏れ、

火花、煙、火炎、ゴボゴボ音、シューシュー

音、またはパーンという音がする場合は

バッテリー火災のおそれがあります。す
ぐに消防に通報してください。

車両または駆動用バッテリーが損傷して

いる場合は、有毒ガスや可燃性ガスが発
生して発火するおそれがあります。事故

後しばらく時間が経過してからガスが発

生することもあるため、注意してくださ
い。

警告
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J10901400025

点検・整備をするときは、以下のことに
注意して作業してください。

けん引される場合は、必ず4輪とも持ち上

げて搬送してください。後輪が接地した
状態でけん引すると、モーターが発電し

て火災の原因となります。
→「けん引するとき」P.8-37

損傷しているお車を自分で修理しようと

しないでください。三菱自動車販売会社
に修理を依頼してください。

ボデー修理や塗装の補修が必要なとき

は、駆動用バッテリーやインバーター、配

線などの高電圧部品の取り外しが必要に
なるため、三菱自動車販売会社にご連絡

ください。駆動用バッテリーが塗装ブー

スで高温にさらされると、バッテリー容
量が低下します。また、駆動用バッテリー

が損傷している場合、訓練されていない
方が整備作業を行うと危険です。

アドバイス
次の場合は自動的に高電圧遮断システム

が作動し、高電圧システムが働かなくな

ることがあります。

•強い衝撃を車両に受けたとき

•プラグインハイブリッド EV システムが

故障しているとき

高電圧遮断システムが作動していると

き、READY（走行可能）表示灯は消灯し

ています。
→「表示灯・警告灯一覧」P.5-51

高電圧遮断システムが作動した場合は、

三菱自動車販売会社にご連絡ください。

警告 点検・整備をするときは 

警告
点検 • 整備をするときは、必ず車両から充

電コネクターを取り外し、パワースイッ

チの電源モードがOFFになっていること

を確認してから行ってください。

エンジンルーム内では高電圧部位に触れ

ないでください。高電圧を発生する部品

および高電圧の配線（オレンジ色）なら
びにそのコネクターの取り外し、分解な

どは絶対に行わないでください。また、普
通充電ケーブル、普通充電コネクター、プ

ラグ、コンセントの分解は絶対に行わな

いでください。感電など、命にかかわる
重大な傷害を受けるおそれがあります。

これらの部位には取り扱い上の注意を記
載したラベルが貼り付けてありますの

で、ラベルの指示に従ってください。必

要な整備については、三菱自動車販売会
社へ依頼してください。

リヤシートの足元にあるサービスプラグ

には、絶対に触らないでください。サー
ビスプラグは車両を修理するときなど

に、三菱自動車販売会社で駆動用バッテ

リーの高電圧を遮断するためのもので
す。

取り扱いを誤ると感電など、命にかかわ
る重大な傷害を受けるおそれがありま

す。
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主な高電圧部位

1- AC インバーターA
2- 車載充電器＆ DC/DC コンバーター
3- リヤモーター
4- サービスプラグ
5- 電気温水式ヒーターA
6- 駆動用バッテリー
7- フロントモーター
8- ジェネレーター
9- エアコンコンプレッサー

10- パワードライブユニット (PDU)
11- リヤモーターコントロールユニッ

ト (MCU)
12- 充電給電口

警告
プラグインハイブリッド EV システムは、

最大で 336V の直流高電圧が使用される

ため、システム起動中や起動後、車両が

止まったときに高温になることがありま
す。車両に貼り付けらているラベルに従

い、高電圧と高温に注意してください。

駆動用バッテリーおよび関連部品には電

圧がかかっており、常に駆動用バッテ

リーは満充電の状態であると考えてくだ

さい。

READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るとき、および充電ランプが点灯 • 点滅

しているときは、高電圧システムが作動

しているため、絶対に整備作業を行わな
いでください。

警告
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J10901500039

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器などの医療用電気機器を使用して
いる方は 

警告
普通充電をする前に

•充電による影響について医療用電気機器製造業者などに確認してから充電作業を行ってください。充電が医療用電気機器の作動に影響をお

よぼすおそれがあります。

→「普通充電のしかた（AC 200V コンセントまたは AC 100V コンセントでの充電方法）」P.3-19
普通充電をするときは

•充電中に次のことをお守りください。

·普通充電するときは、普通充電コネクター、普通充電ケーブル、コントロールボックス、普通充電スタンドに植込み型心臓ペースメーカー

および植込み型除細動器などの医療用電気機器の植込み部位を近づけないようにしてください。

·車内にとどまらないでください。

·物を取るときなどに、ラゲッジルームを含めた車内に入り込まないでください。

→「普通充電のしかた（AC 200V コンセントまたは AC 100V コンセントでの充電方法）」P.3-19
急速充電、V2H 充電または V2H 給電はしない、急速充電器または V2H 機器には近づかない

•次のことをお守りください。電磁波が医療用電気機器の作動に影響をおよぼすおそれがあります。

·急速充電器または V2H 機器を使用しないでください。

·急速充電器または V2H 機器を設置している場所には、可能な限り近づかないでください。なお、不用意に近づいた場合は、立ち止まらず

すみやかに離れてください。

·急速充電器または V2H 機器を操作する必要がある場合は、他の方にお願いしてください。

→「急速充電・V2H 充電・V2H 給電のしかた」P.3-33
走行中はリヤシートの足元に身体を近づけたり、ラゲッジルームに乗らないでください。

また、走行中はラゲッジルームに医療用電気機器を使用している方を乗せないでください。

医療用電気機器の作動に影響をおよぼすおそれがあります。

 100V AC 電源 (1500W) のコンセントを使用しているときは、リヤシートの床面、ラゲッジルームの床面、AC 電源のコンセントの周辺には近

づかないでください。電磁波が医療用電気機器の作動に影響をおよぼすおそれがあります。
→「100V AC 電源 (1500W)」P.6-17

キーレスオペレーションシステムを使用するときは、次のことをお守りください。
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•植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を使用している方は、車室外発信機・車室内発信機から約 22cm 以内に近づかないよ

うにしてください。キーレスオペレーションシステムに使用している電波が植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に
影響をおよぼすおそれがあります。

•植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器以外の医療用電気機器を使用している方は、キーレスオペレーションシステムに使用

している電波による影響について医療用電気機器製造業者などに確認してからご使用ください。電波が医療用電気機器の作動に影響をおよ
ぼすおそれがあります。

→「キーレスオペレーションシステム」 P.4-6

警告
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外気温が約 30°C 以上のときは、次のような現象となる場合がありますので、それぞれの対処方法を行ってください。

外気温が約 30°C 未満のときでも、急速充電と連続高速走行および連続登坂走行などを繰り返した場合は次のような現象となる

場合も稀にありますので、それぞれの対処方法を行ってください。

*：「走行出力制限中」表示は、お車の故障を示すものではありません。

酷暑時の注意事項と対処方法 

外気温 現象 対処方法

約 30°C
以上

充電、駆動用
バッテリーに
関して

連続高速走行および連続登坂走行などを繰り返した場合には駆
動用バッテリーの温度が上昇します。
駆動用バッテリーの温度が高い状態で急速充電した場合、駆動
用バッテリーの発熱を抑制するために充電電流を制限します。
それに伴い、充電時間が長くなる場合があります。

連続高速走行および連続登坂走行な
どを繰り返した場合は、風通しの良
い日陰に駐車してください。

約 40°C
以上

起動、走行に
関して

急速充電と連続高速走行および連続登坂走行などを繰り返した
場合、次の画面 *が表示され、モーター出力が制限されます。

この画面 *が表示された後もさらに走行を続けた場合、車両が

停止する場合があります。

しばらく停車し、急速充電を控え、
走行出力制限中表示 *が消えるまで

待機してください。

回生ブレーキ力が低下する場合があります。　 減速するときは、ブレーキペダルを
踏み足してください。

充電、駆動用
バッテリーに
関して

駆動用バッテリーの温度が高い状態で急速充電した場合、駆動
用バッテリーの発熱を抑制するために充電電流を制限します。
それに伴い、充電時間が長くなる場合があります。

風通しの良い日陰に駐車してくださ
い。
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外気温が約 -15°C 以下のときは、次のような現象となる場合がありますので、それぞれの対処方法を行ってください。

外気温が約 -28°C以下では、駆動用バッテリーが凍結して、充電やプラグインハイブリッドEVシステムの起動ができない場合が

あります。

極寒時の注意事項と対処方法 

外気温 現象 対処方法

約 -15°C
以下

起動、走行に
関して

モーター出力が制限され、動力性能が低下する場合があります。
このとき次の画面 * を表示する場合があります。

周りの車両と同程度の速度が出

せる場合は走行を続けてくださ
い。

周りの車両と同程度の速度が出

せない場合は、安全な場所へ停
車し充電するか、安全に十分注
意して走行してください。

回生ブレーキ力が低下する場合があります。 減速するときは、ブレーキペダルを
踏み足してください。

充電、駆動用
バッテリーに
関して

充電時間が延びる場合があります。

満充電にならない場合があります。

走行後すぐなど、駆動用バッテリー
が冷える前に充電してください。
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約 -28°C
以下

起動、走行に
関して

モーター出力が制限され、動力性能が低下する場合があります。
このとき次の画面 * を表示する場合があります。

周りの車両と同程度の速度が出

せる場合は走行を続けてくださ
い。

周りの車両と同程度の速度が出

せない場合は、安全な場所へ停
車し充電するか、安全に十分注
意して走行してください。

動力性能が低下します。
このとき次の警告を表示する場合があります。

日中、気温が上がるのを待つなどし
て、駆動用バッテリー周辺の温度が
上がってから、起動してください。

回生ブレーキ力が低下またはなくなる場合があります。 減速するときは、ブレーキペダルを
踏み足してください。

充電、駆動用
バッテリーに
関して

充電ができなくなる場合があります。

充電時間が延びる場合があります。

満充電にならない場合があります。

走行後すぐなど、駆動用バッテリー
が冷える前に充電してください。

外気温 現象 対処方法
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*：「走行出力制限中」表示は、お車の故障を示すものではありません。

約 -30°C
以下

起動、走行に
関して

次の警告が表示されるとプラグインハイブリッド EV システム

が起動しない場合があります。

日中、気温が上がるのを待つなどし
て、駆動用バッテリー周辺の温度が
上がってから、起動してください。

回生ブレーキ力が低下またはなくなる場合があります。 減速するときは、ブレーキペダルを
踏み足してください。

動力性能が低下します。
このとき次の警告を表示する場合があります。

ただちに安全な場所に停車して

ください。
日中、気温が上がるのを待つな
どして、駆動用バッテリー周辺
の温度が上がってから、起動し
てください。

走行中に警告が表示された場合、

三菱自動車販売会社へ連絡して
ください。

充電、駆動用
バッテリーに
関して

充電ができなくなる場合があります。

充電が途中で停止した場合は、自動的に電源モードが OFF に

なります。
→「電源モードの自動 OFF」 P.3-43

充電時間が延びる場合があります。

満充電にならない場合があります。

日中、気温が上がるのを待つなどし
て、駆動用バッテリー周辺の温度が
上がってから、充電してください。

外気温 現象 対処方法
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駆動用バッテリーを充電するには次の方法があります。

駆動用バッテリーの充電方法 

種類 充電給電口 *1 充電コネクター 電源 充電時間 *2 参照

普通充電
(AC 200V) 約 4.5 時間

P.3-19

普通充電

(AC 100V)*3

A

約 14.5 時間

急速充電

約 25 分 *4

（満充電の
80％まで）

P.3-33

V2H 充電 *5*6
V2H 機器やご家庭

の電力事情により
異なります。

普通充電

給電口

急速充電
給電口
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「Vehicle to Home」の略で、車両の電力を家庭用の電力供給源として利用することができます。

急速充電と同じ CHAdeMO（チャデモ）規格の急速充電コネクターを使い、車両と自宅などの双方向充電を行うものです。

V2H機器から車両へ充電を行うことを「V2H充電」、V2H本体を経由して車両から自宅へ電力供給することを「V2H給電」といいます。

V2H の詳細については、PHEV to HOME 販売カタログまたは、各 V2H メーカーのカタログ、取扱説明書などでご確認していただ

くか、V2H メーカーにお問い合わせください。

*1: 充電給電口は車両の右側後方にあります。

*2: 充電時間は駆動用バッテリーの状態、車両の使用環境、急速充電器または V2H 機器の仕様によって異なります。また、高温

および低温時ならびに電装品使用時には充電時間が長くなる場合があります。

*3: AC 100V 用の普通充電ケーブルは、標準装備されておりません。必要なときは、三菱自動車販売会社でお買い求めください。

*4: 急速充電器の出力が 50kW 仕様の場合の充電時間です。

*5: V2H 充電をするためには、V2H 機器の設置が必要です。詳しくは、次の項をお読みください。

→「V2H（ヴィーツーエッチ）とは」P.3-17
*6: V2H 充電の方法については、次の項をお読みください。

→「急速充電・V2H 充電・V2H 給電のしかた」P.3-33

V2H（ヴィーツーエッチ）とは
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警告
普通充電は、AC 200V•AC 100V いずれの

場合も、20A 以上の専用分岐回路に接続

された EV 充電用コンセントを使用して

ください。

また、電源回路には漏電遮断器を設置し、

コンセントには必ずアース接続を行って
ください。EV 充電用以外のコンセントを

使用した場合、または専用の電源回路を
使わない場合は配線の異常発熱、ブレー

カーによる電気回路の遮断、他の電気機
器への悪影響などが発生することがあり

ます。

設置場所が屋外、または雨水などでぬれ

る可能性がある場合には、防水処理され
た EV 充電用コンセントを使用してくだ

さい。

雨や雪の日でも充電はできます。ただし、

感電を防止するため次のことに注意して

ください。

•充電給電口、充電コネクター、コンセン

ト、プラグをぬれた手で触らない。

•充電給電口、充電コネクター、コンセン

ト、プラグの端子部がぬれないように接

続する。

•大雨、大雪、強風などの悪天候のとき

や、今後悪天候が予想されるときは、屋

外での充電は行わない。

•落雷のおそれがある場合は充電を行わ

ない。万一、普通充電中に急に雷が鳴り
出した場合は、車両および充電コネク

ターには触らず、ブレーカーを OFF に

する。

充電給電口や充電コネクターに水が入る

と漏電の原因となり、火災、感電のおそ
れがあります。充電リッドおよび中ぶた

を空けたままにしたり、充電ケーブルを
屋外に放置しないようご注意ください。

充電中にコンセントの接続部分が雪に埋

もれてしまったときは、先にコンセント

につながっている手元スイッチまたはブ
レーカーを OFF にしてから、雪を除去し

てプラグを抜いてください。
充電中に車両が雪に埋もれてしまった場

合も雪を除去してから、充電コネクター
を抜いてください。

外出先で普通充電をする場合、普通充電

器の一部は、この車両に対応していない

ことがあります。使用する前に、この車
両に対応していることを普通充電器の管

理者または充電器メーカーにお問い合わ

せください。また、充電作業は充電器本
体に表示された操作手順に従って行って

ください。

充電や外部給電を使用するとき以外は、

充電リッドを開けないでください。

警告 アドバイス
普通充電は、公共用および家庭用に市販

された充電ケーブル付き普通充電器を使
用して行うことも可能です。ただし、こ

れらの充電器には、お客様のお車に対応
していないものや、車載の普通充電ケー

ブルと同じ条件で充電ができない場合が

ありますので、各充電器の取扱説明書お
よび仕様を確認してから、ご使用くださ

い。

駆動用バッテリーの容量を維持するた

め、次のことをおすすめします。

•急速充電のみを繰り返し行う場合、2 週

間に 1 回程度は、普通充電で満充電にす

る。

•満充電付近で充電を繰り返さない。

•できるだけ普通充電で充電する。

普通充電コネクターと急速充電コネク

ターを同時に差し込まないでください。

同時に差し込むと普通充電ができない場

合があります。

充電中、パワースイッチの電源モードが

OFF でも、駆動用バッテリーを冷却する

ためのエアコンコンプレッサーなどの作
動音が聞こえることがありますが、異常

ではありません。

駆動用バッテリー冷却システムはエアコ

ンシステムの一部を利用するため、自動

的にエアコンコンプレッサーが作動しま

す。
充電後車体下がぬれていても、透明でサ

ラサラしていればエアコンの除湿水であ
り異常ではありません。
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長期間お車を使用されない場合は、3ヶ月

ごとに駆動用バッテリー残量表示の目盛
を確認してください。

目盛が 0 の場合は、目盛が表示されるま

で充電するかプラグインハイブリッド

EV システムを起動して自動で始動した

エンジンが停止するのを待ってからパ

ワースイッチの電源モードをOFF にして

ください。

普通充電中に停電が発生したときは、電

気の復旧とともに充電も自動的に再開さ
れます。

充電リッドが施錠されているときに充電

リッドの後方を押さないでください。

運転席ドアを解錠したとき、充電リッド
が不意に開くおそれがあります。

バッテリーチャージモードで駆動用バッ

テリーを満充電近くまで充電することが

できます。
→「バッテリーセーブ／チャージモード

スイッチ」P.5-26
→「バッテリーチャージモード」P.5-27

アドバイス 普 通 充 電 の し か た（AC
200V コンセント *1 または
AC 100V コンセント *2 で
の充電方法） 

*1：AC 200V 普通充電ケーブル使用時

*2：AC 100V 普通充電ケーブル（タイプ

別装備）使用時

警告
コンセントは次の種類のもののみ対応し

ています。次の種類以外のコンセントお

よび、専用回路ではないコンセントには、
絶対に接続しないでください。

•AC 200V コンセント：

日本配線システム工業会規格
JWDS-0033
EV 充電用コンセント 20A 250V

•AC 100V コンセント：

日本配線システム工業会規格
JWDS-0033
EV 充電用コンセント 15A 125V

安全のため、充電はお子さまや不慣れな

方だけで行わないでください。また、普

通充電コネクターを幼児の手の届くとこ

ろで使用しないでください。

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込

み型除細動器などの医療用電気機器を使

用している方は、充電による影響につい
て医療用電気機器製造業者などに確認し

てから充電作業を行ってください。充電

が医療用電気機器の作動に影響をおよぼ
すおそれがあります。

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込

み型除細動器などの医療用電気機器を使

用している方は、充電中に次のことをお
守りください。

警告
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•普通充電コネクター、普通充電ケーブ

ル、コントロールボックス、普通充電ス
タンドに植込み型心臓ペースメーカー

および植込み型除細動器などの医療用
電気機器の植込み部位を近づけないよ

うにしてください。

•車内にとどまらないでください。

•物を取るときなどに、ラゲッジルームを

含めた車内に入り込まないでください。

普通充電ケーブルを束ねたり、巻き付け

た状態で充電しないでください。普通充

電ケーブルが異常発熱して火災の原因と

なるおそれがあります。

充電前に、普通充電給電口および普通充

電コネクターにほこりなどの異物が入っ

ていないことを確認してください。
このとき普通充電給電口に手を触れない

ようにしてください。

ほこりなどの異物が入り込んでいる場合
は、三菱自動車販売会社で点検を受けて

ください。

普通充電コネクターと普通充電給電口を

接続する際、接続部に水やほこりなどの
異物が入らないようにしてください。

水やほこりなどの異物が入ったまま接続
すると火災、感電の原因となります。接

続部に強く水などがかかるおそれのある

ときは充電しないでください。

充電機器を取り扱うときは次の点に注意

してください。火災、感電、ショートの

原因となります。

警告
•普通充電ケーブルを抜き差しするとき

は、ケーブル部を引っ張って抜かないで
ください。プラグ部を持って抜いてくだ

さい。

•普通充電コネクター、コントロールボッ

クス、プラグは水の中につけないでくだ

さい。

感電など充電中の事故を防ぐため、次の

ことをお守りください。

•普通充電ケーブルは、必ずこの車両用の

ものを使用する。

•防水処置のされているコンセントを使

用する。

•ボデーカバーを掛けた状態で充電しな

い。

•ぬれた手でプラグの抜き差しをしない。

普通充電ケーブルやプラグが損傷してい

たり、異物が入り接続できない場合は、無

理に接続しないでください。

プラグや普通充電コネクター、普通充電

ケーブル、コントロールボックスに異常
な発熱を感じたらすぐに使用を中止して

ください。使用中表面が暖かくなること
がありますが故障ではありません。

いつもと違う臭いがしたり、車両から煙

が出ているときは、すみやかに充電を中

止してください。

警告
周囲が囲まれた換気の悪い場所で充電し

ないでください。また補機用バッテリー
に火気を近づけないでください。

充電の際に補機用バッテリーから発生す
る可燃性ガスが建物内などに充満して、

爆発するおそれがあります。

やむを得ず充電するときは、換気を十分
に行ってください。

充電中、パワースイッチの電源モードが

OFF でも、エンジンルーム内の冷却ファ

ンが自動的に作動することがあります。

充電中は、冷却ファンに手を近づけない
でください。

注意
コンセントは地上 1m 前後に設置された

ものを使用してください。コンセントの

接地位置が低い場合、コントロールボッ

クスが地面に接し、水没や踏みつけてし
まうなど、トラブルの原因となります。

発電機などAC 200VまたはAC 100Vコン

セント以外の電源から充電を行わないで
ください。故障の原因となります。

普通充電コネクターや普通充電給電口に

異物が入り接続ができなくなったとき

は、無理に接続せずに三菱自動車販売会
社にご連絡ください。無理に接続しよう

とすると、充電装置と車両が破損するお
それがあります。

警告
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ラゲッジフロアボックスに普通充電ケー
ブルが入っています。
→「ラゲッジフロアボックス」　P.6-24

AC 200V 普通充電ケーブル 7.5m

次の普通充電ケーブルが必要なときは、
三菱自動車販売会社でお買い求めくださ
い。

AC 100V 普通充電ケーブル 5m
A

アドバイス
充電中は盗難などを防ぐため、必ずドア

を施錠してください。

普通充電ケーブル 

インジケーター (LED)

プラグ普通充電ケーブル

普通充電コネクター

コントロール

ボックス

インジケーター (LED)

プラグ普通充電ケーブル

普通充電コネクター

コントロール
ボックス
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インジケーターは以下の状況で点灯、点滅します。また、以下以外の点灯、点滅の場合は、三菱自動車販売会社へお問い合わせく
ださい。

：点灯　 ：点滅　 ：消灯

AC 200V 普通充電ケーブル

READY POWER FAULT 作動状態

プラグをコンセントに接続したときは、すべてのインジケーターが約 0.5 秒間点

灯します。

次のいずれかの状態です。
充電が完了しています。

充電待機状態です。（三菱リモートコントロール付き車）

普通充電コネクターが普通充電給電口に接続されていません。

駆動用バッテリーを充電中です。

READY POWER FAULT 異常検知時作動状態および必要な対応

コンセントが通電していないか、普通充電ケーブルが故障しています。
コンセントに電源がきているにもかかわらず、プラグをコンセントに接続しても
インジケーターが点灯しないときは、ただちに使用を中止して、三菱自動車販売
会社にご連絡ください。

コンセントのアース線が断線または接続されていません。コンセントのアース状
態をご確認ください。それでも改善できない場合は、三菱自動車販売会社にご連
絡ください。

プラグの温度検知回路が故障しています。
充電電流を制限しているため、ただちに三菱自動車販売会社にご連絡ください。
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プラグが高温のため、充電電流を制限しています。
コンセントが故障している可能性がありますので、ただちに使用を中止して専門
業者で点検を受けてください。
その後、再び同じ状態が続く場合は三菱自動車販売会社にご連絡ください。

普通充電ケーブルの内部回路が故障しています。
ただちに使用を中止し、三菱自動車販売会社へご連絡ください。

漏電している、または通信異常が発生しています。
ただちに使用を中止し、三菱自動車販売会社へご連絡ください。

EV 充電用以外のコンセントを使用しているか、電源系統内部に異常があるため、

コンセントの電圧異常を検知し、充電電流を制限しています。
ただちに使用を中止し、20A 以上の専用分岐回路に接続された EV 充電用コンセ

ントを使用してください。

READY POWER FAULT 異常検知時作動状態および必要な対応
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：点灯　 ：点滅　 ：消灯

AC 100V普通充電ケーブルA

POWER FAULT CHARGING
作動状態

プラグをコンセントに接続したときは、すべてのインジケーターが約 0.5 秒間点

灯します。

普通充電コネクターが普通充電給電口に接続されていません。

駆動用バッテリーを充電中です。

次のいずれかの状態です。
充電が完了しています。

充電待機状態です。（三菱リモートコントロール付き車）

POWER FAULT CHARGING
異常検知時作動状態および必要な対応

漏電している、または普通充電ケーブルが故障しています。
ただちに使用を中止し、三菱自動車販売会社へご連絡ください。

普通充電ケーブルが故障しています。
ただちに使用を中止し、三菱自動車販売会社へご連絡ください。

コンセントが通電していないか、普通充電ケーブルが故障しています。
コンセントのブレーカーをご確認ください。ブレーカーが ON になっているにも

かかわらず、プラグをコンセントに接続してもインジケーターが点灯しないとき
は、ただちに使用を中止して三菱自動車販売会社にご連絡ください。
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1.ガーゼなどの柔らかい布に、中性洗剤
を薄めた水溶液を含ませて、軽く拭き
取ります。

2.真水にひたした柔らかい布を固くし
ぼって、洗剤をきれいに拭き取りま
す。

3.水分をよく拭き取り、風通しのよい日
陰で乾燥させます。

警告
普通充電ケーブルの改造・分解はしない

でください。火災、感電、けがの原因と
なります。

普通充電ケーブルを使用しないときは普

通充電コネクターのキャップを必ず取り
付け、水でぬれたりほこりが入らない場

所に保管してください。普通充電コネク

ターやプラグの金属端子部に水やほこり
などの異物が入ると火災、故障の原因と

なります。

普通充電ケーブル、普通充電給電口、普

通充電コネクター、プラグ、コンセント
に損傷、腐食、さびがある場合、またプ

ラグを差し込んだときにグラグラするよ
うな劣化したコンセントでは充電しない

でください。火災、感電、ショートの原

因になります。

普通充電ケーブルを取り扱うときは次の

点に注意してください。

ケーブルが損傷した場合、火災、感電、
ショートの原因となります。

•落としたり、強い衝撃を与えない。

•無理に引っ張ったり、曲げたりしない。

•ねじらない。

•引きずらない。

•上に物を載せない。

•ストーブなどの熱器具に近づけない。

アドバイス
普通充電ケーブルをこの車両以外に使用

しないでください。

コントロールボックスの取り扱
い 

警告
コントロールボックスを取り扱うときは

次の点に注意してください。コントロー
ルボックスの損傷から火災、感電、けが

の原因となります。

•改造・分解はしない。

•水の中につけない。

•強い衝撃を与えたり、落としたりしな

い。

注意
ケーブルやコントロールボックスに足を

引っ掛けるなどして強い力が加わると、

コンセントおよびプラグが破損するおそ
れがありますので、注意してください。

普通充電ケーブルのお手入れ 

警告
お手入れは必ずプラグと普通充電コネク

ターの接続を外してから行ってくださ

い。作業中など、ぬれた手で抜き差しす
ると感電の原因となります。

警告
普通充電コネクターおよびプラグの金属

端子部には水や中性洗剤を付けないよう

にしてください。水などが付いたままで
使用すると火災、感電の原因となります。

注意
ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤や酸

またはアルカリ性の溶剤は使用しないく
ださい。変形、変色、故障の原因になり

ます。また、各種クリーナ類にはこれら
の成分が含まれているおそれがあります

ので、よくご確認の上使用してください。
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1.電動パーキングブレーキを確実にか
け、電動パーキングスイッチを押し

て、セレクトポジションを にしま
す。

2.ライトなどの電装品を停止して、パ
ワースイッチの電源モードを OFF に

します。
3.運転席ドアを解錠した後、充電リッド
の後方をカチッと音がするまで押し
て充電リッドを開けます。

普通充電するときは 

アドバイス
次の条件がそろったとき、運転席ドアの

解錠に連動して充電リッドが解錠しま
す。

•READY（走行可能）表示灯が消灯して

いるとき

•セレクトポジションが のとき

万一、充電リッドが解錠できないときは、

応急処置としてラゲッジルーム右側面の
リッドを開けて解錠することができま

す。
→「充電リッドが解錠できないときは」

P.3-31
充電リッドを閉めた後、約 3 秒間は充電

リッドを開けることができません。

充電リッドを閉めた後、約3秒後に押して

も開かない場合は、もう一度押してくだ

さい。

アドバイス
充電リッドを閉じる前に、アクチュエー

ターを押し込まないでください。
充電リッドを閉じる前にアクチュエー

ターが押し込まれた状態では、充電リッ
ドを閉じても固定することができませ

ん。このようなときは、充電リッドを閉

じた後、充電リッドの後方を一番奥まで
軽く押し込み、そのまま押し込んだ状態

を約3秒以上保持してから離し、アクチュ

エーターを元の状態に戻してください。

*：車両に向かって左側が普通充電給電口

です。

アドバイス

アクチュエーター

普通充電給電口 *

押し込まれて

いない状態

押し込まれた

状態
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4.ツメを押して中ぶたを開けます。

5.普通充電ケーブルのプラグをコンセ
ントに確実に差し込み、コンセントの
ふたロック機構でプラグをロックし
ます。

警告
普通充電給電口の中ぶたおよび充電リッ

ドを開けたまま長時間放置しないでくだ

さい。普通充電給電口に水やほこりなど
が入ると漏電の原因となり、火災、感電

の原因となります。

普通充電給電口および普通充電コネク

ターの金属端子部に手を触れないでくだ
さい。感電、故障の原因となります。

注意
普通充電給電口が凍結したときは、ヘア

ドライヤーなどで解凍してください。凍
結したまま普通充電コネクターを無理に

接続しようとすると、故障の原因になり

ます。

ツメ 普通充電給電口中ぶた

アドバイス
普通充電給電口には排水用の穴がありま

す。この穴が詰まったりして普通充電給
電口内に水がたまったときは、充電を行

わずに三菱自動車販売会社にご連絡くだ
さい。

警告
使用する前にコンセントにプラグが根元

までしっかり差し込まれていることを確

認してください。根元まで十分に差し込

まれていない状態で充電を続けると、異
常発熱して火災の原因となるおそれがあ

ります。

AC 200V•AC 100V いずれの場合も、20A
以上の専用分岐回路に接続された EV 充

電用コンセントを使用してください。

また、電源回路には漏電遮断器を設置し、
コンセントには必ずアース接続を行って

ください。EV 充電用以外のコンセントを

使用した場合、または専用の電源回路を

使わない場合は配線の異常発熱、ブレー
カーによる電気回路の遮断、他の電気機

器への悪影響などが発生することがあり

ます。

設置場所が屋外、または雨水などでぬれ

る可能性がある場合には、防水処理され

た EV 充電用コンセントを使用してくだ

さい。

警告
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6.充電ケーブルのコントロールボック
スのREADY(緑 )インジケーターが点

灯していることを確認します。
→「普通充電ケーブル」P.3-21

コンセントとプラグの間に延長コードや

アース変換プラグなどを絶対に接続しな
いでください。これらを接続すると、異

常発熱して火災の原因となるおそれがあ
ります。

警告 アドバイス
AC 100V コンセント *にはプラグを差し

込んだ後、時計回りに回して固定するも
のがありますが、このタイプは使用しな

いでください。このタイプは、庭園灯、看
板灯、屋外で使用される電動工具などの

ために設置されているものなので、電気

自動車の充電には使用できません。
*：AC 100V 普通充電ケーブル（タイプ

別装備）使用時

次の場所に設置されているコンセントは

使用する前に、この車両に対応している
か確認してください。

•自宅やマンションなどに設置されてい

るコンセント

•一般の駐車場や車庫に設置されている

コンセント 注意
充電ケーブルのコントロールボックスの

READY( 緑 ) インジケーターが点滅して

いる場合は、コンセントのアース線が断

線または接続されていません。コンセン

トのアース状態をご確認ください。

普通充電ケーブル プラグ

リリース
スイッチ

普通充電

コネクター
コントロールボックス
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7.普通充電コネクターのキャップを取
り外し、普通充電コネクターおよび普
通充電給電口の先端部にほこりなど
異物が付いていないことを確認しま
す。

8.図のように普通充電コネクターの下
部を握り、ボタンを押さずにカチッと
音がするまで差し込みます。

普通充電コネクター

キャップ

ボタン

注意
普通充電コネクターの頭部を握らないで

ください。

充電リッドの内側の突起物に気をつけて

ください。

充電中は普通充電コネクターに無理な力

を加えないでください。普通充電コネク

ターや普通充電給電口が破損して、充電
ができなくなる可能性があります。

充電中に普通充電コネクターの穴に南京

錠をつけることで、普通充電コネクター
の盗難防止ができますが、適さない寸法

の南京錠を使用した場合は、盗難防止機
能は働きません。

また、南京錠に強い力を加えた場合は、普

通充電コネクターの破損につながるおそ
れがあります。南京錠は三菱自動車販売

会社へお問い合わせください。

アドバイス
普通充電コネクターを短時間に何度も抜

き差ししないでください。充電が開始さ

れない場合があります。

普通充電コネクターを普通充電給電口に

接続したままで、パワースイッチの電源

モードを ON にしても、プラグインハイ

ブリッド EV システムの起動はできませ

ん。

注意

穴
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9.メーター内の充電ランプが点灯して
いることを確認します。

充電ランプが点灯しない場合は、充電
が開始されていません。 
普通充電コネクターおよびプラグが
正しく接続されているか確認しなが
ら、再度手順 5. からやり直してくださ

い。

10.充電ランプが消灯したら充電は完了
です。図のように普通充電コネクター
の下部を握り、ボタンを押しながら引
き抜き、普通充電コネクターのキャッ
プを取り付けます。

駆動用バッテリー

残量表示

予測充電時間

表示

充電ランプ

アドバイス
普通充電コネクターを普通充電給電口に

差し込むと充電ランプが点滅します。充
電が開始されると充電ランプは点灯し、

充電口照明が 3 回点滅して消灯します。

充電中に駆動用バッテリーの充電量や予

測充電時間を確認したい場合は、いずれ

かのドアを開けるか スイッチを操作す

ると、インフォメーション画面に駆動用
バッテリー残量表示と予測充電時間表示

が表示され、確認することができます。

→「マルチインフォメーションディスプ

レイスイッチ」P.5-33
また、予測充電時間表示は残り時間が 1
時間未満になったとき、--:-- 表示に切り

換わりますが、故障ではありません。

充電中に電装品を使用した場合、充電完

了までにかかる時間が長くなる場合があ
ります。

充電中にオーディオなどの電気製品を使

用したい場合は、パワースイッチの電源

モードを ON にしてください。使用後は、

セレクトポジションが にあることを確

認し、ブレーキペダルから足を離してパ
ワースイッチの電源モードをOFFにして

ください。

注意
充電が終わった後は、普通充電コネク

ターを取り付けたまま放置しないでくだ

さい。
誤ってケーブルに足を引っかけて転倒し

たり、いたずらにより普通充電給電口を

破損するおそれがあります。

充電が終わった後は、必ず普通充電コネ

クターが普通充電給電口から取り外され

ていることを確認してください。

普通充電コネクターが根元まで差されて
おらずロックがかかっていない場合、パ

ワースイッチを操作すると走行可能状態
にできるため、車両が発進して思わぬ事

故につながるおそれがあります。

ボタン
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11.中ぶたを閉じてから、充電リッドの後

方をカチッと音がするまで押して充
電リッドを閉じます。

12.普通充電ケーブルのプラグをコンセ
ントから引き抜きます。

13.普通充電ケーブルをラゲッジフロア
ボックスに入れて保管します。

J10902400022

万一、充電リッドが解錠できなくなった
ときは、応急処置として次の手順で解錠
してください。

1.先端に布をかぶせたマイナスドライ
バーなどを、ラゲッジルーム右側面に
あるリッドの切り欠き部に差し込ん
でリッドを外します。

2.ロッドを矢印の方向に引くと、充電
リッドを解錠できます。

アドバイス
充電を途中で中止することもできます。

この場合も、ボタンを押しながら普通充
電コネクターを引き抜きます。

警告
充電が終わった後は、普通充電給電口の

中ぶたおよび充電リッドを確実に閉めて
ください。

また、普通充電給電口、中ぶたおよび普
通充電コネクターに水やほこりが入らな

いように注意してください。

水やほこりなどが入ると漏電の原因とな
り、火災、感電、ショートの原因となり

ます。

注意
中ぶたを閉めずに充電リッドを閉める

と、中ぶたの破損や充電リッドが傷つく

おそれがありますので確実に閉じてくだ
さい。

アドバイス
充電リッドが開いた状態で、集中ドア

ロック、キーレスエントリーシステムま
たはキーレスオペレーション機能を使っ

てドアおよびテールゲートを施錠したと
きは、充電リッドを閉じると充電リッド

も施錠されます。

充電リッドが完全に閉まっていないと、

パワースイッチの電源モードを ON にし

たとき、インフォメーション画面に警告

を表示します。
→「警告表示一覧」P.5-53
なお、充電コネクター接続中に警告は表
示されません。

充電リッドを閉めた後、約 3 秒間は充電

リッドを開けることができません。

走行前に必ず充電リッドが完全に閉じて

いることを確認してください。

充電リッドが解錠できないとき
は 

アドバイス
応急処置をした後は、すみやかに三菱自

動車販売会社で点検を受けてください。

ロッド

リッド
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セレクトポジションが のときに充電
リッドを開けると点灯し、約 3 分後に自

動的に消灯します。再度点灯させたいと
きは、充電口照明スイッチを押してくだ
さい。また、充電コネクターを充電給電
口に差し込み充電が開始されると、充電
口照明が 3 回点滅して消灯します。

J10902800039

駆動用バッテリーを冷却する装置です。

駆動用バッテリーの温度によって自動的
に冷却を開始し、一定の温度まで下がる
と自動的に停止します。

普通充電の際に、駆動用バッテリーの冷
却を停止することができます。
冷却中のエアコンコンプレッサーなどの
作動音を一時的に消したいときにご使用
ください。

バッテリー容量低下の割合を小さくする
ために、通常は駆動用バッテリー冷却ス
イッチを ON にしておくことをおすすめ

します。

駆動用バッテリー冷却スイッチの操作に
よる冷却の作動は次の通りです。

充電口照明 

アドバイス
充電口照明が消灯するまでの時間を調整

することができます。詳しくは三菱自動
車販売会社にご相談ください。

充電口照明が消灯しているとき、三菱リ

モートコントロール（タイプ別装備）を

操作すると充電口照明が点灯することが
あります。

充電口照明

充電口照明スイッチ

駆動用バッテリー冷却シス
テム 

警告
充電中、パワースイッチの電源モードが

OFF でも、エンジンルーム内の冷却ファ

ンが自動的に作動することがあります。
充電中は、冷却ファンに手を近づけない

でください。

アドバイス
冷却中は、駆動用バッテリーを冷却する

ためのエアコンコンプレッサーなどの作

動音が聞こえることがありますが、異常

ではありません。

駆動用バッテリー冷却システムはエアコ

ンシステムの一部を利用するため、自動

的にエアコンコンプレッサーが作動しま

す。
充電後車体下がぬれていても、透明でサ

ラサラしていればエアコンの除湿水であ
り異常ではありません。

駆動用バッテリー冷却スイッ
チ 

表示灯
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急速充電、V2H 充電または V2H 給電は、

CHAdeMO （チャデモ）規格に準拠した

急速充電コネクターを使用して行いま
す。
（CHAdeMO は、日本発の電気自動車用急

速充電の規格で、その内容は国際標準に
もなっています。）

駆動用バッテリー

冷却スイッチ *1 表示灯 冷却

ON 点灯 作動 *2

OFF 消灯 停止

*1：駆動用バッテリー冷却スイッチの
ON/OFF は、パワースイッチの電源

モードをOFFにしても記憶していま

す。

*2：駆動用バッテリーの温度によって、
冷却の作動を自動的に制御します。

アドバイス
駆動用バッテリー冷却スイッチは、次の

ときに操作することができます。

•走行中

•普通充電中または急速充電中

•V2H 充電中または V2H 給電中

•パワースイッチの電源モードがONのと

き

V2H の詳細については、次の項をお読み

ください。

→「駆動用バッテリの充電方法：V2H
（ヴィーツーエッチ）とは」P.3-16
V2H充電中またはV2H給電中でも冷却を

停止することができますが、駆動用バッ
テリーの温度によっては自動で冷却が作

動します。

急速充電中は、駆動用バッテリー冷却ス

イッチをOFFにしても冷却を停止するこ

とはできません。

急速充電・V2H 充電・V2H
給電のしかた 

警告
必 ず、CHAdeMO 規 格 に 準 拠 し、

CHAdeMO 協議会の認証を受けた急速充

電器または V2H 機器を使用してくださ

い。それ以外の急速充電器または V2H 機

器を使用すると火災、故障の原因となり
ます。

急速充電器または V2H 機器の操作は、各

急速充電器または各V2H機器のマニュア

ルに従って正しく行ってください。

無理な操作を行うと故障の原因となりま
す。

アドバイス
植込み型心臓ペースメーカーおよび植込

み型除細動器などの医療用電気機器を使
用している方は、次のことをお守りくだ

さい。電磁波が医療用電気機器の作動に
影響をおよぼすおそれがあります。

•急速充電器または V2H 機器を使用しな

いでください。

•急速充電器または V2H 機器を設置して

いる場所には、可能な限り近づかないで
ください。なお、不用意に近づいた場合

は、立ち止まらずすみやかに離れてくだ

さい。

•急速充電器または V2H 機器を操作する

必要がある場合は、他の方にお願いして

ください。

充電前または給電前に、急速充電給電口

および急速充電コネクターにほこりなど

の異物が入っていないことを確認してく

ださい。
このとき急速充電給電口に手を触れない

ようにしてください。

急速充電コネクターと急速充電給電口を

接続する際、接続部に水やほこりなどの
異物が入らないようにしてください。

水やほこりなどの異物が入ったまま接続
すると火災、感電の原因となります。接

続部に強く水などがかかるおそれのある

ときは充電しないでください。

警告
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1.電動パーキングブレーキを確実にか
け、電動パーキングスイッチを押し

て、セレクトポジションを にしま
す。

2.ライトなどの電装品を停止して、パ
ワースイッチの電源モードを OFF に

します。
3.運転席ドアを解錠した後、充電リッド
の後方をカチッと音がするまで押し
て開けます。

充電中または給電中、急速充電コネク

ターはロックされ、取り外すことができ
ません。急速充電コネクターを無理に外

そうとしたり、ゆすったりしないでくだ
さい。火災、感電、故障の原因となります。

充電中または給電中、パワースイッチの

電源モードが OFF でも、エンジンルーム

内の冷却ファンが自動的に作動すること

があります。

充電中または給電中は、冷却ファンに手
を近づけないでください。

注意
急速充電コネクターや急速充電給電口に

異物が入り接続ができなくなったとき

は、無理に接続せずに三菱自動車販売会
社にご連絡ください。無理に接続しよう

とすると、充電装置と車両が破損するお

それがあります。

急速充電器または V2H 機器は、使用可能

時間内に充電が終了するように余裕を

持って使用してください。充電中または
給電中に急速充電器またはV2H機器の電

源が OFF になった場合、車両故障につな

がるおそれがあります。

警告 アドバイス
充電中または給電中には急速充電コネク

ター、ケーブルが車体よりはみ出すため、
身体に引っ掛けたり、隣の車両に接触し

ないように注意してください。

充電中または給電中は盗難などを防ぐた

め、必ずドアを施錠してください。

急速充電・V2H 充電・V2H 給
電するときは 

アドバイス
次の条件がそろったとき、運転席ドアの

解錠に連動して充電リッドが解錠しま

す。

•READY（走行可能）表示灯が消灯して

いるとき

•セレクトポジションが のとき

万一、充電リッドが解錠できないときは、

応急処置としてラゲッジルーム右側面の

リッドを開けて解錠することができま

す。
→「充電リッドが解錠できないときは」

P.3-31
充電リッドを閉めた後、約 3 秒間は充電

リッドを開けることができません。

充電リッドを閉めた後、約3秒後に押して

も開かない場合は、もう一度押してくだ

さい。
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4.ツメを押して中ぶたを開けます。

5.急速充電給電口に急速充電コネク
ターを取り付け、急速充電、V2H 充電

または V2H 給電を開始します。

取り付け方、取り外し方については、
各急速充電器または各 V2H 機器のマ

ニュアルに従ってください。

充電リッドを閉じる前に、アクチュエー

ターを押し込まないでください。
充電リッドを閉じる前にアクチュエー

ターが押し込まれた状態では、充電リッ
ドを閉じても固定することができませ

ん。このようなときは、充電リッドを閉

じた後、充電リッドの後方を一番奥まで
軽く押し込み、そのまま押し込んだ状態

を約3秒以上保持してから離し、アクチュ

エーターを元の状態に戻してください。

*：車両に向かって右側が急速充電給電口

です。

アドバイス

アクチュエーター

急速充電給電口 *

押し込まれて

いない状態

押し込まれた

状態

警告
急速充電給電口の中ぶたおよび充電リッ

ドを開けたまま長時間放置しないでくだ

さい。急速充電給電口に水やほこりなど
が入ると漏電の原因となり、火災、感電

の原因となります。

急速充電給電口および急速充電コネク

ターの金属端子部に手を触れないでくだ
さい。感電、故障の原因となります。

注意
急速充電給電口が凍結したときは、ヘア

ドライヤーなどで解凍してください。凍
結したまま急速充電コネクターを無理に

接続しようとすると、故障の原因になり

ます。

急速充電給電口中ぶた ツメ

アドバイス
急速充電給電口には排水用の穴がありま

す。この穴が詰まったりして急速充電給
電口内に水がたまったときは、充電また

は給電を行わずに三菱自動車販売会社に
ご連絡ください。

注意
急速充電コネクターを落下させるとけが

をしたり、車両や急速充電コネクター、急
速充電給電口を破損したりするおそれが

ありますので、十分注意してください。

急速充電コネクターを差し込むときは、

急速充電給電口に対してまっすぐに根元

まで差し込んでください。急速充電コネ

クターが根元まで差し込まれないまま充
電を開始すると、駆動用バッテリーが充

電されなかったり、充電機器または V2H
機器が破損するおそれがあります。
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6.メーター内の充電ランプが点灯して
いることを確認します。

充電ランプが点灯しない場合は、充電
が開始されていません。
各急速充電器または各 V2H 機器のマ

ニュアルに従ってください。

充電ランプが点灯しない場合は、給電
が開始されていません。
各 V2H 機器のマニュアルに従ってく

ださい。

給電を停止した後は、各 V2H 機器の

マニュアルに従って急速充電コネク
ターを取り外し、手順 8. を行ってくだ

さい。

充電中または給電中は急速充電コネク

ターがロックされ取り外すことができま
せん。無理に急速充電コネクターを外そ

うとすると急速充電コネクターが破損す
るおそれがありますので、充電中または

給電中は急速充電コネクターに触らない

ようにしてください。途中で充電または
給電を止めるときは、急速充電器または

V2H 機器の表示手順に従って充電または

給電を停止して、充電または給電が中止

されたことを確認してから急速充電コネ
クターを取り外してください。

アドバイス
パワースイッチの電源モードをOFFにし

てすぐに充電または給電を開始すると、

充電または給電が開始されない場合があ
ります。パワースイッチの電源モードを

OFF にした場合、しばらくしてから充電

または給電を開始してください。

注意 急速充電または V2H 充電のとき

駆動用バッテリー

残量表示
予測充電時間
表示

充電ランプ

V2H 給電のとき

駆動用バッテリー

残量表示
充電ランプ
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7.充電ランプが消灯したら充電は完了
です。充電は下記の条件で終了しま
す。

各急速充電器または各 V2H 機器のマ

ニュアルに従って、急速充電コネク
ターを取り外します。

8.中ぶたを閉じてから、充電リッドの後
方をカチッと音がするまで押して充
電リッドを閉じます。

アドバイス
急速充電コネクターを急速充電給電口に

差し込むと充電ランプが点滅します。充
電または給電が開始されると点灯し、充

電口照明が 3 回点滅して消灯します。

充電中または給電中に駆動用バッテリー

の残量を確認したい場合は、いずれかの

ドアを開けるか スイッチを操作する

と、インフォメーション画面に駆動用
バッテリー残量表示が表示され、確認す

ることができます。

→「マルチインフォメーションディスプ

レイスイッチ」P.5-33
なお、予測充電時間表示は、急速充電ま

たはV2H充電の場合は --:--と表示される

ため、残り時間を確認することができま

せん。

充電中に電装品を使用した場合、充電完

了までにかかる時間が長くなる可能性が
あります。

電源モードが ON のまま急速充電コネク

ターを接続すると給電を開始しません。

電源モードを OFF にして、各 V2H 機器

のマニュアルに従って給電操作をやり直

してください。

停電時に、車両のアクセサリーソケット

から V2H 機器に電源を供給するときは、

各V2H機器のマニュアルに従ってくださ

い。

→「アクセサリーソケット」P.6-16

• ほぼ満充電になったとき。
• 急速充電の時間が 60 分を経過した

とき。
• 急速充電器またはV2H機器側で充電

停止操作を行ったとき。
• 急速充電器またはV2H機器側に設定

されている停止条件 （充電量 • 充電

時間）となったとき。

注意
充電が終わった後は、急速充電コネク

ターを取り付けたまま放置しないでくだ
さい。

誤ってケーブルに足を引っ掛けて転倒し

たり、いたずらにより急速充電給電口を
破損するおそれがあります。

充電が終わった後は、必ず急速充電コネ

クターが急速充電給電口から取り外され
ていることを確認してください。急速充

電コネクターが根元まで差されておらず

ロックがかかっていない場合、パワース
イッチを操作すると走行可能状態にでき

るため、車両が発進して思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

アドバイス
急速充電またはV2H充電が正常に終了し

なかった場合、プラグインハイブリッド
EV システムを起動することはできます

が、充電ランプは点滅し続けます。この
ようなときは、再度急速充電または V2H
充電を行い、正常に終了することを確認
してください。

急速充電またはV2H充電を終了させても

充電ランプが点滅し続ける場合は、三菱

自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

急速充電は満充電付近になると充電され

る速度が遅くなります。待っている人が

いるときは、必要な量で充電を停止し、次
の方におゆずりください。

急速充電終了後は、充電器の前に車両を

駐車したままにせず、すみやかに車両を

移動してください。

急速充電またはV2H充電は、充電量が100
％になる前に充電が完了します。これは

CHAdeMO 規格の仕様であり、故障では

ありません。
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三菱リモートコントロールは車両と無線
LAN 機器（IEEE802.11b に準拠し、iOS、
Android に対応した機器）などを接続し、

無線LAN機器の通信範囲内で車両を操作

するシステムです。

三菱リモートコントロールでは、主に次
の遠隔操作を行うことができます。

タイマー充電

普通充電ケーブル接続状態で、充電開
始時間または充電終了時間を指定し
ておくと、その時間に充電を行いま
す。

警告
充電または給電が終わった後は急速充電

給電口の中ぶたおよび充電リッドを確実
に閉めてください。

また、急速充電給電口、中ぶたおよび急
速充電コネクターに水やほこりが入らな

いように注意してください。

水やほこりなどが入ると漏電の原因とな
り、火災、感電、ショートの原因となり

ます。

注意
充電または給電が終わった後、急速充電

給電口の中ぶたを閉めずに充電リッドを

閉めると、中ぶたの破損や充電リッドが

傷つくおそれがありますので確実に閉じ
てください。

アドバイス
急速充電コネクターを急速充電給電口に

接続したままではプラグインハイブリッ
ド EV システムの起動はできません。

起動させる前に、必ず急速充電コネク
ターを外してください。

充電リッドが開いた状態で、集中ドア

ロック、キーレスエントリーシステムま

たはキーレスオペレーション機能を使っ
てドアおよびテールゲートを施錠したと

きは、充電リッドを閉じると充電リッド
も施錠されます。

充電リッドが完全に閉まっていないとパ

ワースイッチの電源モードを ON にした

とき、マルチインフォメーションディス

プレイ内のインフォメーション画面に警
告を表示します。

→「警告表示一覧」P.5-53
なお、充電コネクター接続中に警告は表

示されません。

充電リッドを閉めた後、約 3 秒間は充電

リッドを開けることができません。

走行前に必ず充電リッドが完全に閉じて

いることを確認してください。

三菱リモートコントロール 

アドバイス
無線 LAN 機器の機種によって、通信距離

が大きく異なり、通信環境によっては通

信できない場合があります。

アドバイス

アドバイス
タイマー充電を設定しているときに普通

充電をすぐに開始したい場合は、次の方

法で設定をキャンセルし、普通充電を行

うことができます。

＜一時的にタイマー充電の設定をキャン

セルする方法＞
次のいずれかで、一時的にキャンセルで

きます。なお、一時的にキャンセルした
タイマー充電の設定は、タイマー充電の

設定を再度 ON にする、またはパワース

イッチの電源モードを ON にすると元の

設定に戻ります。

無線 LAN 機器 アンテナ
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プレ空調

あらかじめ予約した時刻に空調を作
動させて、乗車前に車室内の快適性向
上、または視界確保を容易にする機能
です。

カスタマイズ（機能の設定変更）

キーレスオペレーションシステム、ド
アミラー、パワースイッチの電源モー
ド、エアコン、ランプ、ワイパーなど
の各装備に対して、一部の機能設定を
変更することができます。

三菱リモートコントロールで車両と通信
するためには、無線 LAN に対応した機器

が必要です。
また、無線 LAN 機器と車両を接続するた

めには、SSID*とパスワードが必要です。

SSID とパスワードは、お車のご購入時に

キーに付属している登録情報カードに記
載しています。

•キーレスオペレーションキー

普通充電ケーブルを接続し、すべてのド
アおよびテールゲートを閉めてから、

キーレスオペレーションキーのタイ
マー充電キャンセルスイッチを2秒以内

に 2 回押すと、タイマー充電の設定を

キャンセルできます。

タイマー充電をキャンセルすると、非常
点滅灯が 4 回点滅します。 

•無線 LAN 機器

＜タイマー充電の設定をキャンセルする

方法＞
次のいずれかで、キャンセルできます。

•無線 LAN 機器

•スマートフォン連携ナビゲーション

タイマー充電するときは、車載の普通充

電ケーブルを使用してください。公共用

および家庭用に市販された充電ケーブル
付き普通充電器を使用すると、タイマー

充電が開始できない場合があります。

アドバイス

タイマー充電

キャンセルスイッチ

アドバイス
除く、電気温水式ヒーター付き車は、暖

房と視界確保の予約機能はありません。

冷房のみ予約することができます。

アドバイス
スマートフォン連携ナビゲーションの画

面操作でタイマー充電、プレ空調、カス

タマイズ（機能の設定変更）の設定を変
更することができます。詳しくは別冊の

取扱説明書をお読みください。
*: SSID とは、IEEE 802.11 シリーズの

無線 LAN におけるアクセスポイン

トの識別子で、無線 LAN 機器に表

示されます。

SSID

パスワード
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アドバイス
お車をゆずられるときは、登録情報カー

ドを車につけておいてください。

三菱リモートコントロールの機能、操
作方法については三菱自動車ホーム
ページ（下記 URL）をお読みくださ

い。

https://www.mitsubishi-motors.co.jp/ 
afterservice/app/eclipse-cross-phev/
詳細情報が必要な場合は、三菱自動車
販売会社にお問い合わせください。

警告
車内にお子さまや介護を必要とされる

方、ペットなどがいるときは使用しない
でください。プレ空調を設定しても、シ

ステムの自動停止などの理由で車内が高
温または低温になることがあります。炎

天下では車内の温度は急速に上昇し、熱

中症や脱水症状になるおそれがありま
す。また、外気温が低い場合は、車内の

温度は急速に下がることがあります。最
悪の場合は死亡につながるおそれがあり

ます。

この製品は外国の電波法には準じており

ません。日本国内でご使用ください。
This product is for the use only in
JAPAN.

タイマー充電作動中やプレ空調作動中

は、エンジンルーム内の冷却ファンが自
動的に作動することがあります。充電中

は冷却ファンに手を近づけないでくださ
い。

感電など充電中の事故を防ぐため、ボ

デーカバーを掛けた状態でタイマー充

電、プレ空調などは使用しないでくださ
い。

アドバイス
お車をゆずられるとき、またはゆずり受

けたときは、三菱リモートコントロール
の登録を初期化する必要があります。

登録の初期化手順については、三菱自動
車ホームページをお読みください。
https://www.mitsubishi-motors.co.jp/
afterservice/app/eclipse-cross-phev/

無線 LAN 機器を使用するときは、次の点

に注意してください。

•通信速度、通信距離は無線LAN機器や電

波環境、障害物、駐車環境などの周囲条

件によって異なります。

•電波の性質上、通信距離が離れるに従っ

て通信速度が低下する傾向があります。

より快適にお使いいただくために、車両

と無線 LAN 機器は近い距離で使用して

ください。

•電子レンジなどの産業科学医療機器を

使用中、無線 LAN 機器の通信速度、通

信距離が低下する場合があるため、無線

LAN 機器と産業科学医療機器は離して

使用してください。

•無線 LAN 機器と Bluetooth®

（BLUETOOTH SIG, INC. の登録商標）機

器を同時に使用した場合、それぞれの機
器の通信速度や通信距離が低下する場

合があるため、無線 LAN 機器と

Bluetooth® 機器は離して使用してくだ

さい。
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普通充電、急速充電、V2H 充電、 V2H 給

電中にパワースイッチの電源モードを
ON にすると、エアコン、カーナビゲー

ション、オーディオなどを使用すること
ができます。
V2H については、次の項をお読みくださ

い。
→「駆動用バッテリーの充電方法：V2H
（ヴィーツーエッチ）とは」P.3-16

次のようなときは、車両と通信すること

ができなくなる場合があり、正しく作動
しないときや、不安定な作動となるとき

があります。あらかじめ通信可能かどう
か確認して使用してください。

•車両と無線 LAN 機器がコンクリートや

金属などの壁でさえぎられているとき

•車両が駐車場で車高の高い車両に囲ま

れているとき

•近くに TV 塔や変電所、放送局、空港な

ど強い電波を発する設備があるとき

•無線 LAN 機器の近くに携帯電話や無線

機などの通信機器やパソコンなどの電

化製品があるとき

•無線 LAN 機器が金属性のものに接した

り、覆われているとき

•無線 LAN 機器の電池が消耗していると

き

次のようなときは、三菱リモートコント

ロールは使用できません。

•無線 LAN 機器の電源が OFF になってい

るとき

•三菱リモートコントロールのアプリ

ケーションがインストールされていな

いとき

•三菱リモートコントロールのアプリ

ケーションが起動していないとき

•無線 LAN機器が車両と登録、または接続

されていないとき

•無線 LAN 通信エリア圏外にいるとき

アドバイス
•無線 LAN 機器が他の無線 LAN 機器と接

続中のとき

•無線LAN機器が故障、または電池が切れ

ているとき

充電施設によっては、時間帯によって電

源を ON/OFF するタイマー機能を持つも

のがあります。タイマー機能付き充電施

設で充電を行う場合は、充電施設の電源

が ON になっている時間内でタイマー充

電時間を設定してください。

駆動用バッテリーに蓄えられた電力を使

用して、自動で補機用バッテリーへ定期
的に充電します。また、充電中は車内で

ブザーが鳴ります。

プレ空調作動中や駆動用バッテリーの充

電中は冷却ファンやエアコンコンプレッ

サーが作動し音が聞こえることがありま

すが 、異常ではありません。

プレ空調は、車両のエアコンのスイッチ

の設定とは関係なく、無線 LAN 機器で選

択したモードに基づいた専用モードで作

動します。

次の場合はプレ空調で得られる効果が小

さくなったり、プレ空調作動後に駆動用
バッテリーの残量が低下することがあり

ます。

•外気温が非常に高いとき

•日射が強いとき

•外気温が非常に低いとき

アドバイス
充電中にプレ空調を開始したときは、満

充電までの時間が延びたり、駆動用バッ
テリーの残量が少なくなります。

充電中の電装品の使い方 

警告
植込み型心臓ペースメーカーおよび植込

み型除細動器などの医療用電気機器を使

用している方は、充電中または給電中に

エアコンを使用しているときに乗車しな
いでください。

医療用電気機器の作動に影響をおよぼす
おそれがあります。

アドバイス
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1.普通充電、急速充電、V2H 充電または

V2H 給電を開始します。

→「普通充電のしかた（AC 200V コン

セントまたは AC 100V コンセントで

の充電方法）」P.3-19
→「急速充電・V2H 充電・V2H 給電

のしかた」P.3-33
2.メーター内の充電ランプが点灯して
いることを確認します。

3.パワースイッチの電源モードを OFF
から ON にします。

→「電源モードの切り換え方」P.5-4

お子さまや介護を必要とされる方や、

ペットなどを車内に残して使用しないで
ください。

システムの自動停止などの理由で車内が
高温または低温になることがあります。

炎天下では車内の温度は急速に上昇し、

熱中症や脱水症状になるおそれがありま
す。また、外気温が低い場合は、車内の

温度は急速に下がることがあります。最
悪の場合は死亡につながるおそれがあり

ます。

また、ワイパーや電動パーキングブレー
キなどが操作できる状態になるため、誤

操作により、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

周囲の安全を確認してから使用くださ

い。

セレクターレバーを動かさないでくださ

い。車両が意図せず動き出す可能性があ
ります。

アドバイス
充電中に電装品を使用すると、電装品で

電力が消費されるため、次のようになり

ます。

•普通充電時：

充電時間が長くなる場合があります。

また、電力消費量が充電量よりも大きく

なり、駆動用バッテリーへ充電されず、
駆動用バッテリーの残量が低下する場

合があります。

警告
•急速充電時、V2H 充電時：

充電時間が長くなる場合があります。
また、急速充電器または V2H 機器の仕

様によっては、充電されず、充電量が低
下する場合があります。

充電中または給電中にエアコンなどを使

用すると、強い電磁波またはノイズによ
りラジオが聞こえなくなることがありま

す。

電装品を使用するときは 

アドバイス アドバイス
充電ランプが点灯していないと、電装品

が作動しません。充電または給電が正し
く行われているか確認してください。

アドバイス
必ず充電ランプが点灯してから、電源

モードを ON にしてください。

充電ランプが点灯する前に電源モードを
ON にすると、充電または給電を開始しな

い場合があります。

電源モードがONのときは、キーレスエン

トリーシステムまたはキーレスオペレー

ション機能でドアおよびテールゲートを
施錠することができません。

車両から離れる場合は、電源モードを

OFF に切り換えて、施錠してください。
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3

4.エアコン、カーナビゲーション、オー
ディオなどの電装品が使用できます。

J10903400032

パワースイッチの電源モードをOFF にし

ます。
→「電源モードの切り換え方」P.5-4

J10903500033

次の場合は自動的にパワースイッチの電
源モードが OFF になります。

エアコン停止後、駆動用バッテリーの

残量がさらに低下したとき
外気温が低く、次の警告が表示された

とき

→「極寒時の注意事項と対処方法」
P.3-13

充電または給電が完了したとき

普通充電コネクターを取り外したと

き
急速充電器または V2H 機器側で充電

停止操作を行ったとき
急速充電時間が 60 分を経過したとき

急速充電器または V2H 機器側に設定

されている停止条件（充電量・充電時
間）となったとき

停電により充電または給電が停止し

たとき
故障により充電または給電が停止し

たとき

セレクターレバーを に操作したと

き（充電または給電も停止します）

J10903600021

次の場合は自動的にエアコンが停止しま
す。
エアコンが停止するとエアコンパネルが
消灯します。

駆動用バッテリーの残量が低下し、次

の警告が表示されたとき

→「警告表示一覧」 P.5-53
駆動用バッテリーの温度が極端に低

下し、次の警告が表示されたとき

アドバイス
パワースイッチの電源モードは ON にし

て使用してください。

ACC では、エアコンによる冷暖房は使用

できません。

除く、電気温水式ヒーター付き車は、充

電中に暖房を使用できません。

充電中または給電中は 100V AC 電源

(1500W) は使用できません。

電装品の使用を止めるときは 

アドバイス
電源モードをOFFにしても充電または給

電は継続します。

電源モードを OFF にすると、エアコン、

カーナビゲーション、オーディオなどは

停止します。

電源モードの自動 OFF アドバイス
自動的に電源モードがOFFになった場合

も、エアコン、カーナビゲーション、オー
ディオなどは停止します。

また、車両状態はライトが消灯したり、
ルームランプが点灯する、ドアミラーが

格納するなど、パワースイッチを OFF に

操作した場合と同様の状態になります。

エアコンの自動停止 
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→「極寒時の注意事項と対処方法」
P.3-13

アドバイス
エアコンが自動停止した後、再度エアコ

ンを使用する場合は、次のメッセージが

表示された状態で、パワースイッチを押
して電源モードを OFF にしてから、再び

パワースイッチを押して電源モードを

ON にすれば使用できるようになります。

→「警告表示一覧」」P.5-53
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3

J10903700064

充電トラブルシューティングガイド 

症状 原因 対処法

充電が開始されない。

パワースイッチの電源モードが
ON になっている。

充電前に、パワースイッチの電源モードを OFF にしてくださ

い。

駆動用バッテリーがすでに満充電
になっている。

駆動用バッテリーがすでに満充電になっているときは、充電が
行われません。

駆動用バッテリーの温度が極端に
低い。

駆動用バッテリーの温度が極端に低いと充電が行われません。
→「極寒時の注意事項と対処方法」P.3-13

補機用バッテリーが上がってい
る。

プラグインハイブリッド EV システムが起動できないため、駆動

用バッテリーが充電できません。ブースターケーブル（別売）
を使用し、他車のバッテリーを電源として、プラグインハイブ
リッド EV システムを起動してください。

→「補機用バッテリーが上がったとき」 P.8-23

車両に異常がある。 車両に異常がある可能性があります。 メーター内のプラグインハ

イブリッド EV システム警告灯が点灯していないか確認してくだ

さい。
→「プラグインハイブリッド EV システム警告灯」P.5-84
警告灯が点灯している場合は、ただちに充電を中止し三菱自動
車販売会社に連絡してください。



充電トラブルシューティングガイド

3-46 プラグインハイブリッド EV システム

3

普通充電が開始されない。

コンセントまで電力がきていな
い。

停電していたり、ブレーカーが OFF になっていないか確認して

ください。なお、電源にタイマー機能が付いている場合、電源
に設定されている時間帯までは、コンセントに電力が供給され
ないものもあります。
コントロールボックスの次のインジケーターが点灯しているか
確認してください。
READY インジケーター（AC 200V 普通充電ケーブル）

POWER インジケーター（AC 100V 普通充電ケーブル）

普通充電コネクターが正しく接続
されていない。

普通充電コネクターが正しく接続されているか確認してくださ
い。

普通充電コネクターを短時間に何
度も抜き差しした。

一度普通充電コネクターを取り外し、しばらく待ってからもう
一度充電開始操作を行ってください。

普通充電ケーブルに異常がある。 普通充電ケーブルに異常がある可能性があります。
コントロールボックスのインジケーターが異常を示していない
か確認してください。
→「普通充電ケーブル」P.3-21

他の車両の普通充電ケーブルを使
用している。

本車両専用の普通充電ケーブルを使用してください。

本車両に対応していない普通充電
器を使用している。

本車両に対応した普通充電器であるか、管理者または充電器
メーカーにお問い合わせください。また、充電作業は充電器本
体に表示された操作手順に従って行ってください。

三菱リモートコントロール（タイ
プ別装備）またはスマートフォン
連携ナビゲーションでタイマー充
電の設定をしている。

タイマー充電を設定しているときは、普通充電ケーブルを接続
しても普通充電は開始されません。すぐに普通充電を開始した
い場合は、すべてのタイマー充電の設定を解除してください。
→「三菱リモートコントロール」 P.3-38
スマートフォン連携ナビゲーションでタイマー充電の設定を解
除する場合は、別冊の取扱説明書をお読みください。

症状 原因 対処法
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普通充電が開始されない。

EV 充電用コンセントのアース接

続不良

コンセントのアース線が断線または接続されていません。コン
セントのアース状態をご確認ください。
コントロールボックスのインジケーターを確認してください。
→「普通充電するときは」P.3-26

普通充電が途中で止まっ
てしまう。

コンセントまで電力がきていな
い。

充電中にブレーカーが OFF になったり、停電が起きたりした可

能性があります。この場合、電力が復帰すると自動的に充電も
再開されます。

普通充電ケーブルが抜けてしまっ
ている。

普通充電ケーブルが正しく接続されているか確認してください。

普通充電コネクターのボタンが押
されている。

普通充電コネクターのボタンがしばらく押されたままになって
いると、充電が停止します。
もう一度充電開始操作を行ってください。

駆動用バッテリーの温度が極端に
低い。

駆動用バッテリーの温度が極端に低いと充電が行われません。
→「極寒時の注意事項と対処方法」P.3-13

普通充電のタイマーで終了してい
る。

普通充電器本体には、一定時間で充電が停止するようにタイ
マーが設定されていることがあり、この時間が経過した場合は
充電が停止されます。さらに充電したいときは、一度普通充電
コネクターを取り外し、もう一度充電開始操作を行ってくださ
い。

普通充電開始後に三菱リモートコ
ントロール（タイプ別装備）また
はスマートフォン連携ナビゲー
ションでタイマー充電の設定をし
た。

すべてのタイマー充電の設定を解除してください。
→「三菱リモートコントロール」 P.3-38
スマートフォン連携ナビゲーションでタイマー充電の設定を解
除する場合は、別冊の取扱説明書をお読みください。

EV 充電用コンセントのアース接

続不良

コンセントのアース線が断線または接続されていません。コン
セントのアース状態をご確認ください。
コントロールボックスのインジケーターを確認してください。
→「普通充電するときは」 P.3-26

症状 原因 対処法
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3
普通充電が途中で止まっ
てしまう。

車両または充電ケーブルに異常が
ある

車両または充電ケーブルに異常がある可能性があります。メー
ター内のプラグインハイブリッド EV システム警告灯が点灯して

いないか確認してください。
また、コントロールボックスのインジケーターが異常を示して
いないか確認してください。
→「プラグインハイブリッド EV システム警告灯」 P.5-84
→「普通充電ケーブル」 P.3-21
警告が表示された場合は、すぐに充電を中止し三菱自動車販売
会社に連絡してください。

急速充電、V2H 充電また

は V2H 給電が開始されな

い。

急速充電コネクターが正しく接続
されていない。

急速充電コネクターが正しく接続されているか確認してくださ
い。

急速充電器または V2H 機器のセ

ルフチェック機能で NG になっ

た。

車両、急速充電器または V2H 機器が故障している可能性があり

ます。ただちに充電または給電を停止して、次のいずれかの担
当者へ連絡してください。
三菱自動車販売会社

急速充電器または V2H 機器の管理者

急速充電器または V2H 機器のメーカー

急速充電器または V2H 機器の電

源が OFF になっている。

急速充電器または V2H 機器の電源を確認してください。OFF で

ある場合、次のいずれかの担当者へ連絡してください。
急速充電器または V2H 機器の管理者

急速充電器または V2H 機器のメーカー

症状 原因 対処法
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3急速充電、V2H 充電また

は V2H 給電が途中で止

まってしまう。

急速充電器または V2H 機器のタ

イマーで終了している。

急速充電器または V2H 機器本体には、一定時間で充電または給

電が停止するようにタイマーが設定されていることがあり、こ
の時間が経過した場合は充電または給電が停止されます。さら
に充電または給電したいときは、各急速充電器または各 V2H 機

器のマニュアルに従って、もう一度充電または給電開始操作を
行ってください。

充電時間が 60 分経過した。 急速充電の時間は最大で 60 分に設定しているため、60 分が経過

した場合は自動的に充電を停止します。さらに充電したいとき
は、各急速充電器のマニュアルに従って、もう一度充電開始操
作を行ってください。

急速充電器または V2H 機器の電

源が OFF になった。

急速充電器または V2H 機器の電源を確認してください。OFF で

ある場合、次のいずれかの担当者へ連絡してください。
急速充電器または V2H 機器の管理者

急速充電器または V2H 機器のメーカー

急速充電、V2H 充電また

は V2H 給電した後にプラ

グインハイブリッド EV シ

ステムを起動したとき、
急速充電コネクターが接
続されていないのに充電
ランプが点滅し続ける。

急速充電、V2H 充電または V2H
給電が正常に終了していない。

再度急速充電、V2H 充電または V2H 給電を行い、正常に終了す

ることを確認してください。
急速充電、V2H 充電または V2H 給電を終了させても点滅し続け

る場合は、三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

急速充電、V2H 充電また

は V2H 給電した後にプラ

グインハイブリッド EV シ

ステムが起動しない。

車両に異常がある。 車両が故障している可能性があります。パワースイッチの電源

モードを ON にして、セレクトポジションを にした後、同乗

者または付近の人に応援を求め、安全な場所まで車を押して移
動させてください。
移動したら三菱自動車販売会社へご連絡ください。

症状 原因 対処法
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4-2 運転する前に

4

J10200100086

キーナンバーがキーナンバープレートに
打刻してあります。万一、キーを紛失し
た場合、キーナンバーを三菱自動車販売

キー 

除く、三菱リモートコントロール付き車

三菱リモートコントロール付き車

1- キーレスオペレーションキー
2- キーレスオペレーションキー（エレ

クトリックテールゲート付き車）

3- エマージェンシーキー

警告
航空機内にキーを持ち込むときは、機内

でキーのスイッチを押さないでくださ

い。スイッチを押すと電波が発信され、航
空機の運航に悪影響をおよぼすおそれが

あります。

かばんなどに入れて持ち込むときも、簡
単にスイッチが押されないようにしてく

ださい。

アドバイス
キー（除く、エマージェンシーキー）は

信号発信機が内蔵された精密な電子機器

部品です。故障を防ぐため、次の点をお

守りください。

•ダッシュボードの上など直射日光が当

たる場所には放置しない

•分解、改造をしない

•キーを無理に曲げたり、強い衝撃を与え

ない

•水にぬらさない

•磁気を帯びたキーホルダーなどを近づ

けない

•オーディオ、パソコン、テレビなど磁気

を帯びた機器の近くに置かない

•携帯電話や無線機、高周波医療機器など

強い電波を発する機器の近くに置かな

い

•超音波洗浄器などで洗浄しない

•高温、多湿になる場所に置かない

電池交換のとき以外はキーを不用意に分

解しないでください。分解、改造したキー
を使用することは法律で禁止されていま

す。
また、必ず日本国内でご使用ください。

新しいキーを作りたいときは、三菱自動

車販売会社にご相談ください。同じ車両

で最大 4 個まで登録できます。このとき

残りのすべてのキーとお車を三菱自動車

販売会社へお持ちください。

万一、キーを紛失したときは、盗難など

を防ぐため、ただちに三菱自動車販売会

社にご相談ください。

キーナンバープレート 

アドバイス
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4

会社にご連絡ください。新しいキーを作
ることができます。

J10200300150

キーレスオペレーションキーのスイッチ
ですべてのドア、テールゲートおよび充
電リッドの施錠・解錠やドアミラーを操
作することができます。
三菱リモートコントロール付き車は、タ
イマー充電を一時的に解除することがで
きます。

LOCK スイッチを押すとすべてのドアお

よびテールゲートが施錠し、UNLOCK ス

イッチを押すとすべてのドアおよびテー
ルゲートが解錠します。
UNLOCKスイッチを押して解錠しても約

30秒以内にドアまたはテールゲートを開

けなければ自動的に施錠されます。

アドバイス
キーナンバープレートは車の中以外の安

全な場所に、キーとは別に大切に保管し
てください。

キーレスエントリーシステ
ム 

1- LOCK スイッチ

2- UNLOCK スイッチ
3- エレクトリックテールゲートス

イッチA
4- 作動表示灯
5- タイマー充電キャンセルスイッチ
A

アドバイス
近くに TV 塔や変電所、放送局があるなど

周囲の状況によりキーレスオペレーショ
ンキーのスイッチの作動距離が変わるこ

とがあります。

次のようなときは、キーレスオペレー

ションキーのスイッチは作動しません。

•ドア、テールゲートが開いている、また

は半ドアのとき（施錠時）

•パワースイッチの電源モードが OFF 以

外のとき

次のときはキーレスオペレーションキー

の電池の消耗が考えられます。

•作動距離が短くなったとき

•作動表示灯が暗い、または点灯しないと

き

電池が消耗した場合は、新しい電池に交

換してください。

→「電池交換のしかた」P.4-6
タイマー充電キャンセルスイッチについ

ては次の項をお読みください。

→「三菱リモートコントロール」P.3-38

エレクトリックテールゲートスイッチに

ついては次の項をお読みください。
→「エレクトリックテールゲートの操作」

P.4-21

ドアおよびテールゲートの施
錠・解錠 

アドバイス
運転席ドアの施錠・解錠に合わせて、充

電リッドも施錠・解錠します。

ただし、READY（走行可能）表示灯が点

灯しているときは、充電リッドは解錠さ

れません。

UNLOCK スイッチを押すと車幅灯が約

30 秒点灯します。

詳しくは次の項をお読みください。

→「ウェルカムライト」P.5-93

アドバイス



キーレスエントリーシステム

4-4 運転する前に

4

次の通り作動を確認することができま
す。ただし、ルームランプの点灯はスイッ

チが中間（ /）の位置にあるときに限

られます。

LOCK スイッチを押して施錠するとドア

ミラーが自動で格納します。
UNLOCKスイッチを押して解錠するとド

アミラーは元の位置に戻ります。

J10203000103

運転席以外のドアからの不正侵入を防止
するため、キーレスエントリーシステム
またはキーレスオペレーション機能で解
錠されるドアを運転席のみに限定するこ
とができます。
この機能をありにした場合、キーレスオ
ペレーションキーの UNLOCK スイッチ、

または運転席ドアのスイッチを続けて 2
回押すことにより、すべてのドアおよび
テールゲートを解錠することが可能で
す。

工場出荷時は、UNLOCK スイッチ、また

は運転席ドアスイッチを 1 回押すと、す

べてのドアおよびテールゲートが解錠す
る設定になっています。

キーレスオペレーションキーのスイッチ

ですべてのドアおよびテールゲートを施
錠・解錠すると、ドアミラーは自動格納・

自動復帰します。
詳しくは次の項をお読みください。

→「ドアミラー」P.4-46
UNLOCK スイッチを押した後、自動的に

施錠されるまでの時間を調整することが

できます。詳しくは三菱自動車販売会社

にご相談ください。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で調整することもできま
す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

施錠・解錠時の作動確認 

施錠時 : 非常点滅灯が 1 回点滅

解錠時 : ルームランプが約 15 秒間点灯

し、非常点滅灯が 2 回点滅

アドバイス
次の機能を変更することができます。

アドバイス
•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）を

施錠時のみ、または解錠時のみにする。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）を

働かなくする。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）の

点滅回数を変更する。

•作動確認のブザーを鳴らす。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。

ドアミラーの格納・復帰 

アドバイス
次の機能に変更することができます。

•運転席ドアを閉め、パワースイッチの電

源モードを ON にすると自動復帰する。

また、電源モードを OFF または ACC に

した後、運転席ドアを開くと自動格納す
る。

アドバイス
•走行スピードが約 30km/h になると自動

復帰する。

•格納スイッチ以外での操作をできなく

する。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

また、スマートフォン連携ナビゲーショ
ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

運転席ドア限定アンロック機
能 

アドバイス



キーレスエントリーシステム

運転する前に 4-5

4

設定を変更するときは、次の項の手順に
従って操作してください。
→「運転席ドア限定アンロック機能の設

定のしかた」P.4-5
また、スマートフォン連携ナビゲーショ
ンの画面操作で設定を変更することもで
きます。詳しくは別冊の取扱説明書をお
読みください。

J10203100104

設定を変更するときは、次の手順に従っ
て操作してください。

1.パワースイッチの電源モードを OFF
にします。

2.ライトスイッチを AUTO 位置にして、

運転席ドアを開いたままにします。

3. LOCKスイッチを押して保持し続けま

す。
4.約 4 秒経過後に、UNLOCK スイッチ

を押し続けます。
5. LOCK ス イ ッ チ を 離 し た 後 に

UNLOCK スイッチを離します。

（手順 3. から 5. の操作は 10 秒以内に

行ってください。）

6.設定状態をブザーの回数によって確
認します。

やり直すときは手順3.からもう一度操

作してください。

運転席ドア限定アンロック機能
の設定のしかた 

LOCK
スイッチ

UNLOCK
スイッチ

ブザーの
回数

運転席ドア限定
アンロック機能の

設定状態

1 回

（機能なし）

UNLOCK スイッチを 1
回押すとすべてのドア、
テールゲートおよび充
電リッドを解錠する

運転席ドア、助手席ド

アのスイッチを押す、
またはテールゲートの
OPEN スイッチを押す

とすべてのドア、テー
ルゲートおよび充電
リッドが解錠する
（工場出荷状態）

2 回

（機能あり）

UNLOCK スイッチまた

は運転席ドアのスイッ
チを 1 回押すと運転席

ドアおよび充電リッド
のみ解錠し、続けて 2
回押すとすべてのドア、
テールゲートおよび充
電リッドを解錠する



キーレスオペレーションシステム

4-6 運転する前に

4
J10210500025

電池交換をする前に部屋のドアノブなど
の金属部分に触れて、身体の静電気を除
去してください。 1.エマージェンシーキーを取り外しま

す。
→「エマージェンシーキー」P.4-16

2.三菱マークを上にして、先端に布をか
ぶせたマイナスドライバーなどを差
し込んでケースを開きます。

3.新しい電池は＋極を上にして取り付
けます。

4.取り付けるときは、取り外したときと
逆の手順で行います。

J10200400063

キーレスオペレーションキーを携帯するだけで、ドアおよびテールゲートの施錠・解錠操作やプラグインハイブリッド EV システ

ムの起動操作ができるシステムです。READY（走行可能）表示灯が消灯しているときは、運転席ドアの施錠・解錠と連動して充電

リッドも施錠・解錠されます。
→「プラグインハイブリッド EV システムの起動・停止」P.5-5
また、キーレスオペレーションキーはキーレスエントリーシステムのリモコンスイッチとしても使えます。
→「キーレスエントリーシステム」P.4-3

アドバイス
運転席ドア限定アンロック機能の設定の

しかたが分かりにくいときは、三菱自動
車販売会社にご相談ください。

運転席ドアの解錠に合わせて、充電リッ

ドも解錠します。ただし、READY（走行

可能）表示灯が点灯しているときは、充

電リッドは解錠されません。

電池交換のしかた 

警告
電池および取り外した部品は、誤ってお

子さまが飲み込まないように注意してく
ださい。

アドバイス
電池交換をする際は、キーを破損するお

それがあるため、三菱自動車販売会社で
の交換をおすすめします。

キーは信号発信機が内蔵された精密な電

子機器部品です。故障を防ぐため、内部
の金属部分や回路に触れないでくださ

い。また、水やゴミを付着させないでく

ださい。

電池は三菱自動車販売会社、時計店また

はカメラ店などでお買い求めください。

使用電池：CR2032

ケース

電池

キーレスオペレーションシステム 



キーレスオペレーションシステム

運転する前に 4-7

4

キーレスオペレーションキーは必ず運転者が携帯してください。ドアおよびテールゲートの施錠・解錠やプラグインハイブリッド
EV システムの起動など車を操作するために必要ですので、車から離れるときは必ずキーレスオペレーションキーを携帯している

ことを確認してから施錠するようにしてください。

警告
植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を使用している方は、車室外発信機・車室内発信機から約 22cm 以内に近づかないよう

にしてください。キーレスオペレーションシステムに使用している電波が植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影

響をおよぼすおそれがあります。

車室外発信機 車室内発信機

車室内発信機 車室外発信機

車室外発信機

車室内発信機



キーレスオペレーションシステム

4-8 運転する前に

4

キーレスオペレーションシステムでできる操作を次のように変更することができます。ただし、キーレスオペレーションキーは
キーレスエントリーシステムのリモコンスイッチとして使用できます。
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。
•ドアおよびテールゲートの施錠・解錠操作のみできるようにする

•プラグインハイブリッド EV システムの起動操作のみできるようにする

•キーレスオペレーションシステムを働かないようにする

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器以外の医療用電気機器を使用している方は、キーレスオペレーションシステムに使用

している電波による影響について医療用電気機器製造業者などに確認してからご使用ください。電波が医療用電気機器の作動に影響をおよ
ぼすおそれがあります。

アドバイス
キーレスオペレーションキーは、微弱な電波を使用しています。

次のような場合、正しく作動しなかったり、不安定な作動となることがあります。

•近くに TV 塔や変電所、放送局、空港 、 電気自動車の急速充電器など強い電波を発する設備があるとき

•携帯電話や無線機などの通信機器やパソコンなどの電化製品と一緒に携帯しているとき

•キーレスオペレーションキーが金属製の物に接したり、覆われているとき

•近くでキーレスエントリーシステムを使用しているとき

•キーレスオペレーションキーの電池が消耗しているとき

•強い電波、ノイズのある場所に置いたとき

•電波で車両の検出を行っているコインパーキングに駐車したとき

このようなときは、次のいずれかの方法でドアの施錠・解錠を行ってください。

•キーレスオペレーションキーの LOCK または UNLOCK スイッチを押す

→「キーレスエントリーシステム」P.4-3
•エマージェンシーキーを使用する

→ 「キーレスオペレーション機能を使わずに操作するときは」P.4-16
キーレスオペレーションキーは、車両との通信のために常時受信動作をしているため、キーレスオペレーションキーの使用に関係なく常に

電池を消耗しています。使用状況にもよりますが、電池の寿命は約 1 年～ 2 年です。電池が消耗した場合は、新しい電池に交換してください。

→「電池交換のしかた」P.4-6

警告



キーレスオペレーションシステム

運転する前に 4-9

4
J10203200062

キーレスオペレーションキーを携帯して
キーレスオペレーションシステムの作動
範囲内に入り、ドアまたはテールゲート
のスイッチを押すと IDコードの照合を行

います。
車両とキーレスオペレーションキーの ID
コードが一致した場合のみ、ドアおよび
テールゲートの施錠・解錠操作やパワー
スイッチの操作が可能になります。

作動範囲はフロントドアおよびテール
ゲートのハンドルから周囲約 70cm 以内

です。

キーレスオペレーションキーは、常時受信動作をしているため、強い電波の受信は電池の消耗につながります。テレビ、パソコンなどの電

化製品の近くには置かないでください。

運転席ドアの解錠に合わせて、充電リッドも解錠します。ただし、READY（走行可能）表示灯が点灯しているときは、充電リッドは解錠さ

れません。

アドバイス

キーレスオペレーションシス
テムの作動範囲について 

アドバイス
キーレスオペレーションキーの電池が消

耗しているときや、強い電波またはノイ

ズのある場所などでは、作動範囲が狭く

なったり、不安定な作動となることがあ
ります。

運転席ドアの解錠に合わせて、充電リッ

ドも解錠します。ただし、READY（走行

可能）表示灯が点灯しているときは、充

電リッドは解錠されません。

ドアおよびテールゲートを施錠・
解錠するときの作動範囲 

アドバイス
キーレスオペレーションキーを検知した

ドアまたはテールゲートの操作でのみ施

錠・解錠ができます。

キーレスオペレーションキーがフロント

ドア、ドアガラス、テールゲートのすぐ
近くにあるときは作動しないことがあり

ます。

キーレスオペレーションキーがフロント

ドアまたはテールゲートのハンドルから
周囲約 70cm 以内でも、地面の近くや高

い場所にあるときは、作動しないことが
あります。

車両前方

作動範囲



キーレスオペレーションシステム

4-10 運転する前に

4
J10203300063

作動範囲は車室内です。

J10203400123

キーレスオペレーションキーを携帯して
いるとき、作動範囲内でフロントドアス
イッチを押す、またはテールゲートス
イッチを押すとすべてのドアおよびテー
ルゲートが施錠または解錠します。
フロントドアスイッチまたはテールゲー
トの OPEN スイッチを押して解錠した

後、約 30 秒以内にドアまたはテールゲー

トを開けなければ自動的に施錠されま
す。次の項も併せてお読みください。
→「ドア」P.4-16
→「集中ドアロック」P.4-18
→「テールゲート」P.4-19

キーレスオペレーションキーが作動範囲

内にあれば、キーレスオペレーション
キーを携帯していない人でも、フロント

ドアまたはテールゲートの操作で施錠・
解錠ができます。

プラグインハイブリッド EV シス
テムを起動する、電源モードを切
り換えるときの作動範囲 

アドバイス

車両前方

作動範囲

アドバイス
キーレスオペレーションキーが作動範囲

内にあっても、グローブボックスなどの
小物入れやインストルメントパネル周

辺、ドアポケットまたはラゲッジルーム
などにあるときは、プラグインハイブ

リッド EV システムの起動ができないこ

とがあります。

キーレスオペレーションキーが車外に

あっても、ドアやドアガラスのすぐ近く

にあるときは、プラグインハイブリッド
EV システムの起動または電源モードの

切り換えができることがあります。

キーレスオペレーション機能
を使って操作するときは 

ドアおよびテールゲートの施錠・
解錠 

フロントドアスイッチ

ドアスイッチ

テールゲートスイッチ

LOCK
スイッチ

OPEN
スイッチ



キーレスオペレーションシステム

運転する前に 4-11

4

次の通り作動を確認することができま
す。ただし、ルームランプの点灯はスイッ

チが中間（ /）の位置にあるときに限

られます。

アドバイス
運転席ドアの解錠に合わせて、充電リッ

ドも解錠します。ただし、READY（走行

可能）表示灯が点灯しているときは、充

電リッドは解錠されません。

必ずキーレスオペレーションキーを携帯

していることを確認してから施錠するよ

うにしてください。車内の次の場所など
にキーレスオペレーションキーを置いた

ままでも、周囲の環境または電波状態な

どにより、施錠されることがあります。

•グローブボックスなどの小物入れ

•インストルメントパネル周辺

•ドアポケット

•ラゲッジルーム

ドアスイッチまたはテールゲートスイッ

チで施錠・解錠すると、ドアミラーは自
動格納・自動復帰します。

詳しくは次の項をお読みください。
→「ドアミラー」P.4-46

次のようなときは、キーレスオペレー

ション機能は作動しません。

•車内にキーレスオペレーションキーが

あるとき

•ドア、テールゲートが開いている、また

は半ドアのとき（施錠時）

•パワースイッチの電源モードが OFF 以

外のとき

運転席ドア限定アンロック機能を使っ

て、運転席ドアスイッチで解錠するドア
を運転席のみに限定することができま

す。この機能を使いたいときは次の項を
お読みください。

→「運転席ドア限定アンロック機能の設

定のしかた」P.4-5
セキュリティアラームを「作動する」に

設定しているときは、施錠と同時にシス
テム準備状態、続いてシステム作動可能

状態になります。

詳しくは次の項をお読みください。
→「セキュリティアラーム」P.2-41

施錠の確認をテールゲートでしたいとき

は、施錠後約 3 秒以内にテールゲートの

OPEN スイッチを押してください。施錠

後約 3 秒以上過ぎて OPEN スイッチを押

すと、ドアおよびテールゲートは解錠さ
れます。

施錠の確認ができる時間を調整すること

ができます。詳しくは三菱自動車販売会

社にご相談ください。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で調整することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。

アドバイス
解錠した後、自動的に施錠されるまでの

時間を調整することができます。詳しく
は三菱自動車販売会社にご相談くださ

い。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で調整することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。

キックモーションセンサー付き車は、ド

アおよびテールゲートが施錠されている
ときに、ハンズフリー機能を使用すると、

すべてのドアおよびテールゲートは解錠

されます。詳しくは次の項をお読みくだ
さい。

→「ハンズフリー機能を使って開閉する

ときは」P.4-25

施錠・解錠時の作動確認

施錠時 : 非常点滅灯が 1 回点滅し、車外

ブザーが 1 回鳴る

解錠時 : ルームランプが約15秒点灯し、

非常点滅灯が 2 回点滅し、車外

ブザーが 2 回鳴る

アドバイス



キーレスオペレーションシステム

4-12 運転する前に

4

J10216600031

キーを車両近くに保管する場合の作動防
止のため、次の操作を行うと、そのキー
レスオペレーションキーを携帯している
ときに、フロントドアスイッチやテール
ゲートスイッチから、ドアおよびテール
ゲートの施錠・解錠を行えないように設
定することができます。

1. LOCKスイッチを押して保持し続けま

す。

2. 4 秒以内に、UNLOCK スイッチを押し

て保持し続けます。
3.そのまま 4 秒以上押し続け、作動表示

灯が点滅から点灯に変わったらス
イッチを離します。

アドバイス
次の機能を変更することができます。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）を

施錠時のみ、または解錠時のみにする。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）お

よびブザーを働かなくする。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）の

点滅回数を変更する。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。

キーレスオペレーションシス
テムのドア・テールゲート施
錠・解錠機能一時停止モード 

アドバイス
設定中はキーのスイッチを押しても、作

動表示灯は点灯しなくなります。

設定を元に戻すときは、同じ操作を再度

行ってください。

設定中でも、プラグインハイブリッド EV
システムを起動またはパワースイッチの

電源モードを切り換えることができま
す。

設定していないキーレスオペレーション

キーが作動範囲内にあると、ドアおよび
テールゲートの操作で施錠・解錠ができ

ます。



キーレスオペレーションシステム

運転する前に 4-13

4

J10203500094

警告表示について 

項目 警告表示 ブザーの鳴り方 原因および処置 備考

キーレスオペレー
ションキー持ち出
し監視機構

車内ブザー
1 回

車外ブザー
断続的

駐車中、かつパワースイッチの電源
モードが OFF 以外のとき、いずれか

のドアを開けてキーレスオペレー
ションキーを車内から持ち出した後
ドアを閉めると警告します。キーが
車外に持ち出されていないか確認し
てください。

ドアを開けずに窓からキーレスオ

ペレーションキーを持ち出すと、
キーレスオペレーションキー持ち
出し監視機構は働きません。

ドアを開けずに窓からキーレスオ

ペレーションキーを持ち出したと
き、キーレスオペレーションキー
持ち出し監視機構を働かせること
ができます。詳しくは三菱自動車
販売会社にご相談ください。

プラグインハイブリッド EV シス

テムが起動できる範囲内でキーレ
スオペレーションキーを携帯して
いても、周囲の環境または電波状
態などにより、キーレスオペレー
ションキーと車両の ID コードの

照合ができなかったときは、警告
が作動することがあります。

100V AC 電源 (1500W) を使用中

は、使用する電気製品によって
は、発生するノイズによりキーレ
スオペレーションキー持ち出し監
視機構が正常に働かなくなる場合
があります。



キーレスオペレーションシステム

4-14 運転する前に

4

キー閉じ込め防止
機構

車内ブザー
1 回

車外ブザー
断続的に約 3 秒

パワースイッチの電源モードが OFF
のとき、車内にキーレスオペレー
ションキーを置いたまますべてのド
アおよびテールゲートを閉め、ドア
スイッチ、テールゲートの LOCK ス

イッチまたはエレクトリックテール
ゲートのクローズアンドロックス
イッチを押して施錠しようとすると
警告し、ドアおよびテールゲートの
施錠ができません。キーを持って車
から降りてください。

必ずキーレスオペレーションキーを
携帯していることを確認してから施
錠するようにしてください。車内に
キーレスオペレーションキーを置い
たままでも、周囲の環境または電波
状態などにより、施錠されることが
あります。

半ドア防止機構 車内ブザー
1 回

車外ブザー
断続的に約 3 秒

パワースイッチの電源モードが OFF
のとき、いずれかのドアまたはテー
ルゲートを完全に閉めずにドアス
イッチまたはテールゲートの LOCK 
スイッチを押して施錠しようとする
と警告し、ドアおよびテールゲート
の施錠ができません。ドアおよび
テールゲートが完全に閉まっている
か確認してください。

—

電源モード OFF
切り換え忘れ防止
機構

車内ブザー
1 回

車外ブザー
断続的に約 3 秒

パワースイッチの電源モードが OFF
以外のとき、ドアスイッチまたは
テールゲートの LOCK スイッチを押

して施錠しようとすると警告し、ド
アおよびテールゲートの施錠ができ
ません。電源モードを OFF にしてく

ださい。

—

項目 警告表示 ブザーの鳴り方 原因および処置 備考



キーレスオペレーションシステム

運転する前に 4-15

4

キーレスオペレー
ションキーの電池
切れ

車内ブザー
1 回

キーレスオペレーションキーの電池
が消耗しているとき警告します。で
きるだけ早くキーレスオペレーショ
ンキーの電池を交換してください。

電池交換をする際は、キーを破損

するおそれがあるため、三菱自動
車販売会社での交換をおすすめし
ます。

お客様自身で電池交換をする場合

は、“ 電池交換のしかた ” をよく

読んでから行ってください。
→「電池交換のしかた」P.4-6

キーレスオペレー
ションシステムの
異常

車内ブザー
1 回

システムに何らかの異常があります。
警告が表示されたときは、三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

—

キーが検知できな
い

パワース
イッチを 1
回押した場
合

パワース
イッチを 2
回以上押し
た場合

車内ブザー
1 回

パワースイッチの電源モードを OFF
から切り換えるとき、またはプラグ
インハイブリッド EV システムを起

動させるとき、次のいずれかの場合
に警告します。
 ID コードが車両と異なるキーレス

オペレーションキーを携帯してい
る、またはキーレスオペレーショ
ンキーが作動範囲外にある

キーレスオペレーションキーの電

池切れ
周囲の環境または電波状態などに

より、キーレスオペレーション
キーと車両の ID コードの照合が

できない

キーレスオペレーションキーをパ

ワースイッチに接触させ、電源
モードの切り換えまたはプラグイ
ンハイブリッド EV システム起動

操作を行ってください。
→「キーレスオペレーションキー

が正常に作動しないとき（電池切
れなど）にプラグインハイブリッ
ド EV システムを起動するとき

は」P.5-7

項目 警告表示 ブザーの鳴り方 原因および処置 備考



ドア

4-16 運転する前に

4

J10203600066

エマージェンシーキーはキーレスオペ
レーションキーに内蔵されています。
キーレスオペレーションキーの電池切れ
や補機用バッテリー上がりなどにより
キーレスオペレーション機能が使用でき
ないとき、ドアの施錠・解錠操作をする
ことができます。
→「ドア」P.4-16

ロックノブを矢印の方向に押しながら、
キーレスオペレーションキーからエマー
ジェンシーキーを取り外します。

J10200500080

J10203700054

エマージェンシーキーを車両前方に回す
と施錠、車両後方に回すと解錠されます。

キーレスオペレーション機能
を使わずに操作するときは 

エマージェンシーキー 

ロックノブ

アドバイス
エマージェンシーキーは緊急を要する場

合のみご使用ください。
キーレスオペレーションキーの電池が切

れたときなどはできるだけ早く電池交換
をして、キーレスオペレーションキーと

して使用するようにしてください。

→「電池交換のしかた」P.4-6
エマージェンシーキーを使用した後は、

必ずキーレスオペレーションキーに戻し

ておいてください。

ドア 

警告
車から離れるときは、火災や盗難などを

未然に防ぐため、必ずプラグインハイブ

リッド EV システムを停止しドアを施錠

してください。

法的にも義務付けられています。
お子さま連れのときは必ずお子さまも一

緒に連れて出てください。
また、車内に貴重品を置いたままにしな

いでください。

走行する前にすべてのドアが確実に閉

まっていることを確認してください。半
ドアのときは、メーター内のインフォ

メーション画面に半ドア警告を表示しま
す。

確実に閉まっていないと、走行中にドア

が開いて乗員が車外に放り出されるなど
思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

アドバイス
運転席のドアが開いているときは、キー

閉じ込め防止のため運転席ドアをエマー
ジェンシーキーまたはロックノブを使っ

て施錠しようとしても運転席のドアは施
錠できません。

車外から施錠・解錠するときは 

エマージェンシーキーを使って
施錠・解錠するときは（運転席ド
ア） 

警告



ドア

運転する前に 4-17

4

ドア内側のロックノブを車両前方に倒し
（1）、ドアを閉じます（2）。

パワースイッチの電源モードが ON のま

まで、運転席ドアを開くとパワースイッ
チ切り忘れ警告ブザーが断続的に鳴り、
パワースイッチの切り忘れを知らせま
す。

停車中、セレクトポジションが 以外で
運転席ドアを開くとブザーが鳴り、電動
パーキングスイッチの押し忘れを知らせ
ます。

J10203800055

ロックノブを車両前方へ倒すと施錠し、
車両後方へ戻すと解錠します。

運転席ドアはロックノブを車両前方に倒
したままでも、室内側のドアハンドルを
引くとドアを開けることができます。

アドバイス
エマージェンシーキーを使って施錠・解

錠したときは、運転席ドアおよび充電

リッドのみ施錠・解錠します。ただし、
READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときは、充電リッドは解錠されません。

キーを使わずに施錠するときは
（助手席、後席ドア） 

施錠解錠

パワースイッチ切り忘れ警告ブ
ザー 

電動パーキングスイッチ押し忘
れ警告ブザー 

車内から施錠・解錠するときは 

アドバイス
運転席ロックノブの操作に連動して充電

リッドが施錠・解錠されます。ただし、

READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときは、充電リッドは解錠されません。

オーバーライド機構 

施錠

解錠



集中ドアロック

4-18 運転する前に

4

J10200600049

次の操作ですべてのドアおよびテール
ゲートの施錠・解錠ができます。

J10203900027

集中ドアロックスイッチ（1）側を押すと

すべてのドアおよびテールゲートが施錠
し、（2）側を押すとすべてのドアおよび

テールゲートが解錠します。

J10200700024

レバーを施錠側（1）にしてドアを閉める

と、ドアのロックノブの位置に関係なく、
車内からはドアが開けられなくなりま
す。
安全上、お子さまを乗せるときにご使用
ください。

ドアを開けるときは車外のドアハンドル
で開けます。

アドバイス
すべてのドアおよびテールゲートを施

錠・解錠するときは、集中ドアロック、
キーレスエントリーシステムまたはキー

レスオペレーション機能の操作で施錠・
解錠してください。

→「集中ドアロック」P.4-18
→「キーレスエントリーシステム」P.4-3
→「キーレスオペレーション機能を使っ

て操作するときは」P.4-10

集中ドアロック 

アドバイス
運転席のドアが開いているときは、キー

閉じ込め防止のため集中ドアロックス
イッチを使って施錠しようとしても運転

席のドアは施錠できません。

施錠と解錠を交互に連続操作すると保護

回路が働いて集中ドアロックが一時的に

作動しなくなることがあります。

このようなときはしばらくしてから（約
1 分後）操作してください。

運転席ドアの施錠・解錠に合わせて、充

電リッドも施錠・解錠します。ただし、
READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときは、充電リッドは解錠されません。

集中ドアロックスイッチを
使って施錠・解錠するときは 

チャイルドプルーフ（後席
ドア安全施錠装置） 

1- 施錠
2- 解錠

アドバイス
万一の場合、車内からドアを開けたいと

きは、ドアのロックノブを解錠状態にし
てドアガラスを下げ、窓から手を出して

車外のドアハンドルを引いてください。



テールゲート

運転する前に 4-19

4

J10200800070

テールゲート 

警告
走行前に必ずテールゲートが確実に閉じ

ていることを確認してください。

開けたまま走行すると、車内に排気ガス
が侵入し、一酸化炭素中毒になるおそれ

があります。
また、走行中に開くと、荷物が落ちて思

わぬ事故につながるおそれがあります。

ラゲッジルームは人が乗る構造になって

おりません。人を乗せたり、お子さまを
遊ばせたりしないでください。万一の場

合、重大な事故につながるおそれがあり

ます。

テールゲートを開閉するときは、周囲の

安全や車両の後方および上方に十分なス

ペースがあることを確認し、頭をぶつけ
たり、手や首などをはさまないように注

意してください。

テールゲートに積雪や氷の付着があると

きは、テールゲートを開ける前に雪や氷
を取り除いてください。取り除かずに開

けておくと雪や氷の重みでテールゲート
が突然閉じるおそれがあります。

テールゲートを開けたときは、テール

ゲートが必ず全開で静止していることを
確認してください。途中までしか開いて

いないと、突然閉まるおそれがあります。
特に傾斜地では、平坦な場所よりもテー

ルゲートの開閉がしにくかったり、急に

開いたり閉じたりするおそれがありま
す。エレクトリックテールゲート付き車

の停止位置メモリを使用する場合は、エ
レクトリックテールゲートは設定した位

置までしか開きません。

注意
ラゲッジルームの荷物を出し入れすると

きは、排気管の後方に立たないでくださ
い。

排気熱によりやけどをするおそれがあり

ます。

テールゲートが損傷しないように、テー

ルゲートを開ける前にテールゲートの上

や後ろに障害物がないか確認してくださ

い。

警告 アドバイス
テールゲートを支えるためのガススプリ

ングが次の位置についています。

損傷や作動不良を防止するため、次のこ
とをお守りください。

•ガススプリングに手を掛けてテール

ゲートを閉めたり、押したり引いたりし
ないでください。

•ビニール片、テープなどがガススプリン

グに付着しないようにしてください。

•ひもなどをガススプリングに巻き付け

ないでください。

•ガススプリングに物を掛けないでくだ

さい。

ガス

スプリング



テールゲート

4-20 運転する前に

4

J10204200056

集中ドアロックまたはキーレスオペレー
ションシステムの操作で、テールゲート
の施錠・解錠をすることができます。
詳しくは次の項をお読みください。
→「集中ドアロック」P.4-18
→「キーレスオペレーションシステム」
P.4-6
→「キーレスエントリーシステム」P.4-3

J10204300044

解錠後、OPEN スイッチを押してテール

ゲートを持ち上げます。

車内からもテールゲートを開けることが
できます。
補機用バッテリー上がりなどで車外から
開けられなくなったときにご使用くださ
い。

1.車内からインサイドリリースレバー
のカバーを外します。

2.インサイドリリースレバーを矢印の
方向に動かします。

3.テールゲートを押しながら開けます。

テールゲートの施錠・解錠（除
く、エレクトリックテールゲー
ト） 

テールゲートの操作 

車外から開けるときは 

アドバイス
OPEN スイッチを押した後すぐに開けな

いと、テールゲートは持ち上がりません。

その場合はもう一度 OPEN スイッチを押

してテールゲートを持ち上げます。

補機用バッテリーが上がったり、または

外しているときは、テールゲートを開け
ることはできません。

車内から開けるときは 

OPEN
スイッチ

警告
通常はインサイドリリースレバーのカ

バーは閉じておいてください。カバーが
開いたままだと荷物などがレバーに当た

り、テールゲートが開いて思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

レバー



テールゲート

運転する前に 4-21

4

テールゲートの取っ手に手を掛けてテー
ルゲートを途中まで引き下げた後、取っ
手から手を離してテールゲートを軽く押
しつけます。

J10204400074

J10204500088

マルチインフォメーションディスプレイ
内でエレクトリックテールゲートの設定

が ON かつセレクトポジションが のと

きに、5 つの方法で自動操作を行うこと

ができます。
→「キーレスオペレーションキーを使っ

て開閉するときは」P.4-22
→「運転席側エレクトリックテールゲー

トスイッチを使って開閉するときは」 
P.4-23
→「クローズスイッチを使って閉じると

きは」P.4-24
→「OPEN スイッチを使って開けるとき

は」P.4-24
→「ハンズフリー機能を使って開閉する

ときは」P.4-25

閉めるときは 

注意
テールゲートの取っ手に手を掛けたまま

直接テールゲートを閉じないでくださ

い。手や腕をはさみ、けがをするおそれ
があります。

取っ手

エレクトリックテールゲート
の操作 

エレクトリックテールゲートの
開閉 

警告
安全のため、エレクトリックテールゲー

トの開閉操作はお子さまでなく大人が

行ってください。

エレクトリックテールゲートが完全に開

いたことを確認してから荷物を出し入れ
してください。

注意
エレクトリックテールゲートを閉めると

きは、ストライカー付近に異物がないこ
とを確認してください。

異物が入るとエレクトリックテールゲー

トが正常に閉まらなくなるおそれがあり
ます。

ストライカー

エレクトリックテールゲートには、三菱

自動車純正品以外のアクセサリーなどを
取り付けないでください。種類によって

は重みがかかり、落下防止機構が作動す
ることがあります。

→「落下防止機構」P.4-29
また、三菱自動車純正品でも種類によっ

ては取り付けられない場合があります。

詳しくは、三菱自動車販売会社へご相談
ください。

スイッチによる自動操作 

注意
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エレクトリックテールゲート機能の
ON/OFF 切り換え方法については次の項

をお読みください。
→「エレクトリックテールゲート機能の

ON/OFF 切り換え」P.4-29

J10204600063

次の条件がそろったときに、キーレスオ
ペレーションキーのエレクトリックテー
ルゲートスイッチを押して、エレクト
リックテールゲートを自動で開閉するこ
とができます。

警告
開閉作動中にエレクトリックテールゲー

トの機能を OFF にしたときは、作動が停

止して手動操作に切り換わります。

このとき、エレクトリックテールゲート
の位置によっては急に開閉することがあ

ります。

注意
開閉作動中にエレクトリックテールゲー

トに無理な力をかけないでください。故

障の原因となります。

開閉作動中にプラグインハイブリッド

EV システムを始動しないでください。エ

レクトリックテールゲートが停止するこ

とがあります。

アドバイス
エレクトリックテールゲートの機能が

OFF のときに各スイッチを使って操作を

すると、警報ブザーが鳴り、エレクトリッ

クテールゲートが開閉できないことを知
らせます。

→「エレクトリックテールゲート機能の

ON/OFF 切り換え」P.4-29
次のようなときは、エレクトリックテー

ルゲートが正常に作動しないことがあり
ます。

•車が大きく傾いた状態で駐車している

とき

•風の強いとき

•エレクトリックテールゲートに積雪が

あるとき

開閉作動を交互に連続操作すると保護回

路が働いて手動操作に切り換わります。

エレクトリックテールゲートを自動で全

開にしたときや、開閉作動中にセレクト

ポジションを 以外に選択したとき、警

報ブザーが約 3 秒間鳴り続け、エレクト

リックテールゲートが開いていることを
知らせます。

エレクトリックテールゲートを閉めると

きは、人や荷物などがタッチセンサーに
触れていないことを確認してください。

閉めるときにタッチセンサーに触れてい
ると警報ブザーが鳴り、エレクトリック

テールゲートを閉めることはできませ

ん。
→「セーフティー機構」P.4-28

エレクトリックテールゲートが開いてい

る状態でバッテリーやヒューズを交換し
た場合は、自動では閉まらなくなります。

その場合は、手動でエレクトリックテー

ルゲートを閉めてください。

■キーレスオペレーションキーを
使って開閉するときは 

アドバイス

タッチセンサー
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パワースイッチの電源モード：OFF
エレクトリックテールゲート：全閉、

解錠

パワースイッチの電源モード：OFF
エレクトリックテールゲート：全開

人や荷物などがタッチセンサーに触

れていない
エレクトリックテールゲートスイッチを
続けて 2 回押すと警報ブザーが鳴り、非

常点滅灯が点滅してエレクトリックテー
ルゲートが次の通り作動します。

開閉作動中、エレクトリックテールゲー
トスイッチを 1 回押すと警報ブザーが鳴

り、エレクトリックテールゲートが作動
を停止します。
作動停止した後、再度エレクトリック
テールゲートスイッチを 2 回押すと警報

ブザーが鳴り、非常点滅灯が点滅してエ
レクトリックテールゲートは作動してい
る方向と反対方向に作動します。

J10204700064

次の条件がそろったときに、運転席側エ
レクトリックテールゲートスイッチを押
して、エレクトリックテールゲートを自
動で開閉することができます。

パワースイッチの電源モードが OFF
または ACC、もしくはパワースイッ

チの電源モードがONでセレクトポジ

ションが
エレクトリックテールゲート：全閉、

解錠

開けるときの条件

閉めるときの条件

エレクトリック
テールゲート

スイッチ

• 閉まっているとき：警報ブザーが鳴り、
全開します。

• 開いているとき： 警報ブザーが鳴り、
全閉します。

タッチセンサー アドバイス
 3 回以上続けてエレクトリックテール

ゲートスイッチを押すと、正常に開閉作
動しないことがあります。

このようなときは、しばらくしてから再
度エレクトリックテールゲートスイッチ

を続けて 2 回押してください。

■運転席側エレクトリックテール
ゲートスイッチを使って開閉する
ときは 

開けるときの条件
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パワースイッチの電源モードが　

OFF または ACC、もしくはパワース

イッチの電源モードがONでセレクト

ポジションが
エレクトリックテールゲート：全開

人や荷物などがタッチセンサーに触

れていない

運転席側エレクトリックテールゲートス
イッチを約 1.5 秒以上押すと警報ブザー

が鳴り、非常点滅灯が点滅してエレクト
リックテールゲートが次の通り作動しま
す。

開閉作動中、運転席側エレクトリック
テールゲートスイッチを 1 回押すと警報

ブザーが鳴り、エレクトリックテール
ゲートが作動を停止します。
作動停止した後、再度運転席側エレクト
リックテールゲートスイッチを 1.5 秒以

上押すと警報ブザーが鳴り、非常点滅灯
が点滅してエレクトリックテールゲート
は作動している方向と反対方向に作動し
ます。

J10204800065

次の条件がそろったときに、エレクト
リックテールゲート内側のクローズス
イッチを 1 回押すと警報ブザーが鳴り、

非常点滅灯が点滅してエレクトリック
テールゲートを自動で閉じることができ
ます。

パワースイッチの電源モードが OFF
または ACC、もしくはパワースイッ

チの電源モードがONでセレクトポジ

ションが
エレクトリックテールゲート：全開

人や荷物などがタッチセンサーに触

れていない

開閉作動中、クローズスイッチを 1 回押

すと警報ブザーが鳴り、エレクトリック
テールゲートが作動を停止します。
作動停止した後、再度クローズスイッチ
を 1 回押すと警報ブザーが鳴り、非常点

滅灯が点滅してエレクトリックテール
ゲートは作動している方向と反対方向に
作動します。

J10204900037

エレクトリックテールゲートが施錠され
ていても、キーレスオペレーションキー
がエレクトリックテールゲートのハンド
ルから周囲約 70cm 以内にあれば、OPEN
スイッチを1回押すと警報ブザーが鳴り、

非常点滅灯が点滅してエレクトリック
テールゲートを自動で開けることができ
ます。

閉めるときの条件

• 閉まっているとき：警報ブザーが鳴り、
全開します。

• 開いているとき： 警報ブザーが鳴り、
全閉します。

■クローズスイッチを使って閉じる
ときは 

閉めるときの条件

■OPEN スイッチを使って開けると
きは 

クローズ

スイッチ
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また、エレクトリックテールゲートが解
錠されていれば OPEN スイッチを押すと

自動で開きます。

OPEN スイッチを押すと、エレクトリッ

クテールゲートが開きます。
開いている途中で OPEN スイッチを 1 回

押すと警報ブザーが鳴り、エレクトリッ
クテールゲートが作動を停止します。
作動停止した後、再度 OPEN スイッチを

1 回押すと警報ブザーが鳴り、非常点滅

灯が点滅してエレクトリックテールゲー
トが閉じます。

J10216300054

キーレスオペレーションシステムの作動
範囲内で、キーレスオペレーションキー
を携帯したまま、リヤバンパー左下の台

形部の下側に足先を入れてすぐに引くと
自動的に開閉します。

パワースイッチの電源モード：OFF

パワースイッチの電源モード：OFF
人や荷物などがタッチセンサーに触

れていない

キックモーションセンサーを作動させる
と警報ブザーが鳴り、非常点滅灯が点滅
してエレクトリックテールゲートが次の
通り作動します。

■ハンズフリー機能を使って開閉す
るときは 

OPEN
スイッチ

開けるときの条件

閉めるときの条件

• 閉まっているとき：警報ブザーが鳴り、
全開します。

• 開いているとき： 警報ブザーが鳴り、
全閉します。

ハンズフリー機能検知範囲
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開閉作動中、足先を入れて引く動作を行
うと警報ブザーが鳴り、エレクトリック
テールゲートが作動を停止します。
作動停止した後、再度足先を入れて引く
動作を行うと警報ブザーが鳴り、非常点
滅灯が点滅してエレクトリックテール
ゲートは作動している方向と反対の方向
に作動します。

J10241000068

エレクトリックテールゲートの自動閉作
動前にあらかじめすべてのドアの施錠を
予約する機能です。
次の条件がそろったときに、エレクト
リックテールゲート内側のクローズアン
ドロックスイッチを押して、自動で閉じ
ることができます。

エレクトリックテールゲートを除く、

すべてのドアが全閉されている

注意
坂道、未舗装路、凍結した路面などで蹴

る動作をするときは、転倒してけがをし

ないように注意してください。

キックモーションセンサー周辺の洗車や

ワックスがけ、カーカバーの取り付け・
取り外し、大雨などでリヤバンパーに大

量の水がかかるときは、エレクトリック
テールゲートの設定をOFFにしてキーレ

スオペレーションキーを操作範囲内に持
ち込まないでください。 キックモーショ

ンセンサーが反応してエレクトリック
テールゲートが急に作動し、けがをする

おそれがあります。

→「エレクトリックテールゲート機能の

ON/OFF 切り換え」P.4-29
キックモーションセンサーを作動させる

ときは、足がリヤバンパーに触れないよ

うにしてください。リヤバンパーやキッ

クモーションセンサーが破損するおそれ
があります。

足以外でも、キーレスオペレーション

キーを携帯したままキックモーションセ
ンサーに物を近づけると、エレクトリッ

クテールゲートが開閉することがあるの
で注意してください。

キックモーションセンサーが反応してエ

レクトリックテールゲートが急に作動
し、けがをするおそれがあります。

エレクトリックテールゲート付近にキー

レスオペレーションキーを携帯した人が
いた場合、キーを携帯していない人が

キックモーションセンサーを使用して、

エレクトリックテールゲートを開閉でき
る場合があるので注意してください。け

がをするおそれがあります。

アドバイス
ドアおよびテールゲートが施錠されてい

るときにハンズフリー機能を使用する
と、すべてのドアおよびテールゲートは

解錠されます。

次のようなときは、キックモーションセ

ンサーが反応せず、エレクトリックテー
ルゲートが正常に動作しないことがあり

ます。

•近くに TV 塔や変電所、放送局、空港、電

気自動車の急速充電器など強い電波を

発する設備があるとき

•強い電波で車両の検出を行っているコ

インパーキングに駐車したとき

注意
•ゴム長靴など電気の通しにくい物を履

いているとき

•雨や洗車などでリヤバンパーに水が付

着したとき

キックモーションセンサーの近くに、三

菱自動車純正品以外の部品を装着しない

でください。キックモーションセンサー
が正常に動作しないことがあります。

リヤバンパーに三菱自動車純正品を取り

付けるときは、キックモーションセン
サーの検知性能に影響を与えるおそれが

ありますので、三菱自動車純正品の説明

書をご確認していただくか、三菱自動車
販売会社へお問い合わせください。

■クローズ＆ロック機構 

閉めるときの条件

アドバイス
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キーレスオペレーションシステムの

作動範囲内でキーレスオペレーショ
ンキーを携帯している

1.エレクトリックテールゲートのク
ローズアンドロックスイッチを1回押

します。
警報ブザーが断続的に鳴り、エレクト
リックテールゲートが全閉位置まで
閉まり、すべてのドアおよびテール
ゲートが施錠されます。

2.作動が正常に完了すると、車外ブザー
が鳴るとともに非常点滅灯が点滅し、
ドアミラーが格納されます。

J10216400042

エレクトリックテールゲートは、自動で
開きながら途中で停止するように設定で
きます。

1.次のいずれかの方法で、エレクトリッ
クテールゲートをお好みの高さで止
めてください。

◆ クローズ＆ロック機構を操作するとき
は 

クローズアンド

ロックスイッチ

アドバイス
車から離れるときは、すべてのドアおよ

びテールゲートが施錠されていることを
確認してください。

クローズ＆ロック機構が作動しテール

ゲートが閉じている途中で、クローズア
ンドロックスイッチを押すと警報ブザー

が鳴り、エレクトリックテールゲートが

作動を停止し、すべてのドアおよびテー
ルゲートが解錠されます。

→「スイッチによる自動操作」P.4-21
作動停止した後、再度クローズアンド

ロックスイッチを押すと警報ブザーが鳴
り、エレクトリックテールゲートは全閉

位置まで閉まります。

クローズ＆ロック機構が作動中に、解錠

操作をすると、すべてのドアおよびテー
ルゲートは解錠され、エレクトリック

テールゲートは全閉位置まで閉まりま

す。
→「キーレスオペレーション機能を使っ

て操作するときは」P.4-10
→「車外から施錠・解錠するときは」

P.4-16
→「テールゲートの施錠・解錠」P.4-20

車内にキーレスオペレーションキーを置

いたまま、クローズ＆ロック機構を操作
すると、警告ブザーが鳴り警告が表示さ

れます。この場合、すべてのドアおよび
テールゲートの施錠ができません。

必ず、キーレスオペレーションキーを携

帯していることを確認してから施錠する

ようにしてください。

セキュリティアラームを「作動する」に

設定しているときは、クローズ＆ロック

機構の作動が完了すると、セキュリティ
アラームが設定されます。

詳しくは「セキュリティアラーム」をお

読みください。→P.2-41

■停止位置メモリ 

◆ 設定するときは 

アドバイス
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•開閉作動中に、エレクトリックテー

ルゲートを開閉操作するスイッチを
押すか、キックモーションセンサー
（キックモーションセンサー付き車）
を使用する
•手動操作する

2.エレクトリックテールゲートのク
ローズスイッチを約 3 秒間長押しす

る。

3.警報ブザーが鳴り、エレクトリック
テールゲートを自動で開けたときの
高さが設定されます。

1.エレクトリックテールゲートを手動
で全開位置まで持ち上げてください。

2.エレクトリックテールゲートのク
ローズスイッチを約 3 秒間長押しす

る。
3.警報ブザーが鳴り、リセットされま
す。

J10205000064

閉じている途中で、エレクトリックテー
ルゲートに人や荷物などをはさんだ場
合、またはエレクトリックテールゲート
の両側にあるタッチセンサーに人や荷物
などが触れた場合は、安全のため自動的
にエレクトリックテールゲートが、動い
ている方向と反対の方向に動きます。こ
のとき警報ブザーが鳴ります。

アドバイス
エレクトリックテールゲートの停止位置

は、下から 1/5 以下の高さに設定するこ

とはできません。

クローズ
スイッチ

◆ リセットするときは 

■セーフティー機構 

タッチセンサー

注意
はさまれた物の形状や、はさまれ方に

よってはセーフティー機構が働かないこ
とがあります。手、身体または物などを

はさまないように注意してください。

次の場合はセーフティー機構が働かない

ようになっています。手や指などをはさ

まないように注意してください。

•閉め切り直前（エレクトリックテール

ゲートを確実に閉めるため）

•エレクトリックテールゲートを手動で

閉めるとき

連続してセーフティー機構が働いた場合

は、手動操作に切り換わることがありま

す。このとき、エレクトリックテールゲー
トの位置によっては急に開閉することが

ありますので注意してください。
手動操作に切り換わった場合は、エレク

トリックテールゲートを一度全開または

全閉すれば元通りに自動操作ができるよ
うになります。

アドバイス
環境や使用条件により、人や物などをは

さんだときと同じ衝撃が加わると、セー
フティー機構が働くことがあります。

荷物を出し入れするときやリヤガラスを

清掃するときなどは、タッチセンサーを

傷つけないようにしてください。自動で
閉められなくなります。



テールゲート
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J10205100052

エレクトリックテールゲートを自動で開
けたとき、積雪などの重みによるエレク
トリックテールゲートの落下を感知する
と、自動的にエレクトリックテールゲー
トが閉まります。
落下防止機構が作動しているときは警報
ブザーが鳴り続けます。

J10216500056

パワースイッチの電源モードが ON の場

合、マルチインフォメーションディスプ
レイの機能設定により自動運転の
ON/OFF の切り換えが可能です。

次の手順に従って、エレクトリックテー
ルゲート機能の ON/OFF を切り換えま

す。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを押して、インフォメー
ション画面を機能設定画面に切り換
えます。
→「マルチインフォメーションディス

プレイスイッチ」P.5-33
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「テールゲート」に切り換えま

す。その後、 スイッチを押して設定

変更画面に切り換えます。

3. スイッチもしくは スイッチを押

して「ON」または「OFF」を選択し、

スイッチを押すとテールゲートの

設定が変更されます。

J10205300054

解錠後、OPEN スイッチを押してテール

ゲートを持ち上げます。

■落下防止機構 

アドバイス
エレクトリックテールゲートに積雪等が

ある場合は、エレクトリックテールゲー

トを作動させる前に積雪などを取り除い
てください。

エレクトリックテールゲートを自動で全

開した後すぐに手動で閉めようとする

と、落下防止機構が作動することがあり
ます。

■エレクトリックテールゲート機能
の ON/OFF 切り換え 

アドバイス
工場出荷時はテールゲートの設定は ON
になっています。

パワースイッチの電源モードをOFFにし

ても、機能の作動状態（ON または OFF）
を記憶しています。

手動操作 

車外から開けるときは



テールゲート
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車内からもエレクトリックテールゲート
を開けることができます。 
バッテリー上がりなどで車外から開けら
れなくなったときにご使用ください。

1.車内からインサイドリリースレバー
のカバーを外します。

2.インサイドリリースレバーを矢印の
方向に動かします。

3.エレクトリックテールゲートを押し
ながら開けます。

エレクトリックテールゲートの取っ手に
手をかけてエレクトリックテールゲート
を途中まで引き下げた後、取っ手から手
を離してエレクトリックテールゲートを
軽く押しつけます。

アドバイス
OPEN スイッチを押した後すぐに開けな

いと、エレクトリックテールゲートは持

ち上がりません。
その場合はもう一度 OPEN スイッチを押

してエレクトリックテールゲートを持ち
上げます。

バッテリーが上がったり、または外して

いるときは、エレクトリックテールゲー
トを開けることはできません。

車内から開けるときは

OPEN
スイッチ

レバー

警告
通常はインサイドリリースレバーのカ

バーは閉じておいてください。カバーが
開いたままだと荷物などがレバーに当た

り、エレクトリックテールゲートが開い
て思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

閉めるときは

取っ手



パワーウインドウ
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J10241800024

テールゲートイージークローザーはエレ
クトリックテールゲートを閉めるのを補
助する装置です。
エレクトリックテールゲートを半ドアの
位置まで閉めると自動的にエレクトリッ
クテールゲートが閉まります。

J10200900114

注意
エレクトリックテールゲートの取っ手に

手をかけたまま直接エレクトリックテー
ルゲートを閉じないでください。手や腕

をはさみ、けがをするおそれがあります。

エレクトリックテールゲートを手動で閉

めるときは、セーフティー機構が働かな

いようになっています。手や指などをは

さまないように注意してください。

エレクトリックテールゲートの手動によ

る急開閉操作をモーターが検知したとき

は、警報ブザーが鳴りエレクトリック

テールゲートは重くなります。

■テールゲートイージークローザー 

警告
テールゲートイージークローザー作動中

に手や指などをはさまないように注意し
てください。作動中に手や指などをはさ

みそうになったときは、エレクトリック
テールゲートを開閉操作するスイッチを

押すか、キックモーションセンサー（キッ

クモーションセンサー付き車）を使用し
てください。エレクトリックテールゲー

トが半ドアの位置まで戻ります。

注意
エレクトリックテールゲート内側のラッ

チに触れないでください。テールゲート

イージークローザーが作動してラッチで

指などをはさむおそれがあります。

エレクトリックテールゲートの設定が

OFF のときでもテールゲートイージーク

ローザーは作動します。このとき手や指
などをはさまないように注意してくださ

い。

ラッチ

アドバイス
OPEN スイッチを連続で押すと保護回路

が働いてテールゲートイージークロー
ザーが一時的に作動しなくなることがあ

ります。
このようなときはしばらくしてから（約

1 分後）OPEN スイッチを押すとエレク

トリックテールゲートが開きます。

パワーウインドウ 

警告
パワーウインドウを閉じるときは、安全

のため同乗者が窓から顔や手を出してい

ないことを確認してください。

開ける 閉じる
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運転席スイッチで全席のドアガラスの開
閉をすることができます。
パワースイッチの電源モードが ON のと

きにスイッチを押すと開き、引き上げる
と閉まります。
運転席ドアガラスは、運転席側のスイッ
チを強く押したり、強く引き上げると自
動的に全開、全閉します。
途中で止めたいときはスイッチを反対方
向に操作します。

運転席スイッチで全席のドアガラスの開
閉をすることができます。
パワースイッチの電源モードが ON のと

きにスイッチを押すと開き、引き上げる
と閉まります。
スイッチを強く押したり、強く引き上げ
ると自動的に全開、全閉します。
途中で止めたいときはスイッチを反対方
向に操作します。

安全のためパワーウインドウの操作はお

子さまではなく大人が行ってください。
車を離れるときは必ずお子さまも一緒に

連れて出てください。
車内にキーを残したままにしておくと、

お子さまがいたずらをして手や首をはさ

むおそれがあります。

アドバイス
READY（走行可能）表示灯が消灯したま

ま何度もパワーウインドウを開閉する

と、補機用バッテリーが上がることがあ

ります。なるべく READY（走行可能）表

示灯を点灯させてから操作してくださ

い。

走行中、ドアガラスを1箇所だけ開けた際

に耳を強く圧迫するような振動音（ウイ

ンドスロッブ音）が発生した場合は、そ

れ以外のドアガラスまたはサンルーフ
（タイプ別装備）をわずかに開けてくださ

い。

警告 運転席スイッチ 

A タイプ 

助手席側

後席左側

運転席側

後席右側

B タイプ 

助手席側

後席左側

運転席側

後席右側
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パワースイッチの電源モードが ON のと

きにスイッチを押すと開き、引き上げる
と閉まります。
後席ドアガラスは全開しません。

J10206100091

パワースイッチの電源モードをACCまた

は OFF にした後でも約 30 秒間はドアガ

ラスを開閉することができます。この時
間内に運転席ドアを開けると、その後約
30秒間運転席ドアガラスは開閉できます

が、運転席以外のドアガラスは開閉でき
なくなります。
なお、運転席ドアガラスも運転席ドアを
閉めると開閉できなくなります。

J10206200021

お子さまを乗せるときはロックスイッチ
を ON にしてください。

助手席、後席スイッチを操作してもドア
ガラスは開閉できなくなります。
解除するときはもう一度押します。

J10206300064

万一、手や首などをはさんだ場合は安全
のため自動的に運転席ドアガラスが少し
下がります。
ドアガラスが下がった後、再度スイッチ
を引き上げると運転席ドアガラスを閉め
ることができます。

アドバイス
ドアガラスを開けた状態でスイッチを細

かく連続で操作すると、セーフティ機構
が正しく作動しなくなるおそれがあるた

め、ドアガラスが一時的に自動で開閉で
きなくなることがあります。

このようなときは、ドアガラスが完全に

閉じるまでスイッチを引き上げると、ド
アガラスを自動で開閉できるようになり

ます。

助手席、後席スイッチ 

タイマー機構 

運転席スイッチ操作による全ドアガラ
ス

ロックスイッチ 

アドバイス
ロックスイッチがONのときは、運転席ス

イッチでは運転席ドアガラスのみ開閉す

ることができます。

セーフティ機構 

A タイプ 



パワーウインドウ

4-34 運転する前に

4

万一、手や首などをはさんだ場合は安全
のため自動的にドアガラスが少し下がり
ます。
ドアガラスが下がった後、再度スイッチ
を引き上げるとドアガラスを閉めること
ができます。

警告
パワースイッチの電源モードが ON のと

きパワーウインドウスイッチを引き上げ
ている間は、セーフティ機構は働きませ

ん。
手や首をはさまないように注意してくだ

さい。

手や首などをはさんで故意にセーフティ

機構を働かせないでください。
万一、手や首をはさんだ場合、重大な事

故につながるおそれがあります。

注意
運転席ドアガラスを確実に閉めるため、

閉め切り直前ではセーフティ機構が働か

ないようになっています。指などをはさ

まないように注意してください。

アドバイス
環境や走行条件により、手や首などをは

さんだときと同じ衝撃が加わると、セー

フティ機構が働くことがあります。

次の動作をしたときは、セーフティ機構

が働かなくなります。また、運転席ドア

ガラスが自動的に完全に開かなくなった

り、閉じなくなったりします。

•補機用バッテリーを外したとき

•パワーウインドウのヒューズを外した

とき

•セーフティ機構を5回以上連続して働か

せたとき

この場合は、次の操作をすれば正常に戻
ります。

運転席ドアガラスが完全に閉じるまで、
繰り返し運転席スイッチを引き上げてく

ださい。次に、一旦スイッチから手を離

し、再度約 1 秒間スイッチを引き上げて

保持してください。

B タイプ 

警告
パワースイッチの電源モードが ON のと

きパワーウインドウスイッチを引き上げ
ている間は、セーフティ機構は働きませ

ん。
手や首をはさまないように注意してくだ

さい。

手や首などをはさんで故意にセーフティ

機構を働かせないでください。
万一、手や首をはさんだ場合、重大な事

故につながるおそれがあります。

アドバイス 注意
ドアガラスを確実に閉めるため、閉め切

り直前ではセーフティ機構が働かないよ
うになっています。指などをはさまない

ように注意してください。

アドバイス
環境や走行条件により、手や首などをは

さんだときと同じ衝撃が加わると、セー

フティ機構が働くことがあります。

次の動作をしたときは、セーフティ機構

が働かなくなります。また、ドアガラス
が自動的に完全に開かなくなったり、閉

じなくなったりします。

•補機用バッテリーを外したとき

•パワーウインドウのヒューズを外した

とき

•セーフティ機構を5回以上連続して働か

せたとき

この場合は、次の操作をすれば正常に戻

ります。

ドアガラスが完全に閉じるまで、繰り返

し運転席スイッチを引き上げてくださ

い。次に、一旦スイッチから手を離し、再
度約 1 秒間スイッチを引き上げて保持し

てください。
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J10201000053A

パワースイッチの電源モードが ON のと

きに操作できます。

電動パノラマサンルーフ 

警告
走行中はフロントサンルーフ開口部から

手や顔、荷物などを絶対に出さないでく

ださい。

安全のため電動パノラマサンルーフの操

作はお子さまではなく大人が行ってくだ
さい。

車を離れるときは必ずお子さまも一緒に
連れて出てください。

車内にキーを残したままにしておくと、

お子さまがいたずらをして手や首などを
はさむおそれがあります。

電動パノラマサンルーフを閉じるとき

は、安全のため同乗者が電動パノラマサ

ンルーフから手や顔を出していないこと
を確認してください。

フロントサンルーフは車外に開くため、

ルーフ上の清掃などの作業をするとき
は、フロントサンルーフを開けないでく

ださい。手や腕をはさむおそれがありま

す。

注意
降雪時、厳寒時は凍結することがありま

すので、フロントサンルーフの開閉操作

は行わないでください。故障の原因とな
ります。

フロントサンルーフやルーフ開口部の縁

に腰を掛けたり、荷物を載せるなどの大
きな力を加えないでください。フロント

サンルーフが破損するおそれがありま
す。

アドバイス
フロントサンルーフを自動で開けると、

全開する前に一旦作動を停止します。

この位置で走行すると全開状態に比べて
風切音が小さくなります。

走行中、ドアガラスを1箇所だけ開けた際

に耳を強く圧迫するような振動音（ウイ

ンドスロッブ音）が発生した場合は、そ
れ以外のドアガラスまたはサンルーフを

わずかに開けてください。

電動パノラマサンルーフが全開または全

閉した後はスイッチを押し続けないでく
ださい。

スイッチを押しても電動パノラマサン

ルーフが動かないときは、すぐにスイッ
チから手を離し、電動パノラマサンルー

フに何かはさまれていないか確かめてく

ださい。何もはさまれていないのに電動
パノラマサンルーフが動かないときは三

菱自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

注意
スキーキャリアまたはルーフキャリアを

装着しているときにフロントサンルーフ
をチルトアップすると、種類によっては

キャリアと当たる場合がありますので気
をつけて操作してください。

車から離れるときや洗車するときは、フ

ロントサンルーフが完全に閉じているこ

とを確認してください。

雨が降った後や洗車後に開けるときは車

内に水が入るおそれがありますので、フ

ロントサンルーフの水を拭き取ってくだ

さい。

READY（走行可能）表示灯が消灯したま

ま何度も電動パノラマサンルーフを開閉

すると補機用バッテリーが上がることが
あります。なるべく READY（走行可能）

表示灯を点灯させてから操作してくださ
い。

フロントサンルーフ・フロント
シェード 

アドバイス
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スイッチを（1）の方向に押すと、フロン

トサンルーフが自動的に全開します。
途中で止めたいときは、（1）～（6）のど

の方向にスイッチを操作しても停止しま
す。

スイッチを（3）の方向に押すと、フロン

トサンルーフが自動的に全閉します。
途中で止めたいときは、（1）～（6）のど

の方向にスイッチを操作しても停止しま
す。

スイッチを（2）の方向に押すと、フロン

トサンルーフが開きながら後端が上がり
ます。

スイッチを（3）の方向に押す、または

（4）の方向に引くと、フロントサンルー

フが自動的に全閉します。

スイッチを（5）の方向に押すと、フロン

トシェードが自動的に全開します。
途中で止めたいときは、（1）～（6）のど

の方向にスイッチを操作しても停止しま
す。

スイッチを（6）の方向に押すと、フロン

トシェードが自動的に全閉します。

フロントサンルーフを開けると
きは 

アドバイス
フロントサンルーフは全開の手前で一時

停止します。

再度、スイッチを押すと完全に開きます。

フロントシェードの位置によっては、フ

ロントシェードも連動して開きます。

フロントサンルーフを閉めると
きは 

アドバイス
スイッチを（6）の方向に押すと、フロン

トサンルーフが少し閉じた後、フロント
シェードが連動して自動的に全閉しま

す。

フロントサンルーフをチルト
アップするときは（フロントサン
ルーフの後端を上げる） 

アドバイス
フロントシェードの位置によっては、フ

ロントシェードも連動して開きます。

フロントサンルーフをチルトダ
ウンするときは（フロントサン
ルーフの後端を下げる） 

アドバイス
スイッチを（6）の方向に押すと、フロン

トサンルーフが少し閉じた後、フロント
シェードが連動して自動的に全閉しま

す。

フロントシェードを開けるとき
は 

フロントシェードを閉めるとき
は 
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途中で止めたいときは、（1）～（6）のど

の方向にスイッチを操作しても停止しま
す。

パワースイッチの電源モードをACCまた

は OFF にした後でも、約 30 秒間はフロ

ントサンルーフおよびフロントシェード
を開閉することができます。
ただし、この時間内に運転席または助手
席のドアを開けると、フロントサンルー
フおよびフロントシェードの開閉はでき
なくなります。

万一、手や首などをはさんだ場合は、安
全のため自動的にフロントサンルーフお
よびフロントシェードが最大 20cm 開き

ます。フロントサンルーフおよびフロン
トシェードが開いた後、スイッチでフロ
ントサンルーフおよびフロントシェード
を閉めることができます。

5 回以上連続してセーフティ機構が働い

たときは、フロントサンルーフおよびフ
ロントシェードが正常に閉まらなくなり
ます。
このようなときは、次の手順で初期化を
行ってください。

1.スイッチを（3）の方向に押し続ける、

または（4）の方向に引き続けます。

2.フロントサンルーフおよびフロント
シェードが全閉位置まで小刻みに動
きます。

3.フロントサンルーフおよびフロント
シェードが全閉位置で停止したら、ス
イッチを離します。（初期化完了）

初期化を行ってもフロントサンルーフお
よびフロントシェードが正常に戻らない
ときは、三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

パワースイッチの電源モードが ON のと

きに操作できます。

アドバイス
フロントサンルーフが開いているとき

は、フロントサンルーフも連動して閉ま

ります。

タイマー機構 

セーフティ機構 

アドバイス
フロントサンルーフとフロントシェード

が両方開いているときは、フロントサン
ルーフが全閉した後にフロントシェード

が全閉位置まで動きます。

注意
フロントサンルーフおよびフロント

シェードを確実に閉めるため、閉め切り
直前ではセーフティ機構が働かないよう

になっています。指などをはさまないよ
うに注意してください。

アドバイス
環境や走行条件により、手や首などをは

さんだときと同じ衝撃が加わると、セー

フティ機構が働くことがあります。

初期化が完了するまでスイッチを離さな

いでください。スイッチを離すと、初期

化モードが無効になります。やり直すと
きは手順 1. からもう一度操作してくださ

い。

リヤシェード 



シート調整

4-38 運転する前に

4

スイッチを（7）の方向に押すと、リヤ

シェードが自動的に全開します。
途中で止めたいときは、（7）または（8）
のどちらの方向にスイッチを押しても停
止します。

スイッチを（8）の方向に押すと、リヤ

シェードが自動的に全閉します。

途中で止めたいときは、（7）または（8）
のどちらの方向にスイッチを押しても停
止します。

万一、手や首などをはさんだ場合は、安
全のため自動的にリヤシェードが最大
20cm 開きます。リヤシェードが開いた後

スイッチでリヤシェードを閉めることが
できます。
5 回以上連続してセーフティ機構が働い

たときは、リヤシェードが正常に閉まら
なくなります。
このようなときは、次の手順で初期化を
行ってください。

1.スイッチを（8）の方向に押し続けま

す。
2.リヤシェードが全閉位置まで小刻み
に動きます。

3.リヤシェードが全閉位置で停止した
ら、スイッチを離します。（初期化完
了）

初期化を行ってもリヤシェードが正常に
戻らないときは、三菱自動車販売会社に
ご相談ください。

J10201300056

シート各部の調整は走行前に行ってくだ
さい。

リヤシェードを開けるときは 

リヤシェードを閉めるときは 

セーフティ機構 

注意
リヤシェードを確実に閉めるため、閉め

切り直前ではセーフティ機構が働かない
ようになっています。指などをはさまな

いように注意してください。

アドバイス
環境や走行条件により、手や首などをは

さんだときと同じ衝撃が加わると、セー

フティ機構が働くことがあります。

初期化が完了するまでスイッチを離さな

いでください。スイッチを離すと、初期
化モードが無効になります。やり直すと

きは手順 1. からもう一度操作してくださ

い。

シート調整 

警告
シートの調整は必ず走行前に行ってくだ

さい。走行中にシートを調整すると必要
以上に動くことがあり、重大な事故につ

ながるおそれがあります。



フロントシート

運転する前に 4-39

4
J10201400028

正しい運転姿勢がとれるように、次の点
に注意してシートを調整してください。

シートの調整をした後は、シートが確実

に固定されていることを確認してくださ
い。シートが固定されていないとシート

が動き、重大な事故につながるおそれが
あります。

シートの背もたれを必要以上に倒して走

行しないでください。急ブレーキをかけ

たときや衝突したときなどに、身体が
シートベルトの下にもぐり、重大な傷害

を受けるおそれがあります。

シートの下に物を置かないでください。

物がはさまってシートが固定されず、思
わぬ事故につながるおそれがあります。

また、シートなどの故障の原因になりま
す。

注意
シートの調整は必ず大人が行ってくださ

い。お子さまが操作すると思わぬ事故を

起こすおそれがあります。

フロントシート（手動式）の背もたれを

調整するときは、背もたれに身体を添わ

せるか、手を添えて行ってください。背

もたれが急に戻り顔などに当たるおそれ
があります。

シートを操作しているときは、シートの

下や動いている部分に手足を近づけない

でください。はさまれてけがをするおそ
れがあります。

警告
シートの下に落とした物を拾うときや車

内を清掃するときなど、シートの下に手
を入れるときは十分注意してください。

シートレールやシートフレームなどでけ
がをするおそれがあります。

フロントシート 

注意

警告
背もたれと背中の間にクッションなどを

入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないため、思わぬ

事故につながるおそれがあります。

ヘッドレストの中央部を

できるだけ耳の高さにする

ハンドルが楽に操作できる

ペダルが十分に

踏み込める

シートベルトが正しく

着用できる →P.2-12

背すじを伸ばし背もたれに
軽くつける



フロントシート

4-40 運転する前に

4

J10206900044

A

A

調整のしかた 

手動式 

1- 前後調整
レバーを引き上げたまま調整しま
す。

2- 背もたれの角度調整
レバーを引き上げたまま調整しま
す。

3- 高さ調整（運転席）
レバーを繰り返し操作して調整しま
す。

電動式 

1- 前後調整
スイッチを前後に操作して調整しま
す。

2- 背もたれの角度調整
スイッチの上部を前後に操作して調
整します。



リヤシート

運転する前に 4-41

4

J10201500058

レバーを引き上げたまま、背もたれの角
度を調整します。

J10207100056

手前に倒して使用します。
元に戻すときは、背もたれと同じ面にな
るまで後ろに押しつけます。

J10216200066A

パワースイッチの電源モードが ON のと

きに使用できます。

3- 高さ調整
スイッチの後部を上下に操作して調
整します。

4- シートクッションの角度調整
スイッチの前部を上下に操作して調
整します。

アドバイス
補機用バッテリー上がりを防止するた

め、READY（走行可能）表示灯が点灯し

た状態で操作してください。

リヤシート 

調整のしかた 

アームレスト（ひじ掛け） 

注意
アームレストの上に乗ったり座ったりし

ないでください。アームレストが破損す

るおそれがあります。

アドバイス
アームレストを倒すとドリンクホルダー

（リヤシート用）があります。

→「ドリンクホルダー」P.6-24

シートヒーター 

注意
長時間の連続使用は低温やけど（水ぶく

れなど）の原因になります。特に次のよ
うな方は注意してください。

•乳幼児、お子さま、お年寄り、病気の

方、身体の不自由な方

•皮膚の弱い方

•疲労の激しい方

•飲酒した方およびねむけをさそう薬を

飲んだ方（かぜ薬など）

重い荷物をシートの上に置いたり、針や

釘などをシートに刺したりしないでくだ

さい。

毛布や座ぶとんなど保温性のよい物を

シートに掛けないでください。過熱の原
因となります。

シートをお手入れするときは、ベンジン、

ガソリン、およびアルコールなどの有機
溶剤を使用しないでください。シート表

面およびヒーターの損傷原因となりま

す。

水、ジュースなどをこぼしたときは十分

乾かしてから使用してください。



ヘッドレスト

4-42 運転する前に

4

スイッチを LO または HI にするとヒー

ターが作動し、スイッチ内の表示灯が点
灯します。

スイッチを押すと、モードが「OFF」→
「HI」→「LO」→「OFF」の順に切り換

わります。
J10201700021

J10207300058

ヘッドレストの中央部ができるだけ耳の
高さになるように調整します。
耳の高さに届かない場合（特に背の高い
人など）は、固定できる範囲で一番高い
位置に調整してください。

アドバイス
READY（走行可能）表示灯が消灯した状

態での連続使用は補機用バッテリー上が
りの原因になりますので、READY（走行

可能）表示灯が点灯した状態で使用して
ください。

スイッチのHI 側は消費電力が大きいので

シートが適温に暖められたら LO または

OFF にしてください。

フロントシート 

1 - 運転席用スイッチ
2 - 助手席用スイッチ
HI - 急速暖房
LO - 通常暖房

表示灯

OFF（中立） - 暖房停止

リヤシート 

1 - 右席用スイッチ
2 - 左席用スイッチ
OFF - 暖房停止
HI - 急速暖房
LO - 通常暖房

アドバイス
プラグインハイブリッド EV システムを

停止すると、スイッチは自動で OFF にな

ります。

ヘッドレスト 

警告
ヘッドレストは走行前に必ず取り付けて

ください。

ヘッドレストを取り外したままで走行す

ると、万一、衝突したときなどに重大な
傷害を受けるおそれがあります。

ヘッドレストの効果を十分に発揮させる

ため、次のことをお守りください。

•ヘッドレストを正しい位置に調整する。

•背もたれと背中の間にクッションなど

を入れない。

上下調整 

フロントシート



ヘッドレスト

運転する前に 4-43

4

上げるときはそのまま引き上げ、下げる
ときは固定ボタンを押しながら下げま
す。

カチッと音がするまで引き上げます。
上げるときはそのまま引き上げ、下げる
ときは固定ボタンを押しながら下げま
す。

J10207400059

固定ボタンを押したまま、いっぱいに引
き上げて取り外します。

J10207500050

切り欠きのあるヘッドレストステーが固
定ボタン側になるように、固定ボタンを
押しながら差し込みます。

リヤシート

上げるとき 下げるとき

固定ボタン

上げるとき 下げるとき

固定ボタン

警告
リヤシートに座る場合は、ヘッドレスト

を下げた状態で走行しないでください。
衝突したときなどに重大な傷害を受ける

おそれがあります。走行前に必ずヘッド
レストを固定できる高さまで引き上げて

ください。

取り外すときは 

アドバイス
フロントシートのヘッドレストが天井に

当たって取り外せないときは、フロント
シートの背もたれを後方に少し倒しま

す。
→「フロントシート」P.4-39

リヤシート左右席のヘッドレストを取り

外すときは、ヘッドレストが天井に当た
らない位置まで、リヤシートの背もたれ

を前方に倒します。
→「リヤシート」P.4-41

取り付けるときは 

アドバイス
リヤシート左右席にヘッドレストを取り

付けるときは、ヘッドレストが天井に当

たらない位置まで、リヤシートの背もた
れを前方に倒します。

→「リヤシート」P.4-41

アドバイス

例：フロントシート
　　取り付け時

切り欠き

固定ボタン



荷室の作り方

4-44 運転する前に

4

J10202800032

リヤシートを折りたたんで荷室を作るこ
とができます。

J10236900056

1.ヘッドレストを一番下の位置まで下
げます。
→「ヘッドレスト：上下調整」P.4-42

2.シートベルトおよびバックルを格納
します。
→「分離格納式シートベルト」P.2-16
→「リヤシートベルトの格納のしか

た」P.2-19
3.レバーを引き上げて、背もたれを前に
倒します。

J10237000025

背もたれを確実に固定するまで起こしま
す。
背もたれを戻した後は背もたれを軽くゆ
すり、確実に固定されていることを確認
します。

J10202200036

注意
前後の向きを間違えて取り付けると、

ヘッドレストは固定できません。

ヘッドレストを取り付けた後、固定ボタ

ンがロックされていることを確認してく

ださい。

荷室の作り方 

警告
走行中に荷室に人が乗ったり、お子さま

を遊ばせないでください。
急ブレーキをかけたときや衝突したとき

などに重大な傷害を受けるおそれがあり

ます。

ロックされた

状態

固定ボタン 固定ボタン

注意
室内にはシートの高さ以上に荷物を積ま

ないでください。また荷物は確実に固定
してください。

後方が確認できなくなったり、急ブレー
キをかけたときなどに荷物が前方に飛び

出して思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

アドバイス
シートの折りたたみは片側ずつ操作でき

ます。

折りたたむときは 

戻すときは 

チルト＆テレスコピックス
テアリング 

注意
調整は必ず走行前に行ってください。

走行中の調整は運転を誤り思わぬ事故に

つながるおそれがあります。 

レバー



ルームミラー

運転する前に 4-45

4

ハンドルを手で支えてレバーを押し下
げ、ハンドルを前後、上下に動かして調
整します。
レバーをいっぱいまで引き上げると固定
できます。
調整後はハンドルを前後、上下に動かし
て固定されていることを確認してくださ
い。
固定が不十分だとハンドル位置が突然変
わり、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

J10202300053

ミラーの本体を上下左右に動かして調整
します。

レバーを動かしてミラーの位置を切り換
えることができます。

固定

フリー

ルームミラー 

注意
調整は必ず走行前に行ってください。

走行中の調整は運転を誤り思わぬ事故に

つながるおそれがあります。 

ミラーの角度調整 

A タイプ

B タイプ

防眩切り換え 

A タイプ

1- 通常はレバーを前方に押した状態
で使用します。

レバー



ドアミラー

4-46 運転する前に

4

後続車のライトがまぶしいとき、まぶし
さの度合いに応じて自動的に防眩機能が
作動します。
パワースイッチの電源モードを ON にす

ると自動防眩機能が作動します。

J10202400025

J10210000059

パワースイッチの電源モードが ON また

は ACC の状態のときに調整できます。

1.切り換えスイッチの調整したい側を
押します。
L: 左側ミラーの調整

R: 右側ミラーの調整

2.調整スイッチを押して角度を調整し
ます。

J10210100021

J10210200064

パワースイッチの電源モードが ON また

は ACC の状態のときに操作できます。

格納スイッチを押すとミラーが格納され
ます。
もう一度押すと元の位置に戻ります。

2- 後続車のライトがまぶしいときは
レバーを手前に引きます。

B タイプ

アドバイス
自動防眩センサーの周辺にアクセサリー

を取り付けたり、ガラスクリーナーをか

けたりしないでください。
自動防眩機能が誤作動する原因になりま

す。

外気温が低いときは自動防眩機能の切り

換え速度が遅くなります。

自動防眩センサー

ドアミラー 

ミラーの角度調整 

注意
調整は必ず走行前に行ってください。

ドアミラーは凸面鏡を採用しています。

凸面鏡は平面鏡に比べ、物が遠くに見え、
実際と距離感覚が異なりますので注意し

てください。

アドバイス
調整が終わったら切り換えスイッチは中

立の位置に戻してください。

ドアミラーの格納・復帰 

注意
ミラーを格納したまま運転しないでくだ

さい。ミラーによる後方確認ができず思

わぬ事故につながるおそれがあります。

格納スイッチによるミラーの格
納・復帰 

調整スイッチ

切り換えスイッチ



ドアミラー

運転する前に 4-47

4

パワースイッチの電源モードをOFFの状

態にした後でも、約 30 秒間はミラーを格

納・復帰することができます。

J10210300108

キーレスオペレーションキーのスイッチ
またはキーレスオペレーション機能を
使ってすべてのドアおよびテールゲート
を施錠・解錠するとミラーが自動格納・
自動復帰します。

J10210400082

READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときにリヤデフォッガースイッチを押
すと、ドアミラー内部のヒーターが作動
し、ミラーの曇りを取ることができます。
→「リヤデフォッガー（曇り取り）スイッ

チ」P.  5-101注意
ミラーは手で格納することも復帰するこ

ともできますが、格納スイッチの操作で
格納したミラーは手で戻さず、再度格納

スイッチを押してミラーを元の位置に戻

してください。
格納スイッチで格納したミラーを手で戻

すとミラーの固定が不完全になり、走行
中の振動および風の影響などでミラーが

動き、後方の確認ができなくなるおそれ

があります。

アドバイス
ミラーが動いているときは手などをはさ

まないように注意してください。

格納スイッチ

凍結などによりドアミラーが動かないと

きは格納スイッチを何回も操作しないで
ください。モーターが焼き付くことがあ

ります。

格納スイッチの操作以外による
ミラーの格納・復帰 

アドバイス
次の機能に変更することができます。

•運転席ドアを閉め、パワースイッチの電

源モードを ON にすると自動復帰する。

また、電源モードを OFF または ACC に

した後、運転席ドアを開くと自動格納す

る。

•走行スピードが約 30km/h になると自動

復帰する。

•格納スイッチ以外での操作をできなく

する。

アドバイス
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。

ヒーテッドドアミラー 

アドバイス
READY（走行可能）表示灯が消灯した状

態で長時間使用すると、補機用バッテ

リーの電圧が低下し、プラグインハイブ

リッド EV システムの起動ができなくな

ることがあります。

この装置は約15～20分後に自動的に切れ

ます。

アドバイス



ドアミラー

4-48 運転する前に

4

READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときに外気温が低くなると、リヤデ
フォッガースイッチを押さなくてもヒー

テッドドアミラーが自動的に作動（パ
ワースイッチの電源モードを ON にして

から一度のみ自動的に作動）するように
設定することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま
す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

アドバイス
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パワースイッチ

運転するときは 5-3

5

J10307300020

キーレスオペレーションキーを携帯して
いるとき、プラグインハイブリッド EV シ

ステムの起動ができます。
車両盗難防止のため、あらかじめ登録さ
れたキーレスオペレーションキー以外で
はプラグインハイブリッド EV システム

を起動できません。（イモビライザー機
能）

J10307400021

パワースイッチ 

警告
パワースイッチ上のインジケーターが橙

色に点滅したときは、絶対に走行しない

でください。思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

ただちに三菱自動車販売会社にご連絡く

ださい。

インジケーター

注意
パワースイッチに引っかかりがあるとき

は、パワースイッチの操作をせず、ただ
ちに三菱自動車販売会社にご連絡くださ

い。

アドバイス
パワースイッチは奥まで確実に押してく

ださい。押し方が不十分な場合は、電源

モードの切り換えやプラグインハイブ

リッド EV システムの起動ができない場

合があります。確実に操作すれば、パワー

スイッチを押し続ける必要はありませ
ん。

キーレスオペレーションキーが電池切

れ、または、作動範囲外にあるときは、イ
ンフォメーション画面に警告が表示され

ます。

•パワースイッチを 1 回押したとき

•パワースイッチを 2 回以上押したとき

パワースイッチの電源モード
と働き 

スイッチ上のインジケー
ターは消灯します。
電動パーキングスイッチ
を押していないときは
OFF になりません。

READY（走行可能）表示

灯が消灯しているときで
もオーディオ、アクセサ
リーソケットなどが使用
できるモード
スイッチ上のインジケー
ターが橙色に点灯しま
す。
すべての電気系統が働く
モード
スイッチ上のインジケー
ターが青色に点灯しま
す。
ブレーキペダルを踏みな
がら、パワースイッチを
押し、プラグインハイブ
リッド EV システムを起

動させると、READY（走

行可能）表示灯が点灯後、
青色のインジケーターは
消灯します。



パワースイッチ

5-4 運転するときは

5

J10307500022

ブレーキペダルを踏まずにパワースイッ
チを押すと、電源モードが「OFF」→
「ACC」→「ON」→「OFF」の順に切り

換わります。
J10307600023

電源モードが OFF 以外のとき、ドアス

イッチまたはテールゲートの LOCK ス

イッチを押して施錠しようとすると約 3
秒間の警告ブザーとともにインフォメー
ション画面に警告が表示され、ドアおよ
びテールゲートの施錠ができません。

アドバイス
充電ケーブル接続時も、パワースイッチ

上のインジケーターは消灯します。

電源モードの切り換え方 

アドバイス
READY（走行可能）表示灯が消灯したま

まオーディオなどの電気製品を使用した
り、電源モードを長時間 ACC または ON
のままにしておくと、補機用バッテリー
が上がり、プラグインハイブリッド EV シ

ステムの起動ができなくなります。

補機用バッテリーを外しても電源モード

の状態は記憶されます。補機用バッテ
リーを再接続したときは、電源が絶たれ

る前の電源モードの状態に戻ります。修
理などで補機用バッテリーを外すとき

は、必ず電源モードを OFF にしてから

行ってください。

補機用バッテリー上がりのときに、補機

用バッテリーが上がる前の電源モードの
状態が分からない場合は十分注意をして

ください。

キーレスオペレーションキーが車室内に

ないと電源モードを OFF から ACC、ま

たはONに切り換えることはできません。

→「プラグインハイブリッド EV システ

ムを起動する、電源モードを切り換える
ときの作動範囲」P.4-10

キーレスオペレーションキーが車室内に

あっても電源モードが切り換わらないと
きは、キーの電池切れなどが考えられま

す。

→「警告表示について」P.4-13
電源モードが OFF にならない場合は、次

の手順で対応してください。

1. 電動パーキングスイッチを押し、車輪

を固定してから、電源モードを OFF
にしてください。

アドバイス
2. 他の原因の一つとして、補機用バッテ

リーの電圧が低下している可能性が
あります。このとき、キーレスエント

リーシステム、キーレスオペレーショ

ン機能も作動しません。三菱自動車販
売会社にご連絡ください。

電源モード OFF 切り換え忘れ防
止機構 

アドバイス



プラグインハイブリッド EV システムの起動・停止

運転するときは 5-5

5

J10307700024

プラグインハイブリッド EV システムが

起動していない、かつ電源モードが OFF
以外のとき、運転席ドアを開くと警告ブ
ザーとともにインフォメーション画面に
警告が表示され、電源モードが OFF に切

り換えられていないことを知らせます。

J10307800025

パワースイッチの電源モードが ON のま

まで、運転席ドアを開くとパワースイッ
チ切り忘れ警告ブザーが断続的に鳴り、
パワースイッチの切り忘れを知らせま
す。

J10307900039

パワースイッチの電源モードが ACC の

ままで約 30 分経過すると、オーディオな

ど ACC の位置で作動する装備の電源を

自動的にカットする機能です。
ACCの位置からパワースイッチを操作す

ると、再び電源が入ります。 J10305300039

1.充電コネクターが車両に接続されて
いないことを確認します。

2.正しい運転姿勢がとれるように、シー
トを調整します。
→「フロントシート」P.4-39

3.電動パーキングブレーキがかかって
いることを確認します。

4.ブレーキペダルを右足でしっかり踏
みながら、パワースイッチを押すと、
メーター内の READY（走行可能）表

示灯が点滅し、プラグインハイブリッ
ド EV システムを起動します。

電源モード OFF 戻し忘れ防止機
構 

パワースイッチ切り忘れ警告ブ
ザー 

ACC 電源オートカット機能 

アドバイス
次の通り機能を変更することができま

す。

•電源カットするまでの時間を約 60 分間

に変更する

•電源カットの機能を働かなくする

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。

また、スマートフォン連携ナビゲーショ
ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。

ACC 電源オートカットが作動したとき、

キーレスエントリーシステムやキーレス

オペレーション機能は作動しません。

プラグインハイブリッド
EV システムの起動・停止 

注意
READY（走行可能）表示灯が点灯中にプ

ラグインハイブリッド EV システム警告

灯が点灯したときは、高速走行を避けて

ただちに三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。
→「プラグインハイブリッド EV システ

ム警告灯」P.5-84

プラグインハイブリッドEVシ
ステムの起動 



プラグインハイブリッド EV システムの起動・停止

5-6 運転するときは

5

5. READY（走行可能）表示灯が点滅か

ら点灯に変わると、プラグインハイブ
リッド EV システムの起動は完了し、

走行が可能となります。

1.車を完全に止めます。

2.ブレーキペダルを踏んだまま電動
パーキングブレーキを確実にかけま
す。

3.電動パーキングスイッチを押してか
ら、パワースイッチを押してプラグイ
ンハイブリッド EV システムを停止し

ます。
→「電動パーキングスイッチ」P.5-14

アドバイス
プラグインハイブリッド EV システムが

起動していないときは、ブレーキペダル
が踏み込みにくくなることがあります。

この場合、ペダル操作が検出されず、プ
ラグインハイブリッド EV システムが起

動しないことがありますので、通常より
も強くブレーキペダルを踏んでくださ

い。

警告
アクセルペダルとブレーキペダルの踏み

間違いを防ぐため、各ペダルの位置を右
足で確認してください。

アクセルペダルをブレーキペダルと間違
えて踏んだり、両方のペダルを同時に踏

んでしまうと、車が急発進し、重大な事

故につながるおそれがあります。

ブレーキ

ペダル アクセルペダル

注意
セレクターレバーを操作した位置で保持

したままパワースイッチを押さないでく
ださい。

アドバイス
ブレーキペダルはメーター内の READY
（走行可能）表示灯が点灯するまで踏み続
けてください。

エンジンが停止していても走行できま

す。

どの電源モードのときでもプラグインハ

イブリッド EV システムが起動できます。

READY（走行可能）表示灯が点灯しない

場合は、セレクトポジション表示灯を確

認してください。セレクトポジション表

示灯が でないときは電動パーキングス

イッチを押して にしてください。

READY（走行可能）表示灯が点灯しない

場合は、パワースイッチを一旦OFFにし、

約 10 秒以上待ってからパワースイッチ

を押してプラグインハイブリッド EV シ

ステムを起動してください。

プラグインハイブリッドEVシ
ステムの停止 

警告
緊急を要する場合以外は走行中にプラグ

インハイブリッド EV システムを停止し

ないでください。ブレーキの効きが悪く
なったり、ハンドルが非常に重くなるた

め、思わぬ事故につながるおそれがあり

ます。



プラグインハイブリッド EV システムの起動・停止

運転するときは 5-7

5

J10305400027

次の操作で、プラグインハイブリッド EV
システムの起動や電源モードの切り換え
が可能です。

1.ブレーキペダルを右足でしっかり踏
みます。

2.ブレーキペダルを踏んだまま、キーレ
スオペレーションキーを図のように
パワースイッチに接触させます。

3.キーレスオペレーションキーが認識
されるとパワースイッチのインジ
ケーターが青色に点灯し、約 10 秒間

プラグインハイブリッド EV システム

の起動や電源モードの切り換え操作
が可能になります。

注意
パーキングロックユニットに異常がある

ときは、インフォメーション画面に警告
が表示されます。この警告が表示された

ときは、電動パーキングブレーキをかけ
てからパワースイッチを押さないと、プ

ラグインハイブリッド EV システムを停

止できません。ただちに安全で平坦な場

所に電動パーキングブレーキをかけて停

車し、三菱自動車販売会社で点検を受け
てください。

アドバイス
プラグインハイブリッド EV システムを

起動させずに電源モードをOFFにする場

合は、車を完全に停止させた状態でパ

ワースイッチを押してください。

→「電源モードの切り換え方」P.5-4
緊急時以外は走行中にパワースイッチを

操作しないでください。万一、走行中に

プラグインハイブリッド EV システムを

緊急停止したい場合は、パワースイッチ

を 3 秒以上押し続けるか、素早く 3 回以

上押してください。プラグインハイブ

リッド EV システムが停止し、電源モー

ドが ACC になり、極低速時にセレクトポ

ジションが になります。

停車時にセレクトポジションが 以外で

パワースイッチを押すと、自動で にな

りプラグインハイブリッド EV システム

が停止し、電源モードがOFFになります。

プラグインハイブリッド EV システムを

停止してから約 6 時間後に、車体下から

作動音が数分間聞こえることがありま

す。これは燃料システムの漏れをチェッ
クする音であり、異常ではありません。

キーレスオペレーションキー
が正常に作動しないとき（電池
切れなど）にプラグインハイブ
リッドEVシステムを起動する
ときは 

アドバイス

アドバイス
キーレスオペレーションキーの近くに金

属や他のキーなどがある場合、キーレス

オペレーションキーが認識されない場合
があります。

ブレーキペダルを踏む代わりにパワース

イッチを押してから約 30 秒の間も、同じ

ようにキーレスオペレーションキーの認

識をさせることができます。

インジケーター



電動パーキングブレーキ

5-8 運転するときは

5

J10300400051

電気モーターを利用してパーキングブ
レーキをかけます。

1.車を完全に止めます。
2.ブレーキペダルを踏んだまま電動
パーキングブレーキスイッチを引き
上げます。

メーター内のブレーキ警告灯とス
イッチ内の表示灯が点灯しているこ
とを確認してください。

プラグインハイブリッド EV システムを

起動させずに電源モードを切り換えると
きは、パワースイッチのインジケーター

が青色に点灯した後に、ブレーキペダル
から足を離してパワースイッチを押しま

す。

電動パーキングブレーキ 

アドバイス
電動パーキングブレーキの作動中に車体

下から作動音がすることがあります。こ

れは電動パーキングブレーキが正常に作
動していることを示すもので異常ではあ

りません。

補機用バッテリーが電圧不足のとき、ま

たは上がっているときは、電動パーキン
グブレーキをかけることも解除すること

もできなくなります。
→「補機用バッテリーが上がったとき」

P.8-23
ブレーキペダルを踏み込んでいるとき

に、電動パーキングブレーキスイッチを
操作すると、ブレーキペダルが動くこと

がありますが異常ではありません。

アドバイス かけるときは 

注意
電動パーキングブレーキスイッチの周り

に物を置かないでください。

スイッチに物が当たり、電動パーキング
ブレーキの思わぬ作動を引き起こすおそ

れがあります。

表示灯

電動パーキングブレーキをかけるときは

ブレーキペダルをしっかり踏み、完全に
停車してからスイッチを引き上げてくだ

さい。
また、走行中は電動パーキングブレーキ

をかけないでください。電動パーキング

ブレーキが過熱し、効きが悪くなるとと
もに、電動パーキングブレーキの故障の

原因になります。

アドバイス
次の状況では、ブレーキ警告灯は、約 15
秒点灯後、消灯します。

•電動パーキングブレーキが作動中に、パ

ワースイッチの電源モードを OFF にし

たとき

•パワースイッチの電源モードが OFF の

ときに、電動パーキングブレーキスイッ

チを引き上げたとき

注意



電動パーキングブレーキ

運転するときは 5-9

5

1.パワースイッチの電源モードをONに

します。
2.ブレーキペダルを踏んだまま電動
パーキングブレーキスイッチを押し
ます。

次の条件がそろったときにアクセルペダ
ルをゆっくり踏み込むと、電動パーキン
グブレーキが自動で解除されます。

プラグインハイブリッド EV システム

が起動している

セレクトポジションが または に

ある
運転席のシートベルトを着用してい

る

電動パーキングブレーキを解除すると、
メーター内のブレーキ警告灯とスイッチ
内の表示灯が消灯します。
運転する前にメーター内のブレーキ警告
灯とスイッチ内の表示灯が消灯している
ことを確認してください。

フットブレーキが効かないなどの緊急時

に電動パーキングブレーキをかける必要
があるときは、電動パーキングブレーキ

スイッチを引き続けてください。
スイッチを引き続けている間、電動パー

キングブレーキがかかります。このとき、

ブザーとともにインフォメーション画面
に警告が表示されますが、スイッチを引

き続けてください。

急な坂道に駐車するときは、電動パーキ

ングブレーキスイッチを引き上げた後に
もう一度引き上げてください。電動パー

キングブレーキを最大にかけることがで

きます。その後、セレクトポジションを

にしてください。

ブレーキペダルから足を離しても車両を

保持することができないときは、最寄り
の三菱自動車販売会社にご連絡くださ

い。

パワースイッチの電源モードが ON 以外

で電動パーキングブレーキをかけると、
スイッチの表示灯が数秒間点灯します。

アドバイス
電動パーキングブレーキスイッチを短時

間に繰り返し操作すると、インフォメー
ション画面に警告が表示され、一時的に

電動パーキングブレーキがかけられなく
なります。このようなときは、警告が消

えるまで待ってからスイッチを操作して

ください。

メーター内のブレーキ警告灯とスイッチ

内の表示灯が点滅することがあります

が、電動パーキングブレーキを解除した

ときに消灯すれば故障ではありません。

状況によって、電動パーキングブレーキ

が自動でかかることがあります。

→「ブレーキオートホールド」P.5-170

解除するときは 

手動解除

アドバイス

自動解除



電動パーキングブレーキ

5-10 運転するときは

5

システムに異常があると電動パーキング
ブレーキ警告灯が点灯し、インフォメー
ション画面に警告が表示されます。
正常なときはパワースイッチの電源モー
ドをONにすると警告灯のみが点灯し、数

秒後に消灯します。

警告灯

警告表示

注意
システムの故障により電動パーキングブ

レーキが作動できないときに電動パーキ
ングブレーキスイッチを操作すると、

メーター内のブレーキ警告灯とスイッチ
内の表示灯が点滅または、電動パーキン

グブレーキ警告灯が点灯することがあり

ます。点滅、または点灯し続けるときは、
ただちに安全な場所に停車し、最寄りの

三菱自動車販売会社にご連絡ください。

電動パーキングブレーキをかけたまま運

転するとブレーキが過熱し、ブレーキの

効きが悪くなるとともにブレーキが故障

する原因になります。

電動パーキングブレーキを解除しても

メーター内のブレーキ警告灯が消灯しな

いときは、装置の故障が考えられますの

で、ただちに安全な場所に停車し、最寄
りの三菱自動車販売会社にご連絡くださ

い。

寒冷時に電動パーキングブレーキを解除

しても通常より車速が上がらないとき

は、電動パーキングブレーキが完全に解

除されていない可能性があります。この
ような場合は、安全な場所に停車し、電

動パーキングブレーキをかけた後、再度
解除してください。

この操作をしても車速が上がらないとき

は、最寄りの三菱自動車販売会社にご連
絡ください。

アドバイス
パワースイッチの電源モードが ON 以外

では電動パーキングブレーキを解除する
ことはできません。

電動パーキングブレーキが自動で解除で

きないときは、手動で解除してください。

セレクトポジションが 以外のときにブ

レーキペダルを踏まずに電動パーキング

ブレーキスイッチを押すと、電動パーキ
ングブレーキは解除されず、インフォ

メーション画面に警告が表示されます。

電動パーキングブレーキが解除されてい

ない状態で走行すると、インフォメー
ション画面に警告が表示されます。

電動パーキングブレーキが自動で解除で

きる状態でアクセルペダルに足が接触す

ると、電動パーキングブレーキが自動で
解除されることがあります。

警告表示 



セレクターレバー（ジョイスティックタイプ）

運転するときは 5-11

5

J10304100027

次の項も併せてお読みください。

→「安全なドライブのために：走行する

ときは」P.2-3
→「セレクトポジション表示灯」P.5-12
→「電動パーキングスイッチ」P.5-14

J10304200031

セレクターレバーを操作した後は常に元
の位置（ホームポジション）に戻ります。
セレクターレバーで選択したセレクトポ
ジションが点灯します。

セレクターレバーはゆっくりと確実に次
の方法で操作します。

 または を選択するときは、矢印の

方向へ操作します。

 を選択するときは、矢印の方向へ操

作して、しばらく保持します。

 を選択するときは、セレクトポジ

ションが のときに矢印の方向へ操
作します。

へ操作すると回生ブレーキ力が 1 段階

大きくなります。 へもう一度操作する
と最大の回生ブレーキ力となります。

注意
警告灯が点灯したままのとき、または点

灯しないときは、電動パーキングブレー
キがかけられない、もしくは解除できな

い可能性がありますので、ただちに三菱
自動車販売会社にご連絡ください。

走行中に警告灯が点灯したときは、ただ

ちに安全な場所に停車し、三菱自動車販
売会社にご連絡ください。

警告灯が点灯しているときに駐車すると
きは、平らな場所に停車し、セレクトポ

ジションを にして輪止めをしてくださ

い。

アドバイス
インフォメーション画面に次の警告が表

示されたときは、電動パーキングブレー

キスイッチを数回操作してください。
スイッチ操作後に表示が消えれば異常で

はありません。

セレクターレバー（ジョイ
スティックタイプ） 

セレクターレバーの動かし方 

ホーム

ポジション



セレクトポジション表示灯

5-12 運転するときは

5

セレクトポジションを に戻すときは、

セレクターレバーを に操作します。

J10304300029

セレクトポジションをメーター内に表示
します。

回生ブレーキを選択しているときは の
表示部に回生レベルを表示します。

アドバイス
素早く への操作を 2 回したときは回生

ブレーキ力が最大にならないことがあり

ます。

警告
セレクターレバーを操作してセレクトポ

ジションを または にするときは、安

全のため必ずブレーキペダルを右足で踏

んだまま行ってください。絶対にアクセ
ルペダルを踏み込んだまま行わないでく

ださい。車が急発進し、重大な事故につ
ながるおそれがあります。また、車両の

故障の原因になります。

セレクターレバーのノブは三菱自動車純

正品以外のノブには交換しないでくださ
い。またセレクターレバーに物をぶら下

げないでください。思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

走行中、セレクターレバーが押されて、

誤って に入らないよう、手荷物をセレ

クターレバー周辺に置かないでくださ
い。

アドバイス
マイパイロット付き車はレーダークルー

ズコントロールシステム [ACC] の起動中

に回生ブレーキの操作ができません。

セレクターレバーの操作後は必ず表示灯

でセレクトポジションを確認してくださ
い。

次の操作をしたときはブザーが鳴り、セ

レクトポジションが自動的に に切り換

わることがあります。

•走行中に電動パーキングスイッチを押

したとき

•前進しているときにセレクターレバー

を に操作したとき

•後退しているときにセレクターレバー

を に操作したとき

•セレクトポジションが のときにセレ

クターレバーを に操作したとき

次の操作をしたときはブザーが鳴り、セ

レクトポジションの切り換えを無効にし
ます。

•セレクトポジションが のときに、ブ

レーキペダルを踏まずにセレクターレ

バーを操作したとき

•セレクトポジションが または のと

きにセレクターレバーを に操作した

とき

•パワースイッチの電源モードがONかつ

READY（走行可能）表示灯が点灯して

いない状態でセレクターレバーを ま

たは に操作したとき

セレクターレバーを操作してそのセレク

トポジションに約10秒以上保持したとき

はブザーが鳴ります。

元の位置に戻せばブザーは止まります。

メーター内の READY（走行可能）表示灯

が点灯しているとき、停車中と超低速時

にセレクトポジションが 以外で、運転

席のドアを開けるとブザーが鳴ります。
ドアを閉めるか、セレクトポジションを

にすればブザーは止まります。

セレクトポジション表示灯 

アドバイス



セレクトポジション表示灯

運転するときは 5-13

5

J10304400020

セレクトポジションの働き 

（パーキング）
駐車およびプラグインハイブ
リッド EV システムを起動する

とき

車輪が固定されます。駐車するときは必ず電動パーキングブ
レーキをかけて電動パーキングスイッチを押してください。

（リバース）
後退させるとき

に入れるとブザーが鳴り、 にあることを運転者に知らせま
す。

注意
ブザーは車外の人には聞こえませんのでご注意ください。

（ニュートラル）
中立

動力が発生しません。
また、車輪も固定されません。

（ドライブ）
通常走行

通常走行するときに使います。

（回生ブレーキ）
急な下り坂走行

回生ブレーキを強めるときに使います。
2 段階まで調整できます。

→「セレクターレバーの動かし方」P.5-11
→「下り坂走行」P.5-17

警告
ぬれた道路や凍結した道路では急激な回生ブレーキは避けてください。スリップして重大な事故につながるおそれがあります。

セレクターレバーや回生レベルセレクターを操作して強い回生ブレーキが発生したときは、制動灯（ブレーキランプ）が点灯します。



電動パーキングスイッチ

5-14 運転するときは

5

J10304500021

駐車するときは必ず電動パーキングブ
レーキをかけて電動パーキングスイッチ
を押してください。車輪が固定されます。
スイッチ上のインジケーターが点灯（緑
色）し、インフォメーション画面にセレ

クトポジション表示灯 が点灯します。

停車中、セレクトポジションが 以外で
運転席ドアを開くとブザーが鳴り、電動
パーキングスイッチの押し忘れを知らせ
ます。

J10304600035

回生レベルセレクターは、走行中アクセ
ルペダルから足を離したときの回生ブ
レーキ力を、ステアリングに手を添えた
まま素早く変更することができます。
回生レベルセレクターを手前に引くこと
で、回生ブレーキの効き（駆動用バッテ
リーに充電する電気エネルギー量）を、
カーブの手前や下り坂などの走行状況に
合わせて調整できます。
回生ブレーキ力は、B0（回生ブレーキ力

なし）から B5（回生ブレーキ力強）の 6
段階に切り換わります。

電動パーキングスイッチ 注意
電動パーキングスイッチとセレクターレ

バーの操作を短時間に繰り返し行うと、

システム保護のため一定時間 から、ま

たは への切り換えができなくなりま

す。そのときは時間をおいてから操作し
てください。

パーキングロックユニットに異常がある

ときはインフォメーション画面に警告が
表示されます。

ただちに安全で平坦な場所に電動パーキ

ングブレーキをかけて停車し、三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

車が完全に止まらないうちに電動パーキ

ングスイッチを押すと、急停止してけが

をするおそれがあります。また、車両の

故障の原因になります。

電動パーキングスイッチ周辺に物を置か

ないでください。突然、セレクトポジショ

ンが や になり思わぬ事故につなが

るおそれがあります。

電動パーキングスイッチ付近にジュース

などをこぼさないようにしてください。

電動パーキングスイッチが押したまま戻
らなくなるおそれがあります。

アドバイス
 から、または への切り換え時には

パーキングロックの作動音および振動が

発生しますが異常ではありません。

電動パーキングスイッチ押し
忘れ警告ブザー 

回生レベルセレクター（パ
ドル式） 



回生レベルセレクター（パドル式）

運転するときは 5-15

5

回生レベルセレクターの＋側を引くごと
に 1 段ずつ回生ブレーキ力が弱くなりま

す。

警告
ぬれた道路や凍結した道路では急激な回

生ブレーキは避けてください。スリップ
して重大な事故につながるおそれがあり

ます。

セレクターレバーや回生レベルセレク

ターを操作して強い回生ブレーキが発生
したときは、制動灯（ブレーキランプ）が

点灯します。

－（回生ブレーキ

　　力強）

＋（回生ブレーキ

　　力弱）

注意
左右の回生レベルセレクターを同時に操

作すると、回生ブレーキ力が変わらない
ことがあります。

アドバイス
回生レベルセレクターを連続して操作す

ると連続して切り換わります。

 TARMAC モードを選択したときは、回生

ブレーキ力は自動的にB5に切り換わりま

す。切り換わった後は、回生レベルセレ
クターでお好みの回生ブレーキ力に変更

することができます。

回生ブレーキ力の弱いB0、B1を選択して

いるときにクルーズコントロールを使用
すると回生ブレーキ力が B2 に戻ります。

クルーズコントロールが作動中は、回生

ブレーキ力の弱い B0、B1 は選択できず、

ブザーが鳴ります。

マイパイロット付き車は、レーダーク

ルーズコントロールシステム [ACC] の起

動中に回生ブレーキの操作ができず、ブ

ザーが鳴ります。

回生ブレーキ力を弱くするときは



運転のしかた

5-16 運転するときは

5

回生レベルセレクターの－側を引くごと
に 1 段ずつ回生ブレーキ力が強くなりま

す。

回生レベルセレクターの＋側を約 2 秒以

上手前に引くと、 の回生ブレーキ力に
戻ります。

J10304700023

J10304800024

1. READY（走行可能）表示灯が点灯し

ていることを確認します。
2.ブレーキペダルを右足で踏みます。

回生ブレーキ力を強くするときは の回生ブレーキ力 (B2) に戻すときは

運転のしかた 

注意
車を少し移動させるときでも、正しい運

転姿勢をとり、ブレーキペダルとアクセ
ルペダルが確実に踏めるようにしてくだ

さい。

少しだけ後退したときなどは、セレクト

ポジションを にしたことを忘れてしま

うことがあります。

後退した後は、すぐに から に戻す習

慣をつけましょう。

車を後退させるときは、身体を後ろにひ

ねった姿勢になり、ペダルの操作がしに
くくなります。

ブレーキペダルが確実に踏めるように注
意してください。

切り返しなどで から 、 から と

何度もセレクターレバーを操作するとき
は、その都度ブレーキペダルをしっかり

と踏み、車を完全に止めてから行ってく
ださい。

車が完全に止まらないうちに電動パーキ

ングスイッチを押したりセレクターレ

バーを に操作すると、車両の故障の原

因になります。

発進 

警告
ブレーキペダルは必ず右足で踏んでくだ

さい。左足でのブレーキ操作は、緊急時
の反応が遅れるなど適切な操作ができ

ず、重大な事故につながるおそれがあり

ます。

注意



運転のしかた

運転するときは 5-17

5

3.セレクターレバーを前進は 、後退は

に操作します。

4.セレクトポジションをメーター内の
インフォメーション画面の表示で確
認します。

5.周囲の安全を確認し、電動パーキング
ブレーキを解除します。

6.ブレーキペダルを徐々に緩め、アクセ
ルペダルをゆっくりと踏み込んで発
進します。

1.車を完全に止めます。
2.ブレーキペダルを踏んだまま、電動
パーキングブレーキを最大にかけ、ブ
レーキペダルから足を離します。
→「電動パーキングブレーキ」 P.5-8

3.アクセルペダルをゆっくり踏み込み、
車が動き出す感触を確認してから、さ
らにアクセルペダルを踏み込み発進
します。アクセルペダルの踏み込みに
合わせて電動パーキングブレーキは
自動解除されます。

J10304900025

セレクトポジションを にして走行しま
す。
アクセルペダルとブレーキペダルの操作
だけで加速、減速を行います。

アクセルペダルを深く踏み込みます。

注意
セレクトポジションを 、 以外（前進

または後退の位置）にするとクリープ現

象により、ブレーキペダルから足を離す
とアクセルペダルを踏まなくても車が動

き出します。

クリープ現象とは…

セレクトポジションを 、 以外に
すると動力がつながった状態となり、
アクセルペダルを踏まなくても車が
ゆっくりと動き出す現象。

警告 警告
セレクターレバーの操作は必ずブレーキ

ペダルを右足で踏んだまま行ってくださ
い。絶対にアクセルペダルを踏み込んだ

まま行わないでください。車が急発進し、
重大な事故につながるおそれがありま

す。

アドバイス
坂道でセレクトポジションが のとき、

セレクターレバーを操作するとパーキン

グロックの解除音および振動が大きく発
生しますが異常ではありません。

急な上り坂での発進 

走行 

警告
走行中はセレクトポジションを にしな

いでください。回生ブレーキが効かなく
なり、思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。また、車両の故障の原因になり

ます。

通常走行 

急加速したいとき 



運転のしかた

5-18 運転するときは

5

アクセルペダルをゆっくり踏み込み、ス
ピードを調節します。

長い下り坂や急な下り坂など回生ブレー
キを強めたい場合は、坂道の程度やス

ピードに応じてセレクターレバーを に
操作します。

また、回生レベルセレクターを手前に引
くことで回生ブレーキが 6 段階に切り換

わります。
→「回生レベルセレクター（パドル式）」
P.5-14

J10305000023

1.セレクトポジションは のままブ
レーキペダルをしっかりと踏みます。

2.必要に応じて電動パーキングブレー
キをかけます。

3.渋滞などで停車時間が長くなりそう

なときはセレクトポジションを に
します。

4.再発進するときは、セレクトポジショ

ンが にあることを確認してから発
進してください。

J10305100024

1.車を完全に止めます。
2.ブレーキペダルを踏んだまま電動
パーキングブレーキを確実にかけま
す。

3.電動パーキングスイッチを押します。
→「電動パーキングスイッチ」P.5-14

上り坂走行 

下り坂走行 

注意
長い下り坂では、回生ブレーキとフット

ブレーキを併用してください。

•ブレーキペダルを踏んで減速を頻繁に

繰り返すと、フットブレーキが過熱して
効きが悪くなることがあります。

•強い回生ブレーキのみを連続で使用し

続けると、一時的に回生ブレーキが効か

なくなることがあります。

回生ブレーキは、駆動用バッテリーが満

充電に近いほど効きが弱くなり、満充電
時には効かなくなります。この場合も

フットブレーキは効きますのでブレーキ
ペダルを踏んで減速してください。満充

電に近いほど、パワーメーターの指針は

Charge ゾーンには振れなくなります。

→「パワーメーター」P.5-29
このようなときは、あらかじめスピード

を控えて走行してください。スピードが

出すぎるときは、必要に応じてブレーキ
ペダルを踏んで減速してください。なお、

充電量が減ってくると、回生ブレーキは
効くようになります。

停車 

注意
急な上り坂ではクリープ現象が働いて

も、車が後退することがあります。停止
時はブレーキペダルを踏み、しっかりと

電動パーキングブレーキをかけてくださ
い。

注意
上り坂でブレーキペダルを踏まずに、ア

クセルペダルを踏みながら停止状態を保
つことはしないでください。車両の故障

の原因になります。

駐車 

注意
メーター内のセレクトポジション表示灯

に が点灯しているときは車輪が固定さ

れるため、車が動き出す心配がなく安全

です。駐車時には必ず が点灯している

ことを確認してください。

車が完全に止まらないうちに電動パーキ

ングスイッチを押すと、急停止してけが

をするおそれがあります。また、車両の
故障の原因になります。

注意



S-AWC (Super-All Wheel Control)

運転するときは 5-19

5

4.パワースイッチを押してプラグイン
ハイブリッド EV システムを停止しま

す。

J10300800039

S-AWC (Super-All Wheel Control) は、ツ

インモーター 4WD、アクティブヨーコン

トロール [AYC]、アンチロックブレーキ

システム [ABS]、アクティブスタビリティ

コントロール [ASC] を統合制御すること

により、駆動性能および車両の旋回性能
と安定性能を広範囲な走行条件で向上さ
せる車両運動統合制御システムです。

ドライバー操作に応じて、前後輪それぞ
れに設けられたモーターが、前後輪間の
駆動力配分をコントロールし、加速や減
速時の車両安定性能や、燃費性能を向上
させるシステムです。

J10312700048

AYC: Active Yaw Control system
AYC は左右差動制限機能とヨーコント

ロール機能を持ち、ブレーキを制御する

ことで左右輪間の駆動／制動力配分をコ
ントロールするシステムです。

左右差動制限機能は、滑りやすい路面や
左右の状況が異なる路面での片輪の空転
を防止して、駆動性能と車両の安定性を
向上させる機能です。

ヨーコントロール機能は、素早くハンド
ルを操作したときや滑りやすい路面でハ
ンドル操作したときなどに、ブレーキ力
を制御し車両の旋回する力（ヨーモーメ
ント）をコントロールすることで、車両
の旋回性能と安定性能を向上させる機能
です。

注意
車から離れるときは必ずプラグインハイ

ブリッド EV システムを停止させ、

READY（走行可能）表示灯が消灯したこ

とを確認してください。
READY（走行可能）表示灯が点灯したま

まにしておくと、万一、セレクトポジショ

ンが 以外の場合、クリープ現象で車が

ひとりでに動き出したり、乗り込むとき
に誤ってアクセルペダルを踏み、急発進

するおそれがあります。

アドバイス
メーター内の READY（走行可能）表示灯

が点灯しているとき、停車中にセレクト

ポジションが 以外で、運転席のドアを

開けるとブザーが鳴ります。ドアを閉め

るか、セレクトポジションを にすれば

ブザーは止まります。

S-AWC (Super-All Wheel
Control) 

注意
S-AWC を過信しないでください。

S-AWC が作動した状態でも車両の安全

確保には限界があり、無理な運転は思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。
常に道路状況に合った安全運転を心がけ

てください。

ツインモーター 4WD 

アクティブヨーコントロール
[AYC] 

左右差動制限機能 

ヨーコントロール機能 

注意
ブレーキ力の制御は、車両の停止性能を

向上させる制御ではありませんので、周

囲の安全に十分注意して走行してくださ
い。



ドライブモード

5-20 運転するときは

5

J10313100036

インフォメーション画面に S-AWC の作

動状態を表示させることができます。
表示させるときはマルチインフォメー
ションディスプレイスイッチを押してイ
ンフォメーション画面を切り換えます。
詳しくは次の項をお読みください。
→「インフォメーション画面（パワース

イッチ ON のとき）」P.5-35

S-AWC の作動状態を表示します。

ヨーモーメントの強さをバーグラフで表
示します。

前後輪間のトルク配分をメーター内
の E 部にバーグラフで表示します。

赤い線が前方にあると、フロントモー
ターのトルクが大きい状態であり、後方
にあるとリヤモーターのトルクが大きい
状態になります。

J10305500028

走行条件に合わせて、次の中からドライ
ブモードを選択することができます。

S-AWC 作動状態表示 

表示例  

ヨーコントロール機能制御表示

A, D- 車両重心まわりの右回転のヨー
モーメント

B, C- 車両重心まわりの左回転のヨー
モーメント

トルク配分機能制御表示

注意
運転中に S-AWC 作動画面を見るときは

必要最小限にとどめてください。画面に

気をとられて思わぬ事故につながるおそ

れがあります。

ドライブモード 

ドライブ
モード

働き

TARMAC

乾燥舗装路で使用する
モード。
力強く加速できるアクセ
ルレスポンスと操舵に対
する高い追従性により、
コーナーからの立ち上が
りに優れ、俊敏な走りを
実現します。

GRAVEL

主にダートや起伏のある
路面での走行に適した
モード。
4WD の高い走破性と安

定した旋回性を実現しま
す。

SNOW
主に雪道での走行に適し
たモード。
滑りやすい路面で安定性
が向上します。

NORMAL

乾燥舗装路、ウェット路
など通常使用するモー
ド。
走行状態に応じてフロン
ト左右輪と前後輪の駆動
力／制動力を適切にコン
トロールし、低燃費で軽
快な走りを実現します。



ドライブモード

運転するときは 5-21

5

J10305600032

パワースイッチの電源モードが ON の状

態のとき、スイッチを操作すると、ドラ
イブモードが切り換わります。

ECO

エコ運転をサポートする
モード。アクセルペダル
を深く踏み込んだとして
も、緩やかに加速しま
す。

ドライブモードセレクター 

ドライブ
モード

働き

ドライブモード

セレクター

注意
同一指定サイズ、同一種類、同一銘柄お

よび摩耗差のないタイヤを使用してくだ
さい。サイズ、種類、銘柄および摩耗度

合いの異なるタイヤを使用すると、EV シ

ステム異常の警告が表示されることがあ

ります。

アドバイス
パワースイッチの電源モードを ON にし

たときは、 ドライブモードは NORMAL
モードになります。

ドライブモードは走行中、停車中ともに

切り換えることができます。

 TARMAC モードを選択すると、エンジン

は始動しやすくなります。また、アクセ

ルペダル操作への反応が良くなるため、
アクセルペダルの踏み込み時にショック

を伴う場合があります。

 TARMAC モードを選択したときは、回生

ブレーキ力は自動的にB5に切り換わりま

す。切り換わった後は、回生レベルセレ
クターでお好みの回生ブレーキ力に変更

することができます。

→「回生レベルセレクター（パドル式）」
P.5-14

次のような状況でTARMACモードを選択

したときは、強い回生ブレーキは効きま
せん。

•駆動用バッテリーの温度が高いとき、ま

たは低いとき

•駆動用バッテリーが満充電に近いとき、

または満充電のとき

 TARMAC モード中に、クルーズコント

ロールまたはマイパイロットを起動する

とセレクトポジションは になります。

クルーズコントロールまたはレーダーク
ルーズコントロールシステム [ACC] を解

除しTARMACモードに復帰すると自動的

に回生ブレーキ力は、B5 に切り換わりま

す。

燃料が少ないときは、ドライブモードセ

レクターでTARMACモードに切り換えて

も、TARMAC モードは使用できず、イン

フォメーション画面に警告が表示されま
す。

TARMAC モードを使用したいときは、燃

料を補給してください。

アドバイス



4WD 車の取り扱い

5-22 運転するときは

5

J10305700020

ドライブモードを切り換えると、イン
フォメーション画面に割り込み表示でド
ライブモードが表示されます。インフォ
メーション画面のドライブモードの表示
は、数秒後に元の画面に戻ります。

J10301000054

4WD車といってもどこでも走れるわけで

はありません。無理な運転はしないでく
ださい。
2WD 車と同様、ハンドル・ブレーキ操作

を慎重に行い安全運転に心がけてくださ
い。

インフォメーション画面に次のメッセー

ジが表示されているときは、ドライブ
モードセレクターでTARMACモードに切

り換えても、TARMAC モードは使用でき

ずブザーが鳴ります。

燃料が少なくなると、TARMAC モードは

自動的に解除されます。同時にインフォ

メーション画面にメッセージが表示され
ます。

TARMAC モードを使用したいときは、燃

料を補給してください。

 TARMAC モードで走行中に、EV スイッ

チ、バッテリーセーブ／チャージモード

スイッチ、またはドライブモードセレク
ターを操作すると、選択したモードに切

り換わります。

 TARMAC モードまたは ECO モードを選

択したときは、エアコンの作動を制御し
ているため、エアコンの効きが弱いと感

じられることがあります。

→「左右独立温度コントロール式フル

オートエアコン」P.6-6

アドバイス ドライブモードインジケーター 

表示例：NORMAL モードを選択したとき

4WD 車の取り扱い 

4WD 車を運転するときは 

注意
オンロード専用車です。無理な運転はし

ないでください。

•砂地やぬかるみなど、タイヤが空転しや

すいところでの走行は避けてください。

タイヤの空転を続けると駆動系部品に
無理がかかり、重大な故障の原因となる

おそれがあります。

•渡河などの水中走行はしないでくださ

い。

•ブレーキ性能は 2WD 車とあまり差はあ

りません。極端な急ハンドル、急ブレー

キは避けて十分な車間距離をとって走

行してください。

アドバイス
ぬかるみ、砂地または新雪などからの脱

出時に、アクセルペダルを踏み込んでも

アクティブスタビリティコントロール
[ASC] の働きによりプラグインハイブ

リッド EV システムの出力が上がらない

ことがあります。このようなときは、

GRAVEL モードを選択し、ASC OFF ス

イッチで ASC を一時的に OFF にすると

駆動輪が回転しやすくなり、脱出に効果

的な場合があります。



4WD 車の取り扱い

運転するときは 5-23

5

ドライブモードを SNOW モードにして、

道路状況に合わせてゆっくりとアクセル
ペダルを踏んで発進してください。

ドライブモードを GRAVEL モードにし

て、ゆっくりとアクセルペダルを踏んで
発進してください。
また、アクセルを一定にたもち低速で走
行してください。

4WD 車は 4 輪に駆動力がかかるため、タ

イヤの状態が車の性能に大きく影響しま
す。タイヤには細心の注意をしてくださ
い。

4 輪とも指定のタイヤ、ホイールを装

着してください。
→「タイヤ、ホイールのサイズ」P.9-7

タイヤ、ホイールを交換するときは、

4 輪とも交換してください。

タイヤのローテーションは、5,000km
ごとに行ってください。
→「タイヤローテーション」P.7-7

タイヤの空気圧は、定期的に点検して

ください。
→「タイヤの空気圧」P.9-7

けん引は三菱自動車販売会社または JAF
など専門業者に依頼し、4 輪を持ち上げ

て搬送してください。
→「けん引するとき」P.8-37

雪道、凍結路の走行 

注意
急ブレーキ、急ハンドル、急なアクセル

操作を避けて慎重に運転してください。

アドバイス
 4 輪とも冬用タイヤに交換することをお

すすめします。

急ブレーキを避け、車間距離を十分にと

り、回生ブレーキを使用してください。

悪路、砂地、深い雪道の走行 

タイヤ、ホイールについて 

注意
同一指定サイズ、同一種類、同一銘柄お

よび摩耗差のないタイヤを使用してくだ

さい。サイズ、種類、銘柄や摩耗度合い

の異なるタイヤを使用すると、駆動系部
品に無理がかかり、オイル漏れや焼き付

きなどの重大な故障となり思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

けん引について 

アドバイス
レッカー車による搬送は、別冊の「メン

テナンスノート」を見て三菱自動車販売
会社へ依頼してください。

ジャッキアップするときは  

注意
ジャッキアップ中はプラグインハイブ

リッド EV システムを起動したり、ジャッ

キアップした車輪を回転させないでくだ

さい。
接地しているタイヤが回ってジャッキか

ら車体が外れ、思わぬ事故につながるお

それがあります。
また、高電圧部位に触れないでください。

→「点検・整備をするときは」P.3-8



EV スイッチ

5-24 運転するときは

5

J10305800034

住宅街など騒音や排気ガスに配慮する必
要がある場所で、できるだけエンジンを
始動させずに走行したいときに使用しま
す。
パワースイッチの電源モードが ON のと

きにEVスイッチを押すとEVプライオリ

ティモードに切り換わり、アクセルペダ
ルを荒く踏み込んだとしてもできるだけ
EV 走行モードで走行することができま

す。
もう一度スイッチを押す、または電源
モードを OFF にすると解除します。

EV プライオリティモードに切り換える

と、インフォメーション画面に、EV プラ

イオリティモードを示す画面が表示され
ます。また、画面左上の EV プライオリ

ティモード表示は、エンジン作動状態も
表します。エンジンが非作動のときは、青
色で表示し、エンジンが作動していると
きは、灰色で表示します。

EV スイッチ 

エンジン非作動

（青色）

エンジン作動

（灰色）

アドバイス
EV プライオリティモードで走行中、アク

セルペダルを深く踏み込んでエンジンが
始動したときは、急加速することがあり

ます。

次のときは、スイッチを押しても EV プラ

イオリティモードは使用できず、イン

フォメーション画面に警告が表示されま

す。

•駆動用バッテリーの残量が少ないとき。

EV プライオリティモードを使用したい

ときは、駆動用バッテリーを充電してく

ださい。

•クルーズコントロールまたはレーダー

クルーズコントロールシステム [ACC]
（マイパイロット付き車）が作動してい
るとき。

EV プライオリティモードを使用したい

ときは、クルーズコントロールまたは
ACC（マイパイロット付き車）を停止し

てください。



EV スイッチ

運転するときは 5-25

5

•駆動用バッテリーの温度が極端に低い

とき。

•プラグインハイブリッド EV システムの

保護のため EV プライオリティモードの

使用が制限されているとき。

インフォメーション画面に次のメッセー

ジが表示されているときは、スイッチを

押しても EV プライオリティモードは使

用できずブザーが鳴ります。

アドバイス
EV プライオリティモードで運転中に、エ

アコンの暖房を選択すると、インフォ
メーション画面に次のメッセージが表示

されます。
（除く、電気温水式ヒーター付き車）

次のときは、EV プライオリティモードが

自動的に解除され、インフォメーション

画面にメッセージが表示されます。

•駆動用バッテリーの残量が少なくなっ

たとき。

EV プライオリティモードを使用したい

ときは、駆動用バッテリーを充電してく

ださい。

アドバイス
•クルーズコントロールまたはACC（マイ

パイロット付き車）を作動させたとき。

EV プライオリティモードを使用したい

ときは、クルーズコントロールまたは

ACC（マイパイロット付き車）を停止し

てください。

•駆動用バッテリーの温度が極端に低下

したとき。

•プラグインハイブリッド EV システムの

保護機能が作動したとき。

アドバイス



バッテリーセーブ／チャージモードスイッチ

5-26 運転するときは

5

J10305900022

パワースイッチの電源モードが ON のと

きにバッテリーセーブ／チャージモード
スイッチを押すと、モードが「SAVE」

（バッテリーセーブ）→「CHARGE」（バッ

テリーチャージ）→「OFF」→「SAVE」

（バッテリーセーブ）の順に切り換わりま
す。

J10306000020

目的地で EV 走行したいときや駆動用

バッテリーの電力を使うなど、駆動用
バッテリーの残量を維持したいときに使
用します。

エアコンの暖房中に EV スイッチを押す

と、インフォメーション画面に次のメッ
セージが表示されます。

（除く、電気温水式ヒーター付き車）

EV プライオリティモードで走行中に、

バッテリーセーブ／チャージモードス
イッチを押す、またはドライブモードセ

レクター（TARMAC モードのみ）を操作

すると、選択したモードに切り換わりま

す。

EVスイッチを押すと、EVプライオリティ

モードに復帰しますが、駆動用バッテ

リーの残量によっては EV プライオリ

ティモードに復帰しないことがありま

す。
→「バッテリーセーブ／チャージモード

スイッチ」P.5-26
→「ドライブモードセレクター」P.5-21

次のようなときは、エンジンが始動した

としても EV プライオリティモードが継

続されます。

•アクセルペダルを深く踏み込んだとき

•デフロスタースイッチを押したとき

•パラレル走行モードのとき

アドバイス
外気温が低いとき、エアコンを作動させ

たままプラグインハイブリッド EV シス

テムを起動すると、暖房のためエンジン

がすぐに始動することがあります。この
ようなときは、プラグインハイブリッド

EV システムを起動する前に、パワース

イッチの電源モードがONの状態でEVプ

ライオリティモードに切り換えること
で、エンジンの始動を抑制することがで

きます。

EV プライオリティモードの作動中は、ア

クセルペダル操作への反応が鈍くなりま

す。

駆動用バッテリーの劣化や外気温の低下

によって、EV プライオリティモード中の

モーター出力が低下する場合がありま

す。そのような場合は、モーター出力を
確保するため、EV プライオリティモード

を解除してエンジンを始動してくださ
い。

バッテリーセーブ／チャー
ジモードスイッチ 

アドバイス

バッテリーセーブモード 



バッテリーセーブ／チャージモードスイッチ

運転するときは 5-27

5

また、高速走行時に駆動用バッテリーの
電力消費を抑えることもできます。
READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときにスイッチを押すと、押したとき
の駆動用バッテリー残量を維持するよう
にエンジンが始動し、シリーズ走行また
はパラレル走行します。
バッテリーセーブモードを解除するに
は、バッテリーセーブ／チャージモード
スイッチを 2 回押してください。

また、パワースイッチの電源モードが
OFF になったときもバッテリーセーブ

モードは解除されます。
バッテリーセーブモードに切り換える
と、インフォメーション画面に、割り込
み表示で表示されます。

J10306100021

100V AC 電源 (1500W) を活用するとき

や、目的地で電力を使うため駆動用バッ
テリーの残量を増やしたいときに使用し
ます。また、前もってバッテリーチャー
ジモードで駆動用バッテリーの残量を増
やしておくことで長い登り坂を快適に走
行することができます。READY（走行可

能）表示灯が点灯しているときに、バッ
テリーチャージモードにするとエンジン
が始動し、走行中および停車中にバッテ
リーを満充電近くまで充電することがで
きます。
バッテリーチャージモードを解除するに
は、バッテリーセーブ／チャージモード
スイッチを 1 回押してください。

また、パワースイッチの電源モードが
OFF になったときもバッテリーチャージ

モードは解除されます。

アドバイス
停車中や走行中に、エンジンが停止する

ことがあります。

駆動用バッテリーの残量やプラグインハ

イブリッド EV システムの制御状態に

よっては、バッテリーセーブモードを選
択してもエンジンが始動しない場合があ

ります。

次のときは、バッテリーセーブモードを

選択してもバッテリーセーブモードは使
用できず、ブザーが鳴りインフォメー

ション画面にメッセージが表示されま
す。

•エンジン冷却水の温度が高いとき。

•燃料の残量が少ないとき。

次のときは、バッテリーセーブモードが

自動的に解除され、インフォメーション
画面にメッセージが表示されます。

•エンジン冷却水の温度が高くなったと

き。

•燃料の残量が少なくなったとき。

バッテリーセーブモードで走行中に、EV
スイッチ、バッテリーセーブ／チャージ

モードスイッチ、またはドライブモード
セレクター（TARMAC モードのみ）を操

作すると、選択したモードに切り換わり
ます。

アドバイス
EV プライオリティモードと TARMAC
モードのときは、バッテリーセーブ／
チャージモードスイッチを再度押すと

バッテリーセーブモードに復帰します。
→「バッテリーセーブ／チャージモード

スイッチ」P.5-26
→「EV スイッチ」P.5-24
→「ドライブモードセレクター」P.5-21

バッテリーチャージモード 

アドバイス



バッテリーセーブ／チャージモードスイッチ

5-28 運転するときは

5

バッテリーチャージモードに切り換える
と、インフォメーション画面に、割り込
み表示で表示されます。

警告
車から離れるときは必ずプラグインハイ

ブリッド EV システムを停止してくださ

い。
→「駐停車するときは」P.2-6

バッテリーチャージモードに切り換える

と停車中でもエンジンが始動しますの
で、駐停車状態で車庫や雪が積もった場

所などでは、使用しないでください。

排気ガスが車内に侵入して、一酸化炭素
中毒になるおそれがあります。必ず換気

の良い場所で使用してください。

枯草や紙など燃えやすい物の近くでは、

車を止めてバッテリーチャージモードを
使用しないでください。

排気管が高温になっているため、火災に
なるおそれがあります。

注意
車両前方をふさぐような物を置いたま

ま、バッテリーチャージモードを使用し
ないでください。

アドバイス
駆動用バッテリーの残量やプラグインハ

イブリッド EV システムの制御状態に

よっては、バッテリーチャージモードを

選択してもエンジンが始動しない場合が
あります。

次のときは、バッテリーチャージモード

を選択してもバッテリーチャージモード
は使用できず、ブザーが鳴りマルチイン

フォメーションディスプレイ内のイン

フォメーション画面にメッセージが表示
されます。

•エンジン冷却水の温度が高いとき。

•燃料の残量が少ないとき。

次のときは、バッテリーチャージモード

が自動的に解除され、インフォメーショ

ン画面にメッセージが表示されます。

•エンジン冷却水の温度が高くなったと

き。

•燃料の残量が少なくなったとき。

駆動用バッテリーの状態、走行状態、使

用環境により、満充電近くまでの充電時
間が長くなる場合があります。

満充電付近ではエンジンが停止すること

があります。

バッテリーチャージモードは、ガソリン

を使って発電するため、燃費が悪化しま
す。環境へ配慮したご使用をおすすめし

ます。

駐停車中にバッテリーチャージモードを

使用してエンジンが始動した場合、アイ

ドリングストップに関する条例に触れ罰

則を受けるおそれがあります。
駐停車中の使用については、関係する自

治体に確認してから使用してください。
また、エンジンが始動した場合、ガソリ

ンを消費するため、燃料切れを起こさな

いよう注意してください。

バッテリーチャージモードで走行中に、

EV スイッチを押す、またはドライブモー

ドセレクター（TARMAC モードのみ）を

操作すると、選択したモードに切り換わ

ります。
バッテリーセーブ／チャージモードス

イッチを 2 回押すと、バッテリーチャー

ジモードに復帰します。

→「バッテリーセーブ／チャージモード

スイッチ」P.5-26
→「EV スイッチ」P.5-24
→「ドライブモードセレクター」P.5-21

アドバイス



計器盤

運転するときは 5-29

5

J10301100042 J10306200022

車両が走行できない状態（READY OFF
状態）を示します。走行可能な状態にな
ると、パワーメーターの指針が水平位置
に移動します。

EV ゾーンは、EV 走行時（エンジンが停

止した状態での走行）の出力を示します。
EV ゾーンは、イラスト内の 1 と 2 を合わ

せたゾーンとなり、1 のゾーンは EV 走行

を持続できる状態を示し、2 のゾーンは

エンジンが始動する可能性の高い状態を
示します。モーター出力が大きくなると
パワーメーターの指針の振れが大きくな
ります。
また、エンジンが停止した状態、モーター
出力および回生ブレーキによる電気エネ
ルギーが無い状態ではパワーメーターの
指針は水平位置を示します。

計器盤 

1- パワーメーター →P.5-29
2- マルチインフォメーションディス

プレイ →P.5-30
インフォメーション画面表示
→P.5-52

3- スピードメーター
走行速度を表示します。

4- メーター照度調整ボタン →P.5-30

パワーメーター 

EV ゾーンの詳細
1- EV 走行を持続できるゾーン
2- エンジンが始動する可能性の高い

ゾーン

READY OFF ポジション

EV ゾーン

Charge
ゾーン

READY OFF ポジション

エンジン

出力ゾーン

EV ゾーン

アドバイス
車両状態により（暖房ご使用時など）、パ

ワーメーターの指針が 2 のゾーンの手前

でエンジンが始動することがあります。

EV プライオリティモード選択中にてエ

ンジンが始動しない場合においても、パ

ワーメーターの指針が 2 のゾーンを示す

ことがあります。

車両状態により、パワーメーターの指針

の動きが異なったり、変動することがあ

ります。

 1 のゾーンで指針の振れが小さい状態で

運転することで、よりエコな運転ができ

ます。



マルチインフォメーションディスプレイ

5-30 運転するときは

5

回生ブレーキで発生した電気エネルギー
の充電電力を示します。
振れる量が大きいほど、電気エネルギー
を多く充電しています。
満充電に近いほど、パワーメーターの指
針は Charge ゾーンには振れなくなりま

す。
また、パワーメーターの指針がエンジン
出力ゾーンを示している場合、回生ブ
レーキによる電気エネルギーの充電があ
る場合でも指針は Charge ゾーンを示し

ません。

エンジンの瞬間出力量 (kW) を示します。

J10313300100

ボタンを押すたびに音が鳴り、メーター
の明るさを変えることができます。

J10313400055

マルチインフォメーションディスプレイ
は各種警告、オドメーター、トリップメー
ター、平均燃費、EV 航続可能距離、総合

航続可能距離、EV 走行比率、エネルギー

フローなどを表示します。

Charge ゾーン

エンジン出力ゾーン

メーター照度調整 

アドバイス
車幅灯の点灯・消灯に応じてそれぞれ8段
階ずつ調整することができます。

車外の明るさに応じてメーターの照明が

自動的に調整した明るさに切り換わりま

す。

パワースイッチの電源モードをOFFにし

ても、メーターの明るさの状態を記憶し

ています。

明るさ表示明るい 暗い

ボタン

車幅灯点灯時にボタンを約 2 秒以上押す

と、照明の明るさが一番明るい状態に変
わります。

もう一度ボタンを約 2 秒以上押すと、元

の明るさに戻ります。

周囲が明るい状況でライト（車幅灯含む）
点灯時に照明が暗くなり見づらくなった

場合に使用することをおすすめします。

照明の明るさが、一番明るい状態に切り
かわったときのスマートフォン連携ナビ

ゲーションの画面背景色やスイッチ照明
の動作は、装備されているスマートフォ

ン連携ナビゲーションの仕様により異な

ります。

マルチインフォメーション
ディスプレイ 

アドバイス



マルチインフォメーションディスプレイ

運転するときは 5-31

5

J10313500098

画面表示 

パワースイッチの電源モードが ACC ま

たは OFF の状態での表示

1- マーク表示画面 →P.5-37
2- インフォメーション画面 →P.5-33

割り込み表示画面 →P.5-37
3- 駆動用バッテリー残量表示画面

→P.5-38
4- オドメーター（積算距離計）

走行した総距離を表示します。
5- マーク →P.5-37
6- 半ドア警告表示 →P.5-37

アドバイス
駆動用バッテリー残量表示画面は、充電

中にいずれかのドアまたはテールゲート
を開けると表示されます。

→「普通充電するときは」P.3-26
→「急速充電・V2H 充電・V2H 給電する

ときは」P.3-34



マルチインフォメーションディスプレイ

5-32 運転するときは

5

パワースイッチの電源モードが ON の状態での表示

1- ド ラ イ ブ モ ー ド イ ン ジ ケ ー
ター →P.5-22

2- バッテリーチャージモード表示画
面 →P.5-27

3- バッテリーセーブモード表示画面
→P.5-26

4- EV プライオリティモード表示画面

→P.5-24
5- マーク表示画面 →P.5-37
6- クルーズコントロール表示画面

→P.5-163
7- マイパイロット表示画面A

→P.5-149

8- マーク →P.5-37
9- インフォメーション画面 →P.5-33

割り込み表示画面 →P.5-37
10- 燃料残量表示画面 →P.5-38
11- 外気温表示画面 →P.5-39
12- セレクトポジション表示 →P.5-12
13- オドメーター（積算距離計）

走行した総距離を表示します。
14- 駆動用バッテリー残量表示画面

→P.5-38

アドバイス
燃費単位、温度単位や表示言語などの設

定を変更することができます。
→「機能設定画面」P.5-43



マルチインフォメーションディスプレイ

運転するときは 5-33

5

J10313600057

マルチインフォメーションディスプレイ
スイッチを操作するたびに音が鳴り、マ
ルチインフォメーションディスプレイの
表示を切り換えることができます。
また、マルチインフォメーションディス
プレイに表示される言語、および単位を
マルチインフォメーションディスプレイ

スイッチで操作することにより変更する
ことができます。

J10313700029

J10313800062

スイッチを押すとインフォメーション画面が表示されます。

スイッチまたは スイッチを押すごとに次の順で表示画面が切り換わります。

マルチインフォメーション
ディスプレイスイッチ 

インフォメーション画面 

パワースイッチの電源モードが OFF のとき 



マルチインフォメーションディスプレイ

5-34 運転するときは

5

J10313900047

パワースイッチの電源モードを OFF から ON にすると、次の順で表示画面が切り換わります。

*1: 警告表示があるとき

*2: 警告表示がないとき

*3: 充電していないとき

*4: 充電しているとき
1- トリップメーター（区間距離計）

→P.5-39
2- トリップメーター（区間距離計）

→P.5-39
3- ECO スコア →P.5-43

4- 予測充電時間表示
→「普通充電するときは」P.3-26
→「急速充電・V2H 充電・V2H 給

電するときは」P.3-34
5- サービスリマインダー →P.5-39
6- 警告表示画面の再表示 →P.5-37

パワースイッチの電源モードを OFF から ON にしたとき 



マルチインフォメーションディスプレイ

運転するときは 5-35

5

J10314000090

スイッチまたは スイッチを押すごとに次の順で表示画面が切り換わります。

*: 定期点検時期がきているとき
1- 電源モード OFF 時画面
2- システムチェック画面 →P.5-41
3- 電源モード ON 時画面
4- サービスリマインダー →P.5-39

パワースイッチの電源モードが ON のとき 



マルチインフォメーションディスプレイ

5-36 運転するときは

5 *1: 警告表示があるとき

*2: 充電しているとき
1- トリップメーター（区間距離計）

→P.5-39
2- トリップメーター（区間距離計）

→P.5-39
3- EV 航続可能距離表示／総合航続可

能距離表示 →P.5-41
4- 平均燃費表示・EV 走行比率表示

→「平均燃費表示」P.5-42
→「EV 走行比率表示」P.5-42

5- エネルギーフロー表示 →P.5-42
6- ECO スコア →P.5-43
7- S-AWC (Super-All Wheel Control)作

動状態表示 →P.5-20

8- 予測充電時間表示
→「普通充電するときは」P.3-26
→「急速充電・V2H 充電・V2H 給電

するときは」P.3-34
9- サービスリマインダー →P.5-39

10- 機能設定画面 →P.5-43
11- 警告表示画面の再表示 →P.5-37

アドバイス
サービスリマインダーは、運転中にマル

チインフォメーションディスプレイス

イッチで操作しても表示されません。必

ず安全な場所に車を止めてから操作して
ください。

機能設定画面は運転中にマルチインフォ

メーションディスプレイスイッチで操作

しても表示されません。必ず安全な場所
に車を止め、電動パーキングブレーキを

確実にかけ、電動パーキングスイッチを

押しセレクトポジションを にしてから

操作してください。

→「機能設定画面」P.5-43
各システムの異常などお知らせしたい情

報が発生したとき、音が鳴って表示画面

が切り換わります。

→「割り込み表示画面」P.5-37

アドバイス



マルチインフォメーションディスプレイ

運転するときは 5-37

5

J10314100062

各システムの異常などお知らせしたい情
報が発生したとき、音が鳴ってインフォ
メーション画面が警告表示画面に切り換
わります。
警告一覧をお読みいただき必要な処置を
行ってください。
→「警告表示一覧」P.5-53
警告表示の要因が解消されると、警告表
示は自動的に消えます。

警告表示の要因が解消されなくても、警
告表示する前の画面表示に戻すことがで
きます。

スイッチを押すと警告表示する前の画

面に切り換わり、 マーク (A)を表示しま

す。

画面右上に マークが表示されている警

告表示画面を切り換えることができま

す。切り換えたいときは スイッチを約

2 秒以上押し続けます。

マーク (A) が表示されているときに、

スイッチまたは スイッチを押すと、

一旦切り換えた警告表示画面を再表示す
ることができます。

各システムの作動状態をインフォメー
ション画面に表示します。

詳しくは次の項をお読みください。
→「その他の割り込み表示」P.5-74

J10314200021

スイッチを押して警告表示画面を切り

換えると表示されます。
もしくは表示されている以外に警告があ
る場合にも表示します。

警告表示の要因が解消されると、 マー

クは自動的に消えます。

J10314300051

いずれかのドアおよびテールゲートが完
全に閉められていないとき、開いている
ドアまたはテールゲートを表示します。

割り込み表示画面 

警告表示 

警告表示する前の画面表示に戻すとき
は

表示画面を切り換えたいときは

警告表示画面の再表示 

その他の割り込み表示  

マーク表示画面 

アドバイス
 マークが表示されているときにイン

フォメーション画面に警告表示画面を再

表示することができます。

→「インフォメーション画面」P.5-33

半ドア警告表示 



マルチインフォメーションディスプレイ

5-38 運転するときは

5

パワースイッチの電源モードが ON のと

き、半ドアのまま車速が約 8km/h 以上に

なるとブザーが 4 回鳴り、半ドアを知ら

せます。

J10306300023

駆動用バッテリーの残量を表示します。

J10314500066

燃料の残量を表示します。

燃料が約 7L 以下になると、インフォメー

ション画面が燃料残量警告表示の割り込
み表示に切り換わり、燃料残量表示の

（ ）マーク（A）がゆっくり（1 秒間に

約 1 回）点滅します。

インフォメーション画面の燃料残量警告
表示は数秒後に元の画面に戻ります。
警告表示が出たらただちに燃料を補給し
てください。
→ 「フューエルリッド（燃料補給口）」
P.5-102
→「燃料の量と種類」P.9-2

注意
走行する前に、警告表示が消灯している

ことを確認してください。

駆動用バッテリー残量表示画
面 

燃料残量表示画面 

F- 満タンです。
E- 燃料を補給してください。

アドバイス
燃料補給後、表示が安定するまで少し時

間がかかります。

パワースイッチの電源モードが ON のま

ま燃料を補給すると、正しい燃料残量が

表示できません。

フューエルリッドマークは、フューエル

リッド（燃料補給口）が車体の左側につ

いていることを示しています。

燃料残量警告表示 

フューエルリッド

マーク

注意
燃料残量警告表示が出た場合には、ただ

ちに燃料を補給するようにしてくださ

い。
この車は、燃料切れになると、発電が必

要な状況においてもエンジンがかから

ず、次のような性能低下が生じます。

•走行性能が低下する（駆動用バッテリー

のエネルギーしか走行に使えないため）



マルチインフォメーションディスプレイ

運転するときは 5-39

5

J10314600025

車外温度を表示します。

J10314700042

2 点間の走行距離を表示します。

＜トリップメーターA、トリップメーター

B の使用例＞

トリップメーター A で自宅を出発してか

らの距離を測りながら、トリップメー
ター B で途中の経由地からの距離を測る

ことができます。

表示を 0 に戻すときは スイッチを約 2
秒以上押し続けます。この場合、表示さ
れている方だけリセットされます。
＜例＞
トリップメーターAが表示されていれば、

トリップメーター A だけリセットされま

す。

J10314800056

次回点検までの残り走行距離または月数
を知らせます。

1.次回点検までの残り走行距離または
月数を表示します。

•ヒーターが効かない（除く、電気温水式

ヒーター付き車）

•ヒーターが効きにくくなる（電気温水式

ヒーター付き車）

•触媒装置が異常高温となり損傷するお

それがある

 マークが速く点滅（1 秒間に約 2 回）し

たときは、燃料がほとんどありません。た

だちに燃料を補給してください。

アドバイス
坂道やカーブなどでは、タンク内の燃料

が移動するため、正しく表示しないこと
があります。

駆動用バッテリーの残量やプラグインハ

イブリッド EV システムの制御状態に

よっては、バッテリーセーブモードまた

はバッテリーチャージモードを選択して
もエンジンが始動しない場合がありま

す。

また、燃料の残量によっては、バッテリー
セーブモードまたはバッテリーチャージ

モードに切り換わらない場合がありま
す。

注意 外気温表示画面 

アドバイス
表示単位をお好みの設定（°C または °F）
に変更することができます。

→「温度単位の変更」P.5-46
走行条件などにより、実際の車外温度と

異なった表示をすることがあります。

トリップメーター（区間距離
計） 

リセットするときは 

アドバイス
トリップメーターA、B ともに 9999.9km
まで計測することができます。

9999.9km を超えると 0.0km に戻ります。

補機用バッテリー端子を外すと、トリッ

プメーターの A 表示、B 表示とも記憶が

消去され、表示が 0.0km に戻ります。

サービスリマインダー 

表示のしかた 



マルチインフォメーションディスプレイ

5-40 運転するときは

5

2.点検時期が近づいたことを“---”を表示

して知らせます。
このときパワースイッチの電源モー
ドを OFF から ON にするとインフォ

メーション画面に警告表示が数秒間
表示されます。

3.三菱自動車販売会社で点検を受ける
と、次回点検までの残り走行距離また
は残り月数を表示します。

パワースイッチの電源モードがOFFのと

きに、“---” 表示をリセットすることがで

きます。リセットすると次の定期点検ま
での時期を表示し、電源モードを OFF か

ら ON にしたときに表示されていた「定

期点検」は表示されなくなります。

1. スイッチまたは スイッチを押し

て、インフォメーション画面をサービ
スリマインダー表示画面に切り換え
ます。

2. スイッチを長く（約 2 秒以上）押し

て を点滅表示させます。（点滅中、

約 10 秒間何も操作しないと元の表示

画面に戻ります。）

3.点滅中に スイッチを押すと “---” が
“CLEAR” 表示に変わります。その後、

次の定期点検までの時期を表示しま
す。

アドバイス
距離は 100km 単位、月数（期間）は 1ヶ
月単位で減少します。

新車 6ヶ月点検を過ぎると、月数（期間）

のみを表示します。

アドバイス
サービスリマインダーの設定を変更する

ことができます。詳しくは三菱自動車販
売会社にご相談ください。

リセットするときは 

注意
定期点検整備は、お客様の責任において

実施していただくことが法律で義務付け

られています。
事故や故障を未然に防ぐために必ず実施

してください。

アドバイス
 “---”表示後、一定距離および一定期間が経

過すると自動的にリセットされて次の定

期点検までの時期を表示します。

誤ってリセットした場合は、三菱自動車

販売会社にご相談ください。



マルチインフォメーションディスプレイ

運転するときは 5-41

5

J10314900031

パワースイッチの電源モードを ON にす

ると約 4 秒間システムチェック画面を表

示します。異常がなければ電源モード ON
時画面を表示します。
異常があるときは警告表示画面に切り換
わります。
→「警告表示一覧」P.5-53

J10306400024

おおよその航続可能距離（あと何 km ま

たは何 miles 走行できるか）を表示しま

す。

システムチェック画面 

EV 航続可能距離表示／総合航
続可能距離表示 

（上段）EV 航続可能距離表示：

駆動用バッテリーの現在の残量
で走行できる距離

（下段）総合航続可能距離表示：
駆動用バッテリーの現在の残量
と燃料残量で走行できる距離

アドバイス
EV 航続可能距離表示および統合航続可

能距離表示は、主に次のような情報を基
に算出した目安の数値のため、実際の走

行可能距離は異なる場合があります。

EV 航続可能距離表示

•現在の駆動用バッテリー残量

•直近の電力消費率

•エアコンの作動状態

総合航続可能距離表示

•EV 航続可能距離表示値

•現在の燃料残量

•直近の燃料消費率

•エンジンの作動状態

EV 航続可能距離表示は、走行のしかたに

より変化します。
直前の走行が、渋滞路、登坂、高速走行

などのため電力を多く消費した場合や、
走行時にエアコンが作動している場合

は、駆動用バッテリーが満充電の状態で

も、メーターに表示される数値が減少す
る場合があります。また、これと同様に、

総合航続可能距離表示も走行のしかたに
より変化します。

表示はあくまでも参考としてご利用くだ

さい。
また、補機用バッテリーの端子を外した

ときは、それまでとは異なった値が表示
されることがあります。

EV 航続可能距離の学習値はマルチイン

フォメーションディスプレイスイッチの

操作により、リセットできます。
もし、EV 航続可能距離表示が著しく異な

る距離を表示しているときは、 EV 航続可

能距離の学習値をリセットしてくださ

い。
→「EV 航続可能距離のリセット」P.5-49

駆動用バッテリーを充電したり、燃料を

補給すると航続可能距離が更新されま
す。ただし、充電量や給油量が少ないと

正しい数値が表示されませんので、充電

するときや給油するときはできるだけ満
充電、満タンにしてください。

非常に急な坂道で停車した場合、まれに

航続可能距離の値が変動することがあり
ます。これは坂道でタンク内の燃料が移

動したためで、故障ではありません。

アドバイス



マルチインフォメーションディスプレイ

5-42 運転するときは

5 J10315100030

リセットしてから現在までの総走行距離
における燃費を表示します。
リセットモードにはマニュアルリセット
モードとオートリセットモードの 2 種類

があります。
→「平均燃費のリセットモードの変更」
P.5-45
平均燃費表示設定の変更方法は次の項を
お読みください。
→「機能設定画面」P.5-43

J10306500025

電気で走行した時間とエンジンを併用し
て走行した時間の割合を表示します。
電気で走行した比率は、バーグラフ（青
色）とパーセントで表示します。

J10306600026

エネルギーの流れを表示します。

A：エンジン

B：駆動用バッテリー

C：タイヤ

単位表示をお好みの設定（km または

miles）に変更することができます。

→「機能設定画面」P.5-43
EV 航続可能距離が約 1km（1mile）未満に

なると、EV 航続可能距離表示は “---” を

表示します。

総合航続可能距離が約 30km（20miles）以
下になると、総合航続可能距離表示は“---”
を表示します。

平均燃費表示 

アドバイス アドバイス
平均燃費が測定できないときは、“---”を表

示します。

平均燃費は走行状態（道路状況、運転の

しかたなど）により変化します。実際の

燃費と表示燃費が異なることがあります
ので、あくまでも参考としてご利用くだ

さい。

補機用バッテリーの端子を外すと、オー

トリセットモードおよびマニュアルリ
セットモードの平均燃費表示の記憶は消

去されます。

単位表示をお好みの設定｛L/100km、mpg
（US）、mpg（UK）または km/L｝に変更

することができます。

→「機能設定画面」P.5-43

EV 走行比率表示 

アドバイス
EV 走行比率表示は駆動用バッテリーが

満充電になるとリセットされ、表示が100
パーセントになります。

エネルギーフロー表示 

青矢印：電気エネルギーの流れ
緑矢印：回生ブレーキによる電気エネ

ルギーの流れ
橙矢印：その他エネルギーの流れ



マルチインフォメーションディスプレイ

運転するときは 5-43

5

  

  

J10315700036

エコ運転の度合いをリーフの枚数で表示
します。

［パワースイッチの電源モードがONのと

き］
過去、数分間の度合いを表示します。

［パワースイッチの電源モードを OFF に

したとき］
パワースイッチの電源モードを ON から

OFF にするまでの総合結果を表示しま

す。

J10315800112

「表示言語」、「温度単位」、「燃費単位」、
「平均燃費のリセット方法」などをお好み
の設定に変更することができます。
次の手順に従って操作してください。

1.安全な場所に停車します。
ブレーキペダルを踏んだまま電動
パーキングブレーキを確実にかけ、電
動パーキングスイッチを押しセレク

トポジションを にします。

2. スイッチまたは スイッチを押し

てインフォメーション画面を機能設
定画面に切り換えます。
→「インフォメーション画面」P.5-33

エネルギーフローの表示（例） 

電気エネルギーで走行しているとき

燃料（ガソリン）のエネルギーで走行し
ているとき

電気と燃料（ガソリン）の両方で走行し
ているとき

駆動用バッテリーに充電しているとき

エネルギーの流れがないとき

ECO スコア 

機能設定画面 

エコ運転度合い

低い 高い



マルチインフォメーションディスプレイ

5-44 運転するときは

5

3. スイッチを押してトップ画面（A）
に切り換えた後、 スイッチまたは

スイッチを押してメニュー画面

（B）を切り換えます。

アドバイス
安全のため停車してから操作してくださ

い。

走行中にスイッチ（ 、 、 ）を押し

ても機能設定画面は表示されません。

: スイッチ

: スイッチまたは スイッチ

1-「平均燃費のリセットモードの変
更」→P.5-45

2-「燃費表示単位の変更」→P.5-46
3-「温度単位の変更」→P.5-46
4-「表示言語の変更」→P.5-47
5-「言語協調の設定」→P.5-47
6-「操作音の設定」→P.5-48

7-｛「休憩して下さい」 表示が出るま

での時間の変更｝→P.5-48
8-「方向指示音の変更」→P.5-49
9-「ナビ情報表示の変更」→P.5-49

10-「後側方車両検知警報システム
（レーンチェンジアシスト機能付）
[BSW/LCA]A：システムの

ON/OFF 作動切り換え」→P.5-128
11-「LKAのON/OFF切り換え」A

→P.5-159

12-「エレクトリックテールゲート機能
の ON/OFF 切り換え」A

→P.4-26
13-「EV 航続可能距離のリセット」

→P.5-49
14-「出荷時の設定に戻す」→P.5-50



マルチインフォメーションディスプレイ

運転するときは 5-45

5

4.メニュー画面（B）で変更したい項目

を選択した後、 スイッチを押すと各

設定変更画面に切り換わります。
詳しい操作方法についてはそれぞれ
の項をお読みください。

J10315900054

平均燃費表示のモード条件を「オートリ
セットモード」または「マニュアルリセッ
トモード」に切り換えることができます。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「平均燃費リセットモード」に
切り換えます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面へ切り換えます。

3. スイッチまたは スイッチを押し

てリセットモードを選択し、 スイッ

チを押して決定します。

•平均燃費を表示しているときに、

スイッチを長押しすると、そのと

きに表示している平均燃費表示をリ
セットします。

•平均燃費を表示しているときに、

スイッチを長押しすると、そのと

きに表示している平均燃費表示をリ
セットします。
•パワースイッチの電源モードが約 4
時間以上 ACC または OFF の状態の

とき、平均燃費表示を自動でリセッ
トします。 

アドバイス
メニュー画面を表示した後、何も操作を

しないで約30秒以上放置すると機能設定

画面に戻ります。

アドバイス
補機用バッテリーを外すと、設定内容が

リセットされ、工場出荷時の設定に戻り
ます。

「BSW」（タイプ別装備）は工場出荷時の

設定に戻すことができません。

平均燃費のリセットモードの変
更 マニュアルリセットモード

オートリセットモード

アドバイス
平均燃費表示は、オートリセットモード

またはマニュアルリセットモードのモー

ドごとにリセットされます。
＜例＞

マニュアルリセットモードのときにリ
セット操作をした場合、マニュアルリ

セットモードの平均燃費表示はリセット

されますが、オートリセットモードの平
均燃費表示はリセットされません。

補機用バッテリーを外すと、オートリ

セットモードおよびマニュアルリセット
モードの平均燃費表示の記憶は消去され

ます。
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J10316000052

燃費の表示単位を切り換えることができ
ます。選択した燃費単位に従って、距離、
量の単位も切り換わります。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「燃費単位」に切り換えます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面へ切り換えます。

3. スイッチまたは スイッチを押し

て単位を選択し、 スイッチを押して

決定します。
選択した燃費単位に設定が変更され
ます。

選択した燃費単位に従って、距離の単位
も切り換わります。

J10316100079

温度の表示単位を切り換えることができ
ます。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「温度単位」に切り換えます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面に切り換えます。

3. スイッチまたは スイッチを押し

て単位を選択し、 スイッチを押して

決定します。
選択した温度単位に設定が変更され
ます。

燃費表示単位の変更 アドバイス
航続可能距離、平均燃費の表示単位は切

り換わりますが指針（スピードメー
ター）、オドメーター（積算距離計）、ト

リップメーター（区間距離計）の単位は
切り換わりません。

補機用バッテリーを外すと単位設定の記

憶は消去され、自動的に km/L に設定され

ます。

燃費 距離（航続可能距離）

km/L km
L/100km km
mpg (US) mile(s)
mpg (UK) mile(s)

温度単位の変更 
アドバイス

エアコンパネルの設定温度表示灯の値

は、マルチインフォメーションディスプ

レイの温度単位に連動して切り換わりま

す。
なお、エアコンの設定温度表示灯には

“°C” または “°F” は表示されません。
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マルチインフォメーションディスプレイ
に表示する言語を切り換えることができ
ます。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「言語」に切り換えます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面へ切り換えます。

3. スイッチまたは スイッチを押し

て言語を選択し、 スイッチを押して

決定します。
選択した言語に設定が変更されます。

J10316300068

ヘッドアップディスプレイ [HUD]（タイ

プ別装備）で使用する言語を、マルチイ
ンフォメーションディスプレイの表示言

語と同じ言語へ自動的に切り換わるよう
に設定することができます。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「言語協調」に切り換えます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面へ切り換えます。

3. スイッチまたは スイッチを押し

て設定を選択し、 スイッチを押して

決定します。
選択した条件に設定が変更されます。

スマートフォン連携ナビゲーションに表

示される温度の値は、マルチインフォ
メーションディスプレイの温度単位に連

動して切り換わります。
なお、エアコン情報画面の温度設定表示

には “°C” または “°F” は表示されません。

補機用バッテリーを外すと単位設定の記

憶は消去され、自動的に “°C” に設定され

ます。

表示言語の変更 

アドバイス

アドバイス
補機用バッテリーを外すと言語設定の記

憶は消去され、自動的に日本語に設定さ

れます。

言語設定で “---” を選択すると警告表示や

割り込み表示のときに警告メッセージを
表示しません。

言語協調の設定 アドバイス
補機用バッテリーを外すと言語協調設定

の記憶は消去され、自動的に「ON」（言

語協調する）に設定されます。
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J10316400056

マルチインフォメーションディスプレイ
スイッチとメーター照度調整ボタンの操
作音を鳴らなくすることができます。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「操作音」に切り換えます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面へ切り換えます。

3. スイッチまたは スイッチを押し

て操作音を選択し、  スイッチを押

して決定します。
選択した条件に設定が変更されます。

J10316500057

表示が出るまでの時間を変更することが
できます。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「休憩アラーム」に切り換えま
す。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面へ切り換えます。

3. スイッチまたは スイッチを押し

て表示が出るまでの時間を選択し、

スイッチを押して決定します。
選択した時間に設定が変更されます。

言語協調の設定によって、ヘッドアップ

ディスプレイ [HUD]（タイプ別装備）で

使用される言語は、次のように切り換わ

ります。

•「ON」（言語協調する）が選択されてい

るとき、マルチインフォメーションディ

スプレイの表示言語と同じ言語へ自動
的に変更されます。ただし、選択する言

語によっては、同じ言語に切り換わらな

い場合があります。

•「OFF」（言語協調しない）が選択されて

いるとき、マルチインフォメーション

ディスプレイの表示言語と同じ言語へ

自動的に変更されません。

マルチアラウンドモニター、またはオー

ディオの画面に表示する言語は、言語協

調の設定を「ON」（協調あり）にしても

自動的に変更されません。

操作音の設定 

アドバイス

アドバイス
補機用バッテリーを外すと操作音設定の

記憶は消去され、自動的に ON（操作音あ

り）に設定されます。

操作音の設定はマルチインフォメーショ

ンディスプレイスイッチ、メーター照度

調整ボタンの操作音を消すための機能で
す。警告表示などの音を消すことはでき

ません。

「休憩して下さい」表示が出るま
での時間の変更 
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J10316600029

方向指示器の音色を変更することができ
ます。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「方向指示音」に切り換えます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面へ切り換えます。

3. スイッチまたは スイッチを押し

て方向指示音を選択し、 スイッチを

押して決定します。
選択した方向指示音に設定が変更さ
れます。

J10336900060

ナビ情報を画面に表示するかどうか選択
することができます。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「NAVI 情報表示」画面に切り

換えます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面へ切り換えます。

3. スイッチまたは スイッチを押し

て設定を選択し、  スイッチを押し

て決定します。
選択したナビ情報表示に設定が変更
されます。

J10306700027

EV 航続可能距離の学習値を初期の値に

リセットします。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「航続可能距離」画面に切り換
えます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面へ切り換えます。

アドバイス
補機用バッテリーを外すと設定の記憶は

消去され、自動的にOFFに設定されます。

パワースイッチの電源モードをOFFにす

ると運転時間はリセットされます。

方向指示音の変更 
ナビ情報表示の変更 EV 航続可能距離のリセット 
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3. スイッチまたは スイッチを押し

て「RESET」を選択し、 スイッチを

長く（約 3 秒以上）押して決定します。

ブザーが鳴り EV 航続可能距離の学習

値をリセットします。

J10316800119

各種機能設定を工場出荷時の設定に戻す
ことができます。

1.機能設定画面に切り換えます。
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「全設定リセット」に切り換え
ます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面へ切り換えます。

3. スイッチまたは スイッチを押し

て「RESET」を選択し、 スイッチを

長く（約 5 秒以上）押して決定します。

ブザーが鳴りすべての機能設定が工
場出荷時の設定に戻ります。

出荷時の設定に戻す アドバイス
工場出荷時の設定は次の通りです。

•平均燃費リセットモード：AUTO
•燃費単位：km/L
•温度単位： ℃（摂氏）

•言語（LANGUAGE）：日本語

•言語協調：ON（言語協調する）

•操作音：ON（操作音あり）

•休憩アラーム：OFF
•方向指示音：SOUND 1
•NAVI 情報表示：ON
•車線維持支援機能 [LKA]A：ON

「BSW」（タイプ別装備）、「LKA」（タイプ

別装備）および「テールゲート」（タイプ

別装備）は工場出荷時の設定に戻すこと
ができません。

総合航続可能距離の学習値は、初期の値

にリセットされません。



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-51

5

J10301200027

J10316900093

表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧 

表示灯・警告灯一覧 

1- 車幅灯表示灯 →P.5-81
2- 方向指示表示灯／非常点滅表示灯

→P.5-81
3- フロントフォグランプ表示灯
A→P.5-81

4- ヘッドライト上向き表示灯
→P.5-81

5- オートマチックハイビーム [AHB]表
示灯 →P.5-119

6- READY（走行可能）表示灯 →P.5-81

7- 衝突被害軽減ブレーキシステム
[FCM] ／誤発進抑制機能 OFF 表示

灯 →P.5-112
8- 補機用バッテリー充電警告灯

→P.5-83
9- 充電ランプ →P.5-81

10- RBS（回 生 ブ レ ー キ）警 告 灯

→P.5-84
11- プラグインハイブリッド EV システ

ム警告灯 →P.5-84
12- 車両接近通報装置警告灯 →P.5-169

13- 車線逸脱警報システム[LDW]表示灯

→P.5-117
14- 電動パワーステアリング [EPS]警告

灯 →P.5-176
15- 後側方車両検知警報システム（レー

ン チ ェ ン ジ ア シ ス ト 機 能 付）
[BSW/LCA] 表示灯A

→P.5-128
16- インフォメーション画面表示

→P.5-52
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J10317000059

ランプ類の消し忘れなどお知らせしたい情報が発生したとき、音が鳴って次の画面に切り換わります。
該当ページをお読みいただき必要な処置を行ってください。
警告表示の要因が解消されると、警告表示は自動的に消えます。
→「警告表示一覧」P.5-53
→「その他の割り込み表示」P.5-74
→「ナビ情報表示」P.5-80

17- 電動パーキングブレーキ警告灯
→P.5-83

18- アクティブスタビリティコント
ロール [ASC] 作動表示灯 →P.5-167

19- アクティブスタビリティコント
ロール [ASC] OFF表示灯 →P.5-167

20- ABS 警告灯 →P.5-174
21- SRS エアバッグ／プリテンショ

ナー機構警告灯 →P.2-26
22- エンジン警告灯 →P.5-83
23- シ ー ト ベ ル ト 非 着 用 警 告 灯

→P.2-15
24- ブレーキオートホールド作動表示

灯 →P.5-170
25- ブレーキ警告灯 →P.5-82

インフォメーション画面表示  

アドバイス
次のようなとき、まれに数秒間、警告ブザーとともにインフォメーション画面に警告を表示することがあります。

これは、強い電磁波、ノイズなどを受けたことによって起こるもので、機能上の問題はありません。

•違法無線や電線の火花、レーダー施設などの非常に強い電磁波を受けたとき

•車載電気機器（後付け品含む）の作動時に発生する異常電圧や静電気の放電などがあったとき
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J10317100193

ただし、何回も警告表示したときは、三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告表示一覧 

画面 要因 処置（参照先）

プラグインハイブリッド EV システムに何らかの

異常が発生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

プラグインハイブリッド EV システムに何らかの

異常が発生しています。

ただちに安全な場所に停車し、三菱自動車販売

会社へご連絡ください。

パーキングロックユニットに何らかの異常が発

生したため、電動パーキングブレーキをかけな
いとプラグインハイブリッド EV システムを停

止できません。

ただちに安全で平坦な場所に駐車して、電動

パーキングブレーキをかけ、三菱自動車販売会
社へご連絡ください。
→「電動パーキングスイッチ」P.5-14

充電給電口に充電コネクターが接続されている

とき、プラグインハイブリッド EV システムを

起動しようとしています。

充電給電口から充電コネクターを取り外してか

ら、プラグインハイブリッド EV システムを起

動してください。

アドバイス
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車両または普通充電ケーブルに何らかの異常が

発生したため、充電を中断しました。

車両または普通充電ケーブルが故障しています。

すぐに使用を中止して、三菱自動車販売会社に
ご連絡ください。

画面 要因 処置（参照先）
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普通充電の場合

•充電ケーブルの接続不良、アース接続不良、停

電または漏電により充電が中断された場合に表
示します。

急速充電・V2H 充電の場合

•お客様の操作により充電を中断しました。

•急速充電の時間が 60 分を経過しました。

•接続不良または停電により充電を中断しまし

た。
•車両、急速充電器または V2H 機器側での何らか

の異常が発生したため、充電を中断しました。

普通充電の場合

•充電ケーブルを正しく接続してください。

→「普通充電するときは」P.3-26
•コンセントのアース線が断線または接続されて

いません。コンセントのアース状態をご確認く
ださい。
コントロールボックスのインジケータ ― を確

認してください。
→「普通充電するときは」P.3-26
•停電により充電が中断されたときは、電気の復

旧とともに充電も自動的に再開されます。
•漏電遮断機が作動していないか確認してくださ

い。
•コントロールボックスのインジケータ―を確認

してください。
→「普通充電ケーブル」P.3-21

急速充電・V2H 充電の場合

•充電ケーブルを正しく接続してください。

→「急速充電・V2H 充電・V2H 給電するとき

は」P.3-34
•停電により充電が中断されたときは、電気の復

旧後、再度充電開始操作を行ってください。
•車両のメーターまたは急速充電器またはV2H 機

器側の画面に警告表示が出ている場合、その表
示に従い処置してください。

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-56 運転するときは

5

駆動用バッテリーの温度が低下しています。 周りの車両と同程度の速度が出せる場合は走行

を続けてください。
周りの車両と同程度の速度が出せない場合は、

安全な場所へ停車して、日中、気温が上がるの
を待ってください。

駆動用バッテリー周辺温度が上がってから、プ

ラグインハイブリッド EV システムを起動して

ください。
→「極寒時の注意事項と対処方法」P.3-13

バッテリーチャージモードを選択したとき、駆

動用バッテリーの温度が低い。

特に、処置は必要はありませんが、充電に必要

な時間は長くなります。

駆動用バッテリーの温度が極端に低い。 走行中の場合は、安全な場所に停車してくださ

い。駐車後は、日中、気温が上がるのを待って
から、プラグインハイブリッド EV システムを

起動してください。
→「極寒時の注意事項と対処方法」P.3-13

充電リッドが開いています。 充電リッドを閉めてください。

→「充電リッド」P.3-26、3-34

充電中のエアコン使用により、駆動用バッテ

リー残量が低下したため、エアコンが停止した。

駆動用バッテリーを十分に充電してから、一度

パワースイッチの電源モードを OFF にして ON
にし直すと再度エアコンが使用できます。

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-57

5

「バッテリー残量が少ないためエアコンを現在使

用できません」表示が出ている状態で駆動用
バッテリーが十分に充電され、再度エアコンが
使用できる状態になった。

一度パワースイッチの電源モードを OFF にして

ON にし直すと、再度エアコンが使用できます。

充電中にパワースイッチの電源モードをONにし

た。

充電しながら電装品が使用できます。

→「充電中の電装品の使い方」P.3-41

駆動用バッテリーの残量が少ないため、EV プラ

イオリティモードが使用できません。

→「EV スイッチ」P.5-24

クルーズコントロールまたはレーダークルーズ

コントロールシステム [ACC] が作動しているた

め、EV プライオリティモードが使用できませ

ん。

駆動用バッテリーの温度が極端に低いため、EV 
プライオリティモードが使用できません。

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-58 運転するときは

5

プラグインハイブリッド EV システムの保護機能

が働いている、または外気温が非常に低いため、
EV プライオリティモードが使用できません。

→「EV スイッチ」P.5-24

駆動用バッテリーの残量が少なくなったため、

EV プライオリティモードがキャンセルされまし

た。

クルーズコントロールまたはレーダークルーズ

コントロールシステム [ACC] を作動させたため、

EV プライオリティモードがキャンセルされまし

た。

駆動用バッテリーの温度が低下したため、EV プ
ライオリティモードがキャンセルされました。

駆動用バッテリーの保護機能が働いたため、EV
プライオリティモードがキャンセルされました。

フューエルリッドを開ける準備をしています。 準備が完了するまでお待ちください。

→「フューエルリッド（燃料補給口）」P.5-102

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-59

5

フューエルリッドを開ける準備が完了し、

フューエルリッドが開きました。

燃料を補給してください。

→「フューエルリッド（燃料補給口）」P.5-102
→「給油するときは」P.5-105

給油システムに何らかの異常が発生しています。 三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

→「フューエルリッド（燃料補給口）」P.5-102

フューエルリッドが開いています。 フューエルキャップが確実に閉まっていること

を確認してから、フューエルリッドを閉めてく
ださい。
→「フューエルリッド（燃料補給口）」P.5-102

EV プライオリティモードで運転中に、エアコン

の暖房を選択しています。
（除く、電気温水式ヒーター付き車）

暖房を効かせたいときは、EV プライオリティ

モードを解除してください。
→「EV スイッチ」 P.5-24

燃料の残量が少ないので、TARMAC モードが使

用できません。

→「ドライブモードセレクター」P.5-21

燃料の残量が少なくなったため、TARMAC モー

ドがキャンセルされました。

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-60 運転するときは

5

エンジン冷却水の温度が高いまたは燃料残量が

少ないため、バッテリーセーブモードまたは
バッテリーチャージモードは使用できません。

→「バッテリーセーブ／チャージモードスイッチ」
P.5-26

エンジン冷却水の温度が高くなった、または燃

料残量が少なくなったため、バッテリーセーブ
モードまたはバッテリーチャージモードはキャ
ンセルされました。

電動パワーステアリング [EPS]の制御装置に何ら

かの異常が発生しています。

できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。
→「警告表示」P.5-176

いずれかのドアおよびテールゲートが完全に閉

められていません。
開いているドアが表示されています。

ドアおよびテールゲートを閉めてください。

→「半ドア警告表示」P.5-37

イモビライザー（盗難防止装置）に何らかの異

常が発生しています。

一旦、パワースイッチの電源モードを OFF に戻

し、再度プラグインハイブリッド EV システム

を起動してください。
警告表示が消えないときは、最寄りの三菱自動
車販売会社にご連絡ください。

電源システムに何らかの異常が発生しています。 ただちに安全な場所に停車し、最寄りの三菱自

動車販売会社にご連絡ください。

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-61

5

パワースイッチの電源モードが OFF 以外の状態

のときに運転席ドアが開いています。

電源モードを OFF にしてください。

→「電源モード OFF 戻し忘れ防止機構」P.5-5

パワースイッチの電源モードが OFF 以外の状態

のときに、すべてのドアおよびテールゲートを
施錠しようとしています。

電源モードを OFF にしてください。

→「電源モード OFF 切り換え忘れ防止機構」
P.5-4

キーレスオペレーションシステムに何らかの異

常が発生しています。

→「警告表示について」P.4-13

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-62 運転するときは

5

パワースイッチが
1 回押された

パワースイッチが
2 回以上押された

パワースイッチが押されましたが、キーレスオ

ペレーションキーを検知できません。

パワースイッチにキーレスオペレーションキー

を接触させてください。
→「キーレスオペレーションキーが正常に作動

しないとき（電池切れなど）にプラグインハイ
ブリッド EV システムを起動するときは」P.5-7

ランプ類を消し忘れています。 →「ヘッドライトオートカット機能（自動消灯）」
P.5-92

RBS（回生ブレーキ）が使用できない状態です。 三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

ABS に何らかの異常が発生しています。 急ブレーキや高速走行を避け、安全な場所に停

車して処置を行ってください。
→「ABS 警告」P.5-174

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-63

5

エンジンフード（ボンネット）が開いています。 エンジンフード（ボンネット）を閉めてくださ

い。
→「エンジンフード（ボンネット）」P.7-4

エンジンがオーバーヒートしています。 安全な場所に停車し処置を行ってください。

→「オーバーヒートしたとき」P.8-25

運転席のシートベルトを着用しないままパワー

スイッチの電源モードを ON にしています。

シートベルトを着用してください。

→「シートベルト非着用警告システム」P.2-15

燃料系統に何らかの異常が発生しています。 ただちに三菱自動車販売会社で点検を受けてく

ださい。

燃料の残量が少なくなっています。 ただちに燃料を補給してください。

→「燃料残量警告表示」P.5-38

電動パーキングブレーキをかけたまま走行して

います。

電動パーキングブレーキを解除してください。

→「ブレーキ警告表示」P.5-84

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-64 運転するときは

5

ブレーキ液が不足しています。

ブレーキ装置に何らかの異常が発生しています。

ただちに安全な場所に停車し、最寄りの三菱自

動車販売会社にご連絡ください。
→「ブレーキ警告表示」P.5-84

ブレーキペダルを何度も繰り返して踏み込むと、

ブレーキ警告灯が点灯し警告ブザーが鳴るとと
もに、この警告が表示されることがあります。

ブレーキ操作をやめて数秒後にこの警告が消え、

ブレーキ警告灯が消灯し警告ブザーが鳴り止め
ば、異常ではありません。

電動パーキングブレーキに何らかの異常が発生

しています。

ただちに三菱自動車販売会社で点検を受けてく

ださい。
→「電動パーキングブレーキ」P.5-8

電動パーキングブレーキスイッチを短時間に繰

り返し操作したため、一時的に電動パーキング
ブレーキがかけられない状態です。

→「電動パーキングブレーキ」P.5-8

電動パーキングブレーキ解除時に、セレクトポ

ジションが 以外の状態でブレーキペダルを踏
まずに電動パーキングブレーキスイッチが押さ
れています。

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-65

5

自動的に電動パーキングブレーキが作動しまし

た。

→「ブレーキオートホールド」P.5-170

自動的にブレーキオートホールドがキャンセル

されました。

ブレーキオートホールドが一時的に使用できな

い状態です。

運転席のシートベルトが着用されていない状態

でブレーキオートホールドスイッチを押してい
ます。

シートベルトを着用してからブレーキオート

ホールドスイッチを押してください。
→「ブレーキオートホールド」P.5-170

ブレーキペダルを踏まずにブレーキオートホー

ルドスイッチを押しています。

ブレーキペダルを踏んだままブレーキオート

ホールドスイッチを押してください。
→「ブレーキオートホールド」P.5-170

エンジンオイルの循環系統に何らかの異常が発

生しています。

ただちに安全な場所に停車し、三菱自動車販売

会社にご連絡ください。
→「油圧警告表示」 P.5-85

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-66 運転するときは

5

SRS エアバッグまたはプリテンショナー機構に

何らかの異常が発生しています。

ただちに三菱自動車販売会社で点検を受けてく

ださい。
→「SRS エアバッグ／プリテンショナー機構警

告」 P.2-26

アクティブスタビリティコントロール [ASC]に何

らかの異常が発生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

→「ASC 警告表示」P.5-168

ヒルスタートアシスト [HSA]に何らかの異常が発

生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

→「ヒルスタートアシスト [HSA]：警告表示」
P.5-173

車外温度が 0 °C（32 °F）以下になっています。 路面の凍結に注意して走行してください。

警告表示が出ていなくても路面が凍結している

場合がありますので走行には気をつけてくださ
い。

マイパイロットが前方車両の接近を感知してい

ます。

ブレーキペダルを踏むなどして適切な車間距離

を保持してください。
→「マイパイロット [MI-PILOT]：接近警報」
P.5-153

衝突被害軽減ブレーキシステム[FCM]が衝突の危

険を感知しています。

ブレーキペダルを踏むなど衝突を回避する操作

を行ってください。
→「衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]：前

方衝突警報機能」P.5-108

電動パーキングブレーキが自動で作動できない

状態です。

すみやかにブレーキペダルを踏んでください。

→「ブレーキオートホールド」P.5-170

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-67

5

マイパイロットの制御が作動しています。 →「マイパイロット [MI-PILOT]：レーダークルーズ

コントロールシステム [ACC] の作動」P.5-152

マイパイロットの制御が自動停止し、スタンバ

イ状態になっています。

制御開始の条件が満たされていないため、マイ

パイロットの制御を開始できない状態です。

車速が制御範囲を超えているため、マイパイ

ロットの制御を開始できない状態です。

前方車両を検出していないため、マイパイロッ

トの制御を開始できない状態です。

センサーの汚れの付着など、マイパイロットが

一時的に使用できない状態です。故障ではあり
ません。

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-68 運転するときは

5

マイパイロットに何らかの異常が発生していま

す。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

→「マイパイロット [MI-PILOT]：システムに異

常があるときは」P.5-151

センサー周辺のバンパー表面に汚れや、雪、氷

などが付着したことにより、センサーの検知性
能が低下している状態です。

バンパー表面をきれいにしても警告表示が消え

ないときは、三菱自動車販売会社にご連絡くだ
さい。
→「マイパイロット [MI-PILOT]：レーダーク

ルーズコントロールシステム [ACC] の作動」
P.5-152

車線維持支援機能 [LKA] が、運転者はハンドルを

操作していないと検知している状態です。

ハンドルを持ち、操作してください。

→「マイパイロット [MI-PILOT]：LKA の警告表

示」P.5-160

車線維持支援機能 [LKA] が、ハンドル支援を一時

的にキャンセルしている状態です。

一時的に車線維持支援機能 [LKA]の作動を待機し

ている状態です。故障ではありません。

システムの作動条件を満たすと作動を再開しま

す。
→「マイパイロット [MI-PILOT]：LKA の一時待

機」P.5-161

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-69

5

制御の条件から外れたため、車線維持支援機能

[LKA] の作動が解除された状態です。

マイパイロットを一旦 OFF にし、再度マイパイ

ロットを ON にし LKA を作動させてください。

→「マイパイロット [MI-PILOT]：LKA の解除」
P.5-161

衝突被害軽減ブレーキシステム[FCM]に何らかの

異常が発生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

→「衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]：警

告表示」P.5-113

センサー周辺のバンパー表面に汚れや、雪、氷

などが付着したことにより、センサーの検知性
能が低下している状態です。

バンパー表面をきれいにしても警告表示が消え

ないときは、三菱自動車販売会社にご連絡くだ
さい。
→「衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]：警

告表示」P.5-113

衝突被害軽減ブレーキシステム[FCM]の前方衝突

被害軽減ブレーキが作動しました。

→「衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]：前方衝

突被害軽減ブレーキ機能」P.5-109

何らかの理由により、衝突被害軽減ブレーキシ

ステム [FCM] が一時的に使用できない状態です。

故障ではありません。

→「衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]：警告表

示」P.5-113

車線逸脱警報システム[LDW]または車線維持支援

機能 [LKA] が車線の逸脱を感知しています。

→「車線逸脱警報システム [LDW]：車線逸脱警報」
P.5-118
→「マイパイロット [MI-PILOT]：LKA の警告表示」
P.5-160

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-70 運転するときは

5

車線逸脱警報システム[LDW]に何らかの異常が発

生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

→「車線逸脱警報システム [LDW]：警告表示」
P.5-118

誤発進抑制機能が作動しています。 →「誤発進抑制機能（前進＆後退時）」P.5-122

周囲の状況やセンサー温度の上昇など、何らか

の理由により誤発進抑制機能のセンサーが一時
的に使用できない状態です。

しばらく待っても警告表示が消えないときは、

三菱自動車販売会社にご相談ください。
→「誤発進抑制機能（前進＆後退時）」P.5-122

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-71

5

センサーまたはシステムに何らかの異常が発生

しているため、誤発進抑制機能が正常に作動し
ません。

できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。
→「誤発進抑制機能（前進＆後退時）」P.5-122

センサー温度の上昇など、何らかの理由により

後側方車両検知警報システム（レーンチェンジ
アシスト機能付）[BSW/LCA] が一時的に使用で

きない状態です。

警告表示が消えないときは、三菱自動車販売会

社にご連絡ください。
→「後側方車両検知警報システム（レーンチェ

ンジアシスト機能付）[BSW/LCA]：警告表示」
P.5-129

後側方車両検知警報システム（レーンチェンジ

アシスト機能付）[BSW/LCA] のシステムに何ら

かの異常が発生しています。

できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。
→「後側方車両検知警報システム（レーンチェ

ンジアシスト機能付）[BSW/LCA]：警告表示」
P.5-129

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-72 運転するときは

5

センサー周辺のバンパー表面に汚れや、雪、氷

などが付着したことにより、センサーの検知性
能が低下している状態です。

バンパー表面をきれいにしても警告表示が消え

ないときは、三菱自動車販売会社にご連絡くだ
さい。
→「後側方車両検知警報システム（レーンチェ

ンジアシスト機能付）[BSW/LCA]：警告表示」
P.5-129

後退時交差車両検知警報システム [RCTA] が車両

の接近を感知しています。

後方の車両に注意してください。

→「後退時交差車両検知警報システム [RCTA]」
P.5-130

センサーに何らかの異常が発生しています。 三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

→「オートマチックハイビーム [AHB]：警告表

示」P.5-121
→「衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]：警

告表示」P.5-113
→「車線逸脱警報システム [LDW]：警告表示」
P.5-118

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-73

5

炎天下に駐車したときや極寒の環境など、室内

が高温または低温になり、センサーが一時的に
作動できない状態です。

センサーの温度が規定の範囲内になるとシステ

ムは自動的に作動状態に戻ります。
警告表示が消えないときはセンサーの異常の可

能性がありますので、三菱自動車販売会社で点
検を受けてください。
→「オートマチックハイビーム [AHB]：警告表

示」P.5-121
→「衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]：警

告表示」P.5-113
→「車線逸脱警報システム [LDW]：警告表示」
P.5-118

センサーまたはセンサー前方のフロントガラス

に汚れが付着したり、前方から強い光（太陽光
や対向車のハイビームなど）があることにより、
システムが一時的に使用できない状態です。故
障ではありません。

→「オートマチックハイビーム [AHB]：警告表示」
P.5-121
→「衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]：警告表

示」P.5-113
→「車線逸脱警報システム [LDW]：警告表示」
P.5-118
→「マイパイロット [MI-PILOT]：LKA の警告表示」
P.5-160

オートマチックハイビーム [AHB]に何らかの異常

が発生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

→「オートマチックハイビーム [AHB]：警告表

示」P.5-121

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-74 運転するときは

5

J10317200080

その他の割り込み表示 

画面 要因 処置（参照先）

ブレーキペダルを踏まずにパワースイッチを押

し、電源モードが ACC になったときに表示しま

す。
（電源モードを ACC のままにしていると、定期

的に表示されます。）

プラグインハイブリッド EV システムを起動させ

るときは、セレクトポジションが になってい
ることを確認し、ブレーキペダルをしっかりと
踏みながらパワースイッチを押してください。
→「プラグインハイブリッド EV システムの起

動・停止」P.5-5パワースイッチの電源モードが ON で、プラグイ

ンハイブリッド EV システムが起動していない

ときに表示します。

プラグインハイブリッド EV システム起動時に、

セレクトポジションが 以外の状態でパワース
イッチが押されています。

プラグインハイブリッド EV システムを起動させ

るときは、電動パーキングスイッチを押してセ

レクトポジションが になっていることを確認
し、ブレーキペダルをしっかりと踏みながらパ
ワースイッチを押してください。
→「プラグインハイブリッド EV システムの起

動・停止」P.5-5

駆動用バッテリー残量が低下しています。 速度を落として走行してください。駆動用バッ

テリーの残量が回復すると警告表示は消えます。

駆動用バッテリー残量が著しく低下したため、

モーター出力を制限しています。



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-75

5

プラグインハイブリッド EV システムが高温もし

くは低温になってるため、安全装置が働いて走
行出力を制限しています。

プラグインハイブリッド EV システムが平常温度

に戻ると走行出力の制限は解除されます。
→「酷暑時の注意事項と対処方法」P.3-12
→「酷寒時の注意事項と対処方法」P.3-13

約 3ヶ月間一度も 15L 以上の給油をしていない。

燃料タンク内に燃料が長期間滞留している場合
など、お車の使用状況によっては頻繁に表示さ
れることがあります。

1 回で 15L 以上給油してください。

給油すると警告表示は消えます。
燃料残量計の表示が半分になれば、確実に 15L
以上給油可能となります。

燃料の残量が多くて給油できないときは、普通

充電や急速充電をせず車を使用してください。

約3ヶ月間燃料が1回に約15L以上給油されていな

いと、エンジンや燃料系部品のメンテナンスの
ため READY（走行可能）表示灯が点灯している

間エンジンが自動的に始動されますが、故障で
はありません。
燃料タンク内に燃料が長期間滞留している場合
など、お車の使用状況によっては頻繁に表示さ
れることがあります。
エンジンが始動しているときは、駆動用バッテ
リーを充電している状態になりバッテリー

チャージモード表示画面（ ）が表示
されますが、満充電にはなりません。

1 回で 15L 以上給油してください。警告とバッテ

リーチャージモード表示画面は消え、メンテナ
ンスのためにエンジンが自動的に始動すること
はなくなります。
燃料残量計の表示が半分になれば、確実に 15L
以上給油可能となります。

燃料の残量が多くて給油できないときは、普通

充電や急速充電をせず車を使用してください。

セレクトポジションが の状態でアクセルペダ

ルが踏み込まれています。

発進するときは、セレクトポジションが また

は であることをセレクトポジション表示灯で
確認してからアクセルペダルを踏み込んでくだ
さい。
→「セレクトポジション表示灯」P.5-12

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-76 運転するときは

5

各システムの作動状態をインフォメーション画面に表示します。
詳しくは各システムの該当ページをお読みください。

セレクトポジションが のとき、ブレーキペダ

ルが踏まれずにセレクターレバーが操作されて
います。

ブレーキペダルをしっかりと踏み込んだままセ

レクターレバーを操作してください。

画面 システムの作動状態 参照先

駆動用バッテリーの充電が完了したとき →「普通充電のしかた（AC 200V コンセントまたは

AC 100V コンセントでの充電方法）」P.3-19
→「急速充電・V2H 充電・V2H 給電のしかた」
P.3-33

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-77

5

ドライブモードセレクターで「TARMAC」モー

ドを選択したとき

→「ドライブモード」P.5-20

ドライブモードセレクターで「GRAVEL」モー

ドを選択したとき

ドライブモードセレクターで「SNOW」モード

を選択したとき

ドライブモードセレクターで「NORMAL」モー

ドを選択したとき

ドライブモードセレクターで「ECO」モードを

選択したとき

ナビゲーション作動中、案内ポイントなどが近

づいたとき

→「ナビ情報表示」P.5-80

画面 システムの作動状態 参照先



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-78 運転するときは

5

EV スイッチを ON にしたとき →「EV スイッチ」P.5-24

バッテリーセーブモードにしたとき →「バッテリーセーブモード」P.5-26

バッテリーチャージモードにしたとき →「バッテリーチャージモード」P.5-27

パーキングセンサーが障害物を感知したとき →「パーキングセンサー（フロント／リヤ）」
P.5-132

画面 システムの作動状態 参照先



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

運転するときは 5-79

5

定期点検の時期をお知らせします。

休憩時間を設定することができます。

衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]をONにし

たとき、または警報タイミングを変更したとき

→「FCM ／誤発進抑制機能 ON/OFF スイッチ」
P.5-112

衝突被害軽減ブレーキシステム[FCM]をOFFにし

たとき

→「FCM ／誤発進抑制機能 ON/OFF スイッチ」
P.5-112

誤発進抑制機能を OFF にしたとき →「誤発進抑制機能の ON/OFF 作動切り換え」
P.5-126

画面 処置

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。
詳しくは次の項をお読みください。
→「サービスリマインダー」P.5-39

画面 システムの作動状態 参照先



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

5-80 運転するときは

5
J10317300081

目的地を設定してルート案内が開始され
ているときは、道路分岐や目的地などの
案内ポイントが近づくと、次のようなナ
ビゲーションの一部の情報を表示しま
す。

表示例

画面 処置

安全な場所に停車し、プラグインハイブリッド EV システムを停止して休憩してください。

長距離走行の途中で休憩をとるための、目安としてご使用ください。
運転を開始してから表示が出るまでの時間を設定することができます。
→｛「休憩して下さい」表示が出るまでの時間の変更｝P.5-48
設定した時間が経過すると、表示とブザーで知らせます。その後休憩しないまま運転を続けると、約 5 分

ごとにブザーが鳴り、休憩をとるように促します。
次の場合は、運転した時間がリセットされ、元の表示画面に戻ります。その後、再び設定した時間が

経過すると表示とブザーで休憩をとるように促します。
•3 回目のブザーが鳴る

•パワースイッチの電源モードを OFF にする

•マルチインフォメーションディスプレイスイッチを長く（約 2 秒以上）押し続ける

ナビ情報表示 

1- 案内表示
進行方向や案内地を表示します。

2- 残り距離表示
案内表示された地点までの距離を
表示します。

アドバイス
ナビ情報を画面に表示するかどうか選択

することができます。

→「ナビ情報表示の変更」P.5-49

進行方向

フェリー

ポート 経由地目的地 料金所



表示灯

運転するときは 5-81

5

J10301300028

J10317400024

J10317500025

J10317600042A

J10317700027

J10306800028

J10306900032

別冊の「スマートフォン連携ナビゲー

ション」取扱説明書を併せてお読みくだ
さい。

表示灯 

方向指示表示灯／非常点滅表
示灯 

次の場合に点滅します。
方向指示レバーを操作し、方
向指示灯を作動させたとき。
→「方向指示レバー」 P.5-95
非常点滅灯スイッチを押し、
非常点滅灯を作動させたと
き。
→「非常点滅灯スイッチ」
 P.5-96
走行中に急ブレーキを踏ん
で、自動的に非常点滅灯が作
動したとき。
→「緊急制動信号システム」
 P.5-169

アドバイス ヘッドライト上向き表示灯 

ヘッドライトを上向きにすると
点灯します。

フロントフォグランプ表示灯 

フロントフォグランプを点灯さ
せると表示灯が点灯します。

車幅灯表示灯 

車幅灯を点灯させると表示灯が
点灯します。

READY（走行可能）表示灯 

プラグインハイブリッド EV シ

ステムが起動するまで READY
（走行可能）表示灯は点滅しま
す。プラグインハイブリッド EV
システムが正常に起動し、走行
が可能な状態になると点滅から
点灯に変わります。
→「プラグインハイブリッド EV
システムの起動・停止」P.5-5

充電ランプ 

普通充電ケーブルまたは急速充
電ケーブルが接続されると点滅
します。
その後、充電または給電が開始
されると点灯に切り換わり、充
電または給電が完了すると消灯
します。



警告灯

5-82 運転するときは

5

J10301400029

J10317800060

ブレーキの負圧が不足するとブザーが鳴
り、ブレーキの効きが悪くなるおそれが
あることを運転者に知らせます。

アドバイス
急速充電、V2H 充電または V2H 給電が正

常に終了しなかった場合、プラグインハ
イブリッド EV システムを起動すること

はできますが、充電ランプは点滅し続け
ます。

→「充電トラブルシューティングガイド」
P.3-45

警告灯 

ブレーキ警告灯（ブレーキ警告
ブザー） 

パワースイッチの電源モードを
ON にすると点灯し、数秒後に

消灯します。
走行する前に、必ず警告灯が消
えていることを確認してくださ
い。
また、次のようなときに点灯し
ます。
電動パーキングブレーキを

かけたままのとき
ブレーキ液が不足している

とき
ブレーキ力配分機能の異常

ブレーキの負圧が不足して

いるとき

電動パーキングブレーキをかけ
たまま車速が 8km/h 以上になる

とブザーが鳴り、解除忘れを知
らせます。

ブレーキ警告ブザー 

警告
次の場合はブレーキの効きが非常に悪く

なるおそれがありますので、ただちに車
を安全な場所に止めて三菱自動車販売会

社へご連絡ください。

•ブレーキ警告灯が点灯し、ブレーキ警告

ブザーが鳴っている。

•パワースイッチの電源モードをONにし

た直後にブレーキ警告灯が点灯しない。

•電動パーキングブレーキをかけている

ときパワースイッチの電源モードが ON
の位置でもブレーキ警告灯が点灯しな

い。

•電動パーキングブレーキを解除しても

ブレーキ警告灯が消灯しない。

注意
ブレーキの効きが悪い場合は次の処置に

より車を止めてください。



警告灯

運転するときは 5-83

5

J10324900063

J10317900061

J10307000027

•ブレーキペダルを通常より強く踏んで

ください。
ブレーキペダルが奥まで踏み込まれた

状態になることがありますが、そのまま
ブレーキペダルを強く踏み続けてくだ

さい。

•万一、ブレーキが効かないときは、回生

ブレーキでスピードを落としてから電
動パーキングブレーキスイッチを引き

上げ続けて電動パーキングブレーキを
かけてください。

→「電動パーキングブレーキ」P.5-8
このとき後続車に注意を促すため、ブ

レーキペダルを踏んで制動灯（ブレーキ

ランプ）を点灯させてください。

アドバイス
ブレーキペダルを何度も繰り返して踏み

込むと、ブレーキ警告灯が点灯し、警告
ブザーが鳴ります。また、マルチインフォ

メーションディスプレイにも警告表示し
ます。

→「ブレーキ警告表示」P.5-84
ブレーキ操作をやめて数秒後に警告灯が

消灯し、警告ブザーが鳴り止めば異常で

はありません。

注意 電動パーキングブレーキ警告
灯 

電動パーキングブレーキに異常
があると点灯します。正常なと
きはパワースイッチの電源モー
ドを ON にすると点灯し、数秒

後に消灯します。

注意
警告灯が点灯したまま消灯しないときや

点灯しないときは、電動パーキングブ

レーキが作動しないか解除できなくなる
場合があります。ただちに車を安全な場

所に止めて三菱自動車販売会社にご連絡
ください。

停車する場合は、平らで安全な場所に止

めて電動パーキングスイッチを押し、セ

レクトポジションを にした後、さらに

輪止めをしてください。

アドバイス
輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ

い。

輪止めがないときは、タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

エンジン警告灯 

エンジン制御システムに異常が
あると点灯または点滅します。
正常なときはパワースイッチの
電源モードを ON にすると点灯

し、プラグインハイブリッド EV
システムを起動すると消灯しま
す。

注意
プラグインハイブリッド EV システム起

動中に点灯したときは、高速走行を避け

てただちに三菱自動車販売会社で点検を
受けてください。

補機用バッテリー充電警告灯 

補機用バッテリーの充電系統に
異常があると点灯します。
正常なときはパワースイッチの
電源モードを ON にすると点灯

し、プラグインハイブリッド EV
システムを起動すると消灯しま
す。



インフォメーション画面表示

5-84 運転するときは

5 J10307100028

J10307200029

J10301500020

J10318100060

電動パーキングブレーキをかけたまま走
行すると警告表示します。また、メーター
内の警告灯は電動パーキングブレーキを
かけているだけで点灯します。
→「ブレーキ警告灯」P.5-82

注意
プラグインハイブリッド EV システム起

動中に点灯したときは、必ず次のことを
お守りください。

•ただちに安全な場所に停車し、三菱自動

車販売会社へご連絡ください。

•補機用バッテリーに充電しないでくだ

さい。

プラグインハイブリッドEVシ
ステム警告灯 

プラグインハイブリッド EV シ

ステムに異常があると点灯しま
す。
正常なときはパワースイッチの
電源モードを ON にすると点灯

し、数秒後に消灯します。

注意
プラグインハイブリッド EV システム起

動後に点灯したときは、三菱自動車販売
会社にご連絡ください。

また、インフォメーション画面に次の警
告が表示されたときは、ただちに安全な

場所に停車し、三菱自動車販売会社にご

連絡ください。

RBS（回生ブレーキ）警告灯 

プラグインハイブリッド EV シ

ステム起動中、回生ブレーキシ
ステムが使用できない状態にな
ると点灯します。また、マルチ
インフォメーションディスプレ
イにも警告表示します。
正常なときはパワースイッチの
電源モードを ON にすると点灯

し、プラグインハイブリッド EV
システムが起動すると消灯しま
す。

注意
プラグインハイブリッド EV システム起

動中に点灯したときは、三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

インフォメーション画面表
示 

ブレーキ警告表示 

注意
電動パーキングブレーキをかけたまま運

転するとブレーキが過熱し、ブレーキの
効きが悪くなるとともにブレーキが故障

する原因になります。

警告表示が出たときは電動パーキングブ
レーキを解除してください。



インフォメーション画面表示

運転するときは 5-85

5

パワースイッチの電源モードが ON のと

きにブレーキ液が不足している、または
ブレーキシステムに異常があると警告表
示します。
また、メーター内の警告灯も点灯します。
→「ブレーキ警告灯」P.5-82

J10318300046

プラグインハイブリッド EV システム起

動中、エンジンオイルの圧力が低下する
と警告表示します。

注意
走行中、警告表示したまま消えないとき

はブレーキの効きが悪くなるおそれがあ
りますので、ただちに車を安全な場所に

止めて三菱自動車販売会社にご連絡くだ

さい。

ブレーキ警告表示がブレーキ警告灯、

ABS 警告灯と同時に警告表示したとき

は、ブレーキ力の配分機能も作動しない
ことがあるため、急ブレーキをかけたと

きに車体姿勢が不安定になるおそれがあ
ります。急ブレーキや高速走行を避け、た

だちに車を安全な場所に止めて三菱自動

車販売会社にご連絡ください。

ブレーキの効きが悪い場合は、次の処置

により車を止めてください。

•ブレーキペダルを通常より強く踏んで

ください。
ブレーキペダルが奥まで踏み込まれた

状態になることがありますが、そのまま
ブレーキペダルを強く踏み続けてくだ

さい。

•万一、ブレーキが効かないときは、回生

ブレーキでスピードを落としてから、電
動パーキングブレーキスイッチを引き

上げ続けて電動パーキングブレーキを
かけてください。

→「電動パーキングブレーキ」P.5-8
このとき後続車に注意を促すため、ブ

レーキペダルを踏んで制動灯（ブレーキ

ランプ）を点灯させてください。

アドバイス
ブレーキペダルを何度も繰り返して踏み

込むと、ブレーキ警告灯が点灯し警告ブ
ザーが鳴るとともに、この警告が表示さ

れることがあります。ブレーキ操作をや
めて数秒後にこの警告が消え、ブレーキ

警告灯が消灯し警告ブザーが鳴り止め

ば、異常ではありません。

注意 油圧警告表示 

注意
エンジンオイルが不足したまま運転した

り、エンジンオイルの量が正規であって

も警告表示したままで運転するとエンジ

ンが焼き付き、破損するおそれがありま
す。

警告表示したときは、ただちに安全な場

所に停車しプラグインハイブリッド EV
システムを止め、エンジンオイルの量を

点検してください。

点検方法は別冊の「メンテナンスノート」
をお読みください。

エンジンオイル量が正常で警告表示した

ときは、三菱自動車販売会社にご連絡く
ださい。



ヘッドアップディスプレイ [HUD]

5-86 運転するときは
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J10336800102A

ヘッドアップディスプレイ [HUD] は、運

転中に前方を見ながらメーターの情報
（速度表示、ナビゲーションの案内など）
を確認しやすいように、透明なディスプ
レイに情報を表示します。

＜表示される情報＞

走行速度

ナビゲーション情報

クルーズコントロール情報

マイパイロット [MI-PILOT] 情報

A

走行出力制限情報

メーター内のインフォメーション画面に
警告表示したときは、ディスプレイにも
警告が表示されます。
→「表示灯・警告灯・インフォメーショ

ン画面表示一覧」P.5-51

＜警告表示例＞

半ドア警告

シートベルト非着用警告

マイパイロット [MI-PILOT] 警告

A

衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]
警告

車線逸脱警報システム [LDW] 警告

アドバイス
油圧警告表示はオイル量を示すものでは

ありません。オイル量の点検は必ずオイ
ルレベルゲージで行ってください。

ヘッドアップディスプレイ
[HUD] 

表示例

ディスプレイ

インフォメー

ション表示画面
速度表示

画面

ナビゲーション

情報表示画面

警告
HUD の操作は、必ず停車中に行ってくだ

さい。走行中に操作すると、前方不注意

で思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

ディスプレイに水をかけたり、飲み物な

どをこぼしたりしないでください。
スイッチ類、配線や電気部品にかかると、

故障や車両火災の原因になります。
万一、飲み物などをこぼした場合は、可

能な限り水分を取り除き、すみやかに三

菱自動車販売会社にご相談ください。

注意
HUD の展開・格納時には、可動部に手な

どを近づけないでください。はさまれて

けがをするおそれがあります。

HUDの周辺に、物を置かないでください。

ディスプレイが展開しない、または展開
の妨げになり、故障の原因になります。

ディスプレイの展開・格納や角度調整を

手で行わないでください。無理な力で操

作すると、故障の原因になります。

警告



ヘッドアップディスプレイ [HUD]
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5

1.パワースイッチの電源モードがONの

ときに、 スイッチを押すとディス

プレイが展開します。

2.オープニングの画面が表示された後、
情報を表示します。

1.ディスプレイが展開しているときに、

スイッチを押します。

ディスプレイにシールなどを貼らないで

ください。表示や、展開・格納時の妨げ
になり、故障の原因になります。また、表

示部の照度を調整するセンサーが正常に
機能しなくなり、表示が見えにくくなり

ます。

センサーの受光部に強い光を当てないで

ください。故障の原因になります。

HUDの格納部に物を落として取り出せな

いときや、物が落ちたままディスプレイ
が格納され展開しなくなったときは、三

菱自動車販売会社で点検を受けてくださ

い。

アドバイス
サングラスを使用しているときは、表示

が見えにくくなる場合があります。サン

グラスを外すか、ディスプレイの照度調

整を行ってください。
→「ディスプレイの照度を調整するとき

は」P.5-88

注意

センサー

補機用バッテリーの接続を外したとき

や、補機用バッテリーの電圧が低下した
ときは、ディスプレイの角度が変化して

見えにくくなることがあります。ディス
プレイの角度調整を行ってください。

→「ディスプレイの角度を調整するとき

は」P.5-88
気象条件（雨、雪、直射日光、温度など）

によって、表示が見えにくくなることが
あります。ディスプレイの角度および照

度調整を行ってください。

→「ディスプレイの角度を調整するとき

は」P.5-88
→「ディスプレイの照度を調整するとき

は」P.5-88

使用するときは 

アドバイス
 スイッチを押してもディスプレイが展

開または格納しないときは、ディスプレ

イの周辺に可動の妨げになる物がないか
確認してください。何も妨げになる物が

ないのにディスプレイが展開・格納しな

いときは、三菱自動車販売会社で点検を
受けてください。

アドバイス ディスプレイを展開するときは 

アドバイス
パワースイッチの電源モードをOFFにし

ても、ディスプレイの展開・格納状態を

記憶しています。

ディスプレイを格納するときは 



ヘッドアップディスプレイ [HUD]
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2.車両が停止しているときは設定案内

画面が表示されるので、再度 スイッ

チを押します。

3.エンディングの画面が表示された後、
ディスプレイが格納します。

ディスプレイが展開しているときに、

スイッチの または を押すと、ディ

スプレイの角度が調整され、情報の表示
位置が上下に変化します。

ディスプレイが展開しているときに、

スイッチの または を押すことに

よりディスプレイの照度が変わります。
車幅灯の点灯・消灯に応じて、夜用・昼
用の照度をそれぞれ16段階ずつ調整する

ことができます。

アドバイス
パワースイッチの電源モードをOFFにす

ると、ディスプレイは自動的に格納しま
す。

ディスプレイの角度を調整する
ときは 

ディスプレイの照度を調整する
ときは 

アドバイス
車幅灯の点灯・消灯に応じて、ディスプ

レイの夜用・昼用の照度は自動で切り換
わります。

手動調整に加え、車外の明るさに応じて

自動でも照度が切り換わります。



ヘッドアップディスプレイ [HUD]
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停車しているときに、ナビゲーション情
報の表示を ON（表示）または OFF（非

表示）に設定することができます。

1.表示設定を行うときは、ディスプレイ

が展開しているときに、 スイッチを

押します。

2.設定案内画面が表示されるので、 ス

イッチを長押しします。

3.ディスプレイが表示設定画面に切り
換わります。

4. スイッチの を押し、NAVI 情報表

示 ONまたはNAVI情報表示OFFを選

択します。 スイッチを押して決定し

ます。

5. スイッチの または を押し、

OFF または ON を選択します。 を押

して決定します。

ナビゲーション情報表示画面を
切り換えるときは 

ナビゲーション情報が ON（表示）のとき

ナビゲーション情報が OFF（非表示）の

とき

ナビゲーション情報が ON（表示）のとき

ナビゲーション情報が OFF（非表示）の

とき

ナビゲーション情報が ON（表示）のとき

ナビゲーション情報が OFF（非表示）の

とき



ライトスイッチ
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5

6. スイッチの を押し、戻るを選択

します。 を押して決定します。

7.戻るが選択された状態で、 スイッチ

を押すと、ナビゲーション情報の表示
が OFF（非表示）または ON（表示）

になります。

J10301700149

パワースイッチの電源モードが ON のと

きに使用できます。ライトスイッチを
AUTO 位置にすると、車外の明るさに応

じてヘッドライト、車幅灯、尾灯、番号
灯などが自動的に点灯・消灯します。
電源モードをOFFにすると自動的に消灯

します。

ナビゲーション情報が ON（表示）のとき

ナビゲーション情報が OFF（非表示）の

とき

ライトスイッチ 

アドバイス
雨の日や洗車後などにレンズ内側が曇る

ことがあります。

これは湿気の多い日などに窓ガラスが曇
るのと同様の現象で、機能上の問題はあ

りません。
ランプを点灯すると熱で曇りは取れま

す。ただし、ランプ内に水がたまってい

るときは三菱自動車販売会社で点検を受
けてください。

ナビゲーション情報が ON（表示）のとき

ナビゲーション情報が OFF（非表示）の

とき

自動で使うときは（オートライ
トコントロール） 

アドバイス
トンネルの出口などで急に周囲が明るく

なっても、しばらくはヘッドライトが点

灯し続けます。



ライトスイッチ
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パワースイッチの電源モードの状態に関
係なく使用できます。

ライトスイッチを回すと下表の○印のラ
ンプが点灯します。

*：ライトスイッチが の位置でも、走
行すると車外の明るさに応じてヘッドラ
イトが自動で点灯します。停車してライ

トスイッチを またはAUTOの位置にし

てから の位置に戻すと、ヘッドライト
は消灯します。

J10340200080

夜間など暗い場所を走行しているときは
ランプ類を消灯させることができません
が、停車中は消灯させることができます。

停車中にライトスイッチを の位置に
すると、ヘッドライトのみ消灯します。

AUTOの位置でフロントフォグランプ（タ

イプ別装備）が点灯しているとき、パワー
スイッチの電源モードを OFF にすると、

フロントフォグランプも自動消灯しま
す。

フロントガラスにステッカーやラベルを

貼ってセンサーを覆わないでください。
センサーが車外の明るさを検知できなく

なり、ライトが自動では点灯・消灯しな

くなるおそれがあります。

フロントガラスの交換・センサー付近の

ガラス補修をするときは、三菱自動車販
売会社にご相談ください。

AUTO の位置で点灯・消灯しないときは、

三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ
さい。

手動で使うときは 

アドバイス

センサー

ライトスイッチの
位置

ヘッドライト ○ —*

車幅灯 ○ ○

尾灯 ○ ○

番号灯 ○ ○

計器類照明灯、
LED インテリア

イルミネーション

○ ○

自動点灯時のライト消灯 

ヘッドライトを消灯させるとき
は 

アドバイス
消灯中に次の操作をすると、消灯状態が

解除されます。

•ライトスイッチを回す

•再度走行を開始する



ライトスイッチ
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停車中にOFFスイッチを約 1秒以上押し

続けると、すべてのライトが消灯します。

J10339100021

ライトスイッチが AUTO の位置で尾灯が

消灯しているとき、プラグインハイブ
リッド EV システム起動後に電動パーキ

ングブレーキを解除する、またはセレク

トポジションを 以外にすると点灯しま
す。

J10318400119

ライトスイッチが または の位

置でも、パワースイッチの電源モード
を OFF にし、運転席ドアを開くと、ラ

ンプ類が自動的に消灯します。

ライトスイッチが または の位

置でも、パワースイッチの電源モード
を OFF にし、運転席ドアを開かない

まま約3分たつとランプ類が自動的に

消灯します。

降車後も約 3 分間ランプ類を点灯させて

おくことができます。

すべてのライトを消灯させると
きは 

アドバイス
消灯中に次の操作をすると、消灯状態が

解除されます。

•OFF スイッチを押す

•ライトスイッチを回す

•再度走行を開始する

LED デイタイムランニングラ
ンプ 

アドバイス
ライトスイッチが または の位置の

とき、または AUTO の位置で尾灯が点灯

しているときは車幅灯として点灯しま

す。

LED
デイタイムランニングランプ

ヘッドライト*オートカット機
能（自動消灯） 

*ヘッドライトやフォグランプなどの車
外照明

アドバイス
ランプ類が自動的に消灯した後、OFF ス

イッチを押すと、ライトスイッチの位置

に応じたランプ類を再び点灯させること

ができます。

降車後、照明として利用するとき
は 



ライトスイッチ

運転するときは 5-93

5

1.ライトスイッチを AUTO にし、パワー

スイッチの電源モードを OFF にしま

す。 
2.ライトスイッチを の位置にし、降車
します。

3.約 3 分後にランプ類が自動消灯しま

す。

J10318600049

ライトスイッチが または の位置の
ままでパワースイッチの電源モードを
OFF にして運転席のドアを開くと、ブ

ザーが鳴り、ランプ類の消し忘れを知ら
せます。

ヘッドライトオートカット機能が働く、
ライトスイッチを AUTO にする、または

ドアを閉じればブザーは止まります。

J10318700112

レバーを（1）まで引くたびにヘッドライ

トの照らす方向が上向き、下向きと交互
に切り換わります。
レバーを（2）まで軽く引くと、引いてい

る間ヘッドライトが上向きになり、メー
ター内の表示灯も点灯します。 J10318800100

ライトスイッチが AUTO の位置のとき、

キーレスオペレーションキーのUNLOCK
スイッチを押すと、車幅灯が約 30 秒間点

アドバイス
ライトスイッチを 位置にすると、降車

後照明として利用できません。（自動消灯

せず、通常通りランプ類が点灯し続けま
す。） 

運転席から降車するとき、パワースイッ

チの電源モードがOFFのときはライト消

し忘れブザーが鳴り、OFF 以外のときは

電源モードOFF戻し忘れ警告ブザーが鳴

りますが、ドアを閉じれば止まります。

アドバイス
次の機能を変更することができます。

•ライトスイッチが 位置でも降車後照

明として利用できるようにする。

•ランプ類のオートカット機能を働かな

くする。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま
す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

ライト消し忘れブザー 

上下切り換え 

アドバイス

アドバイス
ライトスイッチの位置に関係なく、レ

バーを（2）まで軽く引いている間ヘッド

ライトが上向きで点灯します。

ヘッドライトを上向きにしたまま戻し忘

れても、次回ライトスイッチを の位置

にすると必ず下向きで始まります。

オートマチックハイビーム [AHB] を使用

すると、センサーにより自動で上下切り
換えを行うことができます。詳しくは

「オートマチックハイビーム [AHB]」をお

読みください。→P.5-119

ウェルカムライト 



ヘッドライトレベリングダイヤル

5-94 運転するときは

5

灯します。車外が暗いときのみ点灯しま
す。

J10318900101

パワースイッチの電源モードをOFFにし

た後、約 30 秒間ヘッドライト（ロービー

ム）を点灯させておくことができます。

1.ライトスイッチをAUTOの位置にしま

す。
2.電源モードを OFF にします。

3.電源モードをOFFにしてから約 60秒

以内に、方向指示レバーを手前に引き
ます。

4.ヘッドライト（ロービーム）が約 30
秒間点灯します。消灯した後、再度約
30 秒間点灯させたい場合は、電源モー

ドをOFFにしてから約 60秒以内のと

きは、レバーを手前に引いてくださ
い。また、約 60 秒以上のときは、手

順 1 から操作してください。

J10308000037

ヘッドライトの照らす方向（光軸）は、乗
員の人数や荷物の重さなどによって変化
します。人や荷物を乗せて、ヘッドライ
トの光軸がいつもより上向きになった場
合は、ダイヤルを回してヘッドライトの
光軸を下向きに調整します。ダイヤルの
数字が大きくなるほど下向きになりま
す。

アドバイス
ウェルカムライトが作動中に、次の操作

を行うとウェルカムライトが停止しま
す。

•キーレスオペレーションキーのLOCKス
イッチを押したとき

•ライトスイッチを または の位置

にしたとき

•パワースイッチの電源モードをONの状

態にしたとき

次の通り機能を変更することができま

す。

•ヘッドライト（ロービーム）の点灯を追

加する。

•ウェルカムライトを働かなくする。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

また、スマートフォン連携ナビゲーショ
ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

カミングホームライト アドバイス
カミングホームライトが作動中に、次の

操作を行うとカミングホームライトが停

止します。

•レバーを手前に引いたとき

•ライトスイッチを または の位置

にしたとき

•パワースイッチの電源モードをONの状

態にしたとき

次の機能を変更することができます。

•ヘッドライトの点灯時間を調整する。

•カミングホームライトを働かなくする。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。

ヘッドライトレベリングダ
イヤル 

アドバイス



フロントフォグランプスイッチ

運転するときは 5-95

5
乗員の人数や荷物の重さに応じて次の表
を目安にダイヤル位置を調整してくださ
い。
人や荷物を降ろした後は、必ずダイヤル
を “0” の位置に戻してください。 : 乗員

: ラゲッジルーム最大積載時

J10302100052A

霧の出ているとき、雨や雪などの降る夜
間など視界が悪いときに使用します。

ヘッドライトまたは尾灯が点灯している
ときにノブを上に回すと、フロントフォ
グランプが点灯し、メーター内の表示灯
も点灯します。消灯するときはノブを下
に回します。

J10301900095

パワースイッチの電源モードが ON のと

きにレバーを（1）まで操作すると、方向

指示灯とメーター内の表示灯が点滅しま
す。

注意
調整は必ず走行前に行ってください。

走行中の調整は運転を誤り思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

乗員やラゲッジ
ルームの状態

ダイヤル
位置

運転席乗車時

0運転席 + 助手席乗

車時

全席乗車時 1

全席乗車時 +
ラゲッジルーム
最大積載時

2

運転席乗車時 +
ラゲッジルーム
最大積載時

2

アドバイス
車検などで光軸調整をするときは、ダイ

ヤルを “0” の位置（光軸が一番上向きの位

置）にしてから行ってください。

フロントフォグランプス
イッチ 

乗員やラゲッジ
ルームの状態

ダイヤル
位置

アドバイス
ヘッドライトと尾灯が消灯すると、フロ

ントフォグランプも自動消灯します。

再度点灯させたいときは、ヘッドライト

または尾灯が点灯しているときに、もう
一度ノブを上に回します。

方向指示レバー 



非常点滅灯スイッチ

5-96 運転するときは

5

レバーはハンドルを戻すと自動的に戻り
ます。緩いカーブなどで戻らないときは
手で戻してください。
車線変更などのときは、レバーを（2）ま

で軽く操作すると操作している間だけ方
向指示灯とメーター内の表示灯が点滅し
ます。また、レバーを（2）まで軽く操作

し、すぐ離すと方向指示灯とメーター内
の表示灯が 3 回点滅します。

J10302000051

故障したときなど、やむを得ず路上に車
を止めたいときに使用します。
スイッチを押すとすべての方向指示灯が
点滅し、メーター内の表示灯も点滅しま
す。もう一度押すと消灯します。

1- 方向指示
2- 車線変更

アドバイス
点滅が異常に速くなったときは、方向指

示灯の球切れが考えられますので三菱自
動車販売会社で点検を受けてください。

次の機能を変更することができます。

•パワースイッチの電源モードがONまた

は ACC のときにレバーを操作すると、

方向指示灯とメーター内の表示灯を点

滅させる。

•車線変更時、方向指示灯の 3 回点滅機能

を働かなくする。

•車線変更時、方向指示灯の 3 回点滅機能

のレバー操作時間を調整する。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。

方向指示器の音色を変更することができ

ます。
→「方向指示音の変更」P.5-49

非常点滅灯スイッチ 

アドバイス

アドバイス
READY（走行可能）表示灯が消灯してい

るときに長時間使用すると補機用バッテ

リーが上がり、プラグインハイブリッド
EV システムの起動ができなくなること

があります。

スイッチを押して非常点滅灯を点滅させ

ているときは、緊急制動信号システムは

作動しません。
→「緊急制動信号システム」P.5-169



ワイパー／ウォッシャースイッチ

運転するときは 5-97

5

J10302200053

J10319100126

パワースイッチの電源モードが ON また

は ACC のときに使用できます。

ワイパー／ウォッシャース
イッチ 

注意
寒冷時にウォッシャーを使用するとガラ

スに噴き付けられたウォッシャー液が凍

結し、視界を妨げることがあります。
ウォッシャー使用前にヒーターやリヤデ

フォッガーを使って、ガラスを暖めてく
ださい。

ガラスがほこりや泥で汚れているとき

は、洗車するかウォッシャー液を噴射し

てからワイパーを使用してください。
汚れたままでワイパーを動かすとガラス

に傷がつくことがあります。

ウォッシャー液が出ないとき、ウォッ

シャースイッチを操作し続けるとポンプ
が故障するおそれがあります。ウォッ

シャー液量を点検してください。
→「ウォッシャー液の点検・補給」P.7-6

凍結などでワイパーブレードがガラスに

張り付いたまま作動させないでくださ
い。ガラスに張り付いたまま作動させる

とワイパーブレードを傷めたり、ワイ

パーモーターが故障するおそれがありま
す。

凍結のおそれがあるときや長時間ワイ
パーを使用しなかったときは、ワイパー

ブレードがガラスに張り付いていないこ

とを確認してください。

アドバイス
ワイパーを作動中、積雪などによりワイ

パーブレードが途中で止まったときは、
モーターの過熱を防ぐためワイパーの作

動が一時的に停止することがあります。
このようなときは、必ず車を安全な場所

に止めてパワースイッチの電源モードを

OFF にして積雪などを取り除いてくださ

い。

モーターが冷えればワイパーは再び使用
できるようになりますので、ワイパーが

作動することを確認してからご使用くだ
さい。

フロントワイパースイッチ 

アドバイス
後方の視界を確保するため、フロントワ

イパーが作動中にセレクトポジションを

にすると、リヤワイパーが自動的に数

回作動します。

→「リヤワイパー／ウォッシャースイッ

チ」P.5-100

MIST 1 回作動

（ワイパーミスト機能）
OFF 停止
AUTO 自動作動（雨滴感応）

雨の程度に応じて、自動的にワイ
パーが作動します。

LO 低速作動
HI 高速作動

アドバイス
次の機能を変更することができます。

•自動作動（雨滴感応）を間欠作動（車速

感応）に変更する。

•自動作動（雨滴感応）を間欠作動（除

く、車速感応）に変更する。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み
ください。



ワイパー／ウォッシャースイッチ

5-98 運転するときは

5

パワースイッチの電源モードが ON のと

きに使用できます。レバーを AUTO の位

置にすると、雨の程度（雪やその他の液
体、ほこりなどを含む）をレインセンサー
が感知し、ワイパーが自動作動します。

ただし、次のような場合、フロントガラ
スに傷がついたり、ワイパーブレードを
傷めるおそれがありますので、レバーを
OFF の位置にしてください。

晴れた日が続き、フロントガラスが汚

れているとき
空気が乾燥し、フロントガラスが汚れ

ているとき

レインセンサー

レインセンサー

注意
パワースイッチの電源モードが ON の状

態で、レバーが AUTO の位置のとき、次

のような場合、ワイパーが自動作動する

ことがあります。
手や指をはさむと、けがをしたり、ワイ

パーを損傷するおそれがありますので電
源モードを OFF にするか、レバーを OFF
にして、レインセンサーを停止してくだ
さい。

•フロントガラス掃除の際、レインセン

サーをフロントガラス越しに触れたと

き

•フロントガラス掃除の際、レインセン

サーをフロントガラス越しに拭いたと

き

•自動洗車機を使用するとき

•フロントガラスまたはレインセンサー

に衝撃を与えたとき

アドバイス
ワイパーのゴム部分を保護するため、プ

ラグインハイブリッド EV システム起動

後、車両を止めた状態で外気温が低いと
き（約 0°C 以下のとき）は、レバーが

AUTO の位置にあってもワイパーは作動

しません。

フロントガラスにステッカーやラベルを

貼ってセンサーを覆わないでください。
また、フロントガラスにコーティングを

しないでください。センサーが雨を検知
できなくなり、ワイパーが正常に作動し

なくなるおそれがあります。

次のような場合は、レインセンサーの故

障が考えられます。三菱自動車販売会社
で点検を受けてください。

•雨の程度が変化しているにもかかわら

ず、ワイパーが一定間隔作動していると

き

•雨が降っているにもかかわらず、ワイ

パーが動かないとき

レインセンサー上部のウインドウガラス

に虫や異物などが付着したり、ウインド
ウガラスが凍結しているときは、ワイ

パーが自動的に作動することがありま

す。
ワイパーでフロントガラスの付着物を取

り除けないときは、ワイパーが自動的に
停止します。ワイパーを作動させたいと

きは、レバーを LO または HI の位置にし

てください。

また、強い直射日光や電磁波などの原因

によってもワイパーが自動的に作動する
ことがあります。ワイパーを停止させた

いときは、レバーを OFF の位置にしてく

ださい。

フロントガラスの交換・センサー付近の

ガラス補修をするときは、三菱自動車販

売会社にご相談ください。

アドバイス



ワイパー／ウォッシャースイッチ

運転するときは 5-99

5

レバーが AUTO の位置のときに、ノブを

回すとレインセンサーの感度を調整でき
ます。

次のように、レバーまたはノブを操作す
るとワイパーが 1 回だけ作動します。霧

雨のときなどにご使用ください。

パワースイッチの電源モードがONま

たは ACC のとき、レバーを MIST 位

置に上げて離す
レバーを MIST 位置に上げている間

は、ワイパーが連続作動します。

パワースイッチの電源モードがONの

とき、レバーを AUTO 位置にしてノブ

を + 側に回す

J10319200097

パワースイッチの電源モードが ON また

は ACC のときに使用できます。

レバーを手前に引いている間、ウォッ
シャー液が噴射します。
ワイパーが作動していないときや間欠作
動中にウォッシャー液を噴射するとワイ
パーが数回作動します。さらに約 6 秒後

にワイパーがもう 1 回作動します。

また、レバーを手前に引いてすぐに離す
と、自動的にウォッシャー液を数回に分
けて噴射しながらワイパーが数回作動し
ます。（インテリジェントウォッシャー）
さらに約 6 秒後にワイパーがもう 1 回作

動します。
ワイパー作動中にレバー操作すると、イ
ンテリジェントウォッシャーは停止しま
す。

雨滴感応の調整のしかた

+ 高感度（雨に反応しやすい）
- 低感度（雨に反応しにくい）

ワイパーミスト機能

ノブ

ノブ

フロントウォッシャースイッ
チ 



ワイパー／ウォッシャースイッチ

5-100 運転するときは

5

J10319300085

パワースイッチの電源モードが ON また

は ACC のときに使用できます。

レバー先端のツマミを回すと、次の通り
作動します。 

アドバイス
ワイパーを作動させずにウォッシャー液

を噴射するときは、レバーを手前に引い
た状態でパワースイッチの電源モードを

ON または ACC にするとワイパーは連動

せず、ウォッシャー液のみが噴射します。

次の機能を変更することができます。

•ウォッシャー液を噴射しても常時ワイ

パーを連動させないようにする

•インテリジェントウォッシャーを働か

なくする

•約 6秒後にワイパーがもう 1回作動する

機能を働かなくする

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

また、スマートフォン連携ナビゲーショ
ンの画面操作で変更することもできま

す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

リヤワイパー／ウォッシャー
スイッチ 

INT 間欠作動
数回作動し、その後約 8 秒おきに作

動
OFF 停止

この位置に回している間、ウォッ
シャー液を噴射。同時にワイパーが
数回作動。

アドバイス
フロントワイパーまたはリヤワイパーが

作動中にセレクトポジションを にする

と、リヤワイパーが自動的に数回作動し

ます。（自動作動モード）

リヤワイパーは自動的に作動した後、レ
バー先端のツマミがOFF位置にあれば停

止し、INT 位置にあれば間欠作動に戻り

ます。
また、リヤワイパーが INT 位置で作動中

にセレクトポジションを にするときだ

け自動作動モードが作動するように変更
することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま
す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

ワイパーを作動させずウォッシャー液を

噴射するときは、レバー先端のツマミを

の位置に回した状態でパワースイッチ

の電源モードをONまたはACCにすると

ワイパーは連動せず、ウォッシャー液の

みが噴射します。

レバー先端のツマミがOFF位置にあると

き、約 1 秒以内に INT 位置に 2 回繰り返

し回して INT 位置で止めると、リヤワイ

パーが連続作動します。（連続作動モー

ド）
ツマミをOFFの位置にすると連続作動は

止まります。

次の機能を変更することができます。



リヤデフォッガー（曇り取り）スイッチ

運転するときは 5-101

5
J10302300113

リヤガラスにプリントされた電熱線でガ
ラスを暖めて曇りを取ると同時に、ガラ
ス表面の霜や氷を取り除きやすくしま
す。
READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときにスイッチを押すと作動し、表示
灯が点灯します。
もう一度押すとスイッチが切れます。

リヤデフォッガースイッチを押すと同時
にドアミラーの曇りも取ることができま
す。 
→「ヒーテッドドアミラー」P.4-47

•ワイパーの間欠作動時間を調整する

•ウォッシャー液を噴射しても常時ワイ

パーを連動させない

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で変更することもできま
す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

リヤデフォッガー（曇り取
り）スイッチ 

アドバイス

アドバイス
READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときに外気温が低くなると、リヤデ

フォッガースイッチを押さなくてもリヤ

デフォッガーが自動的に作動（パワース
イッチの電源モードを ON にしてから一

度のみ自動的に作動）するように設定す
ることができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で設定することもできま
す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

表示灯

READY（走行可能）表示灯が消灯した状

態で長時間使用すると、補機用バッテ
リーの電圧が低下し、プラグインハイブ

リッド EV システムの起動ができなくな

ることがあります。

この装置は約15～20分後に自動的に切れ

ます。

リヤガラス付近に物を置かないでくださ

い。車の振動で物が当たると電熱線が切
れることがあります。

リヤガラスの内側を清掃するときは、電

熱線を傷つけないように柔らかい布を使
い電熱線に沿って拭いてください。

アドバイス



ステアリングヒータースイッチ

5-102 運転するときは

5

J10325200047A

ステアリング内部のヒーターによりステ
アリングの左右のグリップ部分を温めま
す。

：加温範囲

パワースイッチの電源モードが ON のと

きに、スイッチを押すとステアリング
ヒーターが作動し、スイッチ内の表示灯
が点灯します。
ステアリングヒーターは、作動してから
約 30 分後に自動で停止します。途中で停

止したいときは、スイッチをもう一度押
します。表示灯が消灯し、ステアリング
ヒーターが停止します。

J10302400026

ハンドルのパッドを押すとホーン（警音
器）が鳴ります。

J10324300025

フューエルリッド（燃料補給口）は車両
の左側後方にあります。

J10324400071

1.給油する前に、パワースイッチを押し
てプラグインハイブリッド EV システ

ムを停止させてください。
2.運転席右下のフューエルリッドオー
プンスイッチを押します。

ステアリングヒータース
イッチ 

注意
長時間の連続使用は低温やけど（水ぶく

れなど）の原因になります。特に次のよ

うな方は注意してください。

•お年寄り

•皮膚の弱い方

水、ジュースなどをこぼしたときは十分

乾かしてから使用してください。

アドバイス
READY（走行可能）表示灯が消灯してい

るときの連続使用は補機用バッテリーが
上がる原因になります。

ホーンスイッチ 

表示灯

フューエルリッド（燃料補
給口） 

開けるときは 

パッド



フューエルリッド（燃料補給口）

運転するときは 5-103

5
3.補給口から燃料が吹き返すのを防ぐ
ために、燃料タンク内の圧力が自動的
に開放されます。
フューエルキャップを開ける前に、イ
ンフォメーション画面に「給油準備完
了しました」が表示されたことを確認
してください。燃料タンク内の圧力が
高い場合は、準備が完了するまでに数
十秒間かかる場合があります。

4.フューエルキャップのツマミを持ち、
ゆっくり左に回して外します。

警告
システムに異常があるときは、インフォ

メーション画面に次の警告が表示され、
フューエルリッドは開けることができな

くなります。
できるだけ早く三菱自動車販売会社で点

検を受けてください。

アドバイス
補機用バッテリーが電圧不足のとき、ま

たは上がっているときは、燃料タンク内

の圧力を開放することができず、フュー
エルリッドを開けることはできなくなり

ます。



フューエルリッド（燃料補給口）

5-104 運転するときは

5

J10324500043

1.フューエルキャップをカチッカチッ
と音がするまで右に回して閉めます。

2.フューエルリッドを手で軽く押して
閉めます。

J10308100025

万一、フューエルリッドが開かなくなっ
たときは、ラゲッジルーム左側面にある
リッドの内側のリリースレバーを操作し
て開けることができます。

J10308200026

リッドを外して、リリースレバーを矢印
の方向に引くとフューエルリッドを開け
ることができます。

アドバイス
給油中、フューエルキャップをリッド裏

側のホルダーに収めておくことができま

す。または、フューエルキャップのひも
をリッド裏側のフックに掛けてキャップ

を固定することができます。

燃料は必ず指定された燃料をご使用くだ

さい。

→「燃料の量と種類」P.9-2

開ける 閉める

ホルダー フック

閉めるときは 

アドバイス
フューエルリッドが開いたまま走行する

と、インフォメーション画面に警告が表
示されます。

フューエルリッドが開かない
ときは 

警告
フューエルリッドオープンスイッチで

フューエルリッドを開けることができる

場合は、リリースレバーで開けないでく
ださい。

リリースレバーを使って開けたときは、
燃料タンク内の圧力は自動的に開放され

ないため、フューエルキャップを急激に

回さないでください。急激に回すと、燃
料タンク内の圧力により、補給口から燃

料が吹き返すおそれがあります。

フューエルリッドを手動で開け
るときは 

リッド



フューエルリッド（燃料補給口）

運転するときは 5-105

5

J10337000039

給油するときは、次の内容をしっかり読
んでから給油を行ってください。

注意
リリースレバーを操作した後はリッドを

閉じておいてください。開けたままにす

ると、荷物などがリリースレバーに当た
り、フューエルリッドが開くおそれがあ

ります。

アドバイス
リリースレバーを操作したときは、イン

フォメーション画面に次の警告が表示さ

れます。

次の状態になると、警告表示は消えます。

•フューエルリッドを閉めた状態で、数十

秒走行したとき

リッド

リリースレバー

•リリースレバーを操作して約 30 分経過

したとき

給油するときは 

警告
燃料を補給するときは火気厳禁です。

燃料は引火しやすいため火災や爆発のお
それがあります。

•必ずパワースイッチの電源モードを

OFF にする

•タバコ、ライター、携帯電話などは使用

しない

フューエルキャップを外す前に車体や給

油機の金属部分に触れて、必ず身体の静

電気を除去してください。
静電気を帯びていると、放電による火花

で気化した燃料に引火するおそれがあり

ます。

リッド（補給口）の開閉、フューエル

キャップの取り付け、取り外しなど、給

油操作は必ず一人で行い、補給口に他の
人を近づけないでください。

複数で行うと他の人が帯電していた場

合、気化した燃料に引火するおそれがあ
ります。

アドバイス
給油と充電を同時に行わないでくださ

い。充電に伴う動作で静電気を帯びた場
合、放電による火花で気化した燃料に引

火するおそれがあります。

給油が終わるまで補給口から離れないで

ください。途中、シートに座るなどする

と、再帯電するおそれがあります。

急激にフューエルキャップを回さないで

ください。急激に回すと、燃料タンク内
の圧力により、補給口から燃料が吹き返

すおそれがあります。

フューエルキャップを緩めたときに

シューッという音がしたときは、音がし
なくなるまで待ってから、フューエル

キャップをゆっくり回してください。

気化した燃料を吸わないように注意して

ください。燃料には有毒な成分を含んで

いるものもあります。

給油中はドアおよびドアガラスを閉めて

ください。車内に気化した燃料が侵入す
るおそれがあります。

補給口に給油ノズルを確実に差し込んで

ください。

給油ノズルが正しく差し込まれていない
と、燃料がこぼれるおそれがあります。

警告



e-Assist

5-106 運転するときは

5

J10325300110A

e-Assist とは、各種センサーによって事

故の危険を検知して運転者に知らせると
ともに、できる限り事故被害を予防・回
避・軽減できるよう支援する安全技術で
す。

e-Assist には次の機能があります。

衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]
→P.5-107

車線逸脱警報システム [LDW]
→P.5-116

オートマチックハイビーム [AHB]
→P.5-119

誤発進抑制機能（前進＆後退時）

→P.5-122
後側方車両検知警報システム（レーン

チェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]
→P.5-127

後退時交差車両検知警報システム
[RCTA]
→P.5-130

給油中はピンを押さないでください。補

給口から燃料が吹き返すおそれがありま
す。

フューエルリッドオープンスイッチを押

した後、30 分以内に給油を完了してくだ

さい。

30 分経過すると、燃料タンク内の圧力を

開放する機能が働かず、燃料が吹き返す

おそれがあります。

30 分経過した場合は、フューエルキャッ

プとフューエルリッドを閉めて、再度

フューエルリッドオープンスイッチを押
してください。

給油ノズルが自動的に停止したら給油を

終了してください。
継ぎ足しを繰り返すと燃料があふれ出る

おそれがあります。

フューエルキャップを閉めたときは、確

実に閉まっていることを確認してくださ
い。確実に閉まっていないと燃料が漏れ、

火災になるおそれがあります。

三菱自動車純正以外のフューエルキャッ

プは使用しないでください。

警告

ピン

燃料をこぼさないように注意してくださ

い。塗装の変色、しみ、ひび割れの原因
になります。付着したときは、柔らかい

布などで拭き取ってください。

ガソリンスタンドに掲示されている注意

事項をお守りください。

給油方法についてご不明な点は、ガソリ

ンスタンドの係員にご相談ください。

注意
お車の使用状況によっては燃料タンク内

の燃料が消費されず長期間滞留し、燃料

の品質が変化し、エンジンや燃料系の部
品に悪影響をおよぼす可能性がありま

す。予防のため、次のことをお守りくだ
さい。

• 3ヶ月以内に一度はバッテリーチャージ

モードを使用してエンジンを始動する。

→「バッテリーセーブ／チャージモード

スイッチ」P.5-26
• 3ヶ月以内に一度は 1 回で 15L 以上給油

する。

燃料残量計の表示が、半分以下になれ

ば、確実に15L以上給油可能となります。

→「その他の割り込み表示」P.5-74

警告 e-Assist 



衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]

運転するときは 5-107

5J10303300093

FCM: Forward Collision Mitigation
system

衝突被害軽減ブレーキシステム[FCM]は、

自車が走行する車線上の前方車両や歩行
者との相対速度、相対距離をセンサーで
測定し、衝突する危険性があると判断し
たときに、次の機能を作動させ、衝突被
害を軽減または衝突を回避します。

前方衝突警報機能

前方衝突被害軽減プレフィル機能

前方衝突被害軽減ブレーキアシスト

機能
前方衝突被害軽減ブレーキ機能

FCMによるブレーキが作動しているとき

は、制動灯（ブレーキランプ）が点灯し
ます。
FCM の ON/OFF は、誤発進抑制機能と連

動して切り換わります。

警告
 e-Assistの各機能は、運転者の安全運転を

前提としたシステムであり、運転操作の
負担や衝突被害を軽減することを目的と

しています。システムの検知性能・制御
性能には限界があるため、これらのシス

テムに頼った運転はせず、常に安全運転

を心がけてください。

衝突被害軽減ブレーキシス
テム [FCM] 

センサー

除く、マイパイロット付き車

警告
安全運転を行う責任は運転者にありま

す。

FCM は、可能な範囲で衝突被害を軽減ま

たは衝突を回避するシステムであり、脇

見運転やぼんやり運転などの前方不注意
を許容したり、雨 • 霧などの視界不良を

補助したりするものではありません。周
囲の状況に応じてブレーキペダルを踏ん

で減速するなど、常に安全運転に心がけ
てください。

センサー

センサー

マイパイロット付き車



衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]

5-108 運転するときは

5

J10322600053

自車線前方の車両、または歩行者に衝突
する危険性があると判断したときに、音
と表示で注意喚起します。
警報時は、ブザーとともに、インフォメー
ション画面に「ブレーキ！」表示が点灯
します。

前方衝突警報機能は、車速が次のときに
作動します。

車両に対して：約 15 ～ 140km/h
歩行者に対して：約 7 ～ 65km/h

車両に対して：約 9 ～ 180km/h
歩行者に対して：約 9 ～ 65km/h

J10322700054

自車線前方の車両または歩行者に衝突す
る危険性があると判断したときに、ブ
レーキに予圧を与え、ブレーキ操作時の
応答性を向上させます。
前方衝突被害軽減プレフィル機能は車速
が次のときに作動します。

車両に対して：約 5 ～ 80km/h

歩行者に対して：約 5 ～ 65km/h

車両に対して：約 9 ～ 180km/h
歩行者に対して：約 9 ～ 65km/h

J10322800055

自車線前方の車両または歩行者に衝突す
る危険性があると判断したときに、ブ
レーキアシストの作動タイミングを早め
る機能です。
前方衝突被害軽減ブレーキアシスト機能
は車速が次のときに作動します。

車両に対して：約 15 ～ 80km/h
歩行者に対して：約 15 ～ 65km/h

車両に対して：約 0 ～ 180km/h
歩行者に対して：約 0 ～ 65km/h

 FCM は、可能な範囲で衝突を回避できる

よう作動しますが、走行状態、天候や道
路環境、ハンドル、アクセル、ブレーキ

の操作など、様々な条件によってその効
果は変化し、常に同じ性能が発揮できる

わけではありません。

衝突の危険があるときは、システムの作
動の有無にかかわらず、ブレーキペダル

を強く踏むなどの回避操作を行ってくだ
さい。

システムの作動確認をお客様自身が行わ

ないでください。状況によっては、シス

テムが作動しなかったり車両が止まりき
れず重大な事故につながるおそれがあり

ます。

前方衝突警報機能 

警告 除く、マイパイロット付き車

マイパイロット付き車

注意
状況によっては、警報が鳴らなかったり、

聞こえない場合があります。システムを

過信せず、衝突の危険があるときは、シ
ステムの作動の有無にかかわらず、ブ

レーキペダルを強く踏むなどの回避操作

を行ってください。

前方衝突被害軽減プレフィル
機能 

除く、マイパイロット付き車

マイパイロット付き車

前方衝突被害軽減ブレーキア
シスト機能 

除く、マイパイロット付き車

マイパイロット付き車



衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]

運転するときは 5-109

5
J10322900098

自車線前方の車両または歩行者へ衝突す
る危険性が高いと判断したとき、やや強
めのブレーキを作動させてブレーキ操作
を促します。
さらに、衝突が避けられないと判断した
ときには、ブレーキ制御を自動的に作動
させて、衝突被害を軽減または条件に
よって衝突を回避する機能です。
ブレーキ制御作動中は、前方衝突警報の
作動時と同様、ブザーとインフォメー
ション画面の「ブレーキ！」表示で注意
喚起します。
ブレーキ制御が作動した後、作動したこ
とを示す表示がインフォメーション画面
に表示されます。

前方衝突被害軽減ブレーキ機能は車速が
次のときに作動します。

車両に対して：約 5 ～ 80km/h
歩行者に対して：約 5 ～ 65km/h

車両に対して：約 10 ～ 180km/h
歩行者に対して：約 10 ～ 60km/h

注意
ブレーキ操作によっては、ブレーキアシ

ストが働かないことがあります。
システムを過信せず、衝突の危険がある

ときは、システムの作動の有無にかかわ
らず、ブレーキペダルを強く踏むなどの

回避操作を行ってください。

前方衝突被害軽減ブレーキ機
能 

除く、マイパイロット付き車

マイパイロット付き車

注意
前方衝突被害軽減ブレーキを通常のブ

レーキとして利用しないでください。

前方衝突被害軽減ブレーキ作動で停車し

た約 2 秒後にブレーキ制御が解除され、

クリープ現象により自車が動き出すの
で、必ずブレーキペダルを踏んで、停止

させてください。

ブレーキ制御中にブレーキペダルを踏ん

だとき、ペダルが固く感じられることが
ありますが、異常ではありません。さら

に踏み込むことで踏み増すこともできま
す。

次のような状況では制御も警報も行いま

せん。

•急な割り込みをした車両または急に飛

び出してきた歩行者に対して

•前方車両または歩行者との距離が極端

に短いとき

•駐車車両に対して

•対向車に対して

•セレクトポジションが または のと

き

•システムに異常が発生し、警告が表示さ

れているとき

→「警告表示」P.5-113
アクティブスタビリティコントロール

[ASC] を OFF にしたときは、　ブレーキ

制御は行いません。

→「アクティブスタビリティコントロー

ル [ASC]」P.5-166
二輪車、自転車、壁などは FCM の作動対

象ではありませんが、状況によって作動
することがあります。

次のような状況では制御や警報が働かな

いことや衝突回避できない場合がありま

す。

•自車の直前に他車が飛び出してきたと

き

•近距離で前方車両に割り込まれたとき

•前方車両が自車と左右にずれていると

き

•前方車両がトレーラーなどをけん引し

ているとき

•前方車両が荷物を積んでいない貨物ト

レーラーなどのとき

•前方車両の積荷が荷台から突き出てい

るとき

•前方車両の車高が低いとき

注意
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•前方車両の最低地上高が極端に高いと

き

•前方車両が著しく汚れているとき

•前方車両が雪に覆われているとき

•前方車両のガラス面が大きいとき

•前方車両にリフレクター（反射板）が付

いていないときやリフレクターの位置

が低いとき

•前方車両がキャリアカーなど特殊な形

状をした車のとき

•他車の近くに別の物体があるとき

•カーブが連続する道路、カーブの出入口

を走行するとき

•急な加減速を行っているとき

•ハンドル、アクセル、ブレーキ、セレク

ターレバー操作を行っていて、衝突回避

操作と判断されたとき

•急な上り坂、下り坂が繰り返される道を

走行しているとき

•滑りやすい道路（凍結路、積雪路、ぬれ

た道路など）を走行しているとき

•路面がうねっていたり、凹凸があるとき

•トンネル内や夜間など、暗い場所を走行

しているとき

•自車が車線変更を行い、前方車両のすぐ

後ろに接近したとき

•自車が右左折してからしばらくの間

•後席やラゲッジルームに極端に重い物

を積んだとき

注意
•プラグインハイブリッド EV システム起

動後に走行してからしばらくの間

•フロントウォッシャーを使用している

とき

•三菱自動車純正以外のワイパーを使用

しているとき

•センサーが高温になっているとき

•補機用バッテリーが劣化などの理由に

より低下しているとき

•太陽光や対向車のヘッドライトなど強

い光がセンサーに当たっているとき

•悪天候（雨、雪、砂嵐など）のとき

•フロントガラスのセンサー部に汚れ、

雨、雪、氷などが付着しているとき

•前方車両や対向車が路上の水や雪、砂な

どを巻き上げて走行しているとき

•前方車両のタイヤが見えにくいとき

•前方車両の後部がさえぎられているな

どして検出しづらいとき

•前方車両との速度差がわずかなとき

•他のレーダーが干渉しているとき

•トンネルの出入口などで、明るさが急激

に変化するとき

•前方車両が標識の近くや、道路上の水な

ど反射する物の近くにいるとき、または
影にいるとき

•直射日光にさらされ、車内の温度が約

40°C を超えるとき

注意
次のような場合は、センサーが歩行者を

検知できず、FCM が正しく作動しない場

合があります。

•歩行者の身長が約１m以下または約２m
以上のとき

•歩行者が合羽やロングスカートなどを

着用して、全身の輪郭があいまいなとき

•傘をさしたり、大きな荷物を抱えたりし

て歩行者の身体の一部が隠れていると

き

•歩行者が前かがみになっていたり、しゃ

がんでいるとき

•歩行者がベビーカー、車いす、自転車な

どを押しているとき

•歩行者が集団でいるとき

•歩行者の服装の色合いや明るさが背景

に溶け込んでいるとき

•歩行者が車両や障害物の近くにいると

き

•歩行者が夜間やトンネル内など暗い場

所にいるとき

•歩行者の歩く速度が速い、または走って

いるとき

•歩行者が車の前に飛び出してきたとき

•歩行者の位置が車両の側端すれすれの

とき

•歩行者が標識の近くや、道路上の水など

反射する物の近くにいるとき、または建

物などの影にいるとき

注意
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ハンドルの操作状況や自車と前方車両の

横方向の位置関係、事故や故障で走行が
不安定なときなども制御や警報が作動し

ないことがあります。

ハンドル操作やアクセル操作など、シス

テムが運転者の回避操作と判断した場合

は、制御や警報がキャンセルされること

があります。

次のような状況では、予期しない作動を

するおそれがあります。加速が必要な場

合は、アクセルペダルを踏んでシステム

の作動を無効にしてください。

•カーブ入り口や交差点に路側物がある

とき

•狭い鉄橋を通るとき

•低いゲートや狭いゲートなどを通過す

るとき

•路面上に金属物、段差または突起物があ

るとき

•追越し時など、前方車両に急接近したと

き

•ETC ゲートを通過するとき

•高架下や歩道橋の下、狭いトンネルを通

過するとき

注意

路側物

•自走式立体駐車場を走行するとき

•路面の勾配が急に変化する場所を走行

するとき

•前方の壁や他車にすれすれに停車する

とき

•車両、歩行者、障害物などの横すれすれ

を通過するとき

•車線内の自車と前方車両の横方向の位

置関係がずれる道を走行するとき

•障害物（生い茂った草、垂れ下がった

枝、垂れ幕など）が車両に接触するよう

な場所を通り抜けるとき

•路面に他車や歩行者との判別がつきに

くい模様などがあるとき

•センサーの検知範囲内で、他車が急な割

り込みや車線変更をしてきたとき

•対向車とカーブですれ違うとき

注意
•ビニールカーテンなどをくぐるとき

•ルーフキャリアに搭載したスキー板な

どの長尺物が、センサーの検知範囲内に
入っているとき

•水蒸気や霧、煙の中を通過するとき

•センサー部に汚れ、雨、雪、氷などが付

着しているとき

次のような状況では予期しない作動をす

るおそれがあるので、システムを OFF に

してください。

•センサー付近のフロントガラスに割れ

や傷などがあるとき

•自動洗車機を使用するとき

•リフトアップし、プラグインハイブリッ

ド EV システムを起動させてタイヤを空

転させるとき

•けん引するとき、けん引されるとき

•キャリアカーに積載するとき

•サーキットなどでスポーツ走行をする

とき

•整備工場などでシャシーダイナモメー

ターやフリーローラーなどを使用する

とき

•タイヤの空気圧が適正でないとき

•タイヤチェーンを装着しているとき

注意
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J10323000070

FCM／誤発進抑制機能のON/OFFや衝突

警報タイミングを変更します。

パワースイッチの電源モードが ON の位

置で、FCM ／誤発進抑制機能 ON/OFF ス

イッチを押し続けると、システムの

ON/OFF 状態を切り換えることができま

す。
システムを ON にすると、インフォメー

ション画面に警報タイミングの設定状態

が表示され、 表示灯が消灯します。

システムを OFF にすると、次の画面が表

示され、 表示灯が点灯します。

表示灯は「誤発進抑制機能 OFF」表示

灯も兼ねています。

システム状態を変更しても、パワース
イッチの電源モードを ON の位置にした

ときは、システムは ON となります。

システムがONのときにFCM／誤発進抑

制機能 ON/OFF スイッチを短く押すごと

に前方衝突警報の作動タイミングが「長」
「中」「短」「長」・・・の順に切り換わります。
切り換わるごとにインフォメーション画
面に設定状態が表示されます。システム
を OFF、またはパワースイッチの電源

モードをOFFの位置にしても設定は保持

されます。

「長」設定時

「中」設定時

アドバイス
ブレーキ制御中に車体下から作動音が聞

こえることがありますが、異常ではあり
ません。

FCM ／ 誤 発 進 抑 制 機 能
ON/OFF スイッチ 

システムを ON/OFF するときは アドバイス
スイッチを押してFCMのON/OFF状態を

切 り 換 え る と、誤 発 進 抑 制 機 能 の

ON/OFF 状態も同時に切り換わります。

警報タイミングを切り換えると
きは（除く、マイパイロット付き
車） 
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「短」設定時

J10325400108

システムに異常があるときは、その状態
によってインフォメーション画面に警告
が表示されます。

次のような状況などで、システムがレー
ダーの検出が行われないと判断したとき
は、一時的に FCM は機能しません。

FCM センサー部に汚れ、雨、雪や氷な

どが付着しているとき
悪天候（雨、雪または砂嵐など）のとき

前方車両や対向車が路上の水、雪や砂

などを巻き上げて走行しているとき
交通量が少なく、前方車両や障害物が

少ない道路を走行しているとき（マイ
パイロット付き車）

前方から強い光（太陽光や対向車のハ

イビームなど）を受けているとき

このとき、インフォメーション画面に警

告が表示され、 表示灯が点灯します。

FCM が作動できる状態になると、表示は

消えて FCM 機能は自動的に再開します。

表示が消えない場合はセンサーの異常の
可能性がありますので、三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

システムが何らかの異常を検知して、
FCM機能が一時的に作動できないと判断

したときは、次の警告が表示され、 表示

灯が点灯してFCM機能は自動的に停止し

ます。
表示が消えない場合はシステムの異常の
可能性がありますので、三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

炎天下に駐車したときや極寒の環境な
ど、室内が高温または低温になり、セン
サーが一時的に作動できない状態になっ

たときは、次の警告が表示され、 表示灯

が点灯してFCM機能は自動的に停止しま

す。

注意
前方衝突被害軽減プレフィル機能、前方

衝突被害軽減ブレーキアシスト機能、前

方衝突被害軽減ブレーキ機能の作動タイ
ミングは変更できません。

警告表示 

カメラとレーダーの検出が行わ
れないときは 

（マイパイロット付
き車のみ）

アドバイス
検知範囲内にある車両や障害物をセン

サーが検知できないときに、一時的に「運

転支援用カメラ視界不良」が表示される
ことがありますが、故障ではありません。

検知すれば FCM 機能は再開し、警告表示

は消えます。

システムが一時的に作動できな
いときは 

センサーが高温または低温に
なったときは 
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センサーの温度が規定の範囲内になる
と、表示は消えて FCM 機能は自動的に再

開します。
表示が消えない場合はセンサーの異常の
可能性がありますので、三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

システムに異常があるときは、次のいず

れかの警告が表示され、 表示灯が点灯

して FCM 機能は自動的に停止します。

パワースイッチの電源モードをOFFにし

て再度 ON にしても再び表示される場合

は、三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。
また、パワースイッチの電源モードを繰
り返し ON/OFF しても、警告表示が消え

ない場合はセンサーの異常の可能性があ
りますので、三菱自動車販売会社で点検
を受けてください。

J10325500167

センサーはフロントガラス上部とフロン
トバンパー（マイパイロット付き車）の
内側に装備され、次のシステムで利用さ
れます。

衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]
車線逸脱警報システム [LDW]
オートマチックハイビーム [AHB]
レーダークルーズコントロールシス

テム [ACC]A
車線維持支援機能 [LKA]A

システムに異常があるときは 

アドバイス
炎天下での駐車などでセンサーとその周

辺の温度が極端に高くなったときに、

「FCM 点検」が表示されることがありま

す。

センサーの取り扱い 

注意
システムの正しい作動のため、次のこと

をお守りください。取り扱いを誤ると、シ

ステムが正しく作動せず、重大な事故に

つながるおそれがあります。

•センサー周辺は常にきれいにする

フロントガラスの内側が汚れたときは、

三菱自動車販売会社にご連絡ください。

•センサーやセンサーの周辺に強い力や

衝撃を与えたり、センサーや固定ボルト
を取り外したり分解しない

センサー
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このセンサーは、IEC 60825-1 規格にお

けるレーザー等級 1M製品に相当します。

•センサーおよび FCM カバー付近のフロ

ントガラスにステッカー（透明なものを
含む）や赤外線カットフィルムなどを貼

らない

• FCM カバーは、塗装や改造をしない

•センサーおよびセンサー周辺のバン

パーにステッカー（透明なものを含む）
を貼らない。

•センサーおよびセンサー周辺のバン

パーは、塗装や改造をしない。

•センサー付近にナンバープレートやグ

リルガードなど取り付けない（マイパイ
ロット付き車）

注意

FCM カバー
ステッカー貼り

付け禁止範囲

塗装、ステッカー貼り付け
禁止範囲

•フロントガラスが曇った場合は、デフロ

スタースイッチを押して曇りを取り除
く

•フロントガラスのセンサー前方部分を

ワイパーで適切に拭き取れない場合は、
ワイパーブレードを早めに交換する。

フロントワイパー本体、ワイパーブレー

ドを交換する場合は三菱自動車純正品
をご使用ください

•センサーのレンズを汚したり、傷を付け

ない

•ガラスクリーナーや液体をセンサーに

かけない

•センサー付近に電子機器またはアンテ

ナなど強い電波を発信する機器を取り

付けない

•指定以外のサイズのタイヤを装着しな

い。または、摩耗差の著しいタイヤを混
ぜて装着しない

•サスペンションを改造しない

センサー付近のフロントガラスにひび割

れや傷などがある状態では、システムが
正しく作動せず、重大な事故につながる

おそれがあります。FCM ／誤発進抑制機

能 ON/OFF スイッチを操作して FCM お

よび誤発進抑制機能を停止させ、三菱自
動車販売会社で点検を受けてください。

フロントガラスの交換が必要な場合は、

三菱自動車販売会社にご相談ください。

注意
事故などでセンサーやセンサーの周辺が

破損または変形した状態では、システム
が正しく作動せず、重大な事故につなが

るおそれがあります。FCM ／誤発進抑制

機能のON/OFFスイッチを操作してFCM
および誤発進抑制機能を停止させ、三菱
自動車販売会社で点検を受けてくださ

い。

パワースイッチの電源モードが ON のと

き、センサー前部から赤外線が照射され

ます。センサーに近い位置（約 10cm 以

内）で、拡大機能がある光学機器を使っ

てセンサー部をのぞき込まないでくださ

い。赤外線で目を傷めるおそれがありま
す。

センサー仕様（除く、マイパイ
ロット付き車） 

レーザー放射仕様

最大平均出力 45mW

パルス幅 33ns

波長 905nm

発散角度
（水平 × 垂直）

28°×12°

注意



車線逸脱警報システム [LDW]

5-116 運転するときは

5

J10303400065

LDW: Lane Departure Warning

車線逸脱警報システム [LDW] は、セン

サーで走行車線（レーン）を認識し、走
行車線を逸脱しそうな状況において表示
と警告音で運転者に注意を促します。

レーザー等級ラベル

レーザー説明ラベル

本製品は、電波法に基づく特定無線設
備の技術基準適合証明などを受けてお
ります。
本製品の改造は禁止されています。（適
合証明番号などが無効となります。）

車線逸脱警報システム
[LDW] 

センサー

注意
 LDW には限界がありますので、機能を過

信しないでください。

脇見運転やぼんやり運転などの前方不注

意や悪天候などによる視界不良を補助す

るものではありませんので、常にハンド
ル操作をして進路を修正し、安全運転に

心がけてください。

次のような環境下ではシステムが正しく

作動できない場合があります。必要に応
じて LDW スイッチを押してシステムを

OFF にしてください。

•車線がかすれたり汚れたりして見えに

くいとき

•黄色い車線が引かれているとき

•雨、雪、霧、暗い場所、逆光などで車線

が見えにくいとき

•検札所手前、料金所手前、合流地点、分

岐地点など、車線が途切れるとき

•道路補修の消し残り線、影、残雪、雨の

たまったわだちなど、車線と紛らわしい

線が見えるとき

•高速道路などの本線（走行車線、追い越

し車線）以外の車線を走行するとき

•工事による車線規制や仮設車線を走行

するとき

•車線の幅が極端に狭いとき

•前方車両との車間距離が極端に短く

なったとき（前方車両が車線の近くを走
行して見えにくいとき）

•合流地点などで車線が複雑なとき



車線逸脱警報システム [LDW]

運転するときは 5-117

5
J10323100071

次のように作動表示が切り換わります。

LDW スイッチを押すと LDW 表示灯が消

灯し、システムが OFF になります。

もう一度 LDW スイッチを押すと、LDW
表示灯が点灯し、システムが ON になり

ます。

•車線の数が増減している区間や車線が

複雑に交差している区間を走行すると
き

• 2 重車線など特殊な車線を走行するとき

•うねった道路や荒れた道路を走行する

とき

•雨天時や積雪、凍結などで滑りやすい道

路を走行するとき

•トンネルなどの出入口などで、明るさが

急激に変化するとき

•急なカーブのとき

•逆光を浴びて路面が光っているとき

•段差などにより自車が大きく揺れたと

き

•ヘッドライトのレンズが汚れていたり、

劣化などにより照射が弱いときや光軸
がずれているとき

•重い荷物の積載やタイヤ空気圧の調整

不良などで、自車が著しく傾いていると

き

•対向車のヘッドライトの光がセンサー

に入射したとき

•タイヤ、サスペンションの改造など、指

定された部品以外を装着した場合（摩耗
しているタイヤ、タイヤチェーンを装着

しているとき）

•雨、雪、汚れなどがフロントガラスに付

着しているとき

•トレーラーや他車をけん引するとき

使用環境を良い状態に保つために、次の

ことをお守りください。

注意
•フロントガラスは、いつもきれいにして

おく

•センサーに強い衝撃や力を加えない、ま

た分解しない

•センサー前のフロントガラス外側に

シールなどを貼らない

•ダッシュボードの上などに、白い紙や鏡

などの反射する物を置かない

•フロントワイパーを交換する場合は、三

菱自動車純正品を使用する

LDW の作動 

システムの ON/OFF 

アドバイス
工場出荷時はLDWの設定はONになって

います。

パワースイッチの電源モードをOFFにし

てもシステムの作動状態（ON または

OFF）を記憶しています。

 LDWが OFFの場合でも、車線維持支援機

能 [LKA] が ON の場合は、警報が表示さ

れます。

注意



車線逸脱警報システム [LDW]

5-118 運転するときは

5

次の条件がすべて成立すると、システム
が車線を認識することができ、車線を逸
脱したときに警報が作動します。

車速が約 60km/h 以上のとき

方向指示レバーを操作していないと

き
非常点滅灯が作動していないとき

自車の左右にある車線が認識できて

いる環境のとき
システムが ON のとき

J10323200043

ブザーが断続的に鳴り、インフォメー
ション画面に「レーン逸脱」の警告が表
示されます。

J10323300060

システムに異常があるときは、その状態
によってインフォメーション画面に警告
が表示されます。

フロントガラスのセンサー部に汚れ、雨、
雪、氷などが付着しているときは、一時
的にシステムは働かなくなり、次の警告
が表示されます。

フロントガラスの汚れを取り除くと、表
示は消えて、システムは自動的に再開し
ます。表示が消えない場合はセンサーの
異常の可能性がありますので、三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

炎天下に駐車したときや極寒の環境な
ど、室内が高温または低温になり、セン
サーが一時的に作動できない状態になっ
たときは、次の警告が表示され、システ
ムは自動的に停止します。

センサーの温度が規定の範囲内になる
と、表示は消えて、システムは自動的に
再開します。
表示が消えない場合はセンサーの異常の
可能性がありますので、三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

システムの作動 

アドバイス
非常点滅灯が作動し終わった後、または

方向指示レバーを戻した後、次の秒数の

間は車線を逸脱してもシステムは作動し
ません。

•除く、マイパイロット付き車：約 7 秒間

•マイパイロット付き車：約 2 秒間

車線逸脱警報 

アドバイス
約2秒以上警報が作動し続けたとき、警報

を停止します。

車線が片側にしかないときは、車線があ

る方向へのみ車線逸脱警報が作動しま

す。

警告表示 

フロントガラスのセンサー部が
汚れているときは 

センサーが高温または低温に
なったときは 



オートマチックハイビーム [AHB]

運転するときは 5-119

5

システムに異常があるときは、次のいず
れかの警告が表示され、システムは自動
的に停止します。
三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ
さい。

J10337600123

オートマチックハイビーム [AHB] は、セ

ンサーにより先行車または対向車のラン
プや街路灯などの明るさを検知して、自
動的にヘッドライトの上向き（ハイビー

ム）または下向き（ロービーム）の切り
換えを行います。

ライトスイッチが AUTO の位置でヘッド

ライトが点灯しているときに、 の位置

に回すと、AHB が ON になります。

メーター内の AHB 表示灯が点灯します。

システムに異常があるときは 

アドバイス
炎天下での駐車などでセンサーとその周

辺の温度が極端に高くなったときに、
「LDW 点検」が表示されることがありま

す。

オートマチックハイビーム
[AHB] 

警告
状況によっては、ハイビームとロービー

ムが自動で切り換わらない場合がありま

す。システムを過信せず、周囲の状況に

応じて手動でハイビームとロービームを
切り換えてください。

→「ライトスイッチ：上下切り換え」

P.5-93

センサー

使い方 

AHB を ON にする 



オートマチックハイビーム [AHB]

5-120 運転するときは

5

ライトスイッチを の位置に回すと、

AHB 表示灯が消灯し、システムが OFF に

なります。

次の条件をすべて満たしたときに、ハイ
ビームが点灯します。

自車の速度が約 30km/h 以上のとき

車両の前方が暗いとき

先行車または対向車がいない、または

ランプを点灯していないとき

次の条件のいずれかのときは、ロービー
ムが点灯します。

自車の速度が約 25km/h 以下のとき

車両の前方が明るいとき

先行車または対向車がランプを点灯

しているとき

AHB を OFF にする 

アドバイス
ライトスイッチは、 の位置に回しても

手を放すと自動で AUTO の位置に戻りま

す。

停車中に OFFスイッチを 1秒以上押し続

けると、すべてのライトが消灯します。

オートライトコントロール機能により

ヘッドライトが点灯しているときのみ、
AHB が作動します。

AHB が作動しているときでも、方向指示

レバーを操作して手動でハイビームと
ロービームを切り換えることができま

す。
→「ライトスイッチ：上下切り換え」

P.5-93
ライトスイッチを手動操作した場合、

AHB 表示灯が消灯し、システムは OFF に

なります。

→「手動での上下切り換え方法」P.5-121
AHB が作動しているときは、方向指示レ

バーを軽く引く操作では AHB は OFF に

なりません。

自動切り換えの条件 

アドバイス
次の状況では、ハイビームが自動でロー

ビームに切り換わらない場合がありま

す。

•連続するカーブや中央分離帯、標識、街

路樹などで先行車または対向車が見え

隠れするとき

•見通しの悪いカーブなど、突然対向車と

すれ違ったとき

•他車が前方を横切ったとき

街路灯や信号、広告などの照明や標識、看

板などの反射物により、ハイビームが
ロービームに切り換わる場合や、ロー

ビームが継続する場合があります。

次の原因により、ハイビームとロービー

ムの切り換えのタイミングが変化する場

合があります。

•先行車または対向車のランプの明るさ

•先行車または対向車の動きや向き

•先行車または対向車のランプが片側の

み点灯しているとき

•先行車または対向車が二輪車のとき

•道路の状況（勾配やカーブ、路面状況な

ど）

•乗車人数や荷物の量

AHB は車両前方のランプの明るさなどで

周囲の状況を認識するため、ハイビーム

とロービームが運転者の感覚に合わず切
り換わる場合があります。

自転車などの軽車両は検知しない場合が

あります。

次の状況では、周囲の明るさが正確に検

知されず、ハイビームが先行車や対向車
の迷惑になる場合や、ロービームが継続

する場合があります。このような場合は、

手動でハイビームとロービームを切り換
えてください。

•悪天候のとき（大雨、霧、雪、砂嵐など）

•フロントガラスが汚れているときや、

曇っているとき

アドバイス



オートマチックハイビーム [AHB]

運転するときは 5-121

5

1.方向指示レバーを手前に引きます。
2. AHB 表示灯が消灯し、AHB が OFF に

なります。

3.ライトスイッチを の位置に回すと、

AHB が再度 ON になります。

1.方向指示レバーを手前に引きます。

2. AHB 表示灯が消灯し、AHB が OFF に

なります。このとき、ヘッドライト上
向き表示灯が点灯します。

3.ライトスイッチを の位置に回すと、

AHB が再度 ON になります。

J10337800066

システムに異常があるときは、その状態
によってマルチインフォメーションディ
スプレイ内のインフォメーション画面に
警告が表示されます。

次のような状況で、システムがセンサー
の検知性能が低下したと判断したとき
は、システムは一時的に停止します。

フロントガラスのセンサー部に汚れ、

雨、雪、氷などが付着しているとき
悪天候（雨、雪、砂嵐など）のとき

前方車両や対向車が路上の水や雪、砂

などを巻き上げて走行しているとき

このとき、次の警告が表示されます。

•フロントガラスにひび割れや破損があ

るとき

•センサーが変形しているときや、汚れて

いるとき

•周囲にヘッドライトや尾灯などに似た

光があるとき

•先行車または対向車のランプが無灯火

のときや、ランプに汚れや変色があった
り光軸がずれているとき

•急激な明るさの変化が連続するとき

•起状や段差が多い道路を走行している

とき

•カーブが多い道路を走行しているとき

•車両前方に標識やミラーのように光を

強く反射する物があるとき

•先行車または対向車のランプが他の光

と混在しているとき

•コンテナなど、先行車の後部が光を強く

反射するとき

•自車のヘッドライトが破損または汚れ

ているとき

•パンクやけん引などにより車両が傾い

ているとき

•警告が表示されているとき

→「警告表示」P.5-121
使用環境を良い状態に保つために、次の

ことをお守りください。

•フロントガラスは、いつもきれいにして

おく

アドバイス
•センサーに強い衝撃や力を加えない、ま

た、分解しない

•センサー前のフロントガラスにシール

などを貼らない

•フロントワイパーを交換する場合は、三

菱自動車純正品を使用する

手動での上下切り換え方法 

アドバイス
手動で上下切り換えを行うときは、方向

指示レバーを手前まで引いてください。

軽く引く操作では切り換えができませ
ん。

下向きに切り換えるとき 

上向きに切り換えるとき 

アドバイス

警告表示 

フロントガラスが汚れていると
き 



誤発進抑制機能（前進＆後退時）

5-122 運転するときは

5

システムが作動できる状態になると、表
示は消えてシステムは自動的に再開しま
す。表示が消えない場合はセンサーの異
常の可能性がありますので、三菱自動車
販売会社で点検を受けてください。

炎天下に駐車したときや極寒の環境な
ど、室内が高温または低温になり、セン
サーが一時的に作動できない状態になっ
たときは、次の警告が表示されシステム
は自動的に停止します。

センサーの温度が既定の範囲内になる
と、表示は消えてシステムは自動的に復
帰します。
表示が消えない場合はセンサーの異常の
可能性がありますので、三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

システムに異常があるときは、次のいず
れかの警告が表示されシステムは自動的
に停止します。

[ システムが故障しているとき ]

[ センサーが故障しているとき ]

パワースイッチの電源モードをOFFにし

て再度 ON にしても再び表示される場合

は、三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

J10325600041

停車～約 10km/h で前進または後退中に、進行方向の約 4m 以内に車両や障害物を検知している状態で、ペダルの踏み間違いなど

によりアクセルペダルが素早く、かつ必要以上に踏み込まれたとシステムが判断したとき、プラグインハイブリッド EV システム

の出力を最大約 5 秒間抑制して急な発進を防止し、衝突時の被害を軽減します。

誤発進抑制機能が作動すると、インフォメーション画面に警告表示され、ブザーが断続的に鳴ります。

センサーが高温または低温に
なったとき システムに異常があるとき 

アドバイス
炎天下での駐車などでセンサーとその周

辺の温度が極端に高くなったときに、
「AHB 点検」警告が表示される場合があ

ります。

誤発進抑制機能（前進＆後退時） 



誤発進抑制機能（前進＆後退時）

運転するときは 5-123

5

誤発進抑制機能の ON/OFF は、衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM] と連動して切り換わります。

状況 警告表示 ブザー

セレクトポジションが で車両前方に障害物を
検知しているとき、アクセルペダルが素早く、
必要以上に踏み込まれた場合、プラグインハイ
ブリッド EV システムの出力を約 5 秒間抑制

セレクトポジションが で車両後方に障害物を
検知しているとき、アクセルペダルが素早く、
必要以上に踏み込まれた場合、プラグインハイ
ブリッド EV システムの出力を約 5 秒間抑制

　 　

*UMS: Ultrasonic misacceleration Mitigation System

断続的に鳴る

警告
誤発進抑制機能を過信しないでくださ

い。システムに頼った運転はせず、アク

セル操作には十分に気をつけて、常に周
囲の状況を把握し安全運転を心がけてく

ださい。操作を誤ると重大な事故につな

がるおそれがあります。

誤発進抑制機能は、車両の停車状態を保

持する機能はありませんので、周囲の状

況に応じてブレーキペダルを踏んでくだ
さい。

警告
状況によっては、自車の前後に障害物が

あったとしてもシステムが作動せずに車

両が急発進し、重大な事故につながるお
それがあります。

警告



誤発進抑制機能（前進＆後退時）

5-124 運転するときは

5

遮断機を障害物と検知してシステムが作

動し踏み切り内に閉じ込められたとき
は、あわてずに次のいずれかの方法で踏

み切り内から脱出してください。

•アクセルペダルから足を離し、軽く踏み

直す。

•システムを OFF にする。（FCM ／誤発進

抑制機能 ON/OFF スイッチを 3 秒以上

押し続ける。）

•アクセルペダルを 5 秒以上踏み続ける。

•アクセルペダルをいっぱいまで素早く 3
回以上踏み直す。

システムの作動確認をお客様自身が行わ

ないでください。状況によっては、シス

テムが作動せず重大な事故につながるお
それがあります。

注意
次のときは、誤発進抑制機能は作動しま

せん。

•パワースイッチの電源モードがON以外

のとき

• FCM ／誤発進抑制機能 ON/OFF スイッ

チを操作して誤発進抑制機能を OFF に

しているとき

•セレクトポジションが または のと

き

•ASC OFF スイッチを操作して ASC を

OFF にしているとき

警告
二輪車、自転車、歩行者などを障害物と

検知することもありますが、これらは誤
発進抑制機能の作動対象ではありませ

ん。

次のようなときは、誤発進抑制機能が作

動しない場合があります。

•センサーやその周辺を手で拭いたとき

•センサーやその周辺にステッカーやア

クセサリーを取り付けたとき

•外気温が急激に変化する場所を走行し

ているとき（トンネルやガレージなど）

•悪天候（ 雨、強風、雪、砂嵐など） のとき

•障害物に接近しすぎたとき

•近距離で自車前方または後方へ、他車に

割り込まれたとき

•自車が進路変更して障害物のすぐ後ろ

に接近したとき

•障害物の一部しかセンサーの検知範囲

内に入っていないとき

•雨、雪、氷、汚れなどがセンサーに付着

しているとき

•センサーが異常に高温または低温のと

き（炎天下での駐車もしくは低外気温下

での駐車）

•プラグインハイブリッド EV システム起

動直後

•カーブが連続する道路、カーブの出入り

口を走行しているとき

•急な上り坂、下り坂を走行しているとき

注意
•路面がうねっていたり凹凸がある道路

や砂利道を走行しているとき

•ハンドル、セレクターレバー操作を行っ

ていて、システムが運転者の衝突回避操

作と判断したとき

•アクセルペダルを数秒間隔で繰り返し

踏み込み、システムが解除動作と判断し
た後しばらくの間

•重い荷物の積載やタイヤ空気圧の調整

不良などで、車両が著しく傾いていると
き

•事故や故障などで走行が不安定なとき

•センサーが外部からの超音波ノイズを

受けたとき

（他車のホーン、二輪車のエンジン、ブ
レーキ、ラジオ、豪雨、はね水、タイヤ

チェーンなどのノイズ）

•地面に対して垂直でない障害物、車両進

行方向に対して直角でない障害物、また
は凸凹な壁や波状の壁があるとき

誤発進抑制機能が作動している間に、ハ

ンドル操作などをシステムが運転者の回
避操作と判断したときや、前方の障害物

がセンサーの検知範囲外に移動したとき

は、誤発進抑制機能の作動が解除される
ことがあります。

次のような状況では誤発進抑制機能が作

動してしまう場合があります。

•路面上に段差または障害物があるとき

•駐車場ゲートや踏み切りなどの遮断機

が上がりきらないとき

注意



誤発進抑制機能（前進＆後退時）

運転するときは 5-125

5

J10325700039

センサーの検出できるエリアには限りが
あります。

また、低い位置にある障害物や厚さがな
い障害物、バンパーに近い障害物は検出
できません。
必ず自分の目で安全を確認して運転して
ください。

J10325800043

フロントバンパーとリヤバンパーに各 4
箇所ずつセンサーがあります。

•路面の勾配が急に変化する場所を走行

するとき

•水蒸気や霧の中を通過するとき

•前方車両に接近して走行するときや、前

方または後方車両、壁ぎりぎりに接近し

て停車するとき

•周辺車両や対向車が路上の水や雪、砂な

どを巻き上げて走行しているとき

•カーブや交差点に障害物があるとき

•縦列駐車から本線に合流するとき

•他車のホーン、二輪車のエンジン音、大

型車のエアブレーキ音、車両感知器、他

車のソナーなど超音波を発生する物が

付近にあるとき

•センサー付近に市販の電装品（字光式ナ

ンバープレート・無線アンテナなど）を

取り付けたとき

•砂利道を走行するとき

•周囲に草が生い茂っているとき

次のような状況では予期しない作動をす

るおそれがありますので、FCM ／誤発進

抑制機能 ON/OFF スイッチを押してシス

テムを OFF にしてください。

•脱輪したときやぬかるみから脱出する

とき

•自動洗車機を使用するとき

•車両用エレベーターや機械式駐車場を

利用するとき

•リフトアップしてタイヤを空転させる

とき

注意
•けん引するとき、またはけん引されると

き

•キャリアカーに積載するとき

•サーキットなどでスポーツ走行をする

とき

•整備工場などでシャシーダイナモメー

ターやフリーローラーなどを使用する

とき

•タイヤの空気圧が適正でないとき

•タイヤチェーンを装着しているとき

システムの正しい作動のため、次のこと

をお守りください。センサーの検出性能

を低下させるなど、思わぬ事故につなが

るおそれがあります。

•センサー部に強い力や衝撃を与えない

•センサー部は常にきれいにする

•センサー部にステッカーを貼り付けな

い

•サスペンションを改造しない

センサーおよびセンサーの周辺をぶつけ

たときは、センサーが正しく機能しなく

なりますので、三菱自動車販売会社で点
検を受けてください。

障害物検出エリア 

注意

センサーの位置 

注意
次のような車両や障害物または状況にお

いてはセンサーが検知できず、誤発進抑
制機能が作動しない場合があります。

•トレーラーなどをけん引している車両

•荷物を積んでいない貨物トレーラーな

ど

•積荷が荷台から突き出している車両な

ど

センサー センサー



誤発進抑制機能（前進＆後退時）

5-126 運転するときは

5
J10325900044

パワースイッチの電源モードを ON にす

ると、自動的に誤発進抑制機能は ON に

なります。また、誤発進抑制機能の
ON/OFF は、FCM の ON/OFF 状態に連動

して切り換わります。
→「FCM ／誤発進抑制機能 ON/OFF ス

イッチ」P.5-112

J10326000042

例：フロントとリヤ両方のセンサーが一
時的に使用できないとき

警告が表示されたときは、周囲の状況や
センサー温度の上昇など、何らかの理由
によりセンサーが一時的に使用できなく
なっています。警告が表示し続けるとき
は、三菱自動車販売会社にご相談くださ
い。

例：フロントとリヤ両方のセンサーに異
常があるとき

警告が表示されたときは、センサーまた
はシステムに何らかの異常が発生してい
るため、誤発進抑制機能が正常に作動し
ません。できるだけ早く三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

•背が低い障害物など

•最低地上高が極端に高い車両など

•著しく汚れている車両

•雪に覆われた車両や障害物など

•キャリアカーなど特殊な形状をした車

両

•標識や街灯などポール状の障害物

•地上から高い位置に存在する障害物

•スポンジ状の物や雪などの表面が柔ら

かく音波を吸収しやすい障害物

•鋭角的な形状の物

•網目の大きいフェンス

•表面に凹凸がある障害物

•動いている物

•周囲で大きな音が鳴っているときや超

音波を発生する物があるとき（他の車両
のホーン、二輪車のエンジン音、大型車

のエアブレーキ音、車両感知器、他の車
両のソナーなど）

•センサー付近に市販の電装品（字光式ナ

ンバープレート・無線アンテナなど）を

取り付けたとき

•認識できる障害物と自車の間に認識で

きない障害物があるとき

注意 アドバイス
バンパーの直下またはバンパーに近いと

ころにある障害物は検出できません。
また、障害物の高さがセンサーよりも低

いときは、最初にセンサーが障害物を検
出したとしてもその障害物を検出し続け

ることができない場合があります。

誤発進抑制機能の ON/OFF 作
動切り換え 

警告表示 

フロントまたはリヤセンサーが
一時的に使用できないとき 

センサーまたはシステムに異常
があるとき 



後側方車両検知警報システム（レーンチェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]

運転するときは 5-127

5

J10326100072A

BSW: Blind Spot Warning
LCA: Lane Change Assist

後側方車両検知警報システム [BSW] は、

隣接車線の後方から自車に接近している
車両の存在を知らせることによって、車
線変更時の後方確認を援助するシステム
です。
自車の斜め後ろを走行している車両をセ
ンサーが検知すると、ドアミラー鏡面に
ある警告灯が点灯します。
この状態で警告灯が点灯している側に方
向指示レバーを操作すると、警告灯が点
滅すると同時にブザーが “ ピピピッ ” と

鳴って運転者に危険を知らせます。
また、隣接車線の後方（最大で約 70m）

から、自車に接近している車両をセン
サーが検知したときにも、同様に運転者
に危険を知らせます。（レーンチェンジア
シスト機能）

リヤバンパーの内側に 2 つのセンサーが

あり、センサーが検知できる範囲を図に
示します。

後側方車両検知警報システ
ム（レーンチェンジアシス
ト機能付）[BSW/LCA] 

警告
安全運転を行う責任は運転者にありま

す。BSW は、車線変更時の後方確認を援

助するシステムです。必ず目視によって
周囲の状況を確認してください。

BSW を過信しないでください。本システ

ムの作動は、走行状態、道路環境、ハン

ドル、アクセル、ブレーキなどの操作な
ど、様々な条件によってその効果は変化

し、常に同じ性能が発揮できるわけでは
ありません。

センサーの位置と車両検知範
囲 

センサー



後側方車両検知警報システム（レーンチェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]

5-128 運転するときは

5

J10326200099

パワースイッチの電源モードが ON のと

きに、システムの ON/OFF 状態を切り換

えることができます。システムを ON に

するとメーター内の表示灯が点灯し、
OFF にすると消灯します。

表示灯

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを押して、インフォメー
ション画面を機能設定画面に切り換
えます。
→「マルチインフォメーションディス

プレイスイッチ」P.5-33
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「BSW」に切り換えます。

その後、 スイッチを押して設定変更

画面に切り換えます。

警告
次のようなときは、BSW が作動しない、

または作動が遅れることがあります。

•小型の二輪車または自転車が車両後方

にいるとき

•接近車両との速度差がほとんどなく、自

車と長時間並走しているとき

•自車の走行車線と隣接車線の高さに差

があるとき

•BSW を起動した直後

•プラグインハイブリッド EV システムを

起動した直後

•悪天候（雨、強風、雪、砂嵐など）のとき

•隣接車線の他車に接近しすぎたとき

•複数の他車に連続して追い越されると

き

•くぼみのある道路や路面電車の軌道の

近くを走行しているとき

•周辺車両や対向車が路上の水や雪、砂な

どを巻き上げて走行しているとき

•カーブが連続する道路、カーブの出入り

口を走行しているとき

•急な上り坂、下り坂を走行しているとき

•路面がうねっていたり凹凸がある道路

や砂利道を走行しているとき

•重い荷物の積載やタイヤ空気圧の調整

不良などで、車両が前後左右に著しく傾

いているとき

•センサー周辺のバンパーに汚れ、雪、氷

などが付着しているとき

•車両後部にサイクルキャリアなどを装

着しているとき

•炎天下または寒冷地での駐車などでセ

ンサーが極端に高温もしくは低温のと

き

注意
システムの正しい作動のため、次のこと

をお守りください。センサーの検出性能
を低下させるなど、思わぬ事故につなが

るおそれがあります。

•センサー周辺のバンパー表面をいつも

きれいにしておく

•センサーやセンサーの周辺に強い力や

衝撃を与えない

•センサーやセンサー周辺のバンパーに

ステッカーを貼り付けない

•センサーやセンサー周辺のバンパーを

塗装しない

•センサーやセンサー周辺を改造しない

バンパーをぶつけたときは、センサーの

損傷によってシステムが正しく機能しな

くなることがありますので、三菱自動車
販売会社で点検を受けてください。

警告 システムの ON/OFF 作動切り
換え 



後側方車両検知警報システム（レーンチェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]

運転するときは 5-129

5
3. スイッチもしくは スイッチを押

して「ON」または「OFF」を選択し、

スイッチを押すと BSW の設定が変

更されます。

また、BSW の ON/OFF を切り換えると、

連動して後退時交差車両検知警報システ
ム [RCTA] の ON/OFF 状態が切り換わり

ます。
→「後退時交差車両検知警報システム

[RCTA]」P.5-130

メーター内の表示灯が点灯していると
き、センサーが隣接車線の接近車両を検
知すると、ドアミラー鏡面にある警告灯
が点灯します。
この状態で警告灯が点灯している側に方
向指示レバーを操作すると、警告灯が点
滅すると同時にブザーが “ ピピピッ ” と

鳴って運転者に危険を知らせます。

J10326300061

システムに異常があるときは、インフォ
メーション画面に警告が表示されます。
警告表示は、RCTA と兼用しています。

アドバイス
パワースイッチの電源モードをOFFにし

てもシステムの作動状態を記憶していま
す。

BSW は、次の条件がそろったときに作動

します。

•パワースイッチの電源モードがONのと

き

•セレクトポジションが または 以外

のとき

•車速が約 10km/h 以上のとき

車両を検知したときは 

アドバイス
次のような状況では、警告灯が点灯また

は点滅することがあります。

アドバイス
•ガードレールまたはコンクリート壁に

接近して走行するとき

•トンネルの出入り口やトンネル内の側

壁、待避所の近くを走行するとき

•市街地の交差点を曲がるとき

•悪天候（雨、雪または砂嵐など）のとき

•路上の水や雪、砂などを巻き上げて走行

しているとき

•縁石、路面のくぼみ、または路面電車の

軌道の近くを走行しているとき

他車をけん引するときは、システムを停

止してください。

強い直射日光や夜間走行時の後続車の

ヘッドライトによって、ドアミラー鏡面

にある警告灯が見えにくいことがありま
す。

警告表示 

アドバイス



後退時交差車両検知警報システム [RCTA]

5-130 運転するときは

5

システムに何らかの異常があり、正常に
作動できない状態です。できるだけ早く
三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ
さい。

センサー温度の上昇など、何らかの理由
によりセンサーが一時的に使用できなく
なっています。警告が表示し続けるとき

は、三菱自動車販売会社にご連絡くださ
い。

センサー周辺のバンパー表面に汚れ、雪、
氷などが付着したことにより、センサー
の検知性能が低下している状態です。バ
ンパー表面をきれいにしてください。
警告が表示し続けるときは、三菱自動車
販売会社にご連絡ください。

J10349100040

RCTA: Rear Cross Traffic Alert

後退時交差車両検知警報システム[RCTA]
は、左右から自車に接近している他車の
存在を知らせることによって、後退時の
後方確認を援助するシステムです。
自車に接近している他車をセンサーが検
知すると、ドアミラー鏡面にある警告灯
が点滅し、ブザーとともにインフォメー
ション画面に警報が表示され、運転者に
注意を促します。

システムに異常があるとき 

アドバイス
この警告が表示されたときは、システム

が非作動になります。

センサーが一時的に使用できな
いとき 

センサーが検知できないとき 

本製品は各国の電波法に適合していま
す。
製品を改造しないでください。
改造すると認証番号が無効となります。

後退時交差車両検知警報シ
ステム [RCTA] 



後退時交差車両検知警報システム [RCTA]

運転するときは 5-131

5

センサーが検知できる範囲を図に示しま
す。

1.インフォメーション画面の機能設定
画面で、BSW を ON にします。

→「後側方車両検知警報システム

（レーンチェンジアシスト機能付）
[BSW/LCA]：システムの ON/OFF 作動

切り換え」P.5-128

警告
安全運転を行う責任は運転者にありま

す。RCTA は、後退時の後方確認を援助

するシステムです。必ず目視によって周

囲の状況を確認してください。

RCTAを過信しないでください。本システ

ムの作動は、状況や環境など、様々な条

件によってその効果は変化し、常に同じ
性能が発揮できるわけではありません。

アドバイス
自車に接近してくる他車が片側からだけ

だとしても、両側のドアミラー鏡面にあ

る警告灯が点滅します。

車両検知範囲 

注意
次のようなときは、センサーの検知範囲

内に接近車両が入ったとしても、システ

ムが正しく作動しないことがあります。

•自車の後退速度が約 18km/h 以上のとき

•接近車両の車速が約 7km/h 以下のとき

•壁や駐車車両によってセンサーの電波

がさえぎられるとき

•他車が自車の真後ろから接近してきた

とき

•斜め駐車をしているとき

•RCTA を起動した直後

•プラグインハイブリッド EV システムを

起動した直後

•センサー周辺のバンパーに汚れ、雪、氷

などが付着しているとき

•炎天下もしくは寒冷地での駐車などで

センサーが極端に高温または低温のと

き

バンパーをぶつけたときは、センサーの

損傷によってシステムが正しく機能しな

くなることがありますので、三菱自動車

販売会社で点検を受けてください。

システムを作動させるときは 

注意



パーキングセンサー（フロント／リヤ）

5-132 運転するときは

5

2.セレクトポジションを にするとシ
ステムが作動します。

システムに異常があるときは、インフォ
メーション画面に警告が表示されます。
→「後側方車両検知警報システム（レー

ンチェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]：
警告表示」P.5-129

J10326500089

車庫入れや縦列駐車などのときに、接近
する障害物の位置とおおよその距離をイ
ンフォメーション画面のセンサー表示と
ブザー音で運転者に知らせる装置です。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ
ンの画面にも警告が表示されます。

J10326600051

センサーが感知できる範囲は限られてい
ます。また、センサーはフロントおよび
リヤバンパー付近の低い障害物、細い障
害物などは感知できません。

必ず周囲の安全を確認しながら運転して
ください。

フロントバンパーとリヤバンパーに各 4
箇所ずつセンサーがあります。

車両にトーイングバーが装備されている
かどうかに応じて、標準モードまたは
トーイングバーモードを選択できます。
トーイングバーモードは、感知範囲から
トーイングバーが装着されている範囲を
省くことができます。

アドバイス
RCTA の作動状態（ON または OFF）は、

BSW と連動して切り換わります。

他車をけん引するときはシステムを停止

してください。

強い直射日光や夜間走行時の後続車の

ヘッドライトによって、ドアミラー鏡面

にある警告灯が見えにくいことがありま

す。

警告表示 

本製品は各国の電波法に適合していま
す。
製品を改造しないでください。
改造すると認証番号が無効となります。

パーキングセンサー（フロ
ント／リヤ） 

注意
パーキングセンサーは車と障害物とのお

およその距離の確認を補助する装置で

す。
感知できる範囲および物体は限られてい

ます。障害物によっては、正確に感知し

ないことがありますので、過信せずパー
キングセンサーが付いていない場合と同

じように慎重に運転してください。

必ず自分の目で周囲の安全を確認してく

ださい。パーキングセンサーだけを頼り

に運転しないでください。

障害物を感知できる範囲 

センサーの取り付け位置 

感知範囲 

センサー センサー



パーキングセンサー（フロント／リヤ）

運転するときは 5-133

5

感知範囲は、フロントおよびコーナーの
各センサーから約 60cm (A)、リヤセン

サーから約 125cm (B) です。

感知範囲は、フロントおよびコーナーの
各センサーから約 60cm (A)、リヤセン

サーから約 125cm (B) です。

感知しない範囲 (C) は、リヤバンパーか

ら約 20cm (D) です。

感知範囲の変更のしかたについては次の
項をお読みください。
→「感知範囲の変更のしかた」P.5-135

標準モード

トーイングバーモード

標準モード

アドバイス
センサーは、バンパー直下またはバン

パーに近いところにある障害物は感知し
ません。

また、障害物の高さがセンサーの取り付
け位置よりも低いときは、最初にセン

サーが障害物を感知したとしてもその障

害物を感知し続けることができない場合
があります。

注意
次の場合、パーキングセンサーが正常に

作動しないことがあります。

•センサーやその周辺を手で拭いたとき

•センサーやその周辺にステッカーやア

クセサリーを取り付けたとき

トーイングバーモード

•センサーやその周辺に雨、氷、雪または

泥などが付着したとき

•外気温が急激に変化する場所を走行し

ているとき（トンネルやガレージなど）

•センサーが凍結したとき

•センサーが外部からの超音波ノイズを

受けたとき（他の車両のホーン、二輪車

のエンジン、ブレーキ、ラジオ、豪雨、
はね水やタイヤチェーンなどのノイズ）

•センサーが異常に高温もしくは低温の

とき（炎天下での駐車または低外気温下
での駐車）

•車両が大きく傾いたとき

•路面がうねっていたり、凹凸がある道路

や砂利道を走行しているとき

•障害物に接近しすぎたとき

•プラグインハイブリッド EV システム起

動直後

次のような障害物は、センサーが正しく

感知しない場合があります。

•ワイヤーネットやロープなどの細い物

•雪などの音波を吸収する物

•鋭い角度で成形された物

•縁石などの背が低い物

システムの正しい作動のため、次のこと

をお守りください。センサーの感知性能

を低下させるなど、思わぬ事故につなが

るおそれがあります。

•センサー部に強い力や衝撃を与えない

•センサー部は常にきれいにする

注意



パーキングセンサー（フロント／リヤ）

5-134 運転するときは

5

J10326700078

パワースイッチの電源モードを ON にす

ると、パーキングセンサーが自動的に ON
になり、スイッチの表示灯が点灯します。
停止したいときはスイッチを押すと表示
灯が消灯し、パーキングセンサーは OFF
になります。

自車の周辺に障害物があると、障害物を
感知したセンサー（障害物がある方向）を
インフォメーション画面に表示し、ブ
ザーで警報します。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ
ンの画面にも警告が表示されます。

•センサー部にステッカーを貼り付けな

い

•サスペンションを改造しない

センサーおよびセンサー周辺をぶつけた

ときは、パーキングセンサーが正しく機

能しなくなりますので、三菱自動車販売

会社で点検を受けてください。

アドバイス
センサーが外部からの超音波ノイズを受

けると、該当箇所のセンサー表示が一定

の周期で点滅します。

ノイズを受けなくなれば、表示は消え通
常の作動に戻ります。

使い方 

注意

障害物の表示と警告 

表示灯

インフォメーション画面

1- コーナーセンサー
2- フロントセンサー
3- リヤセンサー

スマートフォン連携ナビゲーション

バードアイビュー



パーキングセンサー（フロント／リヤ）

運転するときは 5-135

5
コーナーおよびフロントセンサー

リヤセンサー（標準モード選択時）

リヤセンサー（トーイングバーモード選
択時）

J10326800040

感知範囲は次の方法で変更します。

パーキングセンサーをスイッチにより
OFF にした後、スイッチを約 3 秒以上押

し続けてから離します。
ブザーが 2 回鳴り、トーイングバーモー

ドに変更されたことを知らせます。

パーキングセンサーをスイッチにより
OFF にした後、スイッチを約 3 秒以上押

し続けてから離します。
ブザーが 1 回鳴り、標準モードに変更さ

れたことを知らせます。

1- コーナーセンサー
2- フロントセンサー
3- リヤセンサー

障害物までの距離
表示／

ブザーの間隔

約 60 ～ 40cm ゆっくり点滅／
遅い断続音

約 40 ～ 30cm 速い点滅／
速い断続音

約 30cm 以内
点灯／
連続音

障害物までの距離
表示／

ブザーの間隔

約 125 ～ 80cm ゆっくり点滅／
遅い断続音

サイドビュー

約 80 ～ 40cm 速い点滅／
速い断続音

約 40cm 以内
点灯／
連続音

障害物までの距離
表示／

ブザーの間隔

約 125 ～ 100cm ゆっくり点滅／
遅い断続音

約 100 ～ 60cm 速い点滅／
速い断続音

約 60cm 以内
点灯／
連続音

注意
距離は温度、湿度、障害物の形などによ

り誤差が生じることがありますので、あ
くまで参考としてください。

アドバイス
いくつかの障害物を同時に感知した場合

は、すべて表示します。
ただし、ブザーはより近い障害物を優先

して警報します。

障害物までの距離
表示／

ブザーの間隔 スマートフォン連携ナビゲーションの画

面に警告を表示させないように変更する
ことができます。詳しくは三菱自動車販

売会社にご相談ください。

感知範囲の変更のしかた 

トーイングバーモード

標準モード

アドバイス
感知範囲は、セレクトポジションを に

したときにだけ設定したモードに切り換

わります。

アドバイス



マルチアラウンドモニター

5-136 運転するときは

5

J10326900041

センサーに何らかの異常が発生したとき
は、異常があるセンサーの位置が点滅で
表示し、約 5 秒間ブザーが鳴ります。

センサー位置の点滅表示とブザーが止
まった後、スイッチにある表示灯が、正
常に戻るまで点滅し続けますので、三菱
自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

J10327000124

マルチアラウンドモニターは「ノーズ
ビューカメラ」、「サイドビューカメラ（左
右）」および「リヤビューカメラ」の 4 つ

のカメラの映像を組み合わせて、スマー
トフォン連携ナビゲーションに映像を表
示させる装置です。
駐車スペースへの駐車時や縦列駐車時に
運転者を補助します。

カメラは次の位置に内蔵されています。

スイッチを 10 秒以上押し続けたときは、

感知範囲は変更できません。

警告表示 

アドバイス

例：リヤコーナーセンサー（左側）に異常

があるとき マルチアラウンドモニター 

注意
マルチアラウンドモニターは、車両周囲

の安全を確認するための補助装置です。
映像を表示できる範囲は限られています

ので過信せず、マルチアラウンドモニ

ターが付いていない場合と同じように慎
重な運転を心がけてください。

表示灯

必ず自分の目で周囲の安全を確認してく

ださい。特に車両の四隅はマルチアラウ
ンドモニターに障害物が映らない死角に

なります。
マルチアラウンドモニターだけを頼りに

運転しないでください。

ドアミラーを格納した状態およびドアや

テールゲートを開いた状態では使用しな
いでください。適切な範囲を表示するこ

とができません。

アドバイス
ブザー音とともにバードアイビュー、サ

イドビュー表示で障害物までの位置やお
およその距離を知らせる機能がありま

す。

詳しくは次の項をお読みください。
→「パーキングセンサー（フロント／リ

ヤ）」P.5-132
また、サイドビューやバードアイビュー

の警告を表示させないように変更するこ
とができます。詳しくは三菱自動車販売

会社にご相談ください。

カメラの取り付け位置 

注意



マルチアラウンドモニター

運転するときは 5-137

5

A- リヤビューカメラ
B- ノーズビューカメラ
C- サイドビューカメラ（左右）

警告
カメラの取り付け位置周辺に作動を妨げ

る物を取り付けないでください。



マルチアラウンドモニター

5-138 運転するときは

5

J10327100066

カメラが映像を表示できる範囲は図の範囲に限られています。また、前後バンパーの両端周辺および下部などは表示できませんの
で、必ず周囲の安全を確認しながら運転してください。

画面に表示できる範囲 

カメラの表示範囲 

サイドビューカメラ（右）

ノーズビューカメラ
サイドビューカメラ（左）

リヤビューカメラ

サイドビューカメラ



マルチアラウンドモニター

運転するときは 5-139

5

J10327200070

左側画面と右側画面で構成して表示しま
す。

車両周囲および車両後方の映像を表示し
ます。

助手席側車両側方および車両後方の映像
を表示します。

車両周囲および車両前方の映像を表示し
ます。

助手席側車両側方および車両前方の映像
を表示します。

画面に表示できる映像の種類 

バードアイビュー／リヤビュー
表示 

サイドビュー／リヤビュー表示 

バ ー ド ア イ ビ ュ ー ／ ノ ー ズ
ビュー表示 

サイドビュー／ノーズビュー表
示 

注意
カメラは特殊レンズを使用しているた

め、画面の映像は実際と距離感覚が異な

りますので注意してください。

アドバイス
カメラは特殊なレンズを使用しているた

め、駐車場などの区画線は、画面内では

平行に見えないことがあります。

次のような場合、画面が見づらくなるこ

とがありますが異常ではありません。

•暗いところ（夜間）



マルチアラウンドモニター

5-140 運転するときは

5

J10327300071

パワースイッチの電源モードが ON のと

きに使用できます。

セレクトポジションを にすると、ス
マートフォン連携ナビゲーションの画面
にバードアイビュー／リヤビューが表示
されます。

セレクトポジションを 以外にすると、
表示は消えます。

スイッチを押すとバードアイビュー／
ノーズビューが表示されます。

スイッチを押すたびに、次の通り表示が
切り換わります。
バードアイビュー／リヤビュー表示→サ

イドビュー／リヤビュー表示

スイッチを押すたびに、次の通り表示が
切り換わります。
バードアイビュー／ノーズビュー表示 →
サイドビュー／ノーズビュー表示 →OFF

•太陽やヘッドランプの光が直接カメラ

のレンズに入ったとき

•蛍光灯の光が直接カメラのレンズに

入ったとき

カメラが高温になった場合、映像の映り

が悪くなることがありますが、異常では

ありません。

カメラが熱いとき、雨や洗車などでレン

ズ付近の温度が低くなるとレンズが曇る

ことがありますが、故障ではありません。

外気温が極端に高いときまたは低いとき

は、映像の映りが明瞭でない場合があり

ますが、故障ではありません。

無線機などの通信機器がカメラの近くに

取り付けられていると、電波の影響でシ
ステムが停止する場合がありますが、故

障ではありません。

カメラのレンズが汚れていると、障害物

が十分に確認できません。水滴、雪、泥
または油汚れなどが付着したときは、レ

ンズを傷つけないようにていねいに拭き
取ってください。

カメラの故障の原因となりますので、次

のことをお守りください。

•衝撃を与えない

•ワックスを付着させない

•熱湯をかけない

•高圧洗車機などの水をかけない

•カメラを外したり分解したりしない

•レンズ表面をひっかかない

アドバイス 使い方 

セレクターレバーでの操作 

スイッチでの操作 

スイッチ

アドバイス
セレクトポジションが 以外のときにス

イッチを押してマルチアラウンドモニ

ターを表示させた後、3 分以上何も操作

しないと表示は消えます。

画面の切り換え（セレクトポジ
ションが のとき） 

画面の切り換え（セレクトポジ
ションが 以外のとき） 



マルチアラウンドモニター

運転するときは 5-141

5

J10327400102

バードアイビュー以外の表示画面は、画
面内の線で次のことを表示しています。
目安としてお使いください。

J10327500060

距離と車幅の目安となる線と車体が画面
に表示されます。

赤色の線 (A) はフロントバンパー最前

端から約 50cm の地点を示します。

緑色の線 (B) はおおよその車体幅を示

します。
橙色の線 (C) はハンドルを切った角度

のまま前進したときの予想進路を示
します。
ハンドルを直進状態にすると表示は
消えます。

アドバイス
右側画面がノーズビュー表示のときにセ

レクトポジションを にすると、右側画

面はリヤビュー表示に切り換わります。

セレクトポジションを 以外にすると、

右側画面はノーズビュー表示に切り換わ
ります。

車速が約 10km/h 以上のときにスイッチ

を押すと左側画面にサイドビューのみ表
示させることができます。

ノーズビュー表示は車速が約 10km/h 以

上になると表示されなくなります。

表示の切り換わり時は、映像の表示が遅

れることがあります。

画面の見方 

注意
カメラおよびカメラの周辺をぶつけたと

きは、映像および画面内の線が正しく表
示されないことがあります。

必ず三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

カメラの映像に異常がある場合（リヤ

ビューガイド線のみの表示になるなど）
は、お近くの三菱自動車販売会社へご相

談ください。

ノーズビュー表示 

注意

1- フロントバンパー前端から約
100cm

アドバイス
ノーズビュー表示に予想進路線が表示さ

れると、バードアイビュー表示にも予想

進路線が表示されます。

（フロント：実線、リヤ：破線）

車体
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J10327600061

距離と車幅の目安となる線と車体が画面
に表示されます。

赤色の線 (A) はリヤバンパー最後端か

ら約 50cm の地点を示します。

緑色の線 (B) はおおよその車体幅を示

します。
橙色の線 (C) はハンドルを切った角度

のまま後退したときの予想進路を示
します。
ハンドルを直進状態にすると表示は
消えます。

J10327700033

表示される距離と車幅の線は水平な路面
を基準としています。
次の場合には、画面に表示される距離を
示す線と、実際の距離に誤差が生じます。

画面に映る障害物は、実際の距離より遠
くに表示されます。
したがって、上り坂に障害物があるとき
には、実際の位置よりも、障害物が遠く
に見えます。

画面に映る障害物は、実際の距離より遠
くに表示されます。
したがって、上り坂に障害物があるとき
には、実際の位置よりも、障害物が遠く
に見えます。

リヤビュー表示 

1- リヤバンパー後端から約 100cm
2- リヤバンパー後端から約 200cm

車体

注意
乗車人数、燃料の量、積み荷の状態また

は路面の状態などにより車両が傾いてい
る場合、画面内の線の表示が実際と異な

ることがあります。
画面内に表示される線は参考として使

い、必ず自分の目で後方や周囲の安全を

確認することを常に心がけてください。

アドバイス
リヤビュー表示に予想進路線が表示され

ると、バードアイビュー表示にも予想進

路線が表示されます。
（フロント：破線、リヤ：実線）

画面表示と実際の路面との誤差 

■車両後部が乗員の体重と荷物の重
さで下がっているとき 

A: 実際の障害物
B: 画面に映る障害物

■車両後方に上り坂があるとき 
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画面に映る障害物は、実際の距離より近
くに表示されます。
したがって、下り坂に障害物があるとき
には、実際の位置よりも、障害物が近く
に見えます。

画面に表示される距離は、図のように実
際の距離とは異なって表示される場合が
あります。
車体幅を示す線（緑色）は立体物（トラッ
ク）に触れていないため接触しないよう
に見えますが、実際はトラックの後部が
自車の進路上に張り出しているため、接
触することがあります。

画面に表示される距離と車幅の線は、道
路などの平面物を対象にしています。
このため、張り出し部分のある立体物と
の距離感覚が実際と異なることがありま
す。
画面内の線を立体物までの距離の目安に
しないでください。

A: 実際の障害物
B: 画面に映る障害物

■車両後方に下り坂があるとき 

A: 実際の障害物
B: 画面に映る障害物

■車両の近くに立体物があるとき 

■立体物に接近するとき 
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例：画面の映像では手前から B、C、A の

順に見えますが、実際には A、B が同じ

距離で、C が A、B よりも遠い距離にあ

ります。

J10327800034

車幅と車両前端の目安となる線が画面に
表示されます。

J10327900051

自車位置や駐車スペースへの進入コース
が確認しやすいよう、車両を上から見た
イメージの画像が表示されます。

サイドビュー表示 

1- ドアミラーを含めた車幅の目安
2- フロントタイヤの中心位置の目安
3- フロントバンパー前端から約 50cmの

位置の目安

バードアイビュー表示 

注意
バードアイビュー表示は、「ノーズビュー

カメラ」、「サイドビューカメラ（左右）」
および「リヤビューカメラ」からの映像

を組み合わせて処理した擬似的な画像の
ため、障害物を実際より遠くに表示しま

す。

自車と障害物との間にわずかな距離があ
るように見えてもぶつかることがありま

すので、必ず自分の目で周囲の安全を確
認してください。

バードアイビュー表示の車両アイコン

は、色やサイズが実際の車両とは異なり

ます。
このため、自車周辺の障害物が自車に接

触しているように見えることがあり、自
車と障害物との位置関係が実際と異なり

ます。

バードアイビューの映像は、合成処理部

分が画面の四隅にあり、この部分におい
ては画像の鮮明さが低下したり、障害物

が消えたり表示されたりすることがあり

ます。

アドバイス
バードアイビュー表示は、4 台のカメラ

（ノーズビューカメラ、左右のサイド

ビューカメラ、リヤビューカメラ）で道
路などの平面物を対象に画像処理してい

ますので、次のように実際と違う画像が
表示されることがあります。
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J10337100085

バードアイビュー表示の車両アイコンの
色を変更することができます。

1.安全な場所に停車してください。
2.パワースイッチの電源モードがONの

状態で、スイッチを押すとバードアイ
ビュー／ノーズビューが表示されま
す。

3.スイッチを押し続けると、車両アイコ
ンが点滅します。

4.車両アイコンが点滅した状態で、ス
イッチを押すたびに、車両アイコンの
色が切り換わります。

5.お好みの色を選択し、スイッチを 2 秒

以上押し続けると、車両アイコンの色
を変更できます。

J10340300023A

マイパイロットは、センサーを使用して
運転者が設定した車速を上限に前方車両
と車速に応じた車間距離を保ちながら、
車線中央付近を走行するための運転操作
を支援するシステムです。

•障害物が横たわって、実際より長くまた

は大きく見える

•路面から高さがある物は、画面の合成処

理部分から現れているように見える

 4 台の各カメラの明るさにより、表示され

る画像の明るさに差が生じるときがあり

ます。

カメラより上にある障害物は表示されま

せん。

ノーズビューまたはリヤビューで表示さ

れた障害物は、バードアイビューで表示
されない場合があります。

バードアイビューの映像は、各カメラの

取り付け位置や角度が変わるとずれるこ

とがあります。

路上の線は映像の継ぎ目でずれたり曲

がったりして見えることがあります。

■車両アイコンの色の変え方 

アドバイス

スイッチ

アドバイス
次のような場合、車両アイコンの色変更

ができません。

•セレクトポジションが のとき

•車両アイコンが点滅してから、30秒以上

操作を行わないとき

•システムが OFF になっているとき

車両アイコンの色を変更したときは、

バードアイビュー、サイドビュー表示で
障害物までの位置やおおよその距離が表

示されません。

マイパイロット[MI-PILOT] 
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マイパイロットのシステムには次の機能
があります。

ACC: Adaptive Cruise Control
アクセルペダルを踏まなくても設定した
車速で走行するとともに、センサーを使
用して前方車両との相対速度、相対距離
を測定し、前方車両に近づけば減速して
設定した車間距離を保って走行する機能
です。
→「レーダークルーズコントロールシス

テム [ACC] の作動」P.5-152
車間距離制御を行わず、一定速で走行す
る「クルーズコントロール（自動定速走
行装置）」も選択できます。

→「クルーズコントロール（自動定速走

行装置）」P.5-162

LKA: Lane Keep Assist
車線中央付近を走行するようにハンドル
を制御し、運転者のハンドル操作を支援
します。
→「車線維持支援機能 [LKA] の作動」
P.5-159

レーダークルーズコントロールシステ
ム [ACC]

センサー

センサー

車線維持支援機能 [LKA]

警告
マイパイロットの性能には限界がありま

す。システムだけに頼った運転はせず、常

に安全運転を心がけてください。

高速道路や自動車専用道路で使用してく

ださい。マイパイロットは、高速道路や

自動車専用道路の直線や緩やかなカーブ

での使用を想定して設計されています。
一般道での使用は思わぬ事故につながる

おそれがありますので、使用しないでく
ださい。

次のようなときは、適切な減速や操舵制

御が行えず前方車両に接近したり、車線

に近づくおそれがあります。前方車両と
の車間距離、自車の車線内の位置、周囲

の状況に応じて自らアクセル、ブレーキ、

ハンドルを操作し、常に安全運転を心が
けてください。

•前方へ急な割り込みをされたとき

•前方車両が急ブレーキをかけたとき

•急なカーブを走行するとき

•悪天候のとき

手離し運転を行うことはできません。運

転者は必ずハンドルを持ち、安全運転を
心がけてください。

停車中の車両には反応しません。料金所

や渋滞の最後尾で停車中の車両に対して

は減速しませんので、十分注意してくだ
さい。

マイパイロットは、脇見運転やぼんやり

運転などの前方不注意での運転操作を補
助するものではありません。前方車両と

の車間距離、車線内の位置、周囲の状況

に応じてアクセル、ブレーキ、ハンドル
を操作するなどして、常に安全運転を心

がけてください。

急カーブや曲がりくねった道では使用し

ないでください。マイパイロットは、直
線や緩やかなカーブでの使用を想定して

設計しているため、車線中央付近を維持
できなくなるなど、思わぬ事故につがる

おそれがあります。

横風があるときや道路に横方向の勾配が

あるときは、車線の中央を安定して走行
できなくなり、思わぬ事故につながるお

それがあります。

急勾配の坂道では使用しないでくださ

い。停車状態を保持できず、車両が動き

出し思わぬ事故につながるおそれがあり

ます。

警告
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急な下り坂では使用しないでください。

設定車速を超えてしまうおそれがありま
す。また、前方車両が走行している場合

は、ブレーキが過熱して十分な減速がで
きなくなるおそれがあります。

凍結路や積雪路など、滑りやすい路面で

は使用しないでください。タイヤが空転

し、車のコントロールを失うおそれがあ
ります。

頻繁な加減速により、車間距離が保ちに

くい交通状況では、使用しないでくださ

い。ブレーキ作動が遅れて車間距離が短
くなるなど、思わぬ事故につながるおそ

れがあります。

道路構造物（壁、ガードレール、ポール、

縁石など）と、車線が極端に近い道では

使用しないでください。道路構造物に接

近し、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

次のような状況では使用しないでくださ

い。前方車両との車間距離、または車線
が検出できない場合があり、思わぬ事故

につながるおそれがあります。

•悪天候（雨、雪、霧、風じん、砂嵐、吹

雪など）で視界が悪いとき

•前方車両や対向車などにより、水、雪、

砂などの巻き上げが発生しているとき

•センサー前方のフロントガラスに汚れ、

油膜、水滴、氷、雪などが付着している

とき

•センサー前方のフロントガラスが雲っ

ているとき

警告
•前方から強い光（太陽光や対向車のハイ

ビームなど）を受けているとき

•前方の強い光により、前方車両のタイヤ

部分が影になるとき

•夜間やトンネル内などでヘッドライト

を点灯していない、またはヘッドライト

のレンズが極端に汚れているとき

•夜間やトンネル内などで前方の車両の

テールランプが点灯していないとき

•トンネルの出入り口や日陰など、急に明

るさの変化が起こったとき

•工事などによる車線規制や仮設の車線

があるとき

•未舗装路など凹凸のある路面を走行し

ているとき

•急な上り坂、下り坂が繰り返される道を

走行するとき

次のような状況では使用しないでくださ

い。マイパイロットが正しく作動しない

おそれがあります。

•タイヤの空気圧が適正ではないとき

•摩耗しているタイヤ、指定以外のタイヤ

を使用しているときや、タイヤチェーン
を装着しているとき

→「タイヤ、ホイール」P.9-6
•純正品以外のブレーキ部品やサスペン

ション部品を使用しているとき

•純正品以外のフロントワイパーを使用

しているとき

•センサー前方のフロントガラスにス

テッカーなどを貼り付けたとき

警告
•極端に重い荷物を積んでいるとき

•けん引されるとき、またはけん引すると

き

外部の騒音などにより、ブザーが聞こえ

ない場合があります。システムを過信せ

ず、衝突などの危険があるときは、シス

テムの作動の有無にかかわらず、ブレー
キペダルを強く踏むなどの回避操作を

行ってください。

注意
次のような状況では車両の形状を正しく

検出できず、適切な車間制御を行えない
場合があります。ブレーキペダルを踏み、

適切な車間距離を維持してください。

•前方車両が背景と似た色合いで区別が

できないとき

•前方車両が道路標示（道路上の横断歩

道、制限速度などの標示）の近くを走行

しているとき

•前方車両が路面の水たまりの付近を走

行しているとき ( 周りの風景が水たまり

に映りこむなど )
•前方車両が建物や街路樹などの影と重

なっているとき

•前方車両と自車の間に水蒸気や煙など

があるとき

次のような車両は正しく検出できず、適

切な車間制御が行えない場合がありま
す。

警告
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•車高の低い車両

•最低地上高が極端に低いまたは極端に

高い車両

•特殊な形状の車両（タンクローリーな

ど）

•前方の至近距離に割り込んだ車両

•自車の正面から横にずれた位置に存在

する車両

•後端面積が小さい車両 ( 空荷のトラック

など )
•リヤタイヤから車両後端までが長い車

両

•四輪車以外の車両 ( 二輪車など )
•荷台から荷物や幌がはみ出している車

両

•バンパー形状などにより、タイヤが見え

にくい車両

次のような検出された形状が車両の輪郭

の特徴や車両のテールランプの大きさ･

位置などと似通っているとき、ブレーキ
制御や接近警報を行う場合があります。

•両側車線または壁面の模様･ペイント

（かすれた道路標示や漢字で構成される

特殊な道路標示を含む）

•前方の道路構造物（トンネル、高架橋、

標識、車両脇に設置されたリフレクター

（反射板）、反射シート、ガードレール）

などで構成される形状

次のような状況では車線を正しく検出で

きず、適切なハンドル制御が行えない場

合があります。

注意
•車線が消えかかっている、汚れているな

ど不明瞭なとき

•ワイヤーロープ、パイロンなどの構造物

があるとき

•路肩やわだちなど、車線の付近に車線と

似たような線があるとき ( 雪／影／ガー

ドレール )
•車線が路面の色と似て見えにくいとき

•車線が多重に描かれているとき

•消された車線が、まだ薄く残っていると

き

•料金所や交差点手前などで車線がない、

または車線が大きく変化しているとき

注意

多重線

•車線の幅が極端に狭いときや広いとき、

または変化しているとき

•停止禁止部分または立ち入り禁止部分

がある道を走行しているとき

•ぬれている、または水たまりがある路面

を走行しているとき

•工事などで車線内に複数の車線がある

道を走行しているとき

•合流、分岐路を走行しているとき

•道路構造物、街路樹、建物などの影が差

している路面を走行しているとき

アドバイス
マイパイロットを正しく作動させるため

に、センサーおよびセンサーまわりのお

手入れを行ってください。
→「センサーの取り扱い」P.5-114

注意

影

車線
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J10340400024

J10340500025

マイパイロットスイッチ 

1- マイパイロット ON/OFF スイッチ

マイパイロットを ON/OFF します。
2- CANCEL スイッチ

ACC の制御をキャンセルするとき

に使います。
3- RES ＋スイッチ

一度設定した速度で動作させたり、
設定した車速を上げたりするとき
に使います。

4- SET －スイッチ

希望する速度に設定したり、設定し
た速度を下げたりするときに使い
ます。

5- マイパイロット車間設定スイッチ
前方車両との車間距離の設定を変
更するときに使います。

アドバイス
マイパイロットスイッチを操作するとき

は、個々のスイッチを確実に押してくだ
さい。複数のスイッチを同時に押すと、マ

イパイロットがOFFまたは制御がキャン

セルされることがあります。

マイパイロット表示画面 

1- マイパイロットインジケーター
マイパイロットがON になっている

ことを示します。
マイパイロットスタンバイ中：

白色に点灯
マイパイロット制御中：緑色に

点灯

2- 車線維持支援機能 [LKA]インジケー

ター
LKA が ON になっていることを示

します。
LKA スタンバイ中：灰色に点灯

LKA 制御中：緑色に点灯

逸脱を検出した車線のみ橙色に

点灯
3- 前方車両表示

ACC が前方車両を認識していると

きに表示します。
前方車両を検出していないときは、
表示が消えます。
次のようにスタンバイ中と制御中
で表示が異なります。

表示
状態

スタンバイ中 制御中

前方車両
認識

4- 制御状態インジケーター
ACC 制御状態であることを示しま

す。

  （制御状態） 、 （停車保

持状態）の 2 種類表示されます。
5- 設定車速表示

設定車速を表示します。
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J10340600026

パワースイッチの電源モードが ON のと

き、マイパイロット ON/OFF スイッチを

押すと、マイパイロットが ON（スタンバ

イ）になります。

マイパイロットが ON（スタンバイ）にな

ると、マイパイロット表示画面のマイパ
イロットインジケーターが白色に点灯し
ます。
スタンバイ中ではマイパイロット制御は
開始しません。

マイパイロットが ON（スタンバイ）状態

のとき SET －スイッチを押し下げます。

設定したい車速でSET－スイッチを離す

と、車速が設定され、マイパイロットの
制御が開始します。

6- 車間設定表示
前方車両との距離設定を表示しま
す。
次のようにスタンバイ中と制御中で
表示が異なります。

状態

スタンバイ中 制御中

使い方 

システムを起動（スタンバイ）す
るときは 

アドバイス
パワースイッチの電源モードをOFFにし

て再度電源モードをONにしたときは、マ

イパイロットは OFF になります。

マイパイロットON/OFFスイッチを約1.5
秒押し続けると、定速制御機能に切り換

わり、マイパイロットは作動しません。

→「クルーズコントロール（自動定速走

行装置）」P.5-162
車間設定は、マイパイロット ON/OFF ス

イッチを OFF にしても保持されます。

→「設定車間距離を変更するときは」

P.5-158

制御を開始するときは 
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設定車速はインフォメーション画面に表
示されます。設定できる車速範囲は約 30
～ 120km/h です。

前方車両を検出しているときは約 0 ～

30km/h でも制御は開始できますが、この

とき設定車速は 30km/h に設定されます。

上記車速の範囲外で操作しても制御は開
始しません。

ACC の制御が開始すると、 が点灯

し、車間設定表示や前方車両表示が制御
中表示に切り換わります。（前方車両を検
出しているときのみ

ACC がスタンバイ状態で、ブレーキペダ

ルを踏んで停車し前方車両を検出してい
るとき、SET －スイッチを押し下げると

インフォメーション画面に が点灯

し車速が 30km/h に設定されます。

J10340700027

システムに異常があるとき、マイパイ
ロットの制御は自動的にキャンセルさ
れ、システムが OFF となります。このと

き、ブザーとともにインフォメーション
画面に警告が表示されます。
警告が表示されたときは、安全な場所に
停車し、パワースイッチの電源モードを
OFF から ON にしてください。再起動の

操作をしても再び表示される場合、三菱
自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

アドバイス
ACC の制御が開始すると、LKA を作動さ

せることができます。

詳しくは次の項をお読みください。

→「車線維持支援機能 [LKA] の作動」
P.5-159

次の場合、マイパイロットの制御を開始

することができず、ブザーが鳴ります。

•車速が約 120km/h 以上のとき

•運転席のドアが開いたとき

•運転席シートベルトを着用していない

とき

•車速が約 30km/h を下回っていて、前方

車両両を検出していないとき

•セレクトポジションが 以外のとき

•電動パーキングブレーキが作動してい

るとき

•ブレーキペダルを踏んでいるとき

•アクティブスタビリティコントロール

[ASC] が OFF のとき

•ABS/ASC/TCL が作動したとき

•タイヤが空転したとき

•フロントガラスのセンサー部前方が、

雨、霧、雪、または気温低下によるガラ
スの凍結などで視界が悪いとき

•ワイパーを高速で作動させたとき

•システムに異常があるとき

•急な斜面で停車しているとき

•フロントバンパーのセンサー部付近に

雪、氷または泥などが付着しているとき

システムに異常があるときは 

アドバイス
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J10340800028

ACC は、アクセルペダルを踏まなくても

設定した車速で走行するとともに、セン
サーを使用して前方車両との相対速度、
相対距離を測定し、前方車両に近づけば
減速して設定した車間距離を保って走行
する機能です。

設定車速より走行中の車速が低い場合、
設定車速まで加速します。設定車速と走
行中の車速が同じ場合、設定車速を維持
して走行します。

設定した車速を上限として、車速に応じ
た車間距離（車間時間）を保つように、必
要に応じてブレーキも使用して車間制御
を行い追従走行します。

前方車両が停車したときは、自車もそれ
に応じて停車して、停車保持状態になる

と が点灯します。

停車保持状態中に前方車両の発進により
追従走行が再開可能な状態になると、イ
ンフォメーション画面に「追従再開でき
ます」が表示されます。このとき、RES
＋スイッチまたはアクセルペダル操作に
て自車が追従走行を再開します。

レーダークルーズコントロー
ルシステム [ACC] の作動 

前方車両を検出していないとき
は 

アドバイス
下り坂などで設定した車速を超えそうな

ときは、自動でブレーキが作動して速度

を維持します。

ACCによるブレーキ中にブレーキペダル

を踏んだとき、ペダルが固く感じられる
ことがありますが、異常ではありません。

さらに踏み込むことで踏み増すこともで
きます。

ACCによるブレーキ中に音が聞こえるこ

とがありますが、ブレーキ制御によるも

のであり異常ではありません。

設定車速までは機能の制御によって加速

しますが、素早く加速したいときはアク
セルペダルを踏んで加速してください。

前方車両を検出しているときは 

アドバイス

注意
停車保持状態中に自車を降りて離れると

きは、電動パーキングブレーキをかけて

セレクトポジションを にしてくださ

い。

アドバイス
停車保持状態中は制動灯（ブレーキラン

プ）が点灯します。

停車保持状態中はスイッチ操作またはア

クセルペダル操作を行ってもACCによる

再発進はしません。

ACC制御中に方向指示レバーを操作した

ときに、システムが前方車両の追い越し

をすると判断した場合は、設定した車速

を上限として加速制御を行います。

前方車両が停車後、約2秒以内に発進した

ときは自車も発進し、追従走行を再開し

ます。

マイパイロット車間設定スイッチによ

り、車間を設定することができます。
→「設定車間距離を変更するときは」

P.5-158
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前方車両を検出していないときは、ブ
ザーとともにインフォメーション画面の
表示から前方車両表示が消え、設定した
車速までゆっくりと加速し、再び定速走
行を行います。

J10341600023

ACC 制御中に、前方車両が急激に減速し

た場合や他車の割り込みにより十分な減
速ができず前方車両に接近したときは、

ブザーとともにインフォメーション画面
に警告が表示され、運転者に注意を促し
ます。
ブレーキペダルを踏み、適切な車間距離
を保持してください。

ACC により自車が停車した後、約 10分を

経過すると、ブザーとともに電動パーキ
ングブレーキが作動し、ACC は解除され

ます。

注意
ACC により自車が停車したとき、停車し

た状態を保持するまでは周囲に注意して

ください。

次のような状況では、前方車両を検知し

て追従走行しているときでも、前方車両
を検出できず、自車の設定車速まで自動

的に加速することがあります。周囲の状

況に応じてブレーキペダルを踏んで減速
するなど、安全な速度で走行してくださ

い。

アドバイス
•インターチェンジ、サービスエリアや

パーキングエリアに進入するなど高速
道路本線から出るとき

•カーブを走行しているとき

前方車両を追従走行しているときは、前

方車両が車線変更するなど検出できない
状況になると、前方車両より先にいる停

車車両に対しては減速制御は行いませ
ん。周囲の状況に応じてブレーキペダル

を踏んで減速するなど、安全な速度で走

行してください。

接近警報 

注意

注意
ACC未使用時はマイパイロットをOFFに
してください。
誤って ACC を作動させてしまい、思わぬ

事故につながるおそれがあります。

車外からACCの操作を行うことは絶対に

しないでください。

次のような状況ではACC制御や接近警報

は行いません。

•歩行者など車両以外の物に接近したと

き

•システムに異常があるとき（システムが

異常を検知した場合は、「点検」が表示

されます）

停車中または非常に速度が遅い車両に接

近したときは、警報のみが働き、加減速
制御を行いません。

次のような状況では前方車両を正確に検

出できず、車間距離を適切に維持できな

い場合や、接近警報が作動しないことが
あります。ブレーキペダルを踏み、適切

な車間距離を維持してください。
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ACC 制御中に RES ＋スイッチを一回押

し上げると設定車速が1km/h上昇します。

また、RES ＋スイッチを押し上げ続ける

と、設定車速が 5km/h 間隔で上昇します。

ACC制御中にアクセルペダルを踏むと一

時的に加速することができます。
設定したい車速まで加速して、SET －ス

イッチを押し下げて離すと、そのときの
車速が設定車速に設定されます。

•近距離で前方車両に割り込まれたとき

•前方車両が自車と左右にずれていると

き

•前方車両がトレーラーなどをけん引し

ているとき

•自車より極端に遅い車両に接近したと

きなど

•二輪車、自転車などに接近したとき

•荷物を積んでいない貨物トレーラーな

どに接近したとき

•積荷が荷台から突き出ている車両など

に接近したとき

•車高の低い車両などに接近したとき

•最低地上高が極端に高い車両などに接

近したとき

•急な上り坂、下り坂が繰り返される道を

走行しているとき

•路面がうねっていたり、凹凸があるとき

•トンネル内を走行しているとき

•後席やラゲッジルームに極端に重い物

を積んだとき

•プラグインハイブリッド EV システム起

動後に走行してからしばらくの間

•カーブが連続する道路やカーブの出入

り口を走行するとき

•センサーおよびセンサー前方カバー部

に汚れ、雪、氷などが付着した場合 *
•前方車両や対向車が路上の水や雪、砂な

どを巻き上げて走行しているとき *

注意
*：これらの状況などで検出低下や ACC
が作動できない状態を判定した場合、
ACC が自動的にキャンセルされた後、

ブザーとともにインフォメーション画
面に警告が表示され、運転者に注意を

促します。
ACCが作動できる状態になると警告表

示は消えます。
警告表示が消えない場合は、システム

の異常の可能性があります。三菱自動

車販売会社にご連絡ください。

■設定車速を上げるときは 

RES ＋スイッチで設定車速を上げる

注意 注意
設定車速は状況に応じた適切な車速を設

定してください。

アドバイス
実際の車速が設定した車速になるまでに

は時間差があります。

前方に車両がいるときも設定車速を上げ

ることができますが、実際の車速は上昇
しません。

停車保持状態では車速の設定はできませ

ん。

アクセルペダルで加速する
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ACC 制御中に SET －スイッチを一回押

し下げると設定車速が1km/h減少します。

また、SET －スイッチを押し下げ続ける

と、車速が 5km/h 間隔で減少します。

ACC制御中にブレーキペダルを踏むと制

御はキャンセルされ、減速することがで
きます。
設定したい車速まで減速して、SET －ス

イッチを押し下げると、そのときの車速
が設定車速に設定されます。注意

アクセルペダルを踏んでいる間はブレー

キ制御や警報は行いません。

アドバイス
アクセルペダルを踏んでいる間は設定車

速表示は「---」となります。

アクセルペダルを離せば、元の設定車速

で再び ACC 制御状態に戻ります。ただ

し、状況によっては、アクセルペダルを
離した後一定時間、ブレーキ制御や警報

が働かないことがあります。

アクセルペダルを踏んでいる間は設定車

速の調整はできません。

■設定車速を下げるときは 

SET －スイッチで設定車速を下げる

注意
設定車速は状況に応じた適切な車速を設

定してください。

アドバイス
実際の車速が設定した車速となるまでに

は時間差があります。

設定車速よりも低い車速で追従している

ときは、自車も減速しますが、設定車速
は減少しません。

停車保持状態中では車速の設定はできま

せん。

ブレーキペダルで減速する

アドバイス
ブレーキペダルを一度踏むと、ACC 制御

はキャンセルされ、ペダルを離しても
ACC 制御状態には戻りません。

アドバイス
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アクセルペダルを踏み込めば、一時的に
車速を上げることができます。
アクセルペダルを離せば、自動的に元の
設定車速に減速してACC制御を再開しま

す。

ACC制御中に次のいずれかの操作をする

と、ACC 制御はキャンセルされ、スタン

バイ状態になります。
制御開始条件が再び成立すれば、SET －

またはRES＋スイッチで制御開始できま

す。

CANCEL スイッチを押す

ブレーキペダルを踏む

ACC制御がキャンセルされスタンバイ状

態になると、 が消灯し、車間設定表

示や前方車両表示（前方車両を検出して
いるときのみ）がスタンバイ表示に切り
換わります。

また、次のような状況では、ブザーとと
もにインフォメーション画面に警告が表
示され ACC 制御は自動的にキャンセル

し、ACC スタンバイ状態となります。

ASC を OFF にしたとき

ABS/ASC/TCL が作動したとき

■一時的に車速を上げるときは 

注意
アクセルペダルを踏んでいる間はブレー

キ制御や警報は行いません。

設定車速は状況に応じた適切な車速を設

定してください。

アドバイス
アクセルペダルを踏んでいる間は設定車

速表示は「---」となります。

状況によっては、アクセルペダルを離し

た後一定時間、ブレーキ制御や警報が働
かないことがあります。

アクセルペダルを踏んでいる間は設定車

速の調整はできません。

■制御を終了するときは 

制御のキャンセル

アドバイス アドバイス
マイパイロット ON/OFF スイッチを押し

ても ACC 制御をキャンセルできます。

このとき、ACC は OFF になります。

CANCEL スイッチまたはマイパイロット

ON/OFF スイッチを押して停車保持状態

を解除した場合は、車両がクリープ走行
を開始します。
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電動パーキングブレーキをかけたと

き

セレクトポジションが 以外のとき

運転席のシートベルトを外したとき

運転席のドアが開けられたとき

停車保持状態中に前方車両を見失っ

たとき
停車保持状態が 10 分以上経過したと

き
急な斜面で停車しているとき

ACC 制御で停車保持状態のときは、電動

パーキングブレーキが作動し停車を維持
します。 
ただし、ACC により自車が停車した後、

約 10 分を経過すると、ブザーとともに電

動パーキングブレーキが作動し、ACC は

解除されます。

ACC 制御の開始条件が再び成立すれば、

SET －または RES ＋スイッチで ACC 制

御を開始できます。

前方車両に追従停車をするとき、急な坂
道により停車保持状態を続けることがで
きないと判断した場合、停車保持状態が
自動的にキャンセルされます。このとき、

インフォメーション画面に警告が表示さ
れ、運転者に注意を促します。
ブレーキペダルを踏んで停車してくださ
い。

次のような状況などで検出性能低下や
ACCが一時的に作動できない状態を自動

的に判定したときは、ACC が自動的に

キャンセルされ、ブザーとともにイン
フォメーション画面に警告が表示して、
運転者に注意を促します。

長い下り坂の走行でブレーキ制御が

継続して作動して、ブレーキが過熱し
ているとき

センサーおよびセンサー前方カバー

部に汚れ、雪や氷などが付着したとき
悪天候（雨、雪または砂嵐など）のとき

前方車両や対向車が路上の水や雪、砂

などを巻き上げて走行しているとき
交通量が少なく、前方車両や障害物が

少ない道路を走行するとき

ACC が作動できる状態になると、警告表

示は自動的に消えます。
警告表示が消えない場合はシステムの異
常の可能性があります。三菱自動車販売
会社にご連絡ください。

警告
セレクトポジションを にしても ACC
は自動的に終了しますが、走行中はセレ

クトポジションを にしないでくださ

い。加減速制御が機能せず、思わぬ事故

につながるおそれがあります。

注意
外部の騒音などにより、ブザーが聞こえ

ない場合があります。システムを過信せ

ず、衝突などの危険があるときは、シス

テムの作動の有無にかかわらず、ブレー
キペダルを強く踏むなどの回避操作を

行ってください。



マイパイロット [MI-PILOT]

5-158 運転するときは

5

ACC が ON 状態でマイパイロット

ON/OFF スイッチを押すと ACC は OFF
になります。

CANCEL スイッチやブレーキペダルで制

御をキャンセルした後（ACC スタンバイ

状態）、RES ＋スイッチを押し上げると、

表示されているキャンセル前の設定車速
で ACC 制御を再開します。

停車保持状態中にACCが前方車両の発進

により追従再開可能な状態になると、
メーターに「追従再開できます」が表示
されます。このとき、RES ＋スイッチま

たはアクセルペダル操作にて車両が再発
進します。

J10341700024

マイパイロット車間設定スイッチを押す
ごとに設定車間距離が「長」から「短」へ
順に切り換わり、「長」に戻ります。ACC
をOFFまたはパワースイッチの電源モー

ドを OFF にしても設定は保持されます。

ACC を OFF にする

アドバイス
ACC 制御中でも制御を停止して ACC は

OFF になります。

ACCをOFFまたはパワースイッチの電源

モードをOFFにすると設定車速はリセッ

トされます。

パワースイッチの電源モードをOFFにし

て再度パワースイッチの電源モードを

ON にしたときは、ACC は OFF になりま

す。

■制御を再開するときは アドバイス
制御を再開できる条件は、制御開始の条

件と同じです。

ブレーキペダルを踏んでいるときに、ド

ライバーがスイッチ操作をしたときは、

車両は再発進しません。

■設定車間距離を変更するときは 

アドバイス
車間距離は車速に応じて変化し、車速が

高いほど長くなります。



マイパイロット [MI-PILOT]

運転するときは 5-159

5

設定車間距離

J10341800025

パワースイッチの電源モードが ON で

ACC が OFF のとき、マイパイロット

ON/OFF スイッチを押し続けると、ク

ルーズコントロールが起動します。
インフォメーション画面がクルーズコン
トロール表示に切り換わるとともに、ブ
ザーが鳴ります。
パワースイッチの電源モードをOFFにす

るとクルーズコントロールはOFFになり

ます。

→「クルーズコントロール（自動定速走

行装置）」P.5-162

J10340900029

LKA は車線中央付近を走行するようにハ

ンドルを制御し、運転者のハンドル操作
を支援します。

LKA は、次の条件がそろったときに作動

します。

ACC の制御が開始しているとき

両側の車線を検出しているとき

前方車両を検出しているとき（車速が

約 50km/h を下回っている場合のみ）

運転者がハンドルを持っているとき

車線の中央付近を走行しているとき

方向指示灯が作動していないとき

ワイパーが高速で作動していないと

き

LKA が作動すると、ブザーが鳴るととも

に LKAインジケーターが緑色に点灯しま

す。

J10341000027

次の手順に従って、LKA の ON/OFF を切

り換えます。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを押して、インフォメー
ション画面を機能設定画面に切り換
えます。

■ACC を使用せずにクルーズコント
ロールを起動するときは 

長

短

注意
クルーズコントロールは、前方車両に対

する接近警報や車間距離制御を行いませ
ん。

車線維持支援機能[LKA]の作動 

警告
 LKA は、道路の状況に応じて学習し制御

を行っていますが、状況によっては限界

が生じます。運転者は必ずハンドルを握
り、安全運転を心がけてください。

LKA の ON/OFF 切り換え 

アドバイス
工場出荷時は LKA の設定は ON になって

います。

パワースイッチの電源モードをOFFにし

ても、システムの作動状態（ON または

OFF）を記憶しています。



マイパイロット [MI-PILOT]

5-160 運転するときは

5

→「マルチインフォメーションディス

プレイスイッチ」P.5-33
→「機能設定画面」P.5-43

2. スイッチまたは スイッチを数回

押して「LKA」に切り換えます。その

後、 スイッチを押して設定変更画面

に切り換えます。

3. スイッチもしくは スイッチを押

して「ON」または「OFF」を選択し、

スイッチを押すと LKA の設定が変

更されます。

J10341100028

LKA が制御中に、車線を逸脱すると判定

したときは、ブザーとともにインフォ
メーション画面に警告が表示されます。

例：左側の車線を逸脱したときは、LKA
インジケーターの左側の車線が橙色に点
灯

運転者がハンドルを持っていない、また
は操作していないとき、インフォメー
ション画面に警告が表示されます。

警告が表示されているにもかかわらず、
運転者のハンドル操作が検出されない場
合は、ブザーとともに警告表示のハンド
ル部分が点滅します。さらに手離しが継
続されると、ブザーとともにキャンセル
の警告が表示され、LKA は一時待機状態

となります。

LKA の警告表示 

車線を逸脱したときは

アドバイス
車線逸脱警報システム[LDW]がOFF の場

合でも、警告が表示されます。

→「車線逸脱警報システム [LDW]」P.5-116

ハンドル操作をしていないときは

警告
手離し運転を行うことはできません。運

転者は必ずハンドルを持ち、安全運転を
心がけてください。

アドバイス
ハンドルに手を軽く添えて運転をしてい

る場合などは、ハンドル操作を検出でき

ず、警告が表示されることがあります。



マイパイロット [MI-PILOT]

運転するときは 5-161

5

フロントガラスのセンサー部に汚れ、雨、
雪、氷などが付着しているときは、一時
的にシステムは働かなくなり、次の警告
が表示されます。

フロントガラスの汚れを取り除くと、表
示は消えて、システムは自動的に再開し
ます。表示が消えない場合はセンサーの
異常の可能性がありますので、三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

J10341200029

運転者による操作、またはシステムの検
知により LKAの作動を一時待機するとき

があります。一時待機中はインフォメー
ション画面に警告が表示されます。

方向指示灯を作動させたときは、LKA が

一時待機状態になり、LKA インジケー

ターが灰色に点灯します。（再び作動条件
を満たすと作動を再開します）

次の場合は、ブザーとともにインフォ
メーション画面に警告が表示され、LKA
が一時待機状態になり、LKA インジケー

ターが灰色に点灯します。（再び作動条件
を満たすと作動を再開します）

両側の車線を検出しなくなったとき

車速が約50km/h以下で、前方車両を検

出しなくなったとき
ジャンクションなどの急なカーブを

走行したとき
前方車両に追従して停車したとき

J10341300020

次の場合は、インフォメーション画面に
警告が表示され、LKA が解除されます。

ワイパーを高速で作動させたとき

走行車線内に車線のように見える物

があるなど、車線が正しく検出できな
い状態が長時間続いたとき（雪のわだ
ち、雨の日の周辺の光の反射、消し忘
れの車線など）

警告が表示されて LKA が一時待機状態と

なった後、再び運転者がハンドル操作す
ると、警告表示が消えて LKA が復帰しま

す。

フロントガラスのセンサー部が汚れて
いるときは

LKA の一時待機 

アドバイス

運転操作による一時待機

システムによる一時待機

LKA の解除 

アドバイス
 LKA によるハンドル制御は、運転者のハ

ンドル操作によりいつでも修正すること

ができます。

 LKA が解除されたときは、車線がはっき

りと書かれている道路でマイパイロット

を OFF にした後、再度 ON にすると LKA
を再開することができます。



クルーズコントロール（自動定速走行装置）

5-162 運転するときは

5
J10303100020

クルーズコントロールはアクセルペダル
を踏まずに一定のスピード（約 30 ～

120km/h）で定速走行する装置です。

J10321000021

本製品は、電波法に基づく特定無線設
備の技術基準適合証明などを受けてお
ります。
本製品の改造は禁止されています。（適
合証明番号などが無効となります。）

クルーズコントロール（自
動定速走行装置） 

警告
クルーズコントロールを使用するとき

は、法定速度を守り、道路状況に合った

適切な車速を設定してください。

注意
次のような道路では安全のため、使用し

ないでください。

•交通量が多く車間距離が十分取れない

道路

•急なカーブや見通しの悪い道路

•滑りやすい道路（凍結路、積雪路、砂利

路またはぬれた道路）

•長い急な下り坂

定速走行しないときは、安全のためク

ルーズコントロール機能を停止してくだ

さい。

アドバイス
上り坂や下り坂では、状況により一定の

速度を保てない場合があります。

上り坂では、設定した車速を下回ること

があります。
このような場合は、アクセルペダルを踏

んで希望の車速まで加速してください。

下り坂では、設定した車速を上回ること

があります。ブレーキペダルを踏んで減

速してください。この場合、定速走行は

終了します。

注意 クルーズコントロールスイッ
チ 

1- CANCEL スイッチ

定速走行を終了するときに使用し
ます。

2- RES ＋スイッチ

設定車速を上げたり、定速走行を終
了した後、元の設定車速に戻すとき
に使用します。

3- SET －スイッチ

設定車速を下げたり、定速走行する
車速をセットするときに使用しま
す。

4- クルーズコントロール ON/OFF ス

イッチ
クルーズコントロール機能を作動
または停止するときに使用します。



クルーズコントロール（自動定速走行装置）

運転するときは 5-163

5

J10321100048

パワースイッチの電源モードが ON の状

態のときに、クルーズコントロール
ON/OFF スイッチを押してクルーズコン

トロール機能を作動させると点灯しま
す。

J10321200052

1.パワースイッチの電源モードがONの

状態のときに、クルーズコントロール
ON/OFFスイッチを押すとクルーズコ

ントロール機能が作動し、メーター内
の表示灯が点灯します。

2.希望する車速まで加速または減速し、
SET －スイッチを押し下げて手を離

すと、インフォメーション画面に

が点灯し定速走行が開始

されます。

J10321300024

希望する車速まで加速し、SET －スイッ

チを押し下げて手を離します。

アドバイス
クルーズコントロールスイッチを操作す

るときは、個々のスイッチを確実に押し
てください。

2 個以上のスイッチを同時に押すと、定

速走行が自動的に終了することがありま

す。

クルーズコントロール表示灯 

希望車速をセットし、定速走行
するときは 

アドバイス
スイッチから手を離したときの車速が

セットされます。

プラグインハイブリッド EV システムを

停止するとクルーズコントロール機能は

自動的に停止します。

設定車速を変更するときは 

アクセルペダルを使って 

アドバイス
スイッチから手を離したときの車速が

セットされます。



クルーズコントロール（自動定速走行装置）

5-164 運転するときは

5

希望する車速まで減速し、SET －スイッ

チを押し下げて手を離します。

RES ＋スイッチを押し上げ、または SET
－スイッチを押し下げ続け、希望する車
速になったら手を離します。

J10321400025

アクセルペダルを踏んで加速します。

アクセルペダルから足を離すと自動的に
元の設定車速に戻ります。

ブレーキペダルを踏んで減速します。
元の設定車速に戻すときは、RES ＋ス

イッチを押し上げます。
→「定速走行終了前の設定車速に戻すと

きは」 P.5-165

ブレーキペダルを使って 

アドバイス
スイッチから手を離したときの車速が

セットされます。

クルーズコントロールスイッチ
を使って 

1- 加速したいとき
2- 減速したいとき

アドバイス
スイッチから手を離したときの車速が

セットされます。

RES ＋スイッチを押し上げ、または SET
－スイッチを押し下げてすぐに手を離す

と、設定車速を約 1.5km/h ずつ微調整す

ることができます。

一時的に加速または減速した
いときは 

一時的に加速したいときは 

一時的に減速したいときは 



クルーズコントロール（自動定速走行装置）

運転するときは 5-165

5
J10321500055

次のいずれかの操作で定速走行が終了し
ます。

クルーズコントロールON/OFFスイッ

チを押す
CANCEL スイッチを押す

ブレーキペダルを踏む

また、次の場合も自動的に定速走行が終
了します。

セットした速度より車速が約 15km/h
以上下がったとき

車速が約 30km/h 以下になったとき

アクティブスタビリティコントロー

ル [ASC] が作動したとき

→「アクティブスタビリティコント

ロール [ASC]」P.5-166

J10321600056

定速走行を終了した後でも車速が
約 30km/h 以上であれば、RES ＋スイッ

チを押し上げることにより、インフォ

メーション画面に が点灯し元

の設定車速に戻すことができます。

定速走行を終了するときは 

警告
セレクトポジションを にしても定速走

行は自動的に終了しますが、走行中はセ

レクトポジションを にしないでくださ

い。回生ブレーキが効かなくなり、思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。

アドバイス
上記以外のときに定速走行が自動的に終

了した場合は、クルーズコントロールに
何らかの異常が発生していると考えられ

ます。
クルーズコントロール ON/OFF スイッチ

を押してクルーズコントロール機能を停
止し、三菱自動車販売会社で点検を受け

てください。

定速走行終了前の設定車速に
戻すときは 



アクティブスタビリティコントロール [ASC]

5-166 運転するときは

5

ただし、次の場合は RES ＋スイッチを押

し上げても、元の設定車速に戻すことは
できません。もう一度車速をセットし直
してください。

プラグインハイブリッド EV システム

を停止したとき
クルーズコントロールON/OFFスイッ

チを押したとき
車速が約 30km/h 以下になったとき

クルーズコントロール表示灯が消灯

しているとき

J10303000058

ASC: Active Stability Control

アクティブスタビリティコントロール
[ASC] は、トラクションコントロール機

能とスタビリティコントロール機能を持
ち、アンチロックブレーキシステム [ABS]
と統合的に制御を行うことで、車両姿勢
を安定させるとともに駆動力を確保する
装置です。次の項も併せてお読みくださ
い。

→「アンチロックブレーキシステム

[ABS]」P.5-174
→「トラクションコントロール機能」
P.5-166
→「スタビリティコントロール機能」
P.5-167

J10320400028

トラクションコントロール機能は、滑り
やすい路面での駆動輪の空転を防止して
発進しやすくするとともに、旋回加速時
の適切な駆動力・操舵能力を向上させる
機能です。

アクティブスタビリティコ
ントロール [ASC] 

注意
ASC が作動した状態でも車両の安定確保

には限界があり、無理な運転は思わぬ事

故につながるおそれがあります。ASC を

過信せず、常に道路状況に合った安全運

転を心がけてください。

 4 輪とも同一サイズ、同一種類の指定タイ

ヤを装着してください。

サイズや種類の異なるタイヤを混用する

と、ASC が正常に作動しなくなるおそれ

があります。

市販のリミテッドスリップディファレン

シャル [LSD] を装着しないでください。

ASC が正常に作動しなくなるおそれがあ

ります。

アドバイス
次のような場合は、エンジンルーム内か

ら作動音がすることがあります。また、ブ
レーキペダルにショックを感じることが

あります。これは ASC 装置の作動を

チェックしているためで異常ではありま

せん。

•パワースイッチの電源モードをONにし

たとき

•プラグインハイブリッド EV システムを

起動してしばらく走行したとき

ASC が作動すると、車体に振動を感じた

り、エンジンルーム内から作動音が聞こ

えたりします。
これは装置が正常に作動していることを

示すもので異常ではありません。

ABS 警告灯が点灯しているときは、ASC
は作動しません。

トラクションコントロール機
能 

注意
雪道や凍結路を走行するときは、冬用タ

イヤを装着して速度は控えめにし、車間
距離を十分とって運転してください。

アドバイス



アクティブスタビリティコントロール [ASC]

運転するときは 5-167

5

J10320500045

スタビリティコントロール機能は、急激
なハンドル操作や滑りやすい路面のカー
ブに進入したときなどに生じる車両の横
滑りを、各車輪のブレーキとプラグイン
ハイブリッド EV システムの出力を制御

することにより抑制し、車両の安定性を
向上させる機能です。

J10320600059

パワースイッチの電源モードを ON にす

ると自動的に ASC は ON になります。

ASCをOFFにしたいときはASC OFFス

イッチを 3 秒以上押し続けます。

スイッチを押し続けると3秒後に、 表示

灯が表示されます。もう一度押すと ON
になります。

J10320700050

スタビリティコントロール機
能 

アドバイス
スタビリティコントロール機能は、車速

が約 15km/h 以上で作動します。

ASCのON/OFF作動切り換え 

アドバイス
ぬかるみ、砂地または新雪などからの脱

出時に、アクセルペダルを踏み込んでも

ASC の働きによりプラグインハイブリッ

ド EV システムの出力が上がらないこと

があります。このようなときはドライブ

モードセレクターでドライブモードを

「GRAVEL」に切り換え、ASC OFF スイッ

チで ASC を OFF にすると駆動輪が回転

しやすくなり、脱出に効果的な場合があ

ります。

注意
安全のため、ASC OFF スイッチの操作は

停車しているときに行ってください。

通常走行時は必ずASCをON にしてくだ

さい。

ぬかるみなどからの脱出時にASCをOFF
にした場合、脱出後はすみやかに ASC を

ON にし、必要なとき以外は ASC を OFF
にしないでください。

ASC を OFF にした状態で、アクセルペダ

ルを過度に踏み込んでタイヤを空転させ
続けると、トランスアクスルやその他の

部品を損傷し、思わぬ事故につながるお
それがあります。

アドバイス
ASC OFF スイッチでは、スタビリティコ

ントロール機能とトラクションコント

ロール機能の両方が OFF になります。

ASCをOFFにした後もASC OFF スイッ

チを押し続けると、誤操作防止機能が働

いて ASC は ON に戻ります。

ASC作動表示／ASC OFF表示 

注意



車両接近通報装置

5-168 運転するときは

5
J10320800064

システムに異常があると、 作動表示灯

と 表示灯が点灯し、インフォメーショ

ン画面に警告が表示されます。

表示灯

-ASC 作動表示灯

-ASC OFF 表示灯

警告表示

このような場合は、次の方法で処置して
ください。

1.安全な場所に停車し、プラグインハイ
ブリッド EV システムを停止します。

2.再度プラグインハイブリッド EV シス

テムを起動し、表示が消えるか確認し
ます。

表示灯と警告表示が消えれば、異常では
ありません。消えないときや、たびたび
表示するときは、通常走行には支障はあ
りませんが、できるだけ早く三菱自動車
販売会社で点検を受けてください。

J10320900052

けん引は三菱自動車販売会社または JAF
など専門業者に依頼し、4 輪を持ち上げ

て搬送してください。
→「けん引するとき」P.8-37

J10303900031

車両接近通報装置は、低速で走行してい
るとき、通報音で歩行者などに車両の接
近を知らせる装置です。
発進後、車速が約 35km/h 以下の場合に

前進時、後退時ともに通報音が鳴ります。

次の場合は通報音は鳴りません。

ブレーキペダルを踏んで停車してい

るとき

- ASC 作動表示灯

ASC が作動すると点滅します。

- ASC OFF 表示灯

ASC OFFスイッチでASCをOFF
にすると点灯します。

注意
 作動表示灯が点滅したときは路面が滑

りやすい状態か、タイヤが滑り始めてい
ます。

アクセルペダルを緩めて控えめな運転を
してください。

滑りやすい路面などでブレーキ制御が連

続で作動し、ブレーキ装置の温度が上昇

しすぎた場合は、ブレーキ制御によるト
ラクションコントロール機能の作動を一

時停止します。これはブレーキ装置を保
護するためで通常走行に問題ありませ

ん。（プラグインハイブリッド EV システ

ムの出力の制御によるトラクションコン

トロール機能は作動します。）

この場合は 表示灯が点滅し、ブレーキ

制御によるトラクションコントロール機
能が停止していることを運転者に知らせ

ます。自車を一旦停車し、点滅が消えれ
ばブレーキ制御によるトラクションコン

トロール機能は再び作動します。

アドバイス
プラグインハイブリッド EV システムを

起動すると 表示灯が点灯することがあ

ります。これはプラグインハイブリッド
EV システム起動時に補機用バッテリー

の電圧が一時的に低下したためで、すぐ
に消灯すれば故障ではありません。

ASC 警告表示 

けん引するときは 

車両接近通報装置 



緊急制動信号システム

運転するときは 5-169

5

セレクトポジションが のとき

車両接近通報装置警告灯が点滅して

いるとき
ブレーキオートホールドを使用して

停車しているとき
レーダークルーズコントロールシス

テム [ACC] を使用して停車したとき

（マイパイロット付き車）
エンジンが作動しているとき

J10304000026

装置に異常があると点滅します。
正常なときは、パワースイッチの電源
モードを ON にすると点灯し、数秒後に

消灯します。

J10302500027

緊急制動信号システムは、急ブレーキ時
に、非常点滅灯を自動的に速く点滅させ
ることで後続車に注意を促し、追突の可
能性を低減させる装置です。

緊急制動信号システムが作動すると、
メーター内の非常点滅表示灯も同時に速
く点滅します。

車両接近通報装置警告灯 

警告
車両接近通報装置が鳴っていても、歩行

者には特に注意してください。車両の接
近や発進に気づかず、死亡または重大な

傷害につながるおそれがあります。

注意
状況によっては、通報音が鳴らなかった

り、聞こえない場合があります。システ

ムを過信せず、衝突のおそれがあるとき

は、システムの作動の有無にかかわらず、
ホーンを鳴らす、ブレーキペダルを強く

踏むなどの回避操作を行ってください。

走行する前に、必ず警告灯が消えている

ことを確認してください。

警告灯が点滅しているときは、パワース

イッチの電源モードを OFF にし、再度パ

ワースイッチの電源モードを ON にしま

す。警告灯が消灯すれば異常ありません。

再度警告灯が点滅するときは、装置の故

障が考えられますので、できるだけ早く
三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ

さい。

緊急制動信号システム 

注意
ABS警告またはASC警告が表示されてい

るときは、緊急制動信号システムが作動

しないことがあります。
→「ABS 警告」P.5-174
→「ASC 警告表示」P.5-168

アドバイス
 [ 緊急制動信号システムの作動条件 ]
次の条件がそろったときに作動します。

•車速が約 55km/h 以上のとき

•ブレーキペダルが踏み込まれ、車両の減

速度やアンチロックブレーキシステム
[ABS] の作動状況から、システムが急ブ

レーキだと判断したとき

[ 緊急制動信号システムの作動停止条件 ]
次のいずれかの条件で作動を停止しま

す。

•ブレーキペダルから足を離したとき

•非常点滅灯スイッチを押したとき

•車両減速度やABSの作動状況から、シス

テムが急ブレーキではないと判断した
とき



ブレーキオートホールド

5-170 運転するときは

5

J10328000062

ブレーキオートホールドは、信号待ちな
どの停車中に、ブレーキペダルを踏み続
けなくてもブレーキがかかった状態を保
持する装置です。
ブレーキ保持中にアクセルペダルを踏み
込むとブレーキは自動で解除されます。

次の条件がそろったときにブレーキオー
トホールドスイッチを押します。

パワースイッチの電源モードがONの

とき
運転席のシートベルトを着用してい

る
運転席ドアが閉じている

システムがスタンバイ状態に切り換わ
り、スイッチ内の表示灯が点灯します。

ブレーキオートホールド 

注意
ブレーキオートホールドを過信しないで

ください。極端に急な上り坂では、車両

を保持することができない場合がありま

すので、ブレーキペダルをしっかりと踏
んでください。

ブレーキオートホールドによる停車中は

自車から離れないでください。自車から
離れるときは、電動パーキングブレーキ

をかけてセレクトポジションを にして

ください。

滑りやすい路面ではブレーキオートホー

ルドを使用しないでください。車両を保

持することができず、思わぬ事故につな

がることがあります。

アドバイス
ブレーキオートホールドの作動中に車両

の動きを検知したときは、ブレーキ力を

強めるためエンジンルーム内から作動音
がすることがありますが異常ではありま

せん。

使い方 

システムを起動（スタンバイ）す
るときは 

表示灯

アドバイス
ブレーキオートホールドが使用できない

ときは、ブザーとともにインフォメー
ション画面に警告が表示されます。

•この警告が表示されたときは、システム

の作動条件がそろっているか、システム
に異常がないか確認してください。

•この警告が表示されたときは、運転席の

シートベルトを着用してください。

システム起動中、次のようなときは、ブ

レーキオートホールドは OFF になり、ス

イッチ内の表示灯は消灯します。
また、ブザーとともにインフォメーショ

ン画面に警告が表示されます。

•運転席のシートベルトを外したとき

•運転席ドアを開けたとき

•システムの異常を検知したとき



ブレーキオートホールド

運転するときは 5-171

5

セレクトポジションが または 以外の
ときに、ブレーキペダルを踏んで停車し
ます。
メーター内のブレーキオートホールド作
動表示灯が点灯し、自動でブレーキがか
かった状態を保持します。

システム起動中にブレーキオートホール

ドスイッチを押し続けると、保護回路が
働いてシステムが自動的にOFFになりま

す。
自動的に OFF になった後は、スイッチを

押してもスタンバイ状態に切り換えるこ
とができなくなります。

スタンバイ状態に切り換えるときは、プ
ラグインハイブリッド EV システムを再

起動してからスイッチを押してくださ
い。

作動させるときは 

アドバイス

注意
ブレーキオートホールド作動表示灯が点

灯した後で、ブレーキペダルから足を離

してください。

アドバイス
次の場合、一時的にブレーキオートホー

ルドが作動しないことがあります。

•滑りやすい路面で停車したとき

•ハンドルをいっぱいに回しながら停車

したとき

•駐車場のターンテーブルの上で車両が

回転しているとき

このようなときは、アクセルペダルを踏

んで再度走行を開始すると、ブレーキ
オートホールド機能が通常の作動状態に

戻ります。

次の操作をすると、ブレーキ保持状態が

解除され、メーター内のブレーキオート
ホールド作動表示灯が消灯します。

•ブレーキペダルを踏みながらセレクト

ポジションを または にしたとき

•電動パーキングブレーキスイッチを引

き上げたとき

ブレーキオートホールドが作動中、次の

場合は電動パーキングブレーキが自動で

作動し、ブレーキオートホールドによる
ブレーキ保持が解除されると同時にブ

ザーが鳴って、インフォメーション画面
に警告が表示されます。

•ブレーキオートホールドによるブレー

キ保持をしてから約 10 分経過したとき

•運転席のシートベルトを外したとき

•運転席ドアを開けたとき

•パワースイッチの電源モードを OFF に

したとき

•坂道で車両のずり下がりを検知したと

き

アドバイス



ヒルスタートアシスト [HSA]

5-172 運転するときは

5
セレクトポジションが または 以外の
ときに、アクセルペダルを踏み込みます。
ブレーキの保持が解除され、メーター内
のブレーキオートホールド作動表示灯が
消灯します。

ブレーキオートホールドスイッチを押し
てスイッチ内の表示灯を消灯させます。
ブレーキオートホールド作動表示灯が点
灯しているときは、ブレーキペダルを踏
みながらスイッチを押します。

J10302600060

ヒルスタートアシスト [HSA] は、急な上

り坂で発進するときに起こる車両の後退
を防止し、発進を容易にする装置です。ブ
レーキペダルからアクセルペダルに踏み
換えるとき、ブレーキをかけた状態を約
2 秒間保持します。

J10319900052

1.ブレーキペダルを踏んで車両を完全
に停止させます。

2.ブレーキペダルから足を離します。
HSA がブレーキ力を保持し、車両の後

退を約 2 秒間防止します。

3.アクセルペダルを踏み込みます。

このとき、電動パーキングブレーキが自

動で作動しない場合は、インフォメー
ション画面に警告が表示されますのでブ

レーキペダルを踏み込んでください。

発進するときは 

システムを非作動にするときは 

アドバイス アドバイス
ブレーキオートホールド作動表示灯が点

灯しているときに、ブレーキペダルを踏
まずにスイッチを押すと、ブザーととも

にインフォメーション画面に警告が表示
されます。

ヒルスタートアシスト
[HSA] 

注意
HSA を過信しないでください。

極端に急な上り坂、凍結した上り坂、ぬ
かるんだ上り坂など路面の状態によって

は車両を保持することができない場合が
あります。

また、停止するときにブレーキペダルの

踏み方が不十分であったり、乗員の人数、
荷物の重さなどによってHSAが作動しな

いことがあります。

HSAは、2秒以上車両の後退を防止するこ

とはできません。

上り坂でブレーキペダルを踏み込まず

に、HSA を使って停止状態を保つことは

しないでください。

思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

HSA が作動中に、パワースイッチの電源

モードを OFF または ACC にしないでく

ださい。
HSA が作動を停止し、思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

使い方 



ブレーキアシスト

運転するときは 5-173

5

HSA は、車両の発進に合わせて、徐々

にブレーキ力を緩めます。
4.

J10320000053

システムに異常があると表示灯が点灯
し、インフォメーション画面に警告が表
示されます。

表示灯

警告表示

このような場合は、次の方法で処置して
ください。

1.安全な場所に停車し、プラグインハイ
ブリッド EV システムを停止します。

2.再度プラグインハイブリッド EV シス

テムを起動し、表示が消えるか確認し
ます。

表示灯や警告表示が消えれば異常ではあ
りません。表示灯や警告表示が消灯せず、
頻繁に表示されるときは、通常走行には
支障はありませんが、できるだけ早く三
菱自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

J10302700045

ブレーキアシストは、緊急制動時などに
ブレーキペダルを強く踏み込めない運転
者を補助し、より大きな制動力を確保す
る装置です。ブレーキペダルを素早く踏
み込んだときにブレーキが強くかかるよ
うになります。

アドバイス
HSA は、次の条件がそろったときに作動

します。

•プラグインハイブリッド EV システムが

起動している

•セレクトポジションが または 以外

にある

•ブレーキペダルを踏んで、車両が完全に

停止している

•電動パーキングブレーキを解除してい

る

HSA は、ブレーキペダルから足を離す前

にアクセルペダルを踏み込むと作動しま
せん。

HSA は、坂道を後ろ向きに登るときにも

作動します。

HSA 作動中に車体下から作動音がするこ

とがあります。これは HSA が正常に作動

していることを示すもので異常ではあり

ません。

警告表示 

注意
警告が表示されるとHSAが作動を停止し

ます。慎重に発進してください。

ブレーキアシスト 

注意
ブレーキアシストは、ブレーキ性能以上

の制動力を発揮させる装置ではありませ

ん。ブレーキアシストを過信せず、十分

な車間距離をとって安全運転を心がけて
ください。

アドバイス
一旦ブレーキアシストが作動すると、ブ

レーキペダルを緩めても大きな制動力を
保持します。

ブレーキアシストの作動を停止させたい
ときは、ブレーキペダルから完全に足を

離してください。



アンチロックブレーキシステム [ABS]

5-174 運転するときは

5

J10302800062

アンチロックブレーキシステム [ABS]は、

急ブレーキや滑りやすい道路でブレーキ
ペダルを踏んだときに車輪のロックを防
止し、制動力を維持し、かつ安定した車
体姿勢とハンドル操舵性を保つ装置で
す。 

J10320100054

警告灯

走行中にブレーキアシストが作動する

と、ブレーキペダルが軽く感じられるこ
とがあります。また作動音とともにペダ

ルが小刻みに動いたり、車体やハンドル
に振動を感じることがあります。これは

装置が正常に作動していることを示すも

ので異常ではありません。そのままブ
レーキペダルを強く踏み続けてくださ

い。

ABS 警告灯または ASC 警告灯のみが点

灯しているときは、ブレーキアシストは

作動しない場合があります。

アンチロックブレーキシス
テム [ABS] 

注意
ABS は制動時の車体安定性を確保するた

めのもので必ずしも制動距離が短くなる

とは限りません。ABS を過信せず、十分

な車間距離をとって安全運転を心がけて

ください。

アドバイス
雪道を走行した後は足まわりに付いた雪

や泥を取り除いてください。足まわりを
清掃するときはホイール付近に付いてい

る車速感知装置や配線などを傷付けない
よう十分注意してください。

 4 輪とも同一サイズ、同一種類の指定タイ

ヤを装着してください。

サイズや、種類の異なるタイヤを混用す
ると、ABS が正常に作動しなくなるおそ

れがあります。

市販のリミテッドスリップディファレン

シャル [LSD] を装着しないでください。

ABS が正常に作動しなくなるおそれがあ

ります。

アドバイス
次のような場合は、ABS の付いていない

車に比べて制動距離が長くなることがあ

りますので、速度は控えめにし、車間距
離を十分とって運転してください。

•砂利道や深い新雪路を走行するとき

•タイヤチェーンを装着しているとき

•道路の継ぎ目や段差を乗り越えるとき

•  凸凹道などの悪路を走行するとき

マンホール、工事用の鉄板、白線の上、段

差を乗り越えるときなど、車輪が滑りや

すい状況では、車輪のロックを防止する
ため急制動以外でもABSが作動すること

があります。

注意
ABS が作動すると車体、ハンドル、ブレー

キペダルに振動を感じたり、作動音が聞
こえます。

また、ブレーキペダルを踏み込んだとき
に固く感じることがあります。

これは装置が正常に作動していることを

示すもので異常ではありません。そのま
まブレーキペダルを強く踏み続けてくだ

さい。

次のような場合は、エンジンルーム内よ

り作動音がすることがあります。また、ブ

レーキペダルにショックを感じることが

あります。これは ABS 装置の作動を

チェックしているためで異常ではありま

せん。

•パワースイッチの電源モードをONにし

たとき

•プラグインハイブリッド EV システムを

起動してしばらく走行したとき

ABSは、発進後車速が約10km/hになるま

で作動しません。また、車速が約 5km/h
まで下がると作動を停止します。

ABS 警告 

アドバイス
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警告表示

システムに異常があると警告灯が点灯
し、インフォメーション画面に警告が表
示されます。
正常なときはパワースイッチの電源モー
ドを ON にすると警告灯が点灯し、数秒

後に消灯します。

J10320200068

急ブレーキや高速走行を避け安全な

場所に停車します。

プラグインハイブリッド EV システム

を停止し、再度プラグインハイブリッ
ド EV システムを起動します。その後

しばらく走行し、警告灯が消灯した
ら、ABS の故障ではありません。

しばらく走行しても警告灯の点灯が
継続したときは三菱自動車販売会社
で点検を受けてください。このとき、
ABS は作動せず、普通のブレーキとし

て作動します。
補機用バッテリーが電圧不足のとき

にプラグインハイブリッド EV システ

ムを起動すると、警告を表示すること
がありますが ABS の故障ではありま

せん。
駆動用バッテリーを充電すると補機
用バッテリーも同時に充電され、警告
灯は消灯します。
充電しても警告が表示されたときは
三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

警告灯

警告表示

ブレーキ力の配分機能が作動しないこと
があるため、急ブレーキをかけたときに
車体姿勢が不安定になるおそれがありま
す。
急ブレーキや高速走行を避け、ただちに
車を安全な場所に止めて三菱自動車販売
会社にご連絡ください。

注意
点灯したままのとき、または点灯しない

ときは装置の故障が考えられますので、

三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ
さい。

走行中に警告を表示したとき
は 

ABS 警告のみ表示したときは 

ABS 警告とブレーキ警告を表示
したときは 

アドバイス
警告灯は同時に点灯し、インフォメー

ション画面には、交互に表示します。
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J10302900034

電動パワーステアリング [EPS] は、

READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときにパワーアシストが作動し、ハン
ドルの操作力を軽くする装置です。
もし、パワーアシストが作動しなくなっ
たときは、ハンドルが重くなります。こ
の場合は、三菱自動車販売会社で点検を
受けてください。

J10320300043

警告灯

警告表示

システムに異常があるときは、警告灯が
点灯し、インフォメーション画面に警告
が表示されます。

電動パワーステアリング
[EPS] 

警告
走行中はプラグインハイブリッド EV シ

ステムを停止しないでください。ハンド
ルが非常に重くなり、思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

アドバイス
駐車するときなどにハンドルをいっぱい

に回す操作を繰り返すと、システムの過
熱を防止するため保護機能が働きハンド

ル操作が徐々に重くなります。この場合、
しばらくハンドル操作を控えてくださ

い。

システムの温度が下がるとハンドルの操
作力は元に戻ります。

ヘッドライトを点灯したままで停車して

いるとき、ハンドル操作をするとヘッド
ライトが暗くなることがありますが異常

ではありません。しばらくすれば元の明
るさに戻ります。

警告表示 

注意
プラグインハイブリッド EV システムを

起動中に表示したときは、ハンドルが重
くなることがありますので、できるだけ

早く三菱自動車販売会社で点検を受けて

ください。

アドバイス
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J10400300051

車室内の温度は大変高くなります。
このようなときはドアガラスを開けて車
室内の熱気を車外に追い出してからエア
コンを作動させてください。

長時間冷風を直接身体に当てないでくだ
さい。冷やしすぎは身体によくありませ
んので、少し涼しいと感じる温度に調整
してください。

冷媒ガスが不足すると冷房、除湿効果が
悪くなります。暑い季節になる前に三菱
自動車販売会社で冷媒ガス量の点検を受
けてください。

J10414000020

エアコンは駆動用バッテリーの電力を消
費するため、過度に使用すると EV 航続

可能距離が短くなります。
冷やしすぎや暖めすぎにならないよう
に、風量をこまめにしぼり、さらに設定
温度を控えめに調整してください。

J10400400023

花粉やほこり、粉じんなどを取り除く
フィルターを内蔵しています。フィル
ターに花粉やほこりなどが付着すると効
果が低下しますので、フィルターは定期
的に交換してください。
→「クリーンエアフィルターの交換」P.7-9

J10414100021A

乗車前にエアコンを作動させておくこと
ができます。
詳しくは次の項をお読みください。
→「三菱リモートコントロール」P.3-38

J10414200022

暖房はエンジン冷却水の熱を利用してい
るので、暖房使用時はエンジンが始動し
ます。

エアコンの上手な使い方 

長時間炎天下に駐車したとき
は 

冷やしすぎに注意 

冷媒ガス量の点検を忘れずに 

注意
エアコンの冷媒ガスを充填する場合は、

エンジンフード（ボンネット）内に貼り
付けてあるエアコン冷媒ラベルに記載さ

れている冷媒量をお守りください。規定
量を超えて充填した場合、エアコンコン

プレッサーが故障するおそれがありま

す。

アドバイス
エアコン冷媒は、オゾン層を破壊させな

い代替フロンガスHFO-1234yf (R1234yf)
を使用していますが、この代替フロンガ

スにも地球を温暖化させる働きがありま
す。エアコンの効きが悪い場合は、三菱

自動車販売会社でガス漏れの点検を行

い、ガスの大気放出を防止してください。

EV 航続可能距離を延ばすため
に 

クリーンエアフィルター 

アドバイス
フィルターの交換時期については別冊の

「メンテナンスノート」をお読みくださ

い。

プレ空調 

暖房 
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電気温水式ヒーター（タイプ別装備）付
き車は、駆動用バッテリーの電力を使用
して暖房にすることができるので、エン
ジンが始動する頻度を下げることができ
ます。

J10400100020

J10401900054

ノブを動かして調整します。

吹き出し口を閉じるときは、ノブを内側
いっぱいまで動かします。

ノブを動かして調整します。
吹き出し口を閉じるときは、ノブを外側
いっぱいまで動かします。

アドバイス
外気温が低いとき、エアコンを作動させ

たままプラグインハイブリッド EV シス

テムを起動すると、暖房のためエンジン

がすぐに始動することがあります。この
ようなときはプラグインハイブリッド

EV システムを起動する前に、パワース

イッチの電源モードがONの状態でEVプ

ライオリティモードに切り換えること
で、エンジンの始動を抑制することがで

きます。
→「EV スイッチ」P.5-24

吹き出し口 

風向き調整 

中央吹き出し口 

中央吹き出し口 右側吹き出し口

左側吹き出し口

左右吹き出し口 

開く 開く

閉じる 閉じる

ノブ

閉じる

ノブ

開く 閉じる開く

左側 右側



吹き出し口
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アドバイス
吹き出し口に飲み物などが入らないよう

にしてください。エアコンが正常に作動
しなくなるおそれがあります。
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J10402000065

MODE スイッチまたはデフロスタースイッチを押して、使用目的に合わせて吹き出し口を切り換えます。

吹き出し口を切り換えたいときは 

: 風量：弱 : 風量：中 : 風量：強

上半身に送風したいとき 上半身と足元に送風したいとき 足元に送風したいとき

足元とウインドウガラスに送風したいとき ウインドウガラスに送風したいとき

アドバイス
 または を使用するときは、ウインドウガラスの曇りを防止するため、内外気切り換えスイッチにて、外気導入にしてください。
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J10400200034

READY（走行可能）表示灯が点灯しているときに冷房、暖房が使用できます。パワースイッチの電源モードが ON のときは、送風

のみとなります。

左右独立温度コントロール式フルオートエアコン 

アドバイス
駆動用バッテリーの残量表示が 0 の場合、ダイヤルまたはスイッチを操作しても冷房効果を得られないことがあります。

→「駆動用バッテリー残量表示画面」P.5-38
燃料切れなどでエンジンが始動できない場合、ダイヤルまたはスイッチを操作しても暖房効果を得られないことがあります。

充電中にパワースイッチの電源モードを ON にするとエアコンを使用することができます。

→「充電中の電装品の使い方」P.3-41
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ウインドウガラスの曇りや霜を取り

たいときは →P.6-7
自動で使うときは →P.6-8
手動で使うときは →P.6-8
急速暖房したいときは →P. 6-9
風量調整したいときは →P.6-9
温度調整したいときは →P.6-9
運転席側と助手席側の温度を独立し

て調整したいときは →P.6-10

エアコン（冷房・除湿機能）を作動／

停止したいときは →P.6-10
内外気を切り換えたいときは

→P.6-10
排気ガス、ほこりなどを車室内に入れ

たくないときは →P.6-11

J10428500039

1.デフロスタースイッチを押します。
エアコンが自動的に作動し、内外気切
り換えは外気導入に切り換わります。

1- A/C スイッチ →P.6-10
2- 助手席側温度調整ダイヤル →P.6-9
3- AUTO スイッチ →P.6-8
4- 運転席側温度調整ダイヤル →P.6-9
5- MODE スイッチ →P.6-5
6- デフロスタースイッチ →P.6-7
7- 風量調整スイッチ →P.6-9
8- SYNC スイッチ →P.6-10
9- リヤデフォッガースイッチ→P.5-101

10- 内外気切り換えスイッチ →P.6-10
11- OFF スイッチ →P.6-8
12- 助手席側設定温度表示灯 →P.6-9
13- 吹き出し口表示灯 →P.6-5
14- 風量表示灯 →P.6-9
15- SYNC 作動表示灯 →P.6-10
16- 運転席側設定温度表示灯 →P.6-9

目的に合った使い方

アドバイス
EV プライオリティモードが作動してい

るときは、デフロスタースイッチを押し

たときを除き、エンジンは始動しません。
除く、電気温水式ヒーター付き車では、こ

のため暖房が効きませんので、暖房を効
かせたいときは、EV プライオリティモー

ドを解除してください。
電気温水式ヒーター付き車では、暖房効

果を得にくい場合があります。暖房の効

きをよくしたいときは、EV プライオリ

ティモードを解除してください。

→「EV スイッチ」P.5-24
次のときはエアコンの作動が抑制される

ため、エアコンの効きが弱いと感じられ

ることがあります。

•駆動用バッテリー残量が低下したとき

（車速が上がるにつれて、作動はより抑

制されます）

• TARMAC モードを選択したとき

•ECO モードを選択したとき

ECO モードが作動しているときは、エン

ジンの始動を抑制しています。除く、電
気温水式ヒーター付き車では、このため

暖房効果を得にくい場合があります。暖
房の効きをよくしたいときは、ECO モー

ドを停止してください。
→「ドライブモードセレクター」 P.5-21

非常に寒いときに画面の動きが遅くなる

ことがありますが、故障ではありません。
車室内の温度が、常温に戻れば回復しま

す。

ウインドウガラスの曇りや霜
を取りたいときは 

アドバイス

外気導入

（表示灯消灯）

作動表示灯点灯

作動表示灯点灯
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2.運転席側の温度調整ダイヤルでお好
みの温度に設定します。

3.風量調整スイッチでお好みの風量に
設定します。

J10403000046

吹き出し口、風量、エアコンの ON/OFF
および内外気の切り換えを自動的に調整
します。

1. AUTO スイッチを押します。

2.温度調整ダイヤルで希望温度を設定
します。設定温度を LO (18.0) ～ HI
(32.0) の間で調整できます。

3.停止するときは OFF スイッチを押し

ます。

J10403100034

お好みに合わせてスイッチを操作してく
ださい。AUTO 作動中でも、操作した機

能が優先されます。
操作した機能以外は自動制御されます。
停止するときは OFF スイッチを押しま

す。

注意
安全のため、ウインドウガラスの曇りや

霜は早めに取り除いて視界確保に努めて

ください。

吹き出し口切り換えスイッチを にし

てもウインドウガラスの曇りや霜を取る

ことができますが、自動的にエアコンは
作動しません。また、外気導入にも切り

換わりません。エアコンの作動および外

気導入への切り換えは、A/C スイッチお

よび内外気切り換えスイッチを操作して

ください。

デフロスタースイッチを押したときは、

設定温度を最低温度付近にしないでくだ

さい。ウインドウガラスの外側に露が付
き、視界を妨げることがあります。

アドバイス
曇りや霜を早く取りたいときは風量を最

大に、温度を最高に設定します。

サイドウインドウガラスの曇りを早く取

りたいときは、左右の吹き出し口をサイ
ドウインドウガラスに向けてください。

デフロスタースイッチを押すと、EV プラ

イオリティモード作動中でも視界を確保
するためにエンジンが始動することがあ

ります。
→「EV スイッチ」P.5-24

自動で使うときは 

アドバイス

作動表示灯点灯

アドバイス
 25.0 を基準に、お好みの温度に調整して

ください。

AUTO 作動中にスイッチを操作すると操

作した機能が優先されます。操作した機

能以外は自動制御されます。

室温センサーをふさいだりしないでくだ

さい。

手動で使うときは 

室温センサー
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1. MODE スイッチを押して にしま

す。
2.温度調整ダイヤルで設定温度表示灯
を HI に設定します。

3.内外気切り換えスイッチを押して内
気循環にします。

4.風量調整スイッチで風量表示灯を図
の位置に設定します。

J10428300037

風量を強くするときはスイッチ（1）を、

弱くするときはスイッチ（2）を押します。

設定した風量は風量表示灯に表示されま
す。

J10428400038

送風温度を上げるときはダイヤルを時計
回りに、下げるときは反時計回りに回し
ます。

設定した温度は設定温度表示灯に表示さ
れます。

急速暖房したいときは 

風量設定位置

アドバイス
急速暖房の設定にすると、エンジンが始

動することがあります。（除く、電気温水
式ヒーター付き車）

風量調整したいときは 

温度調整したいときは 

風量表示灯

アドバイス
設定温度表示灯の値は、マルチインフォ

メーションディスプレイの温度単位に連

動して切り換わります。
→「温度単位の変更」P.5-46

エンジン冷却水の温度が低いときに温度

調整ダイヤルを操作しても送風温度はす
ぐには変わりません。（除く、電気温水式

ヒーター付き車）

設定した温度に対して暑い、または寒い

と感じるときに、快適になるよう調整す
ることができます。詳しくは三菱自動車

販売会社にご相談ください。

温度を最高または最低に設定すると、内

外気およびエアコンが次の通り自動的に
切り換わります。

自動的に切り換わった後に手動操作した
場合は、操作した機能が優先されます。

設定温度表示灯
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J10428600030

SYNC 作動表示灯が点灯しているときに

助手席側の温度調整ダイヤル、または
SYNC スイッチを操作すると、運転席側

と助手席側の温度を独立して設定するこ
とができます。
このとき、SYNC 作動表示灯が消灯しま

す。
SYNC スイッチを押すと、運転席と助手

席の設定温度は同じになり、SYNC 作動

表示灯が点灯します。

J10428800045

A/C スイッチを押すごとにエアコン（冷

房・除湿機能）の作動または停止が切り
換わります。エアコン作動中は表示灯が
点灯します。 J10428700031

内外気切り換えスイッチを押すと外気導
入（外気を車内に入れる）と内気循環（外
気を遮断する）の切り換えができます。
内気循環に切り換わるとスイッチ内の表
示灯が点灯します。

•最高温度 HI（32.0）に設定

外気導入、エアコン停止

•最低温度 LO（18.0）に設定

内気循環、エアコン作動

工場出荷時は上記のように設定されてい
ます。内外気切り換え／ A/C スイッチの

カスタマイズ（機能の設定変更）したと
きや、操作条件によっては外気およびエ

アコンの自動切り換えを、お好みに合わ
せて変更することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
→「エアコンのカスタマイズ（機能の設

定変更）」P.6-12

運転席側と助手席側の温度を
独立して調整したいときは 

アドバイス

アドバイス
SYNC 作動表示灯が点灯しているときに

運転席側の温度調整ダイヤルを操作する

と、助手席側も同じ設定温度になります。

エアコン（冷房・除湿機能）を
作動／停止したいときは 

SYNC 作動表示灯

アドバイス
エアコン作動表示灯が点滅したときは、

エアコン装置に何らかの異常が考えられ

ます。一度 A/C スイッチを押してエアコ

ンを切り、再度スイッチを押してエアコ

ンを ON にしてください。しばらくたっ

てもエアコン作動表示灯が点滅しなけれ

ば異常ありません。

再び点滅する場合は三菱自動車販売会社
で点検を受けてください。

内外気を切り換えたいときは 

作動表示灯
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J10428900020

トンネルや渋滞など外気が汚れていると
きは、内外気切り換えスイッチを押して
内気循環にします。
→「内外気を切り換えたいときは」P.6-10

注意
ウインドウガラスの曇りを防止するため

通常は外気導入で使用してください。

長時間内気循環にしておくとウインドウ

ガラスが曇りやすくなるため、ときどき
外気導入に切り換えて換気してくださ

い。

アドバイス
早く冷暖房したいときは、内気循環にす

ると効果的です。

手動操作後、AUTOスイッチを押すと、内

外気切り換えスイッチも自動制御されま

す。

外気温が高いときにエアコンが作動して

いると、外気導入に切り換わらないこと

があります。これはエアコンコンプレッ

サー保護のためであり、故障ではありま
せん。

表示灯

排気ガス、ほこりなどを車室内
に入れたくないときは 
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J10429000073

次の機能をお好みに合わせて変更することができます。

エアコンのカスタマイズ（機能の設定変更） 

項目 設定内容
工場出荷時
の設定

設定変更方法

エアコン操作
パネル

スマートフォン
連携ナビゲー

ション *3

三菱自動車
販売会社

内外気切り換えの自動制
御

内気循環、外気導入を「自動で切り
換える」、「自動で切り換えない」の

選択ができます。*1

自動で切り
換える

○ ○ ○

A/C スイッチの自動制御

A/C スイッチの ON/OFF を「自動で

切り換える」、「自動で切り換えな

い」の選択ができます。*2

自動で切り
換える

○ ○ ○

吹き出し口が のとき

の足元／ウインドウガラ
スへの風量割合

手動でエアコンの吹き出し口を

に選択したとき、足元への送風

とウインドウガラスへの送風の割合
を設定できます。

標準 － ○ ○

吹き出し口が のとき

の上半身／足元への風量
割合

手動でエアコンの吹き出し口を

に選択したとき、上半身への送

風と足元への送風の割合を設定でき
ます。

標準 － ○ ○

リヤデフォッガー（曇り
取り）スイッチの自動作
動

外気温が低いとき、プラグインハイ
ブリッド EV システム起動時にリヤ

デフォッガーが「自動で作動する」、
「自動で作動しない」の選択ができ
ます。

作動しない － ○ ○
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各スイッチ *1 を約 10 秒以上押し続けることによって変更できます。

「自動で切り換える」から「自動で切り換えない」へ変更した場合

音が “ ピピピッ ” と鳴り、表示灯 *2 が 3 回点滅します。

「自動で切り換えない」から「自動で切り換える」へ変更した場合

音が “ ピピッ ” と鳴り、表示灯 *2 が 3 回点滅します。

設定温度調整
設定した温度に対して暑い、または
寒いと感じるときに、快適になるよ
う調整することができます。

標準 － － ○

*1：デフロスタースイッチを押したときは、ウインドウガラスの曇りを防止するため、「自動で切り換えない」に設定していても自
動的に外気導入に切り換わります。

*2：デフロスタースイッチを押したときは、ウインドウガラスの曇りを防止するため、「自動で切り換えない」に設定していてもエ
アコンは自動的に ON になります。

*3：スマートフォン連携ナビゲーションの画面操作での設定変更は別冊の取扱説明書をお読みください。

内外気切り換え・A/C スイッチのカスタマイズ（機能の設定変更） 

*1：内外気自動制御の設定を変更する場合は内外気切り換えスイッチを、A/Cスイッチ自動制御の設定を変更する場合はA/Cスイッ

チを押してください。
*2：内外気自動制御の設定を変更した場合は内外気切り換えスイッチ内の表示灯が点滅し、A/C スイッチ自動制御の設定を変更し

た場合は画面のエアコン作動表示灯が点滅します。

項目 設定内容
工場出荷時
の設定

設定変更方法

エアコン操作
パネル

スマートフォン
連携ナビゲー

ション *3

三菱自動車
販売会社
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リンクシステムとは、USB ポートや

Bluetooth® で接続したデバイスを、車両

に装備されているスイッチや音声コマン
ドを使って操作するシステムです。
USB デバイスまたは iPod の接続方法は

次の項をお読みください。
→「USB ポート」P.6-14
Bluetooth® は BLUETOOTH SIG, INC. の
登録商標です。

J10401500092

USB デバイスまたは iPod*を接続するこ

とができます。
*: “iPod” は米国および他の国々で登録さ

れた Apple Inc. の商標です。

USB ポートはインパネセンターパネル

にあります。

J10403500054

1.安全な場所に車両を停車して、パワー
スイッチの電源モードを OFF にしま

す。
2.市販のUSB接続ケーブルをUSBデバ

イスに接続します。

3. USB 接続ケーブルを USB ポートに接

続します。

4. USB 接続ケーブルを取り外すときは、

パワースイッチの電源モードを OFF
にしてから、取り付けるときと逆の手
順で取り外します。

J10403600055

1.安全な場所に車両を止めて、パワース
イッチの電源モードをOFFにします。

2. iPod にコネクターケーブルを接続し

ます。

3. USB ポートにコネクターケーブルを

接続します。
4.コネクターケーブルを取り外すとき
は、パワースイッチの電源モードを
OFF にしてから、取り付けるときと逆

の手順で取り外します。

リンクシステム 

USB ポート 
USB デバイス（機器）の接続
のしかた 

USB デバイス

USB 接続ケーブル

アドバイス
USBデバイスをUSBポートに直接接続し

ないでください。

iPod の接続のしかた 

アドバイス
コネクターケーブルは Apple Inc. 純正品

を使用してください。
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接続できるデバイスの種類および対応可
能なファイルの仕様については、別冊の
「スマートフォン連携ナビゲーション」取
扱説明書をお読みください。

J10400500095

テレビ用アンテナ線がリヤガラスの内側
にプリントされています。

J10400600025

前面だけでなく、フックから外せば側面
にも回せます。

J10404000056

サンバイザーの裏側にあります。
バニティミラーランプ付き車は、リッド
を開くとバニティミラーランプが点灯し
ます。

接続できるデバイス（機器）の
種類および対応可能なファイ
ルの仕様 

アドバイス
接続されているUSBデバイスまたはその

他のデバイスの種類によっては、正しく

機能しなかったり、ご使用いただける機
能に制限がある場合があります。

最新のファームウェアにした iPodの使用

をおすすめします。

 iPod はパワースイッチの電源モードが

ACC または ON のときに USB ポートに

接続することで充電することができま

す。

USBデバイスまたは iPodを車内に置いた

ままにしないでください。

データ破損のおそれがあるためファイル

のバックアップをおすすめします。

接続可能なデバイス以外の機器（ハード

ディスク、カードリーダー、メモリーリー
ダーなど）を USB ポートに接続しないで

ください。デバイスおよびデータが破損
するおそれがあります。誤って接続した

場合はパワースイッチの電源モードを

OFF にしてから取り外してください。

アンテナ 

テレビアンテナ 

アドバイス
リヤガラスを清掃するときは、アンテナ

線を傷つけないようにアンテナ線に沿っ

て柔らかい布で拭いてください。

リヤガラスに鏡面タイプのフィルムや金

属物（市販のアンテナなど）を貼り付け

ると、受信感度が低下する原因となりま

す。
また、フィルムを貼り付ける際、カッター

などでアンテナ線を傷つけると受信感度
が低下するおそれもあります。

サンバイザー 

バニティミラー 

フック



アクセサリーソケット (DC12V)

6-16 快適装備の使い方

6
J10404100057

サンバイザーの裏側にあります。

J10400700097

パワースイッチの電源モードが ON また

は ACC の状態のときに使用できます。

プラグタイプの電気製品の電源としてご
使用ください。
必ず、12V で消費電力が 120W 以下の電

気製品を使用してください。

ノブを引き抜いて使用します。

J10414600039

パワースイッチの電源モードが ON また

は ACC のときに、USB デバイス（機器）

の電源として使用できます。
使用するときは、フロアコンソールボッ
クスにある充電用 USB ポートに、USB 接

続ケーブルを接続します。

チケットホルダー 

バニティミラーランプA

チケットホルダー

注意
強い直射日光にさらされると車内が高温

になるため、プラスチック素材のカード
をはさんだままにしないでください。

カードが変形やひび割れを起こすおそれ
があります。

アクセサリーソケット
(DC12V) 

インパネセンターパネル

注意
市販の電気製品を使用しないでくださ

い。補機用バッテリー上がりやアクセサ
リーソケットが損傷する原因となりま

す。

ノブをソケットから外したまま放置した

り、ソケットのふたを開けたまま放置し

ないでください。

プラグタイプ以外の物をソケットに入れ
ると故障したり、ショートする可能性が

あります。

アドバイス
READY（走行可能）表示灯が消灯してい

るときに長い間使用すると、補機用バッ

テリーが上がることがあります。

 100V AC電源 (1500W)と同時に使用する

ことができます。
→「100V AC 電源 (1500W)」P.6-17

充電用 USB ポート 
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READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときに AC100V の電源として使用でき

ます。
必ず AC100V、かつ消費電力が 1500W 以

下で使用してください。

1. AC 電源スイッチを押します。表示灯

が点灯して、使用可能な状態になりま
す。
スイッチをもう一度押すと、表示灯が
消灯します。

2.ふたを開けます。

注意
USB 接続ケーブルを差し込むときは、

まっすぐに根元まで差し込んでくださ

い。差し込みが不十分な場合、発熱によ
りヒューズが切れるおそれがあります。

 Type-Aの充電用USBポートを使用すると

きは、接続する USB デバイスの消費電力

が 12W（最大定格出力：5V-2.4A）、Type-
C の充電用 USB ポートを使用するとき

は、接続する USB デバイスの消費電力が

15W（最大定格出力：5V-3A）を、それ

ぞれ超えないようにしてください。充電
用 USB ポートや接続した USB デバイス

が損傷するおそれがあります。

USB コネクターボードが中央にあるリ

バーシブルタイプのUSBコネクターを接

続しないでください。充電用 USB ポート

が破損するおそれがあります。

Type-A

Type-C
アドバイス

充電用USBポートは電源としてのみ使用

できます。
車両のオーディオ機器には接続されませ

ん。

USB ハブなどを使用して、複数の USB デ

バイスを同時に充電しないでください。

万一、飲み物などをこぼした場合は、使

用を中止し三菱自動車販売会社で点検を

受けてください。

エンジンがかかっていないときに長い間

使用すると、補機用バッテリーが上がる

ことがあります。

100V AC 電源 (1500W) 

警告
電気製品を接続して使用する場合は、使

用する電気製品に付属の取扱説明書やラ
ベルに記載されている注意事項を必ずお

守りください。

医療機器のご使用は、絶対に避けてくだ

さい。

使用するときは 

表示灯
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3.プラグを奥まで差し込みます。
差し込み後は、プラグが確実に固定さ
れていることを確認します。

4.使用後は、プラグを抜き取りふたを閉
めます。

警告
AC 電源を使用して、電気自動車やプラグ

インハイブリッド車への普通充電は絶対

に行わないでください。また、AC 電源と

家屋内の電力線や配電盤をつなぐことは

絶対にしないでください。感電や故障に
つながるおそれがあります。

アース線のある電気製品を使用するとき

は、電気製品の電源を入れる前に必ず
アース線をアース端子に接続してくださ

い。

ぬれた手でプラグの抜き差しをしないで

ください。感電するおそれがあります。

プラグを抜くときは、ケーブル部を引っ

張って抜かないでください。電源コード
が損傷するおそれがあります。必ずプラ

グ部を持ってまっすぐ抜いてください。

AC 電源の改造や分解、修理などは絶対に

しないでください。

次の電気製品および運転の妨げになるお

それがある電気製品は、走行中に使用し

ないでください。重大な事故につながる
おそれがあります。

•熱を発する電気製品

•蒸気を発する電気製品

•強い光を発する電気製品

駐停車中に電気製品を使用するときは、

次のことをお守りください。また、次の

項も併せてお読みください。
→「駐停車するときは」P.2-6
•電動パーキングブレーキを確実にかけ、

電動パーキングスイッチを押して、メー
ター内のセレクトポジション表示灯に

が点灯していることを確認してくだ

さい。
無意識にセレクターレバーを動かした

り、アクセルペダルの踏み込みにより、

不用意な発進など、重大な事故につなが
るおそれがあります。

また、誤ってセレクターレバーが押され
ないよう、電気製品の電源コードや延長

ケーブルの配置に注意してください。

警告
•車庫や雪が積もって排気ガスが滞留す

るおそれのある場所などでは、使用しな
いでください。排気ガスが車内に侵入し

て、一酸化炭素中毒になるおそれがあり
ます。

•車外で使用する場合は、雨や雪で AC 電

源がぬれないように注意してください。

感電のおそれがあります。

AC 電源に飲み物などをこぼしたりしな

いでください。感電、発煙や発火のおそ

れがあります。

お子さまには、AC 電源を触らせないでく

ださい。思わぬ事故につながるおそれが
あります。

AC 電源を使用しているときは、エンジン

ルーム内の冷却ファンが自動的に作動す
ることがあります。冷却ファンに手や衣

服などを近づけないでください。

落雷のおそれがある場合は AC 電源を使

用しないでください。

注意
AC 電源を使用しているときは、状況によ

りエンジンが自動で始動するため、排気
管の後方に立たないでください。排気熱

によりやけどをするおそれがあります。

電気製品のプラグを差し込むときは、

まっすぐに根元まで差し込んでくださ

い。差し込みが不十分な場合、発熱によ

り AC 電源が損傷するおそれがあります。

警告
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ストーブなどの熱器具を車内で使用しな

いでください。熱により内装品などが溶
けたり、焼けたりするおそれがあります。

故障した電気製品を使用しないでくださ

い。AC 電源が使用できなくなるおそれが

あります。

アドバイス
アクセサリーソケットと同時に使用する

ことができます。

→「アクセサリーソケット (DC12V)」
P.6-16

AC 電源にプラグアダプターなどを取り

付けて使用しないでください。また、分
岐用コンセントを取り付けて、複数の電

気製品を使用しないでください。

プラグを AC 電源に差し込んだときに、緩

みやがたつきがあるときは、三菱自動車

販売会社で AC 電源を交換してください。

AC 電源を使用しているときは、車から離

れないでください。また、給油や洗車を

しないでください。

注意
AC 電源を使用しているときは、ラゲッジ

ルーム付近から冷却ファンなどの作動音
が聞こえることがありますが、異常では

ありません。

振動や熱などに弱い電気製品を車内で使

用しないでください。強い直射日光にさ

らされると車内が高温になるため、電気

製品が故障するおそれがあります。

車両にボデーカバーを掛けた状態で AC
電源を使用しないでください。

窓、ドアやテールゲートを閉める際、電

源コードをはさまないように注意してく

ださい。

AC 電源を使わないときは、AC 電源ス

イッチを OFF にして、 プラグを抜き取り

ふたを閉めてください。コンセントにた
まったほこりにより、ショートするおそ

れがあります。

次の場合は AC 電源を使用できません。

•プラグインハイブリッド EV システム警

告灯が点灯しているとき

•駆動用バッテリーの残量表示が0のとき

•インフォメーション画面に「走行出力制

限中」が表示されているとき

次の場合は電気製品が正常に作動しな

かったり、給電が停止することがありま

す。このとき、作動音がすることがあり
ますが、異常ではありません。

•消費電力が 1500W を超える電気製品を

使用したとき

•車内が高温または低温のとき

アドバイス
AC 電源が使用できないときや、給電が停

止して自動で復帰しないときは、次の手
順に従ってください。

1. 電気製品のプラグを抜きます。

2. 駆動用バッテリーの残量を確認しま
す。残量が少ない場合は、バッテリー

セーブ／チャージモードスイッチを

使用するなどして、駆動用バッテリー
を充電します。

→「バッテリーセーブ／チャージモー

ドスイッチ」P.5-26
→「普通充電のしかた（AC 200V コン

セントまたは AC 100V コンセントで

の充電方法）」P.3-19
→「急速充電・V2H 充電・V2H 給電

のしかた」P.3-33
3. READY（走行可能）表示灯が点灯し

ていることを確認します。点灯してい
ない場合は、プラグインハイブリッド

EV システムを起動して、再度 READY
（走行可能）表示灯を点灯させます。

4. 車内が高温または低温の場合は、エア

コンで適温に調整します。

5. AC 電源スイッチを ON にします。

6. スイッチ内の表示灯が点灯したこと

を確認して、電気製品のプラグを差し

込みます。

消費電力が1500W以下でも次のような電

気製品は正常に作動しないことがありま

す。また、駆動用バッテリーの状態によっ
ては、使用できる電力が変化することが

ありますので注意してください。

アドバイス
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J10400800069•瞬間的に大きな電流が流れる電気製品

•精密なデータを測定するような電気製

品

•水平に設置しないと正常に作動しない

電気製品

•極めて安定した動作が必要な電気製品

•タイマー設定など、連続した出力を必要

とする電気製品

駆動用バッテリーなどの状態によって

は、駆動用バッテリーの残量表示が 0 で

なくても、AC 電源の出力が断たれ、電気

製品の電源が切れることがありますので
注意してください。

使用する電気製品によっては、ラジオや

テレビに雑音が入ることがあります。

AC 電源の電圧は、市販のテスターでは正

確に測定できません。

電圧の測定が必要な場合は、三菱自動車

販売会社にご相談ください。

使用する電気製品に付属の取扱説明書や

ラベルも併せてお読みください。

次のような場合、自動的にエンジンが始

動し充電を行うことがあります。

駐停車中にエンジンが始動した場合、ア
イドリングストップに関する条例に触れ

罰則を受けるおそれがありますので、駐
停車中の使用については、関係する自治

体に確認してから使用してください。ま

た、エンジンが始動した場合、ガソリン
を消費するため、燃料切れを起こさない

よう注意してください。

アドバイス
•駆動用バッテリーの残量が少なくなっ

たとき

•バッテリーセーブモードおよびバッテ

リーチャージモードを選択していると

き

電源周波数について

•工場出荷時、車両の電源周波数は 50Hz
に設定されています。

•電源周波数の切り換え (50/60Hz)のある

製品を使用する場合は、車両の電源周波

数に合わせておいてください。

•車両の電源周波数を切り換えたい場合

は、三菱自動車販売会社にご相談くださ
い。

アドバイス 室内灯 

ルーム＆マップランプ
P.6-21

LED インテリア

イルミネーション
P.6-22

ルームランプ（リヤ）
P.6-21

ラゲッジルームランプ
P.6-22
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J10404200090

J10404300033

ルームランプ（フロント）消灯時、スイッ
チを押すと押した側のランプが点灯し、
もう一度押すと消灯します。

アドバイス
READY（走行可能）表示灯が消灯してい

るときに長い間ランプを点灯させておく
と、補機用バッテリーが上がることがあ

ります。
車から離れるときは必ずランプが消えて

いることを確認してください。

ルームランプ 

フロント

リヤ

スイッチ
位置

点灯 • 消灯のしかた

1-ON( ) 常時点灯

2-DOOR
( )/(•)

いずれかのドアまたは
テールゲートを開けると
点灯、閉じると約 15 秒後

に消灯します。ただし、次
のようなときはすぐに消
灯します。

• パワースイッチの電源
モードをONにしたとき

• 集中ドアロックの機能
を使って施錠したとき

• キーレスオペレーショ
ンキーのLOCKスイッチ

を押して施錠したとき

• キーレスオペレーショ
ン機能を使って施錠し
たとき

• クローズアンドロック
スイッチを押して施錠
したとき（エレクトリッ
クテールゲート付き車）

3-OFF( ○ ) 常時消灯

アドバイス
ドアおよびテールゲートが閉まっている

ときに電源モードを OFF にすると点灯

し、約 15 秒後に消灯します。

消灯までの時間を調整することができま

す。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で調整することもできま
す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

マップランプ 
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J10404400050

テールゲートを開けると点灯、閉じると
消灯します。

J10429500049

ライトスイッチが または の位置の
とき、または AUTO の位置でランプ類が

点灯しているときに点灯します。

インナードアハンドルのLEDイルミネー

ションは、パワースイッチの電源モード
を ON から OFF にすると、数秒間点灯し

ます。

J10404500110

ラゲッジルームランプ 

LED インテリアイルミネー
ション 

スマートフォントレイ

ドアグリップ

ボトルホルダー

アドバイス
パワースイッチの電源モードがOFFまた

は ACC のときは、運転席ドアを開けると

インナードアハンドルの LEDイルミネー

ションが常時点灯します。

インテリアランプ*オートカッ
ト機能（自動消灯） 

*ルーム＆マップランプ、ルームランプ
（リヤ）、ラゲッジルームランプおよび
LED インテリアイルミネーション（イ

ンナードアハンドル）
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パワースイッチの電源モードが OFF
の状態で、車内照明を点灯したままに
すると、約 30 分後に照明が自動的に

消灯します。
自動的に消灯した後、パワースイッチ

を操作したり、ドアまたはテールゲー
トの開閉やキーレスオペレーション
システム、キックモーションセンサー
（キックモーションセンサー付き車）
の操作をすると再び点灯します。

J10400900057

J10404600023

レバーを引くと開きます。

グローブボックスの内側にカードホル
ダーがあります。

J10404700053

レバーを引きながらふたを開けます。
ふたはアームレストとしても使用できま
す。

アドバイス
インテリアランプオートカット機能（自

動消灯）を働かなくすることができます。

また、自動消灯までの時間を調整するこ
とができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

また、スマートフォン連携ナビゲーショ

ンの画面操作で調整することもできま
す。詳しくは別冊の取扱説明書をお読み

ください。

小物入れ 

注意
強い直射日光にさらされると車内が高温

になるため、ライター・炭酸飲料缶・メ

ガネなどを放置しないでください。
ライターなどの可燃物は自然発火した

り、炭酸飲料などの缶は破裂するおそれ
があります。また、プラスチックレンズ

またはプラスチック素材のメガネは変

形、ひび割れを起こすおそれがあります。

走行中は小物入れのふたを必ず閉めてお

いてください。万一の場合、ふたや内部

の小物でけがをするおそれがあります。 

グローブボックス 

グローブ

ボックス

フロアコンソール

ボックス

ラゲッジフロア

ボックス

フロアコンソールボックス 
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J10414500025

ラゲッジフロアボードの下にラゲッジフ
ロアボックスがあります。
ラゲッジフロアボックスを使用するとき
は、ラゲッジフロアボードのストラップ
を引き上げます。

J10401000055

フロアコンソールにドリンクホルダーが
あります。

ラゲッジフロアボックス 

ストラップ

ラゲッジフロア
ボード

警告
バッテリーカバーの下に補機用バッテ

リーがあるため、バッテリーカバーの上
に物を置かないでください。

万一、バッテリーカバーおよび補機用
バッテリーが破損した場合、補機用バッ

テリー液が漏れて皮膚に付いたり、目に

入ると重大な傷害をおよぼすおそれがあ
ります。

ドリンクホルダー 

警告
車内に水をかけたり、飲み物などをこぼ

したりしないでください。スイッチ類、配
線や電気部品にかかると、故障や車両火

災の原因になります。
万一、飲み物などをこぼした場合は、可

能な限り水分を取り除き、すみやかに三

菱自動車販売会社にご相談ください。

バッテリーカバー

注意
走行中は、飲み物を出し入れしないでく

ださい。思わぬ事故につながるおそれが
あります。

走行中の振動や揺れなどで飲み物がこぼ

れることがあります。熱い飲み物の場合、
やけどをするおそれがありますので注意

してください。

フロントシート用 



ボトルホルダー

快適装備の使い方 6-25

6

アームレストを倒すとドリンクホルダー
があります。
→「アームレスト」P.4-41

J10401100027

ペットボトルなどを入れることができま
す。

J10401200057

座ったときに手で身体を支えるためのグ
リップがあります。

J10405000037

運転席側のリヤシート用アシストグリッ
プにコートフックがあります。

リヤシート用 

ボトルホルダー 

警告
車内に水をかけたり、飲み物などをこぼ

したりしないでください。スイッチ類、配

線や電気部品にかかると、故障や車両火
災の原因になります。

万一、飲み物などをこぼした場合は、可
能な限り水分を取り除き、すみやかに三

菱自動車販売会社にご相談ください。

注意
走行中は、飲み物を出し入れしないでく

ださい。思わぬ事故につながるおそれが
あります。

走行中の振動や揺れなどで飲み物がこぼ

れることがあります。熱い飲み物の場合、
やけどをするおそれがありますので注意

してください。

アドバイス
カップや飲料缶を収納しないでくださ

い。

ペットボトルなどはふたを確実に閉めて

収納してください。

ペットボトルの大きさ、形状によっては

収納できないことがあります。

アシストグリップ 

注意
アシストグリップに手を掛けて乗り降り

しないでください。

アシストグリップが外れて思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

コートフック 
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J10401300032

荷室の側面にフックがあります。
荷物の固定用としてご使用ください。

J10409500043

荷室の側面にフックがあり、軽い荷物を
掛けることができます。

J10401400020A

お客様のお車には、専用のフロアマット
が設定されています。
フロアカーペットに装着されている固定
クリップを使用し、次の手順で確実に固
定してください。

警告
コートフックには、アクセサリーなどを

取り付けたりしないでください。服を掛

けるときは、ハンガーを使用せずに直接

コートフックに掛けてください。
SRS カーテンエアバッグが正常に膨らむ

のを妨げたり、膨らむときにこれらの物

が飛んで重大な傷害を受けるおそれがあ

ります。

ラゲッジフック 

注意
室内にはシートの高さ以上に荷物を積ま

ないでください。また、荷物は確実に固

定してください。
後方の確認ができなくなったり、急ブ

レーキを掛けたときに荷物が飛び出して
思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

コンビニエントフック 

アドバイス
フックの変形または破損を防ぐため、次

のことをお守りください。

• 3kg 以上の荷物を掛けない。

•炎天下などで車内が高温のときは、荷物

を掛けたままにしない。

フロアマット 
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J10405100041

1.フロアマットを床の形状に合わせて
敷きます。

2.フロアマットの取り付け穴に固定ク
リップを通し、確実に固定します。

固定のしかた 

アドバイス
車種により、フロアマットの形状や固定

クリップの数が異なる場合があります。

詳しい固定方法はフロアマットの取扱説

明書をお読みください。

警告
運転席にフロアマットを敷くときは、次

のことを必ずお守りください。お守りい
ただかないと、フロアマットがずれて各

ペダルと干渉し、思わぬスピードが出た
りブレーキが効きづらくなるなど重大な

事故につながるおそれがあります。

•固定クリップを使用し確実に固定する

•フロアマットを前後逆さまにしたり、裏

返して使用しない

•フロアマットでペダルを覆わない

•フロアマットの上または下に、別のフロ

アマットを重ねて敷かない

•アクセルペダルの下に敷かない

•三菱自動車純正フロアマットであって

も、他車種または年式の異なるフロア

マットを使用しない

運転する前に次のことを確認してくださ

い。

•フロアマットがすべての固定クリップ

で正しく固定されていることを定期的
に確認し、車内の清掃などでフロアマッ

トを取り外した後は必ず確認する

•READY（走行可能）表示灯消灯時およ

びメーター内のセレクトポジション表

示灯に が点灯しているときに、各ペダ

ルをいっぱいに踏み込み、フロアマット
と干渉がなく運転に支障がないことを

確認する

警告
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日常点検
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J10600100080

日常点検整備は、お客様の責任において実施していただくことが法律で義務付けられています。事故や故障を未然に防ぐため必ず
実施してください。

日常点検整備は、長距離を走行するときや、洗車、給油時などにお客様自身で行う点検整備です。

詳細については、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので併せてお読みください。
次のような点に気づいたら、三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

•いつもと違う音や臭いや振動がするとき

•ブレーキ液が不足しているとき

•地面に油の漏れた跡が残っているとき

日常点検 

警告
点検、整備をするときは必ず車両から充電コネクターを取り外し、パワースイッチの電源モードが OFF になっていることを確認してから行っ

てください。

エンジンルーム内では高電圧を発生する部品および高電圧の配線（オレンジ色）ならびにそのコネクターの取り外し、分解などは絶対に行

わないでください。感電など、命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあります。これらの部位には取り扱い上の注意を記載したラベル

が貼り付けてありますので、ラベルの指示に従ってください。必要な整備については、三菱自動車販売会社へ依頼してください。
→「主な高電圧部位」P.3-8

エンジン回転中はエンジンルームに手を入れないでください。

手や衣服がドライブベルトなどに巻き込まれるおそれがあります。

エンジンルーム内の部品には高温になる物があります。

やけどをするおそれがありますので、各部が十分冷えてから点検してください。
これらの部品には取り扱い上の注意を記載したラベルが貼り付けてありますので、ラベルの指示に従ってください。



日常点検
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エンジンオイル注入キャップブレーキ液タンク

エンジンルーム ラゲッジルーム

コンデンスタンク 
P.8-25、9-4

エンジンオイルレベルゲージ

補機用バッテリー
P.7-7、9-5モーター冷却用コンデンスタンク 

P.8-25、9-4

フロント・リヤ
ウォッシャータンク 
P.7-6、9-5



環境保護のために守っていただきたいこと
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J10600200023

J10601700041

環境保護のために次のことをお守りくだ

さい。

使用済みのバッテリーやタイヤは、新

品を購入した販売店に処分を依頼し
てください。

エンジンオイルや冷却水を交換する

場合は、三菱自動車販売会社にご相談
ください。

J10600300053

1.ワイパーアームが立っているときは
ワイパーアームを倒します。

警告
冷却ファンはエンジンが回転していなくても自動的に回り出すことがあります。

エンジンルーム内で作業する場合は、安全のためにパワースイッチの電源モードを OFF にしてください。

通常はラジエーターキャップおよび、モーター冷却用コンデンスタンクのキャップを外さないでください。

冷却水には圧力がかかっているため、冷却水の温度が高いときにキャップを外すと、蒸気や熱湯が噴き出し、やけどをするおそれがあります。

点検や交換した後は、工具や布などをエンジンルームに置き忘れていないことを確認してください。

万一の場合、故障や火災になるおそれがあります。

冷却ファン モーター冷却用コンデンス
タンクのキャップ

車両前方

警告ラベル

ラジエーターキャップ

警告ラベル

環境保護のために守ってい
ただきたいこと 

廃棄物を処理するときは 

エンジンフード（ボンネッ
ト） 

開けるときは 



エンジンフード（ボンネット）
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2.計器盤右下にあるレバーを引くとエ
ンジンフードが少し浮き上がります。

3.エンジンフードのすき間に手を入れ、
前端中央部のレバーを左へ押しなが
らエンジンフードを持ち上げます。

4.支持棒をエンジンフードの穴に差し
込みエンジンフードを確実に固定し
ます。

1.エンジンフードを支えながら支持棒
を穴から外してクリップに固定しま
す。

2.エンジンフードを少し持ち上げた位
置（約 20cm）から離します。

3.エンジンフードが完全に閉じている
ことを確認します。

注意
ワイパーアームが立った状態でエンジン

フードを開けるとエンジンフードに傷が
つくおそれがあります。

レバー

注意
風の強いときにエンジンフードを開けて

いると、風にあおられて支持棒が外れる
ことがあります。特に風の強いときはご

注意ください。

支持棒は必ず所定の穴に差し込んでくだ

さい。所定以外の箇所に掛けると支持棒
が外れ、思わぬ事故につながるおそれが

あります。

閉めるときは 

注意
手や物をはさまないように注意してくだ

さい。

注意
走行前に必ずエンジンフードが確実に閉

じていることを確認してください。
完全に閉じていないまま走行するとエン

ジンフードが開くおそれがあります。



エンジンオイルの補給
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J10600400054

エンジンオイルが不足するとエンジンの
不調や破損につながるおそれがありま
す。エンジンオイル量を点検しオイルが
不足している場合は、三菱自動車純正エ
ンジンオイルまたはオイル缶に ILSAC認

証マークの入ったエンジンオイルを補給
してください。
なお、エンジンオイルの点検、補給方法、
交換時期についての詳細は別冊の「メン
テナンスノート」をお読みください。
→「エンジンオイル注入キャップ、

エンジンオイルレベルゲージ」P.7-2
→「エンジンオイルの量と種類」P.9-3

J10600500101

ウォッシャータンクのキャップを開け、
レベルゲージで液量を点検してくださ
い。

ウォッシャー液が不足している場合は、
三菱自動車純正ウォッシャー液を気温に
適した濃度になるように補給してくださ
い。
希釈割合はウォッシャー液の容器に表示
してある凍結温度を参考にしてくださ
い。

エンジンフードが開いたまま走行すると

インフォメーション画面に警告表示され
ます。

エンジンフードを手で強く押しつけない

でください。力のかけぐあいや場所に

よっては、万一の場合、車体がへこむお
それがあります。

エンジンオイルの補給 

注意

アドバイス
エンジンオイルは通常走行でも、走行状

況に応じて消耗します。

オイル量を点検しオイルが不足している

場合は、補給してください。

エンジンの性能や寿命、始動性に大きく

影響しますので、補給するときは必ず指

定のオイルおよび粘度のものを使用して

ください。

ウォッシャー液の点検・補
給 

ILSAC 認証マーク フロント・リヤ共用 

注意
ウォッシャー液以外の液体を入れないで

ください。石けん水、ガラス洗浄液、冷

却水なども使わないでください。ポンプ
の故障、ノズルの詰まり、塗装のしみな

どの原因となります。

上限

下限



補機用バッテリー液の点検・補充
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J10604400036

補機用バッテリー液を点検し、液が不足
している場合は補充してください。

補機用バッテリー液を点検・補充すると
きは、次の手順でバッテリーカバーを取
り外してください。

J10604700026

1.ラゲッジフロアボードを開けます。
→「ラゲッジフロアボックス」P.6-24

2.スクリュー（2 箇所）を取り外した後、

溝に手を入れ、バッテリーカバーを取
り外します。

J10604800027

取り外したときと逆の手順で行います。

J10600700028

J10602000054

タイヤの摩耗を均一にして寿命を延ばす
ため、タイヤローテーションを 5,000km
走行ごとに行ってください。

ウォッシャーノズル内に汚れが付着する

と、ウォッシャー液が正しくガラスに噴
射されないことがあります。ピンなどで

汚れを取り除くとノズルが損傷するおそ
れがありますので、三菱自動車販売会社

にご相談ください。

冬期は、ウォッシャー液を薄めすぎると

液がウインドウガラスに凍りついてしま
うことがあります。

補機用バッテリー液の点
検・補充 

アドバイス
点検および補充方法については別冊の

「メンテナンスノート」をお読みくださ

い。

警告
作業を行う場合は、必ずプラグインハイ

ブリッド EV システムを停止してくださ

い。

注意 取り外すときは 

取り付けるときは 

警告
補機用バッテリーを充電するときは、必

ず三菱自動車販売会社に依頼してくださ
い。お客様自身での充電はしないでくだ

さい。

補機用バッテリーから発生する可燃ガス
が漏れ、爆発するおそれがあります。

溝

スクリュー

バッテリー
カバー

アドバイス
補機用バッテリーを外した際は、エンジ

ンを強制運転するための制御タイマーが
リセットされます。リセット後にエンジ

ンが始動しない状態が続くと燃料噴射装
置が目詰まりを起こす可能性があるた

め、バッテリーチャージモードに切り換

えてエンジンを始動させるようにしてく
ださい。ただし、駆動用バッテリーが満

充電付近の場合はバッテリーチャージ
モードに切り換えてもエンジンを始動で

きない場合があります。その場合は、駆

動用バッテリー残量が減ってからもう一
度バッテリーチャージモードに切り換え

てください。
→「バッテリーセーブ／チャージモード

スイッチ」P.5-26
補機用バッテリーを交換するときは、三

菱自動車販売会社にご相談ください。

タイヤメンテナンス 

タイヤローテーション 



タイヤメンテナンス
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J10602100026

ウェアインジケーター（溝の深さ 1.6mm
以下）が現れたら、スリップしやすくな
り危険ですのでタイヤを交換してくださ
い。

J10602200027

タイヤの空気圧は定期的に点検し、必ず
規定の空気圧に調整してください。
→「タイヤの空気圧」P.9-7

回転方向を示す矢印がついていない場合

前

回転方向を示す矢印がついている場合

前

注意
タイヤに回転方向を示す矢印がついてい

るときは、4 輪で前後ローテーションを

行ってください。

タイヤを取り付けるときは、車両前進時
の回転方向と矢印の向きが同じになるよ

うに取り付けてください。矢印の向きが
異なるとタイヤの性能が十分に活かされ

ません。

種類の異なったタイヤを混ぜて使用する

ことは、安全走行に悪影響をおよぼしま

すので避けてください。

タイヤの摩耗 

車両前方
回転方向を

示す矢印 アドバイス
ウェアインジケーターのマークや位置

は、タイヤメーカーによって異なります。

タイヤ空気圧の点検・調整 

警告
タイヤの空気圧が不足したまま走行する

と、タイヤが偏摩耗したり、車の安定性

や操縦性を確保できなくなるおそれがあ
ります。また、バースト（破裂）するな

ど重大な事故につながるおそれがありま

す。

ウェアインジケーター（摩耗限度表示）

ウェアインジケーター位置を示すマーク



クリーンエアフィルターの交換
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J10600800029

1.グローブボックスを開けます。

2.グローブボックス右側のロッドを右
側に引いて外します。

3.グローブボックスの留め具を（A）・
（B）の順に手前に引いて外します。

4.グローブボックスを下側に引いて取
り外します。

5.グローブボックスの奥にクリーンエ
アフィルターがあります。

6.カバー左右にあるツメを外して、カ
バーを外します。

7.クリーンエアフィルターを取り出し
て新品と交換します。交換するときは
フィルターの矢印が下向きになるよ
うに取り付けてください。

アドバイス
点検方法は別冊の「メンテナンスノート」

をお読みください。

規定の空気圧は運転席ドアを開けたボ

デー側のラベルにも表示しています。

クリーンエアフィルターの
交換 

ロッド

留め具 (B)
留め具 (A) ツメ



内装品のお手入れ
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8.元に戻すときは、取り外したときと逆
の手順で取り付けます。

J10601000028

1.電気掃除機などでほこりを取り除き
ます。

2.ガーゼなどの柔らかい布に、中性洗剤
を薄めた水溶液を含ませて、軽く拭き
取ります。

3.真水にひたした柔らかい布を固くし
ぼって、洗剤をきれいに拭き取りま
す。

4.水分をよく拭き取り、風通しのよい日
陰で乾燥させます。

J10602300028A

1.ガーゼなどの柔らかい布に、ウール用
中性洗剤の 5% 水溶液を含ませて、汚

れを拭き取ります。
2.真水にひたした柔らかい布を固くし
ぼって、洗剤を拭き取ります。

3.乾いた柔らかい布で水分を拭き取り、
風通しのよい日陰で乾燥させます。

内装品のお手入れ 

注意
シリコンやワックスを含むクリーナーや

保護剤を使用しないでください。
変色の原因になったり、インストルメン

トパネルなどに使用すると使用箇所がウ
インドウガラスに映り込み、視界の妨げ

になるおそれがあります。

また、各種スイッチなどに付着すると電
装品の故障につながるおそれがありま

す。

見えにくい場所や狭い場所のお手入れを

するときは、手袋などを使用して、手に

けがをしないよう注意してください。

ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤や酸

またはアルカリ性の溶剤は使用しないで
ください。変色やしみ、割れの原因にな

ります。

また、各種クリーナー類にはこれらの成
分が含まれているおそれがありますので

よく確認の上、使用してください。

ブラシ、合成繊維類、固い布、乾いた布

やウェットティッシュは使用しないでく

ださい。使用すると表面を傷つけたり、変

色するおそれがあります。

液体芳香剤は、こぼれないよう容器を確

実に固定してください。

また、インストルメントパネルの上やラ
ンプ類、メーターの近くには置かないで

ください。

含まれる成分によって樹脂部品や布材の
変色、ひび割れを起こすおそれがありま

す。

アドバイス
ガラスの内側を清掃するときは、電熱線

を傷つけないよう電熱線に沿って柔らか
い布で拭いてください。

本革のお手入れ 

アドバイス
水をこぼしたり、雨などでぬれたときは、

乾いた柔らかい布で早めに水分を拭き

取ってください。

ナイロンブラシ、合成繊維類で強くこす

ると表面を傷つけるおそれがあります。

本革の汚れはカビなどの原因となりま

す。油汚れなどは、早めに落としてくだ

さい。

直射日光に長時間さらすと表面が日焼け

したり、硬くなって縮むことがあります。

できるだけ日陰に駐車してください。



外装品のお手入れ
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J10604900031

1.ガーゼなどの柔らかい布に、中性洗剤
の 2.5% 水溶液を含ませます。

2.ベルトを軽く叩くようにして汚れを
拭き取ります。
またリングに汚れが付着している場
合は、この汚れを拭き取ってくださ
い。

3.真水にひたした柔らかい布を固くし
ぼって、洗剤を拭き取ります。

4.お手入れのために引き出したベルト
を巻き取らせる前に、十分に乾燥さ
せ、水分が残っていないことを確認し
てください。

J10604200021A

ディスプレイやミラーの表面には、特殊
なコーティングがされています。メガネ
拭きなどのきめの細かい、柔らかい布を
使用してください。

J10601100029

お車を美しく保つために、走行後は塗装
面に付着したほこりを毛ばたきなどでは
らい落としてください。
次のような汚れは、そのままにしておき
ますと、腐食、変色、しみになるおそれ
がありますので、できるだけ早く洗車し
てください。

海水や道路凍結防止剤など

工場のばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、

化学物質（酸、アルカリ、コールター
ルなど）など

鳥のふん、虫の死がい、樹液、花粉など

J10602400117

1.水をかけながら、車体の下まわりを洗
います。

2.車体上部から水をかけながら、スポン
ジなどで汚れを洗い落とします。

3.水洗いで落ちにくい汚れには、中性洗
剤を使用してください。
その後は、中性洗剤を水で完全に洗い
落とします。

4.柔らかい布またはセーム皮で、塗装面
にはん点が残らないよう水分を拭き
取ります。

シートベルトのお手入れ 

アドバイス
ベルトやリングが汚れている場合や、ベ

ルトがスムーズに巻き取られなくなって

きたときに、清掃を実施してください。

ヘッドアップディスプレイ
[HUD] のお手入れ 

注意
シリコンやワックスを含むクリーナーや

保護材を使用しないでください。ディス
プレイやミラー表面に使用すると、コー

ティングが傷ついたり、はがれたりする
おそれがあります。

外装品のお手入れ 

走行後のお手入れ 

注意
下まわりやホイールを洗うときは、厚手

のゴム手袋などを使用して、手にけがを
しないよう注意してください。

洗車のしかた 

警告
駆動用バッテリーを充電しながら洗車を

しないでください。

火災、感電の原因となります。

洗車をする前には、充電リッドおよび中

ぶたが確実に閉まっていることを確認し

てください。
リッドが開いていると充電装置に水がか

かり、火災、感電の原因となります。

注意
洗車時はパワースイッチの電源モードを

OFF にしてください。
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月に1～2回または、水をはじかなくなっ

たときにかけます。
ワックスがけは、洗車後や塗装面が体温
以下のときに直射日光を避けて行ってく
ださい。
ワックスのかけ方はワックスの説明書に
従ってください。

エンジンルーム内には水をかけないでく

ださい。車体の下まわりを洗車するとき
も、エンジンルーム内に水が入らないよ

うにしてください。
プラグインハイブリッド EV システム起

動不良などの原因になります。

高圧の洗浄機を使用して下まわりの洗車

をしないでください。

パワーユニットの不調や故障の原因にな

ります。

洗車後は、低速で走行しながら数回ブ

レーキペダルを軽く踏み、ブレーキを乾

かしてください。

ぬれたままにしておくとブレーキの効き
が悪くなったり、凍結やさびによってブ

レーキが固着し、走行できなくなること
があります。

キックモーションセンサーが装備されて

いる車両で、キックモーションセンサー

周辺の洗車やワックスがけ、カーカバー
の取り付け・取り外しなどを行う場合は、

エレクトリックテールゲート機能を OFF
にしてください。

ハンズフリー機能がONのままだと、キッ

クモーションセンサーが反応してエレク

トリックテールゲートが急に作動し、け
がをするおそれがあります。

注意 アドバイス
自動洗車機を使用すると塗装面にブラシ

の傷がつき、塗装の光沢が失われたり、劣
化を早めるおそれがあります。

洗浄機（コイン洗車機など）は機種によっ

て高温、高圧の物があります。
車体樹脂部品の熱変形、破損、接着式マー

ク類のはがれ、室内への水浸入などのお

それがありますので、次のことをお守り
ください。

•洗車ノズルと車体との距離を十分離す。

（約 70cm 以上）

•ドアガラスまわりを洗うときは、洗車ノ

ズルをガラス面に垂直に向け、洗車ノズ

ルとガラスとの距離を十分離す。（約

70cm 以上）

自動洗車機を使用するときは、部品が破

損したり、車両を傷つけるおそれがあり

ますので、次のことをお守りください。

•ドアミラーを格納する。

•充電リッドおよびフューエルリッド（燃

料補給口）が確実にしまっていることを

確認する。

自動洗車機を使用するときは、室内への

水侵入を防ぐため、次のことをお守りく
ださい。

•ドアガラスを閉める。

•電動パノラマサンルーフ付き車は、フロ

ントサンルーフを閉める。

お客様のお車にはルーフスポイラーが装

着されています。自動洗車機を使用する
ときは、自動洗車機の係員にご相談くだ

さい。

お客様のお車には衝突被害軽減ブレーキ

システム[FCM]および誤発進抑制機能（前

進＆後退時）が装備されています。自動
洗車機を使用するとき、予期しない作動

を防ぐために、FCM ／誤発進抑制機能

ON/OFF スイッチを押して、システムを

OFF にしてください。

→「FCM ／誤発進抑制機能 ON/OFF ス

イッチ」P.5-112

ワックスを使ったお手入れ 

アドバイス
三菱自動車純正ワックスの使用をおすす

めします。

アドバイス
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ワイパーの拭きが悪くなったときは、ウ
インドウガラス洗浄剤（ガラスクリー
ナーなど）で清掃してください。

J10602700051

ワイパーゴムに異物が付着していたり、
摩耗していると拭きが悪くなりますの
で、次のように処置してください。

異物が付着しているときは、水を含ま

せた柔らかい布でワイパーゴムを清
掃してください。

ワイパーゴムが摩耗しているときは、

早めにワイパーゴムを交換してくだ
さい。

J10602800036A

ガラスの内側を清掃するときは、柔らか
い布で清掃してください。

汚れのひどいときは、次の要領で行いま
す。

スポンジやガーゼなどの柔らかい布

に、中性洗剤の 5 % 水溶液を含ませ

て、汚れを拭き取ります。
真水にひたした柔らかい布を固くし

ぼって、洗剤をきれいに拭き取りま
す。

J10602900053

スポンジまたはセーム皮で清掃します。
黒色や灰色系統で表面がざらざらしてい
る部分（バンパーやモールディングなど）
およびランプ類にワックスが付着すると
白くなることがあります。
ワックスが付着したときは、温水を用い
柔らかい布またはセーム皮などできれい
に拭き取ってください。

電動パノラマサンルーフ付き車は、フロ

ントサンルーフ開口部周囲のウェザース
トリップ（黒いゴム）および周辺の樹脂

部品にワックスが付くと、フロントサン
ルーフとの密着が悪くなります。ワック

スがけを行うときは気をつけてくださ

い。

洗車やワックスがけを行うときは、車体

の一点に強い力がかからないよう注意し

てください。
力のかけぐあいや場所によっては、万一

の場合、車体がへこむおそれがあります。

ウインドウガラスのお手入れ 

アドバイス
三菱自動車純正ウインドウガラス洗浄剤

の使用をおすすめします。

アドバイス
ガラスの内側を清掃するときは、電熱線

を傷つけないよう電熱線に沿って柔らか
い布で拭いてください。

ワイパーのお手入れ 

アドバイス
ワイパーゴムの交換については、別冊の

「メンテナンスノート」をお読みくださ

い。

電動パノラマサンルーフのお
手入れ 

アドバイス

アドバイス
ガラスの内側には、表面処理がしてあり

ますので、固い布や有機溶剤（ベンジン、

シンナーなど）を使用すると表面処理が
はがれるおそれがあります。

樹脂部品のお手入れ 
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1.水をかけながら、スポンジなどで汚れ
を洗い落とします。

2.水洗いで落ちにくい汚れには、中性洗
剤を使用してください。
洗車後は、中性洗剤を水で洗い落とし
ます。

3.柔らかい布またはセーム皮で水分を
拭き取ります。

アドバイス
たわしなどの硬い物は、表面を傷つける

おそれがありますので使用しないでくだ
さい。

ガソリン、軽油、ブレーキ液、エンジン

オイル、グリース、塗装用シンナー、硫
酸（バッテリー液）を付着させると、変

色、しみ、ひび割れの原因になりますの

で、絶対に避けてください。
また、ランプ類にコーティング剤などの

ケミカル類を付着させると、ひび割れが
発生し、ランプ内部へ水が浸入する原因

になりますので、絶対に避けてください。

万一、付着したときは、すみやかに中性

洗剤の水溶液を用い柔らかい布または

セーム皮などで拭き取った後、多量の水
で洗い流してください。

アルミホイールのお手入れ 

アドバイス
ブラシなどの硬い物は、ホイール表面を

傷つけるおそれがありますので使用しな
いでください。

コンパウンド（研磨剤）入りのクリーナー

や、酸性およびアルカリ性のクリーナー
は使用しないでください。

ホイール塗装表面のはがれ、変色、しみ

の原因になります。

スチームクリーナーなどで直接熱湯をか

けないでください。

海水や道路凍結防止剤などが付着したと

きは、腐食するおそれがありますので早

めに洗い落としてください。
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故障して動けなくなったときは、同乗者
または付近の人に応援を求め、安全な場
所まで車を押して移動します。
このとき、パワースイッチの電源モード

を ON にしてセレクトポジションを に

してください。

踏み切り内で脱輪などで、すぐに車を動
かせないときは、すみやかに同乗者を避
難させ、踏み切りの非常ボタンを押しま
す。

追突などの事故を防ぐため、車を路肩に
寄せ、非常点滅灯を点滅させるか、停止
表示板などで故障表示します。

高速道路や自動車専用道路では、車両後
方に停止表示板を置くことが義務付けら
れています。
人は車内に残らず、路肩を歩いて安全な
場所に避難してください。

別冊の「メンテナンスノート」をお読み
ください。

J10700500027

発炎筒は、高速道路や踏み切りなどで故
障し、緊急を要するときに使用します。
発炎筒は、グローブボックスの左下部に
備え付けてあります。
使い方は発炎筒に記載されていますので
あらかじめよく読んでおいてください。

故障したときの対処方法 

踏み切り内で動けなくなった
ときは 

注意
電車が近づいているときや、緊急を要す

るときは、発炎筒で合図してください。

一般道路での故障表示 

高速道路、自動車専用道路での
故障表示 

アドバイス
停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく

ださい。

修理の連絡先

発炎筒 

警告
お子さまには、発炎筒を触らせないでく

ださい。

人の顔や身体に向けて絶対に使用しない

でください。やけどをするおそれがあり

ます。

ガソリンなど燃えやすい物の近くでは使

用しないでください。

火災を招くおそれがあります。

トンネル内では使用しないでください。

煙により視界が悪くなり、重大な事故に

つながるおそれがあります。非常点滅灯

など他の方法を用いてください。

アドバイス
発炎時間は約5分です。非常点滅灯など他

の方法を併用してください。

→「非常点滅灯スイッチ」P.5-96
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発炎筒には有効期限（発炎筒に記載）が

ありますので、期限が切れる前に三菱自
動車販売会社でお買い求めください。

アドバイス

こんなことでお困りのとき 

現象 処置

水たまりに入った後にブレーキの効きが悪い。 前後の車や道路状況に十分注意して低速で走行しながらブレーキの効きが回
復するまで数回ブレーキペダルを軽く踏み、ブレーキを乾かしてください。
→「雨天時や水たまりを走行するときは」P.2-3

走行中に READY（走行可能）表示灯が消灯した。通常よりブレーキペダルを強く踏み続けてください。
→「走行中に READY（走行可能）表示灯が消灯したときは」 P.2-5

パワースイッチを押しても READY（走行可能）表

示灯が点灯しない。

キーレスオペレーションキーが車室内にあることを確認します。
→「プラグインハイブリッド EV システムを起動する、電源モードを切り換え

るときの作動範囲」P.4-10
セレクトポジションが であることを確認し、ブレーキペダルを踏みながら
パワースイッチを押してください。
→「プラグインハイブリッド EV システムの起動のしかた」P.5-5

プラグインハイブリッド EV システムが起動せ

ず、パワースイッチの電源モードも OFF になら

ない。

1.セレクトポジションを にしてからパワースイッチの電源モードを OFF
にしてください。

2.他の原因の一つとして、補機用バッテリーの電圧が低下している可能性が
あります。このとき、キーレスエントリーシステムおよびキーレスオペ
レーション機能も作動しません。
三菱自動車販売会社にご連絡ください。
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キーレスオペレーション機能が作動しない。 キーレスオペレーションキーに内蔵されているエマージェンシーキーを

使ってドアの施錠・解錠操作を行ってください。
→「キーレスオペレーションシステム：キーレスオペレーション機能を使

わずに操作するときは」P.4-16
パワースイッチにキーレスオペレーションキーを接触させて、プラグイン

ハイブリッド EV システムの起動、電源モードの切り換えを行ってくださ

い。
→「プラグインハイブリッド EV システムの起動のしかた：キーレスオペ

レーションキーが正常に作動しないとき（電池切れなど）にプラグインハ
イブリッド EV システムを起動するときは」P.5-7

セレクトポジションが から切り換わらない。 READY（走行可能）表示灯が点灯していることを確認し、ブレーキペダルを

踏んだままセレクターレバーを操作してください。

READY（走行可能）表示灯が点灯していない場合は にしか切り換わりませ

ん。
→「セレクターレバーの動かし方」P.5-11

セレクトポジションが から に切り換わらな
い。

車両が故障している可能性があります。パワースイッチの電源モードを ON
にして、メーター内のインフォメーション画面に表示されているセレクトポ

ジション表示灯が から に切り換わるまで、通常よりブレーキペダルを強

く踏み込み、セレクターレバーを に操作して、しばらく保持し続けてくだ
さい。

また、セレクトポジションが に切り換わった後に、安全な場所まで車を押
して移動させる必要がある場合は、同乗者または付近の人に応援を求めるか、
三菱自動車販売会社へご連絡ください。

注意
充電コネクター接続中でも通常よりブレーキペダルを強く踏み込み、セレクターレバーを に操作して、しばらく保持し続けると、セレク

トポジションを から に切り換えることができますが、車両が動き出すなど、思わぬ事故につながるおそれがありますので避けてくださ

い。

現象 処置
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現象 処置

雨の日、湿気の多い日などに窓が曇る。 エアコンの内外気切り換えが、外気導入になっているか確認してください。
エアコンを入れると効果的です。
→「ウインドウガラスの曇りや霜を取りたいときは」P.6-7

パンクした。 1.あわてずに、ハンドルをしっかり持ち、安全な場所に車を停止します。
2.パンクしたタイヤの応急修理をします。

→「パンクタイヤ応急修理キット」P.8-15

プラグインハイブリッド EV システムを起動する

ことができない。

パワースイッチの電源モードを一旦 OFF にして、約 10 秒以上待った後、再

起動してください。
→「プラグインハイブリッド EV システムの起動・停止」P.5-5

プラグインハイブリッド EV システムが起動しな

い。｛READY（走行可能）表示灯が点灯しない｝

ライトが点灯しない、暗い。
ホーンが鳴らない、音が小さい。
駆動用バッテリーの充電ができない。

補機用バッテリーが上がっているおそれがあります。
→「補機用バッテリーが上がったとき」P.8-23
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インフォメーション画面に次の警告が表示され
ている。

プラグインハイブリッド EV システムの出力が急

に低下する。
エンジンルームから蒸気が出ている。

オーバーヒートが考えられます。
→「オーバーヒートしたとき」P.8-25

タイヤがスリップして発進できない。
（ぬかるみ、雪道、凍結路などの発進時）

スリップしているタイヤの前後にある土や雪などを取り除きます。

1.毛布か布などがあるときは、それをスリップしているタイヤの前に差し
入れて滑り止めにします。

2.ドライブモードを「SNOW」または「GRAVEL」にします。

3.ゆっくりとアクセルペダルを踏んで発進してください。
4.アクティブスタビリティコントロール [ASC] を OFF にすると、脱出に

効果的な場合があります。
→「ASC の ON/OFF 作動切り換え」P.5-167

何も滑り止めにする物がないときは、前後進を繰り返して車の反動を利用

して脱出します。

注意
車の反動を利用して脱出するときは、車の周囲に人がいないことを確認してから行ってください。

現象 処置
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次の警告灯が点灯したときは、ただちに安全な場所に停車し、最寄りの三菱自動車販売会社にご連絡ください。

ぬかるみなどにはまったときは、むやみにタイヤを空転させないでください。タイヤがもぐり込み、かえって脱出しにくくなります。また、

エンジンやモーターの高回転を続けるとオーバーヒートやトランスアクスルの故障につながるおそれがあります。数回試して脱出できない
ときは、専門業者に依頼してください。

警告灯が点灯または点滅したとき 

アドバイス
マルチインフォメーションディスプレイ内の警告表示は、次の項をお読みください。

→「インフォメーション画面表示一覧」P.5-52

警告灯 点灯の原因

ブレーキ警告灯
→P.5-82

ブレーキシステムの異常

ブレーキ液の不足

ブレーキ力配分機能の異常

電動パーキングブレーキをかけたままのときも点灯します。
電動パーキングブレーキを解除し、消灯すれば異常ではありません。

電動パーキングブレーキ警告灯
→P.5-83

電動パーキングブレーキの異常

注意



警告灯が点灯または点滅したとき

8-8 もしものときの処置

8

次の警告灯が点灯したときは、ただちに最寄りの三菱自動車販売会社にご連絡ください。

補機用バッテリー充電警告灯
→P.5-83

充電系統の異常

プラグインハイブリッド EV システム警告灯

→P.5-84

高電圧部位の異常

警告灯 点灯の原因

SRS エアバッグ／プリテンショナー機構警告灯

→P.2-26

SRS エアバッグシステムの異常

プリテンショナーシステムの異常

警告灯 点灯の原因



警告灯が点灯または点滅したとき

もしものときの処置 8-9

8

次の警告灯が点灯または点滅したときは、ただちに最寄りの三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

次の警告灯が点灯したときは、できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告灯 点灯／点滅の原因

エンジン警告灯
→P.5-83

エンジン制御システムの異常

警告灯 点灯／点滅の原因

電動パワーステアリング [EPS] 警告灯

→P.5-176

電動パワーステアリング [EPS] システムの異常



警告灯が点灯または点滅したとき

8-10 もしものときの処置

8

次の警告灯または表示灯が点灯したときは、急ブレーキや高速走行を避け、安全な場所に停車し、プラグインハイブリッド EV シ

ステムを停止してください。
再度プラグインハイブリッド EV システムを起動し、その後しばらく走行しても点灯しなければ異常ありません。

消灯しないときやたびたび点灯するときは、できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告灯／表示灯 点灯の原因

ABS 警告灯

→P.5-174

ABS システムの異常

ASC 作動表示灯

および

ASC OFF 表示灯

アクティブスタビリティコントロール [ASC] システムの異常

→P.5-167

ASC 作動表示灯

→P.5-173

ヒルスタートアシスト [HSA] システムの異常



警告灯が点灯または点滅したとき

もしものときの処置 8-11

8

次の警告灯が点灯したときは、すぐに停車する必要はありませんが、できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

次の警告灯または表示灯が点灯または点滅したときは、次の通り処置してください。
処置しても消灯しないときは、三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告灯／表示灯 点灯の原因

RBS（回生ブレーキ）警告灯

→P.5-84

回生ブレーキシステムの異常

警告灯 点灯／点滅の原因 処置内容

シートベルト非着用警告灯
→P.2-15

運転席シートベルトが着用されていない シートベルトを着用する

充電ランプ（点滅）
→P.3-26

急速充電、V2H 充電または V2H 給電が

正常に終了していない。

再度急速充電、V2H 充電または

V2H 給電を行い、正常に終了す

る。または、三菱自動車販売会社
へ連絡する。



工具とジャッキ

8-12 もしものときの処置

8

J10700600060

工具はラゲッジフロアボックスの中に格
納されています。

お客様のお車にジャッキは標準装備され
ておりません。お客様のお車専用の
ジャッキを三菱自動車販売会社でお買い
求めください。

ジャッキは、ラゲッジルーム左側面の
リッドの裏に格納することができます。

1.溝に手を入れ、リッドを外します。
2.ジャッキを置き、固定バンドで確実に
固定します。

工具とジャッキ 

注意
工具やジャッキを使用した後は、元の位

置に確実に格納してください。

室内などに放置すると、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

アドバイス
工具の種類、ジャッキの使い方は、万一

のとき困らないようあらかじめ確認して
おきましょう。

工具 

工具

工具の種類 

ジャッキ 

注意
ジャッキは、タイヤ交換とタイヤチェー

ンの装着以外の目的には使用しないでく

ださい。

ジャッキは、お客様のお車専用です。他

の車両に使用したり、他の車両のジャッ

キをお客様のお車に使用しないでくださ
い。車両を損傷したり、思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。

ジャッキバー

ホイールナットレンチ

（ジャッキハンドル）

格納場所と格納のしかた 

固定バンド

溝

リッド

リッドの裏

ジャッキ



ジャッキアップするとき

もしものときの処置 8-13

8

取り外すときは、格納するときと逆の手
順で行います。

J10700700087

1.交通のじゃまにならず、安全に作業で
きる平らで硬い場所に車を止めます。

2.電動パーキングブレーキを確実にか

け、セレクトポジションを にして、
プラグインハイブリッド EV システム

を停止します。
3.人や荷物を車から降ろします。必要に
応じて非常点滅灯を点滅させ、停止表
示板などを車両後方に置きます。

4.ジャッキアップするタイヤと対角の
位置にあるタイヤの前後に輪止めを
します。

5.工具とジャッキを取り出します。
→「工具とジャッキ」P.8-12

6.ジャッキアップするタイヤに近い指
定位置の下にジャッキを置きます。

取り外すときは 

ジャッキアップするとき 

警告
ジャッキアップしたら車の下には絶対に

もぐらないでください。万一ジャッキが

外れたとき、重大な傷害を受けるおそれ
があります。

注意
ジャッキアップするときは安全のため、

次のことを必ずお守りください。
万一の場合、ジャッキが外れ思わぬ事故

につながるおそれがあります。

•プラグインハイブリッド EV システムを

起動したままにしない。

•人や荷物を乗せたままにしない。

•地面が平らで硬い場所以外では使用し

ない。

•凍結した路面では使用しない。

•ジャッキの上や下に物をはさまない。

•ジャッキアップ中に車をゆすらない。

•ジャッキアップしたタイヤを回転させ

ない。

•ジャッキアップしたまま放置しない。

アドバイス
停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく

ださい。

注意

輪止め

ジャッキアップ

するタイヤ

注意
ジャッキアップするときは、必ず輪止め

を使用してください。
万一、ジャッキアップ中に車両が動いた

とき、ジャッキが外れ、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

アドバイス
輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ

い。

輪止めがないときは、タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。



ジャッキアップするとき

8-14 もしものときの処置

8

7.ジャッキ頭部の溝がジャッキ指定位
置にはまるまで、ジャッキを手で右に
回して上げます。

8.ジャッキ頭部の溝が、指定位置に当
たっていることを確認します。図で示
すようにジャッキバーとホイール
ナットレンチを組み付け、タイヤが地
面から少し浮くまで静かにホイール
ナットレンチを右に回します。

警告
ジャッキ頭部の溝は、指定された位置以

外に掛けないでください。指定された位

置以外に掛けると、車体がへこんだり、
ジャッキが倒れて、重大な傷害を受ける

おそれがあります。

ジャッキ

指定位置

溝

注意
地面からタイヤが少し離れた高さ以上に

ジャッキアップしないでください。
必要以上にジャッキアップすると、思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。

ホイールナットレンチ

ジャッキバー

ガレージジャッキを使用する
ときは 

警告
ガレージジャッキを使用するときは、必

ず指定のガレージジャッキセット位置に

当ててジャッキアップしてください。指

定された位置以外に当ててジャッキアッ
プすると、車両を損傷したり、思わぬ事

故につながるおそれがあります。

ガレージジャッキセット位置 

注意
リヤ側をジャッキアップするときは、リ

ヤモーター部やトランスアクスル部にガ
レージジャッキを当ててジャッキアップ

しないでください。車両を損傷するおそ
れがあります。

ガレージジャッキ



パンクしたとき

もしものときの処置 8-15

8

J10704600127

本キットはタイヤ接地部に刺さった釘や
ネジなどによる軽度のパンクを応急修理
するものです。
お客様のお車には、スペアタイヤが搭載
されていません。

ガレージジャッキ

セット位置

車両前方

ガレージジャッキ
セット位置

パンクしたとき 

パンクタイヤ応急修理キット 

警告
パンクタイヤ応急修理キットは、必ず三

菱自動車純正品を使用してください。

注意
応急修理剤を飲用すると健康に害があり

ます。もし誤って飲用した場合は、でき

るだけたくさんの水を飲み、ただちに医
師の診察を受けてください。

応急修理剤がもし目に入ったり、皮膚に

付いたりした場合は、水でよく洗い流し

てください。それでも異常を感じたとき
は、医師の診察を受けてください。

応急修理剤にお子さまが誤って手を触れ

ないようご注意ください。

応急修理キットで応急修理を行うとき

は、車を地面が平らで安全な場所に止め

てください。

備え付けのコンプレッサーは、お客様の

お車専用です。他の車には使用しないで
ください。

備え付けのコンプレッサーは、自動車用

タイヤの空気充填用です。自動車用タイ
ヤの空気充填や空気圧の点検以外での利

用はしないでください。

コンプレッサーには防水加工をしており

ません。降雨時などは、水がかからない
ようにしてご使用ください。

コンプレッサーは、砂ぼこりなどを吸い

込むと、故障の原因になります。砂地な

ど砂ぼこりの多い場所に直接置いて使用
しないでください。

コンプレッサーの分解、改造などは絶対

にしないでください。また、空気圧計な
どに衝撃を与えないでください。故障の

原因となります。

アドバイス
タイヤに刺さった釘やネジなどは、抜か

ずにそのまま応急処置をしてください。

抜いてしまうとパンク穴が大きくなり空
気が漏れやすくなります。

応急修理剤が衣服などに付着すると、落

ちないおそれがあります。

注意



パンクしたとき

8-16 もしものときの処置

8

ラゲッジルーム内のラゲッジフロアボー
ド下に収納されています。

次のような場合は、応急修理剤を使って
修理することができません。
三菱自動車販売会社または JAF など専門

業者にご連絡ください。JAF の営業所は

別冊の「メンテナンスノート」をお読み
ください。

応急修理剤の有効期限が切れている

とき（有効期限はボトルのラベルに記
載されています。）

タイヤが2本以上パンクしているとき

およそ 4mm 以上の切り傷や刺し傷に

よるパンクのとき
タイヤサイド部（接地面以外の部分）

が損傷を受け、パンクしたとき

空気がほとんど抜けた状態で走行し

たとき

応急修理剤には有効期限がありますの

で、定期的に点検を行ってください。有
効期限が切れる前に三菱自動車販売会社

でお買い求めください。

応急修理剤を使用したタイヤは、新しい

タイヤに交換することをおすすめしま
す。修理・再使用する場合は三菱自動車

販売会社にご相談ください。
なお、応急修理後の恒久修理のとき、パ

ンク穴を発見できず恒久修理できないこ

とがあります。

応急修理材使用後は、バルブを新品へ交

換してください。

格納場所と内容 

アドバイス

有効期限

応急修理剤

（キャップ付きタイプ）

バルブコア（予備）

バルブコア回し

速度制限シール

コンプレッサー

A タイプ

注入ホース

コンプレッサー
B タイプ

応急修理剤

または

または（キャップなしタイプ）

応急修理キットで修理ができな
い場合 

タイヤ

サイド部

タイヤ

サイド部

接地面



パンクしたとき

もしものときの処置 8-17

8

タイヤがホイールの外側へ完全に外

れているとき
ホイールが破損しているとき

1.交通のじゃまにならず、安全に作業で
きる平らな場所に車を止めます。

2.電動パーキングブレーキを確実にか

け、セレクトポジションを にして、
プラグインハイブリッド EV システム

を停止します。
3.必要に応じて非常点滅灯を点滅させ、
停止表示板などを車両後方に置きま
す。

1.パンクタイヤ応急修理キットを取り
出します。

2.タイヤのバルブからバルブキャップ
を外し、バルブコア回しを図のように
押しあてて、タイヤの空気を完全に抜
きます。

3.バルブコア回しで、タイヤのバルブに
入っているバルブコアを反時計回り
に回して取り外します。

4.取り外したバルブコアは、汚れないよ
うにきれいな場所に保管します。

5.応急修理剤のボトルをよく振ります。

6.キャップを外し（キャップ付きタイプ
のみ）、応急修理剤の密封シール（中
栓）を付けたまま注入ホースをボトル
にねじ込みます。注入ホースをねじ込
むと、密封シール（中栓）が破れ、修
理剤が注入できる状態になります。

応急処理の準備 

アドバイス
停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく

ださい。

応急修理剤と空気の注入 

注意
バルブコアを外すとき、タイヤに空気が

残っているとバルブコアが飛び出し、け
がをするおそれがありますので、完全に

空気が抜けていることを確認してから外
してください。

バルブキャップ

バルブコア回し

バルブ

バルブ

バルブコア

バルブコア回し

アドバイス
寒冷時（0°C 以下）では、応急修理剤の粘

度が高くなり注入しづらくなることがあ
りますので、ボトルを振る前に車内など

で温めてください。

キャップ付きタイプ キャップなしタイプ



パンクしたとき

8-18 もしものときの処置

8

7.注入ホースをバルブに差し込みます。
応急修理剤のボトルを逆さまに持ち、
手でボトルを何回も圧迫し、ボトル内
のすべての修理剤をタイヤ内に注入
します。

8.注入後、注入ホースをバルブから引き
抜きます。

9.バルブコアをバルブに取り付け、バル
ブコア回しでしっかりと時計回りに
ねじ込みます。

10.注入が終わった空ボトルから修理剤
が漏れるのを防ぐため、注入ホースの
先端にバルブコア回しを差し込んで
栓をします。

11.コンプレッサーのエアホースを取り
出し、口金をバルブに確実に取り付け
ます。

12.空気圧計を上にして、コンプレッサー
を置きます。

注意
注入ホースをねじ込んだ後、応急修理剤

のボトルを振ると、修理剤が注入ホース

から飛び出すおそれがあります。

密封シール
（中栓）

注入ホース

キャップ

ボトル

バルブ

アドバイス
修理剤は、バルブがタイヤと地面の接地

部分近く（最低部付近）以外の位置で注
入してください。バルブが接地部分近く

にあると、修理剤が入りにくい場合があ
ります。

アドバイス
バルブコア回しは、手で回してください。

工具などを使って回すと、バルブコア回
しが破損するおそれがあります。

バルブ

バルブコア

バルブコア回し

バルブコア回し

注入ホース

バルブ

口金

エアホース



パンクしたとき

もしものときの処置 8-19

8

コンプレッサーの電源コードを取り
出し、プラグをアクセサリーソケット
に差し込みます。
→「アクセサリーソケット (DC12V)」
P.6-16

13.パワースイッチの電源モードを ACC
にします。
→「電源モードの切り換え方」P.5-4

14.コンプレッサーのスイッチをONにし

て指定の空気圧まで空気を入れます。
→「タイヤの空気圧」P.9-7

15.空気圧計の目盛りが指定の空気圧に
なったらコンプレッサーのスイッチ
を OFF にします。

空気を入れすぎたときは、エアホース
の口金を緩めて空気を抜きます。アクセサリーソケット

プラグ

電源
コード

コンプ
レッサー

空気圧計

エアホース

スイッチ

A タイプ

注意
コンプレッサーの電源は、自動車用 12V
専用です。他の電源は接続しないでくだ

さい。

アクセサリーソケット

プラグ

電源

コード

コンプレッサー

空気圧計

エアホース

スイッチ

B タイプ

注意
タイヤが膨らむとき、タイヤとホイール

の間に指などはさまないようにしてくだ

さい。

使用中、コンプレッサーの表面が熱くな

ります。コンプレッサーは 10 分以上連続

して作動させないでください。故障につ
ながるおそれがあります。

コンプレッサーの運転中に動作が鈍く

なった場合は、オーバーヒート状態に

なっています。このような場合はただち
にスイッチを OFF にし、30 分以上放置

してください。

アドバイス
 10分以内に指定の空気圧にならないとき

は、タイヤがひどい損傷を受けているお

それがあり、応急修理剤を使って応急修
理することができません。三菱自動車販

売会社または JAF など専門業者にご連

絡ください。
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16.電源コードのプラグをアクセサリー
ソケットから抜きます。

17.エアホースをタイヤから外します。
18.バルブキャップを締めます。　

1.速度制限シールをハンドルの三菱
マークの上に貼ります。

2.応急修理キットを車に搭載してただ
ちに走行します。
80km/h以下の速度で法定速度を守り、

急ブレーキ、急ハンドル、急なアクセ
ル操作を避けて慎重に運転します。

3. 10 分間または約 5km 走行後、コンプ

レッサーの空気圧計でタイヤの空気
圧を点検します。
空気圧の低下がなければ、応急修理完
了です。

4.タイヤの空気圧が不足している場合
は、もう一度指定の空気圧まで空気を
入れてから、走行します。
10 分間または約 5km 走行後、再びタ

イヤの空気圧を点検します。
空気圧の低下がなければ、応急修理完
了です。

5.すみやかに三菱自動車販売会社まで
慎重に運転し、タイヤの修理、交換を
行ってください。

アドバイス
本応急修理キットでタイヤに修理剤およ

び空気を注入するだけではパンク穴はふ

さがりません。応急修理が完了するまで
（点検走行の手順 3. または 4. まで）は、

パンク穴より空気が漏れます。

点検走行 

注意
ハンドルの指定位置以外にシールを貼ら

ないでください。SRS エアバッグが正常

に作動しなくなるおそれがあります。

速度制限シール

注意
走行中異常を感じたときは、運転を中止

して三菱自動車販売会社または JAF など

専門業者にご連絡ください。
応急修理完了までに空気圧が低下して安

全性を損なうおそれがあります。

注意
必ず空気圧の点検を行い、応急修理の完

了を確認してください。

空 気 圧 が 最 少 空 気 圧（130kPa
{1.3kgf/cm2}）より低下しているときは、

応急修理剤での応急修理はできません。
運転を中止して三菱自動車販売会社また

は JAF など専門業者にご連絡ください。

アドバイス
タイヤの空気圧が指定空気圧より低下し

ていたら運転を中止して三菱自動車販売
会社または JAF など専門業者にご連絡く

ださい。

寒冷時（0°C 以下）では修理完了までの時

間、走行距離が長くなる場合があるため、

2 度目に空気を入れて走行した後でもタ

イヤ空気圧が指定空気圧より低下するこ

とがあります。

そのような場合は、もう一度指定空気圧
まで空気を入れ、さらに 10 分間または約

5km 走行後、もう一度空気圧を点検して

ください。それでも指定空気圧より低下

する場合は、これ以上の運転を中止し三
菱自動車販売会社または JAF など専門業

者にご連絡ください。

注意
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1.交通のじゃまにならず、安全に作業で
きる平らで硬い場所に車を止めます。

2.電動パーキングブレーキを確実にか

け、セレクトポジションを にして、
プラグインハイブリッド EV システム

を停止します。
3.人や荷物を車から降ろします。必要に
応じて非常点滅灯を点滅させ、停止表
示板などを車両後方に置きます。

4.ジャッキアップするタイヤと対角の
位置にあるタイヤの前後に輪止めを
します。

5.工具とジャッキを取り出します。
→「工具とジャッキ」P.8-12

6.交換するタイヤに近い指定箇所に
ジャッキをセットします。
→「ジャッキアップするとき」P.8-13

7.ホイールナットレンチを使用して、ホ
イールナットを番号順に、手で回るく
らいまで緩めます。

8.タイヤが地面から少し浮くまで静か
にジャッキアップします。

9.ホイールナットを外し、タイヤを取り
外します。

1.ハブ面、ハブボルトおよびホイール取
り付け穴の汚れをきれいに取り除き
ます。

アドバイス
応急修理剤の空ボトルには残った修理剤

が付着していますので、三菱自動車販売
会社で新しい応急修理剤をお買い求めの

際は、空ボトルをお渡しください。

タイヤ交換するとき 

タイヤを取り外すときは 

アドバイス
停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく

ださい。

注意
ジャッキアップするときは、必ず輪止め

を使用してください。

万一、ジャッキアップ中に車両が動いた

とき、ジャッキが外れ、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

アドバイス
輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ
い。

輪止めがないときは、タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

輪止め

ジャッキアップ

するタイヤ

アドバイス
タイヤを地面に置くときは、ホイール表

面を上にして置いてください。
下にして置くと、ホイールに傷がつくお

それがあります。

タイヤを取り付けるときは 
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2.タイヤを取り付けます。
3.手でホイールナットを右へ回してホ
イールナットのフランジ部がホイー
ルに当たり、タイヤががたつかない程
度までホイールナットを仮締めしま
す。

4.タイヤが地面に接するまでジャッキ
を下ろし、ホイールナットレンチを使
用して、ホイールナットを番号順に 2
～3回に分けて、徐々に締め付けます。

最後の締め付けは、確実に行ってくだ
さい。

5.タイヤの空気圧を点検します。
→「タイヤの空気圧」P.9-7

6.工具とジャッキを元の位置に戻しま
す。
→「格納場所」P.8-12

7.交換したタイヤは、ラゲッジルームに
格納します。

取り付け穴

ハブ面
ハブボルト

シート部

フランジ部

注意
ハブボルト、ホイールナットには油を塗

らないでください。
ネジ部、ホイールなどの損傷の原因にな

ります。

締め付けトルク : 88 ～ 108N•m
｛9 ～ 11kgf•m｝

注意
ホイールナットを締め付けるときは、ホ

イールナットレンチを足で踏んだり、パ
イプなどを使用して必要以上に締め付け

ないでください。

注意
タイヤ交換後、走行中にハンドルや車体

に振動が出たときは、三菱自動車販売会

社でタイヤバランスの点検を受けてくだ
さい。

指定サイズ以外のタイヤを使用したり、

種類の異なったタイヤを混ぜて使用する

ことは安全走行に悪影響をおよぼします
ので、避けてください。

アドバイス
タイヤ交換したときは、約 1,000km 走行

後、再度ホイールナットを締め付けて、緩
みがないことを点検してください。
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次のような状態を補機用バッテリー上が
りといいます。

プラグインハイブリッド EV システム

が起動しない。
｛READY（走行可能）表示灯が点灯し

ない。｝
ライトが点灯しない。または、いつも

より暗い。
ホーンが鳴らない。または、鳴っても

いつもより音が小さい。

このような場合は、ブースターケーブル
（別売）を使用し、他車のバッテリーを電
源として、次の要領でプラグインハイブ
リッド EV システムを起動することがで

きます。

1.ブースターケーブルが接続でき、かつ
自車と接触しない位置に救援車を止
めます。

2.ライトやエアコンなど電装品のス
イッチを切ります。

3.救援車と自車のパーキングブレーキ
を確実にかけます。救援車がマニュア

ル車の場合はシフトレバーを 、オー
トマチック車の場合はセレクターレ

バーを に入れ、エンジンを止めま
す。

4.補機用バッテリー液量を確認します。 
→「補機用バッテリー液の点検・補充」
P.7-7

補機用バッテリーが上がっ
たとき 

警告
ブースターケーブルを使用してプラグイ

ンハイブリッド EV システムを起動する

ときは、取扱説明書に従って正しい手順

で作業してください。取り扱いを誤ると、

引火爆発や車両損傷のおそれがありま
す。

注意
救援車は必ず 12V で、自車と同容量以上

のバッテリーを装着している車に依頼し
てください。

ブースターケーブルは、補機用バッテ

リーの容量に適したものを使用してくだ
さい。

また、破損や腐食などの異常がないこと

を点検してから使用してください。
ケーブル焼損の原因になることがありま

す。

駆動用バッテリーを充電したままの状態

で、補機用バッテリーにブースターケー
ブルを接続しないでください。車両また

は充電機器が破損するおそれがありま
す。

アドバイス
補機用バッテリーを外してもパワース

イッチの電源モードの状態を記憶してい
ます。救援車とブースターケーブルで接

続したときは、電源が絶たれる前の電源

モードの状態に戻ります。
補機用バッテリーが上がる前の電源モー

ドの状態が分からない場合は、十分注意
をしてください。

セレクトポジションが の状態で補機用

バッテリーが上がった場合は、 から他

のポジションへの切り換えができないこ

とがあります。その場合は、前輪が固定

されているため、前輪を持ち上げないと
車両を移動することができません。

警告
ブースターケーブルの接続時は、救援車

のエンジンを止めてください。
ケーブルや衣服などがファンやドライブ

ベルトに巻き込まれて、けがをするおそ
れがあります。

冷却ファンは、冷却水の温度により回転、

停止を繰り返します。エンジン運転中ま

たはプラグインハイブリッド EV システ

ム起動中は、ファンに手を近づけないで

ください。
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5.エンジンフード（ボンネット）を開け、
メインヒューズボックスのカバーを
取り外します。
→「エンジンフード（ボンネット）」
P.7-4
→「ヒューズボックスの位置：エンジ

ンルーム内」P.8-27
6.メインヒューズボックスの中にある
救援用端子カバーを開けます。

7.ブースターケーブルを図の番号順に
確実に接続します。

自車の救援用端子

救援車のバッテリーの＋端子

救援車のバッテリーの－端子

図で指示の箇所（アースをとる）

8.接続した後、救援車のエンジンをか
け、エンジン回転数を少し上げます。 

9.自車のプラグインハイブリッド EV シ

ステムを起動し、READY（走行可能）

表示灯が点灯するか確認します。

警告
補機用バッテリー液量が下限（LOWER

LEVEL）以下のままで使用しないでくだ

さい。補機用バッテリーの劣化を早めた

り、発熱や爆発するおそれがあります。

アドバイス
救援用端子を使用して、他車のバッテ

リー上がりを救援することはできませ

ん。

カバー

自車の救援用端子

救援車バッテリー

警告
ブースターケーブルを接続するときは、

必ず次のことをお守りください。火花が
発生し、バッテリーから発生する可燃性

ガスに引火爆発するおそれがあります。

•ブースターケーブルは正しい順番、位置

に接続する

•ブースターケーブルの＋と－端子を接

触させない

•バッテリー付近で喫煙したり、マッチや

ライターなどを使用しない

注意
ブースターケーブルは、確実に接続して

ください。エンジン始動時の振動で外れ

ると、ケーブルがファンやドライブベル

トに巻き込まれ、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

ブースターケーブルは、バッテリーの＋

と－端子を正しく接続してください。逆
に接続すると、車の電装品が故障するお

それがあります。

指定された位置以外へのブースターケー

ブルの接続は故障の原因となります。
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READY（走行可能）表示灯が点灯し

ないときは、三菱自動車販売会社へご
連絡ください。

10.READY（走行可能）表示灯が点灯し

たら、ブースターケーブルを接続した
ときと逆の手順で取り外します。

11.セレクトポジションが 以外のすべ
てに切り換わることを確認します。

12.最寄りの三菱自動車販売会社で補機
用バッテリーの点検を受けてくださ
い。

J10701200063

次のような状態をオーバーヒートといい
ます。

インフォメーション画面に次の警告

が表示されている。

プラグインハイブリッド EV システム

の出力が急に低下する。
エンジンルームから蒸気が出ている。

次の要領に従い処置してください。

1.車を安全な場所に止めます。
2.エンジンルームから蒸気が出ていな
いかどうかを確認します。

［蒸気が出ていないとき］
プラグインハイブリッド EV システム

を起動したままでエンジンフード（ボ
ンネット）を開け、風通しをよくしま
す。

［蒸気が出ているとき］
プラグインハイブリッド EV システム

を停止し、蒸気が出なくなったら、風
通しをよくするためにエンジンフー
ド（ボンネット）を開け、プラグイン
ハイブリッド EV システムを起動しま

す。

アドバイス
押しがけやけん引によりプラグインハイ

ブリッド EV システムを起動することは

できません。

補機用バッテリーを交換するときは、三

菱自動車販売会社にご相談ください。

オーバーヒートしたとき 

警告
エンジンルームから蒸気が出ているとき

は、エンジンフード（ボンネット）を開
けないでください。蒸気や熱湯が噴き出

し、やけどをするおそれがあります。蒸

気が出ていないときでも、熱湯が噴き出
していたり、高温になっている部分があ

りますので、エンジンフード（ボンネッ
ト）を開けるときは注意してください。
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3.冷却ファンが作動しているか確認し
ます。

［冷却ファンが作動しているとき］
オーバーヒート警告表示が消灯した
後で、プラグインハイブリッド EV シ

ステムを停止します。

［冷却ファンが作動していないとき］
すぐにプラグインハイブリッド EV シ

ステムを停止して自然冷却し、三菱自
動車販売会社へ連絡してください。

4.プラグインハイブリッド EV システム

が十分冷えてから、冷却水の有無を点
検します。
冷却水が不足しているときは、冷却水
を補給します。
冷却水がないときは、応急処置として
水を補給します。

警告ラベル
冷却ファン

車両前方

警告
冷却ファンに、手や衣服などを巻き込ま

れないように注意してください。

1- ラジエーターキャップ
2- モーター冷却用コンデンスタンク

のキャップ

警告ラベル

上限上限

下限 下限
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ディスクブレーキには、ブレーキパッド
の摩耗量が使用限度近くになると走行中
に金属摩擦音（キーキー）を発生して警
告する装置が設けてあります。

J10701300064

各種のランプが点灯しないときや、電気
系統の装備が作動しないときは、ヒュー
ズが切れているときがありますので
ヒューズを点検し、切れているときは交
換してください。

グローブボックスの奥にあります。
ヒューズの点検 • 交換はグローブボック

スを外して行います。

1.グローブボックスを開き、グローブ
ボックス右側のロッドを右側に引い
て外します。

2.グローブボックスの留め具を（A）・
（B） の順に手前に引いて外します。

3.グローブボックスを下側に引いて取
り外します。
グローブボックスを戻すときは、逆の
手順で取り付けます。

警告
通常はラジエーターキャップ (1) または

モーター冷却用コンデンスタンク (2) の

キャップを外さないでください。

冷却水には圧力がかかっているため、冷
却水の温度が高いときにキャップを外す

と、蒸気や熱湯が噴き出し、やけどをす
るおそれがあります。

アドバイス
冷却水の補給は別冊の「メンテナンス

ノート」をお読みください。

ブレーキから金属摩擦音が
聞こえたとき 

アドバイス
金属摩擦音が聞こえたときは、三菱自動

車販売会社でブレーキパッドを点検して
ください。

ヒューズが切れたとき 

ヒューズボックスの位置 

室内 

ヒューズ

ロッド

留め具 (B)
留め具 (A)
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ツメを押してロックを外し、ヒューズ
ボックスカバーを持ち上げて取り外しま
す。

1.パワースイッチの電源モードを OFF
の状態にします。

2.該当する装備を受け持つヒューズお
よび容量を確認します。
→「各ヒューズの受け持つ装備および

容量」P.8-29

3.ヒューズ外しを使用してヒューズを
引き抜きます。ヒューズ外しは、エン
ジンルーム内のメインヒューズボッ
クスカバーの内側にあります。

4.ヒューズを点検し、切れているときは
予備のヒューズと交換します。

エンジンルーム内 

ツメ

サブヒューズ

ボックス
メインヒューズ

ボックス

ツメ

ヒューズの交換 

アドバイス
各ヒューズの受け持つ装備および容量

は、室内はグローブボックスの裏側に、エ

ンジンルーム内はヒューズボックスカ

バーの内側に記載してあります。

ヒューズ

ヒューズ外し

警告
取り付けてあるヒューズと同じ容量の

ヒューズを使用してください。針金、銀
紙などを代用すると、電線の過熱により

火災のおそれがあります。

ヒューズ
外し

正常 ヒューズ切れ
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J10702000127

装備仕様の違いにより、ヒューズはな

い場合もあります。
上記の表は、各ヒューズの受け持つ主

な装備を表しています。

アドバイス
ヒューズを交換しても再び切れるとき

は、三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

ヒューズが正常で該当する装備が作動し

ないときは、他の原因が考えられます。す
みやかに三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。

各ヒューズの受け持つ装備お
よび容量 

室内 

NO. 表示 装備 容量

1 パワーウインドウ 30A

2 デフォッガー 30A

3 ヒーター 30A

4 フロントワイパー 30A

5 ドアロック 25A
6 — — —

7 アクセサリー
ソケット (DC12V) 15A

8 リヤワイパー 15A

9 サンルーフ 20A

10 パワースイッチ 10A

11 オプション 10A

12 非常点滅灯 15A

13 4WD 10A

14 制動灯
（ブレーキランプ）

15A

15 メーター 10A

16 SRS エアバッグ 7.5A

17 ラジオ 15A

18 コントロール
ユニットリレー

7.5A

19 室内灯
（ルームランプ）

15A

20 後退灯（バック
アップランプ）

7.5A

21 ヒーテッド
ドアミラー

7.5A

22 ドアミラー 10A

23
シガーライター
／アクセサリー

ソケット (DC12V)
15A

NO. 表示 装備 容量
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メインヒューズボックス

エンジンルーム内 

NO. 表示 装備 容量

1 電動パーキング
ブレーキ

30A

2 電動パーキング
ブレーキ

30A

3 ABS 40A

ヒューズボックスカバー内側

4 ABS 30A

5 エレクトリック
テールゲート

30A

6 シートヒーター 30A
7 — — —

8 電動パーキング
ブレーキ

7.5A

9 ヘッドライト
ウォッシャー

20A

10 セキュリティ
ホーン

20A

11 — — —
12 ホーン 10A

13 サンシェード 20A

14 フロント
フォグランプ

15A

15
LED デイタイム

ランニング
ランプ

10A

16 充電リッド
ロック

15A

17 エンジンコント
ロールユニット

7.5A

18 オーディオ
アンプ

15A

NO. 表示 装備 容量

19 ラジエーター
ファン

40A

20 運転席
パワーシート

30A

21 助手席
パワーシート

30A

22 IOD IOD 30A

23
エアコン

コンデンサー
ファンモーター

30A

24 — — —
25 — — —

26 ヘッドライト
（上向き）（右）

10A

27 ヘッドライト
（上向き）（左）

10A

28 — — —
29 ENG/POWER 20A

30 フューエル
ポンプ

15A

31 イグニション
コイル

10A

32 — — —
33 ETV 15A
#1 — スペアヒューズ 10A

NO. 表示 装備 容量
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装備仕様の違いにより、ヒューズはな

い場合もあります。
上記の表は、各ヒューズの受け持つ主

な装備を表しています。

サブヒューズボックス

装備仕様の違いにより、ヒューズはな

い場合もあります。

上記の表は、各ヒューズの受け持つ主

な装備を表しています。

7.5A、25A、30A のスペアヒューズはあ

りません。ヒューズが切れたときは、次
のヒューズで代用してください。
7.5A:10A スペアヒューズ

25A:20A スペアヒューズ

30A:30A 助手席パワーシートヒューズ

代用したときはなるべく早く正規容量の
ヒューズを補給してください。

J10701400023

ヒューズが切れていないのにランプが点
灯しないときは、バルブ（電球）が切れ
ているときがあります。
バルブ（電球）を点検し、切れていると
きは各バルブの交換要領に従って交換し
てください。

#2 — スペアヒューズ 15A
#3 — スペアヒューズ 20A

NO. 表示 装備 容量

SBF1 電気式シフト
コントロール

30A

SBF2 バキュームポンプ
（回生ブレーキ）

30A

NO. 表示 装備 容量

F1 ウォーターポンプ
（モーター）

20A

F2
バッテリー
マネジメント
ユニット

7.5A

F3 駆動用バッテリー
ヒーター

15A

F4 フューエルリッド
（燃料補給口）

7.5A

F5 ソレノイドバルブ
（エアコン）

7.5A

F6 ウォーターポンプ
（エアコン）

7.5A

F7 EV 10A

F8
DC/DC コンバー

ターファンモー
ター

7.5A

F9 V2H 10A

F10 イグニション
コントロール

15A

F11 イグニション
コントロール

7.5A

NO. 表示 装備 容量

バルブ（電球）が切れたとき 
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J10702100027

J10702200060

W（ワット）数下の (　) 内はバルブ（電

球）の型式を示しています。

W（ワット）数下の (　) 内はバルブ（電

球）の型式を示しています。

バルブ（電球）の位置 • W（ワッ
ト）数 

注意
バルブを交換するときは、必ず同じバル

ブ型式、同じ W（ワット）数、同じバル

ブ色の物を使用してください。
異なるバルブを装着すると、点灯しない

などの故障や車両火災の原因につながる

おそれがあります。

車外照明 

■フロント 

1 車幅灯／ LED デイタイム

ランニングランプ

—

2 方向指示灯／非常点滅灯
（フロント）

—

3 フロントフォグランプ
A

—

4 ヘッドライト（除く、
LED ヘッドライト付き車）

55W
(HIR2)

ヘッドライト（LED ヘッ

ドライト付き車）

—

5 方向指示灯／非常点滅灯
（サイド）

—

アドバイス
次のランプはバルブ（電球）ではなく LED
を使用しています。

修理・交換は三菱自動車販売会社にご相
談ください。

•車幅灯／ LED デイタイムランニングラ

ンプ

•方向指示灯／非常点滅灯（フロント）

•フロントフォグランプ

• LED ヘッドライト

•方向指示灯／非常点滅灯（サイド）

■リヤ 

1 ハイマウントストップ
ランプ

—

2 尾灯 —
3 番号灯 5W

(W5W)
4 後退灯 21W

(W21W)
5 方向指示灯／非常点滅灯
（リヤ）

21W
(WY21W)

6 制動灯 —
7 充電口照明 —
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J10702300061

J10702400059

ここでは主なバルブ（電球）の交換方法
を記載しています。記載されていないバ
ルブの交換については、三菱自動車販売
会社にご相談ください。

1.該当するランプを消灯させて、パワー
スイッチの電源モードを OFF にしま

す。
→「ライトスイッチ」P.5-90
→「非常点滅灯スイッチ」P.5-96

2.該当するランプの W（ワット）数を確

認します。
→「バルブ（電球）の位置 • W（ワッ

ト）数」P.8-32
3.各ランプの交換要領に従ってバルブ
を交換します。

アドバイス
次のランプはバルブ（電球）ではなく LED
を使用しています。
修理・交換は三菱自動車販売会社にご相

談ください。

•ハイマウントストップランプ

•尾灯

•制動灯

•充電口照明

車内照明 

1 バニティミラーランプ
A

2W

2 LED インテリア

イルミネーション
（フロントドア）

—

3 ルームランプ（リヤ） 8W
4 ラゲッジルームランプ 5W
5 LED インテリア

イルミネーション
（スマートフォントレイ）

—

6 ルーム＆マップランプ 10W

アドバイス
次のランプはバルブ（電球）ではなく LED
を使用しています。
修理・交換は三菱自動車販売会社にご相

談ください。

• LED インテリアイルミネーション

（フロントドア）

• LED インテリアイルミネーション

（スマートフォントレイ）

バルブ（電球）の交換 

注意
消灯直後はバルブの表面が高温になって

いるため、やけどをするおそれがありま

す。
バルブの表面が十分冷えてから交換して

ください。

ハロゲンバルブは、バルブ内の圧力が高

いため、落としたり、物をぶつけたり、傷
をつけると破損して飛び散るおそれがあ

りますので十分注意してください。
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J10702500050

1.交換したいバルブの反対方向側にハ
ンドルをいっぱいに回して作業ス
ペースを作ります。

2.スクリューを取り外し、ホイールカッ
トモールを車両側方に引いてクリッ
プ（3 箇所）を外します。

3.クリップ（3 箇所）を外し、スプラッ

シュシールドをめくります。

4.キャップを反時計回りに回して取り
外します。

ハロゲンバルブの表面に触れないでくだ

さい。
点灯中はバルブの表面が高温になるた

め、油などが付着すると、点灯したとき
の熱で破損するおそれがあります。

バルブの表面に触れたときは、柔らかい

布に中性洗剤を薄めた水溶液を含ませ
て、油を拭き取ってください。

市販の LEDバルブを取り付けないでくだ

さい。

走行装置やランプが正常に動作しなくな

るなど、車両に悪影響をおよぼすおそれ
があります。

アドバイス
ランプ本体やレンズを外すときは、車体

を傷つけないよう十分注意してくださ

い。

バルブを交換した後は、ランプが正しく

点灯するか確認してください。

注意
雨の日や洗車後などに、レンズ内側が曇

ることがあります。
これは湿気が多い日などに窓ガラスが曇

るのと同様の現象で、機能上の問題はあ
りません。

ランプを点灯すると熱で曇りは取れま

す。ただし、ランプ内に水がたまってい
るときは、三菱自動車販売会社で点検を

受けてください。

ヘッドライト（除く、LED ヘッド
ライト付き車） 

アドバイス

車両前方

ホイールカットモール

クリップ
スクリュー

注意
クリップ（3 箇所）を外したら、それ以上

ホイールカットモールを引かないでくだ
さい。ホイールカットモールが破損する

おそれがあります。

車両前方

クリップ

スプラッシュシールド

車両前方

キャップ
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5.ツメを引きながら、ソケットを引き抜
きます。

6.バルブを反時計回りに回して取り外
します。

7.取り付けるときは、取り外したときと
逆の手順で行います。

J10702800053

1.テールゲートを開けます。
→「テールゲート」P.4-19

2.ネジ（2 箇所）を取り外します。

3.ランプユニットの穴に布をかぶせた
マイナスドライバーを差し込みます。

4.マイナスドライバーを少し右に回し
てから下に押し、ランプユニットを少
し浮かせます。

ソケット

ツメ

バルブ

アドバイス
キャップを取り付けた後、突起部が上向

きになり、キャップがロックされている
ことを確認してください。ロックされて

いないと、走行中にキャップが外れるお
それがあります。

クリップを固定するときは、初めにク

リップを取り付け穴に差し込み、その後

でクリップの中心部を押し込みます。

リヤコンビネーションランプ 

突起部

キャップ

中心部

クリップ

ネジ

穴
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5.ランプユニットを斜め上後方に引い
て、ランプ裏側にある固定ピン（3 箇

所）を外します。

6.方向指示灯のソケットを反時計回り
に回して外し、ソケットからバルブを
引き抜きます。

7.取り付けるときは、取り外したときと
逆の手順で行います。

J10702900054

1.テールゲートを開けます。
→「テールゲート」P.4-19

2.先端に布をかぶせたマイナスドライ
バーなどを溝に差し込んで、ふたをこ
じて外します。

3.ソケットを反時計回りに回して外し、
ソケットからバルブを引き抜きます。

4.取り付けるときは、取り外したときと
逆の手順で行います。

J10703000023

1.ランプ本体を車体左側へ押しながら
外します。

ランプユニット

固定ピン

車両後方

ランプユニット

アドバイス
制動灯／尾灯の修理・交換の際は三菱自

動車販売会社にご相談ください。

後退灯 

制動灯／尾灯

交換できません

方向指示灯

番号灯 

ふた

ソケット
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2.先端に布をかぶせたマイナスドライ
バーなどを利用して、ツメをこじてレ
ンズを外します。

3.ソケットからバルブを引き抜きます。

4.取り付けるときは、取り外したときと
逆の手順で行います。

J10701500066

けん引は三菱自動車販売会社または JAF
など専門業者に依頼し、4 輪を持ち上げ

て搬送してください。
次の場合は、前輪が固定されている可能
性があるため、三菱自動車販売会社に連
絡し、必ず 4 輪とも持ち上げて搬送して

ください。

READY（走行可能）表示灯が点灯し

ているのに車が動かない。または異音
がする。

メーター内の何らかの警告灯が点灯

している。
下まわりを点検し、オイルなどが漏れ

ている。
事故などで車体が大きく破損・変形し

ている

また、車輪が溝などに落ちたときは無理
にけん引せず、三菱自動車販売会社また
は JAF など専門業者に依頼してくださ

い。

番号灯

ツメ

ドライバー

アドバイス
ランプ本体を取り付けるときは、ツメ（A）
を先に入れ、ツメ（B）を後で合わせて取

り付けます。

ツメ (B)

ツメ (A)

けん引するとき 
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燃料切れなどの非常時には、一時的に他
車にロープでけん引してもらうことがで
きます。
やむを得ず他車にロープでけん引しても
らうときは、次の項の手順に従ってでき
るだけ短距離にとどめ、慎重に行ってく
ださい。
→「他車にけん引してもらうとき」P.8-39

注意
駆動系やサスペンションなどに異常があ

る場合は、後輪または前輪だけを台車に

乗せたけん引（B タイプ）はしないでく

ださい。

A タイプ

B タイプ

アドバイス
 JAF の営業所は別冊の「メンテナンス

ノート」をお読みください。

レッカー車に搬送してもらう
とき 

警告
レッカー車で吊り上げた場合は、絶対に

車両の下に入らないでください。車両が

落下した場合、命にかかわる重大な傷害
を受けるおそれがあります。

けん引される車両には乗車しないでくだ

さい。

前輪および後輪を接地してのけん引はし

ないでください。モーターやトランスア
クスルなどが損傷するおそれがありま

す。

警告
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J10701800098

燃料切れなどの非常時に、やむを得ず他
車にロープでけん引してもらうときは、
次の要領に従ってできるだけ短距離にと
どめ、慎重に行ってください。

1.けん引ロープをけん引フックに掛け
ます。

2.けん引ロープには、30cm 平方（30cm
ⅹ 30cm）以上の白い布を必ず付けて

ください。 

3.プラグインハイブリッド EV システム

を起動します。
プラグインハイブリッド EV システム

が起動できないときは、パワースイッ
チの電源モードを ON にします。

注意
車体吊り上げ式のレッカー車でのけん引

はしないでください。バンパーや車体が
破損するおそれがあります。

他車にけん引してもらうとき 

警告
燃料切れなどの非常時以外は、この方法

でけん引しないでください。何らかの警
告灯が点灯しているなど、車両に異常が

発生しているときにこの方法でけん引す

ると、モーターやトランスアクスルなど
が損傷するおそれがあります。

注意
けん引ロープは必ずけん引フックに掛け

てください。けん引フック以外にけん引

ロープを掛けると、車体が破損すること
があります。

アドバイス
ワイヤーロープや金属製のチェーンなど

を使用すると、車体を傷つけるおそれが
あります。ソフトロープを使用するか、車

体に当たる部分のチェーンに布を巻くな
どしてけん引してください。

けん引ロープは、三菱自動車販売会社で

お買い求めください。

けん引ロープは水平にしてけん引してく

ださい。水平でない位置に掛けると、車
体を傷つけるおそれがあります。

けん引ロープはできるだけ同じ側のフッ

クに掛けて、斜めけん引とならないよう

にしてください。

警告
プラグインハイブリッド EV システムを

起動せず、パワースイッチの電源モード

を ON にしてけん引すると、けん引中に

補機用バッテリーが上がることがありま

す。
この場合、ブレーキの効きが非常に悪く

なり、ハンドル操作が非常に重くなりま
す。

5m 以内

25m 以内
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4.セレクトポジションを にします。
5.後続車に注意を促すため、けん引され
る車は非常点滅灯を点滅させます。
→「非常点滅灯スイッチ」P.5-96

J10701900060

やむを得ず故障車をけん引するときは、
けん引フックにけん引ロープを掛けてけ
ん引してください。その他は「他車にけ
ん引してもらうとき」と同じ要領で行っ
てください。

J10704800073

万一、車両が水没したときには、次の通
り対処してください。

落ち着いてシートベルトを外してく

ださい。
ドアを開けられるかどうか試してく

ださい。ドアが開いたら車外に出てく
ださい。

注意
マイパイロット付き車、衝突被害軽減ブ

レーキシステム [FCM] 付き車および誤発

進抑制機能（前進＆後退時）付き車は、け

ん引時の思わぬ事故や予期しない作動を
防ぐため、システムを停止させてくださ

い。
→「マイパイロット [MI-PILOT]」P.5-145
→「衝突被害軽減ブレーキシステム

[FCM]」P.5-107
→「誤発進抑制機能（前進＆後退時）」
P.5-122

警告
急ブレーキ、急発進、急旋回など、けん

引フックやけん引ロープに大きな衝撃が

加わるような運転は避けてください。け
ん引フックやけん引ロープが破損するお

それがあります。万一の場合、その破片
が周囲の人などに当たり重大な傷害をお

よぼすおそれがあります。

長い下り坂ではブレーキが過熱して、効

きが悪くなるおそれがあります。レッ
カー車に搬送してもらってください。

注意
けん引される車は、けん引車の制動灯（ブ

レーキランプ）に注意して、常にけん引
ロープをたるませないようにしてくださ

い。

安全のためにけん引するときの速度は

30km/h 以下、けん引する距離は 30km 以

内にしてください。この速度、距離を超
えると車両の故障の原因になります。

故障車をけん引するとき 

注意
けん引ロープは必ずけん引フックに掛け

てください。けん引フック以外にけん引
ロープを掛けると、車体が破損すること

があります。

自車より重い故障車をけん引しないでく

ださい。

車両重量については車載の「自動車検査

証」をお読みください。

水没したとき 
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ドアが開かないときは、パワーウイン

ドウスイッチでドアガラスを開けて、
窓から車外へ出てください。

パワーウインドウスイッチでドアガ

ラスを開けることができないときは、
緊急脱出用ハンマーでドアガラスを
割って、窓から車外へ出てください。

緊急脱出用ハンマーでドアガラスを

割れないときは、車内外の水圧差がな
くなるまで浸水するのを待ち、ドアを
開けて車外に出てください。

警告
着座位置、乗員の体格などによっては、窓

から車外へ脱出できないことがありま

す。

フロントガラスは合わせガラスのため、

緊急脱出用ハンマーで割ることはできま

せん。リヤドア・テールゲート（バック

ドア）のガラスは強化ガラスのため、ハ
ンマーで割ることができます。

フロントドアガラスは合わせガラスの場

合と、強化ガラスの場合がありますので、
事前に確認しておいてください。

合わせガラスの見分け方：

ガラス断面を上から見たとき、3 層構造

になっているのが合わせガラスです。

アドバイス
緊急脱出用ハンマーは標準装備されてお

りません。三菱自動車販売会社でお買い
求めください。使い方は緊急脱出用ハン

マーに添付の取扱説明書に従ってくださ
い。

警告

合わせガラス 強化ガラス

ハンマーで

割ることが
できません

ハンマーで

割ることが
できます
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J10800100024

日常点検、定期点検の内容およびエンジンオイルなど油脂類の交換時期については、別冊の「メンテナンスノート」に詳しく記

載してありますのでお読みください。
車両寸法（全長、全幅、全高）、車両重量、エンジン型式、排気量については車載の「自動車検査証」をお読みください。

J10800400069

メンテナンスデータ 

燃料の量と種類 

容量 使用燃料

約 43L レギュラーガソリン

注意
必ず指定のガソリンを補給してください。

JIS または揮発油の品質の確保に関する法規が定めたガソリン規格に適合している、「いい！スリー」や「バイオ・ガソリン」などのバイオ

燃料混合ガソリンを使用することもできます。

軽油、粗悪ガソリン、高濃度アルコール混合燃料、水分除去剤や三菱自動車純正以外のガソリン添加剤を使用したり、水やその他の油脂類

（薬品類）が混入すると次のような状態になるおそれがあります。

•エンジンの始動性悪化

•ノッキングの発生

•エンジンの出力低下

•排気制御システムの機能不良

•燃料系部品の損傷による燃料漏れ

お車の使用状況によっては燃料タンク内の燃料が消費されず長期間滞留し、燃料の品質が変化し、エンジンや燃料系の部品に悪影響をおよ

ぼす可能性があります。予防のため、次のことをお守りください。

• 3ヶ月以内に一度はバッテリーチャージモードを使用してエンジンを始動する。

→「バッテリーセーブ／チャージモードスイッチ」P.5-26
• 3ヶ月以内に一度は 1 回で 15L 以上給油してください。燃料残量計の表示が半分以下になれば、確実に 15L 以上給油可能となります。

→「その他の割り込み表示」P.5-74
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J10800500132

エンジンオイルの量と種類 

項目 容量 規格／粘度番号 三菱自動車純正銘柄

エンジンオイル

約 4.6L
（オイルフィルター内

約 0.3L を含む）
ダイヤクイーン

API 分類 ILSAC 規格 SAE 粘度番号

SP GF-6A 0W-20

SN GF-5
5W-30

10W-30

エンジンオイルは外気温に応じた粘度のものを使用し

てください。

アドバイス
三菱自動車純正銘柄のエンジンオイルの使用をおすすめします。

 0W-20 は上記表の使用銘柄の中では、最も省燃費性に優れたオイルです。

悪路や山道、登降坂路の走行、短距離走行の繰り返しなど厳しい条件（シビアコンディション）での走行は通常走行と比べてエンジンオイ

ルの劣化が早くなります。このような使われ方をしたときは通常より早めに交換してください。

生産終了などの理由により、該当するオイルが入手できなくなる場合があります。

その場合は該当するオイルより上のグレードのオイルが使用可能となります。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。

AFM109374
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J10800600061

J10800700062

オイル類の量と種類 

項目 容量 使用銘柄

トランスアクスルオイル
フロント 約 3.46L

三菱自動車純正 ATF SPIII
リヤ 約 0.85L

注意
トランスアクスルオイルは、指定の純正 ATF を必ずご使用ください。それ以外のオイルを使用すると、トランスアクスルが破損するおそれが

あります。

項目 容量 使用銘柄

フロントモーターオイル 約 2.2L 三菱自動車純正 CVTF-J4+

ブレーキ液 所要 三菱自動車純正ブレーキフルードスーパー 4（DOT4）

冷却水の量と種類 

項目 容量 使用銘柄

エンジン冷却水
（コンデンスタンク内
約 0.65L を含む）

除く、電気温水式ヒーター付き車 約 6.5L

三菱自動車純正
スーパーロングライフクーラントプレミアム

電気温水式ヒーター付き車 約 7.5L

モーター冷却水
（コンデンスタンク内約 1.07L を含む）

約 6.5L
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J10800800050

J10801600026

ウォッシャー液の量と種類 

項目 容量 使用銘柄

ウォッシャー液 約 3.5L 三菱自動車純正ウォッシャー液

補機用バッテリーの種類 

ケースサイズ 20 時間率容量 (20HR) 性能基準値 (CCA)
LN2 59Ah 530A

警告
補機用バッテリーを接続するときは、＋端子と－端子を間違えないように、＋端子から先に接続してください。－端子から接続した場合、万

一、＋端子が他部品に接触すると火花が発生し、補機用バッテリーが爆発するおそれがあります。

駆動用バッテリー充電中に補機用バッテリーを取り外さないでください。

補機用バッテリーは、駆動用バッテリー充電中に自動的に充電されているため、取り外すと感電など、命にかかわる重大な傷害を受けるお

それがあります。

アドバイス
補機用バッテリーを外した際は、エンジンを強制運転するための制御タイマーがリセットされます。リセット後にエンジンが始動しない状

態が続くと燃料噴射装置が目詰まりを起こす可能性があるため、バッテリーチャージモードを使用してエンジンを始動させるようにしてく

ださい。ただし、駆動用バッテリーが満充電付近の場合はバッテリーチャージモードを選択しても切り換わらない場合があります。その場
合は、駆動用バッテリー残量が減ってからもう一度バッテリーチャージモードを選択してください。

→「バッテリーセーブ／チャージモードスイッチ」P.5-26
補機用バッテリーを交換するときは、三菱自動車販売会社にご相談ください。
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J10801000020

点火プラグの点検、交換は三菱自動車販売会社に依頼してください。

J10801100119

J10800200083

タイヤ、ホイールを交換するときは、次のことをお守りください。

点火プラグ 

整備基準値 

項目 サービスデータ

ブレーキペダル
遊び 3 ～ 8mm

踏み込んだときの床板とのすき間（踏力約 500N｛約 50kgf｝） 80mm 以上

ベルトのたわみ量
（ベルトの中央部を約 100N
{ 約 10 kgf} の力で押す。）

20.5mm 以下（参考値）

ベルトのたわみ量と交換について
は、三菱自動車販売会社にお問い
合わせください。

1.ウォーターポンププーリー
2.クランクシャフトプーリー

タイヤ、ホイール 
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4 輪とも同時に交換してください。

指定サイズのタイヤ、ホイールを装着してください。

タイヤ、ホイールを交換する際は、三菱自動車販売会社にご相談ください。

J10801200035

（　）内は、オフセット（インセット）量（ホイールの取り付け面とリムの中心との距離）
〔　〕内は、PCD（ホイール取り付け穴のピッチ円直径）

冬用タイヤなどについても表中のサイズの物をご使用ください。

J10801300049

注意
指定サイズ以外のタイヤを使用したり、種類の異なったタイヤを混ぜて使用することは、安全走行に悪影響をおよぼしますので、避けてく

ださい。

必ず同一指定サイズ、同一種類、同一銘柄および摩耗差のないタイヤを使用してください。サイズ、種類、銘柄や摩耗度合の異なるタイヤ

を使用すると、駆動系部品に無理がかかり、オイル漏れや焼き付きなどの重大な故障となり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

ホイールは、リムサイズやオフセット（インセット）量が同じでも、車体に干渉するため使えない場合があります。

タイヤ、ホイールのサイズ 

タイヤ ホイール

225/55R18 98H 18 ⅹ 7J（38mm）〔114.3mm〕5 穴

タイヤの空気圧 

タイヤサイズ 空気圧（kPa {kgf/cm²}）
225/55R18 98H 250 {2.5}



充電システム仕様

9-8 サービスデータ

9

J10801700030

充電システム仕様 

普通充電システム

定格電圧 AC 200V（単相） AC 100V（単相）

定格周波数 50Hz/60Hz

最大定格電流 14.5A*1 10A*1

最大消費電力 3.0kVA 1.0kVA

純正充電ケーブル内蔵コントロール
ボックス漏電検知電流

20mA

充電モード

IEC61851-1:2010 に基づく

Mode 2/Case B*1

Mode 3/Case C*2

急速充電システム
準拠規格 CHAdeMO

最大入力電流 60A

共通 IP 等級
IP44: 充電コネクターが接続されている状態のとき

IP55: 充電リッドを閉じて走行している状態のとき

*1: 純正コントロールボックス付き充電ケーブル使用時

*2: 公共用および家庭用に市販された充電ケーブル付き普通充電器使用時。
普通充電器の一部は、本車両に対応していないことがあります。
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J10801800086

三菱車には、車両を制御するためコンピューターが複数装備されており、車両の制御や操作に関するデータなどを記録しています。

エンジン／電気モーター回転数や車速など、車両の状態

アクセルペダル／ブレーキペダルなどの操作状況

車両運転時の環境情報

各車載コンピューターの制御に関する情報

各車載コンピューターの故障診断情報

記録されるデータの項目は、車両型式、グレードやオプションなどにより異なります。また、使用条件などにより、データが記録
されない場合もあります。
なお、コンピューターは会話などの音声や車内の映像は記録しません。

三菱自動車および三菱自動車が委託した第三者は、コンピューターに記録されたデータを車両の故障診断・品質の向上・研究開発
を目的として取得・利用することがあります。
なお、次の場合を除き、取得したデータを前述以外の第三者へ開示または提供することはありません。

車両の当該データ記録時の使用者の同意がある場合

警察／裁判所／政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合

統計的な処理を行う目的で、使用者や車両が特定されないように加工したデータを研究機関などに提供する場合

車両データの記録について 

記録されるデータ 

データの取り扱いについて 
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J10800300084

次の機能をお好みの設定に変更することができます。
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。

カスタマイズ（機能の設定変更） 

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

キーレスオペレーションシス
テム

キーレスオペレーションシステムでできる操作
→P.4-6

全機能 ○

ドア、テールゲートおよび充
電リッドの施錠・解錠機能の

み

プラグインハイブリッド EV
システム起動機能のみ

全機能を働かなくする

施錠後のテールゲートの OPEN スイッチによる解

錠禁止時間
→P.4-10

約 3 秒 ○

約 5 秒

なし

キーレスオペレーションキーのスイッチまたは
キーレスオペレーション機能で解錠されるドア、
テールゲートおよび充電リッド
→P.4-5

すべてのドア、テールゲート
および充電リッド

○

運転席ドアおよび充電リッド
のみ

キーレスオペレーションキーのスイッチまたは
キーレスオペレーション機能で解錠した後、自動
的に施錠されるまでの時間
→P.4-3、4-10

約 30 秒 ○

時間を長くする
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キーレスオペレーションシス
テム

キーレスオペレーションキーのスイッチまたは
キーレスオペレーション機能で施錠・解錠したと
きの非常点滅灯による作動確認
→P.4-3、4-10

施錠時 :1 回点滅

解錠時 :2 回点滅
○

施錠時 :1 回点滅

解錠時 : 点滅しない

施錠時 : 点滅しない

解錠時 :2 回点滅

施錠時 :2 回点滅

解錠時 :1 回点滅

施錠時 :2 回点滅

解錠時 : 点滅しない

施錠時 : 点滅しない

解錠時 :1 回点滅

点滅しない

キーレスオペレーション機能で施錠・解錠したと
きの作動確認ブザーの有無
→P.4-10

あり ○

なし

キーレスオペレーションキーのスイッチで施錠・
解錠したときの作動確認ブザーの有無
→P.4-3

あり

なし ○

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定
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*1：ドアを開閉してキーレスオペレーションキーを車内から持ち出したときの監視機構は、作動しないように変更することはでき
ません。

*2 : お客様自身でもカスタマイズ（機能の設定変更）可能です。

→「セキュリティアラームの設定変更のしかた」P.2-43

キーレスオペレーションシス
テム

ドアを開けずに窓からキーレスオペレーション
キーを持ち出したときのキーレスオペレーション

キー持ち出し監視機構の作動 *1

→P.4-13

作動する

作動しない ○

車外ブザーの音量

大

中 ○

小

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

セキュリティアラーム *2

システムの設定
→P.2-41

警報作動する

警報作動しない ○

車内警報時間
→P.2-45

標準 ○

時間を短くする

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定
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9

*3：三菱リモートコントロールの機能、操作方法については三菱自動車ホームページ（下記 URL）をお読みください。

https://www.mitsubishi-motors.co.jp/afterservice/app/eclipse-cross-phev/
詳細情報が必要な場合は、三菱自動車販売会社にお問い合わせください。

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

三菱リモートコントロール *3

A

リモート操作でヘッドライトを点灯させる時間

機能を働かなくする

15 秒

30 秒 ○

45 秒

リモート操作で車幅灯を点灯させる時間

機能を働かなくする

15 秒

30 秒 ○

45 秒
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装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

ヘッドライト

ヘッドライトオートカット機能（自動消灯）
→P.5-92

作動する ○

作動しない

降車後照明として利用するときのライトス
イッチの位置
→P.5-92

のみ ○

と

ウェルカムライトとして点灯させるライト
→P.5-93

車幅灯点灯 ○

車幅灯および
ヘッドライト（ロービーム）点灯

点灯しない

カミングホームライトとしてヘッドライトが
点灯する時間
→P.5-94

約 15 秒

約 30 秒 ○

約 60 秒

約 180 秒

機能を働かなくする

方向指示灯

車線変更時の 3 回点滅機能

→P.5-95
作動する ○

作動しない

車線変更時の 3 回点滅機能が作動するまでの

レバー操作時間
→P.5-95

短い ○

長い

方向指示灯が作動する電源モードの状態
→P.5-95

ON ○

ON または ACC
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*4 : 連続作動モードあり

→「リヤワイパー／ウォッシャースイッチ」P.5-100

フロントワイパー
自動作動
→P.5-97

雨滴感応 ○

車速感応

なし

約 4 秒

リヤワイパー

間欠作動時間
→P.5-100

約 8 秒 ○

時間を短くする *4

時間を長くする *4

連続作動にする

セレクターレバーを に入れたときの自動作
動モードの作動条件
→P.5-100

フロントワイパー
またはリヤワイパーが作動中

○

リヤワイパーが
INT 位置で作動中のみ

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

フロントウォッシャー

ウォッシャー液を噴射させたときのワイパー

作動 *5

→P.5-99

連動
する

ワイパーが連動作動し、さ
らに約 6 秒後にワイパー

がもう 1 回作動する
○

ワイパー連動作動のみ

連動しない

インテリジェントウォッシャー機能
→P.5-99

あり ○

なし

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定
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*5 : フロントウォッシャー・リヤウォッシャーの「連動する」「連動しない」の設定変更は、それぞれ単独で変更されず同時に変更

されます。

リヤウォッシャー

ウォッシャー液を噴射させたときのワイパー

作動 *5

→P.5-100

連動する ○

連動しない

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

ドアミラー
自動格納・復帰の条件
→P.4-47

キーレスエントリーシステムまた
はキーレスオペレーション機能に
連動（LOCK で格納、UNLOCK で

復帰）

○

電源モードに連動（運転席ドアを
閉めて ON で復帰、OFF または

ACC で運転席ドアを開くと格納）

車速約 30km/h 以上で復帰

自動格納・復帰しない

パワースイッチ・電源モード

電源モードが ACC のときに自動的に電源を

カットする機能
→P.5-5

30 分後にカットする ○

60 分後にカットする

電源をカットしない

ルーム＆マップランプ
ルームランプ（リヤ）

すべてのドアおよびテールゲートを閉じたと
きに消灯するまでの時間（遅延消灯）
→P.6-21

約 15 秒 ○

時間を短くする

時間を長くする

遅延消灯機能を働かなくする

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定
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9

室内灯

点灯し続けたとき、自動的に消灯するまでの
時間（自動消灯）
→P.6-22

約 30 分 ○

時間を短くする

時間を長くする

自動消灯機能を働かなくする

充電口照明
点灯時間
→P.3-32

機能を働かなくする

1 分

3 分 ○

5 分

10 分

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定
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*6：お客様自身でもカスタマイズ（機能の設定変更）可能です。
→「内外気切り換え・A/C スイッチのカスタマイズ（機能の設定変更）」P.6-13

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

エアコン

内外気切り換えの自動制御 *6

→P.6-12
自動で切り換える ○

自動で切り換えない

A/C スイッチの自動制御 *6

→P.6-12
自動で切り換える ○

自動で切り換えない

設定温度調整
→P.6-9、6-12

設定温度表示より上げる

設定温度表示通り ○

設定温度表示より下げる

吹き出し口が のときの足元とウインドウガ
ラスへの風量割合
→P.6-12

標準 ○

足元に多く送風

ウインドウガラスに多く送風

吹き出し口が のときの足元と上半身への風
量割合
→P.6-12

標準 ○

足元に多く送風

上半身に多く送風

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

リヤデフォッガー（曇り
取り）スイッチ

READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときに外気温が低くなると、自動的にリ
ヤデフォッガーとヒーテッドドアミラーを
ON にする機能

→P.4-47、5-101、6-12

作動する

作動しない ○
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A
ABS（アンチロックブレーキシステム）...

5-174
ABS 警告灯 ............................... 5-174

AHB（オートマチックハイビーム）5-119
ASC OFFスイッチ（アクティブスタビリ
ティコントロールOFFスイッチ）5-167

ASC OFF表示 ............................... 5-167
ASC（アクティブスタビリティコント
ロール）........................................ 5-166

ASC作動表示 ................................ 5-167

E
EDR（イベントデータレコーダー）.. 2-47
EPS（電動パワーステアリング）.... 5-176

F
FCM（衝突被害軽減ブレーキシステム）...

5-107

H
HUD（ヘッドアップディスプレイ）.. 5-86

I
INFO（マルチインフォメーションディス
プレイスイッチ）............................ 5-33

INT（ワイパー）............................... 5-100

L
LDW（車線逸脱警報システム）....... 5-116
LEDインテリアイルミネーション... 6-22

バルブ（電球）の位置・W（ワット）
数 ............................................... 8-33

LEDデイタイムランニングランプ... 5-92
バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

8-32

M
MI-PILOT（マイパイロット）.......... 5-145
MIST（ワイパー）.............................. 5-97

S
S-AWC (Super-All Wheel Control) ... 5-19
SRSエアバッグ ............................... 2-20

SRS エアバッグ警告 ................... 2-26
SRS カーテンエアバッグ ... 2-21, 2-25
SRS サイドエアバッグ....... 2-21, 2-24
運転席 SRS エアバッグ...... 2-20, 2-22
運転席 SRS ニーエアバッグ....... 2-21, 

2-24
助手席 SRS エアバッグ ..... 2-20, 2-22

U
USB

充電用 USB ポート...................... 6-16
USBポート ...................................... 6-14

V
V2H給電のしかた ........................... 3-33
V2H充電のしかた ........................... 3-33
V2H（ヴィーツーエッチ）とは.......... 3-17

W
W（ワット）数 .......................... 8-32, 8-33

ア
アームレスト（ひじ掛け）................. 4-41
アクセサリーソケット (DC12V) ...... 6-16
アクティブスタビリティコントロール

[ASC] ........................................... 5-166
アシストグリップ............................ 6-25
アルミホイール ............................... 7-14
アンチロックブレーキシステム [ABS] ....

5-174
ABS 警告灯 ............................... 5-174
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M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。
S車載の『自動車検査証』をご参照ください。

アンテナ.......................................... 6-15

イ
EVスイッチ..................................... 5-24
イベントデータレコーダー[EDR] ... 2-47
イモビライザー（盗難防止装置）...... 2-40
医療用電気機器を使用している方は........

3-10
インテリアランプオートカット機能（自
動消灯）.......................................... 6-22

インフォメーション画面................. 5-33

ウ
ウインカー（方向指示レバー）......... 5-95
ウインドウガラスのお手入れ ......... 7-13
ウェルカムライト ........................... 5-93
ウォッシャー

ウォッシャー液の点検・補給 ....... 7-6
ウォッシャー液の量と種類 ........... 9-5
フロントウォッシャースイッチ.. 5-99
リヤウォッシャースイッチ ....... 5-100

エ
エアコン

ウインドウガラスの曇りや霜を取りた
いときは...................................... 6-7

エアコンの上手な使い方 ............... 6-2
クリーンエアフィルター ............... 6-2
左右独立温度コントロール式フルオー
トエアコン................................... 6-6

吹き出し口..................................... 6-3
エアバッグ

運転席 SRS エアバッグ...... 2-20, 2-22
運転席 SRS ニーエアバッグ ...... 2-21, 

2-24
SRS エアバッグ .......................... 2-20
SRS エアバッグ警告 ................... 2-26
SRS カーテンエアバッグ ... 2-21, 2-25
SRS サイドエアバッグ ...... 2-21, 2-24
助手席 SRS エアバッグ...... 2-20, 2-22

ABS ............................................... 5-174
ASC ............................................... 5-166
ASC OFF表示................................ 5-167
ASC作動表示................................. 5-167
AYC ................................................. 5-19
S-AWC (Super-All Wheel Control)... 5-19
エマージェンシーキー..................... 4-16
LEDインテリアイルミネーション .. 6-22

バルブ（電球）の位置・W（ワット）
数 ............................................... 8-33

LEDデイタイムランニングランプ .. 5-92
バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

8-32
エレクトリックテールゲート .......... 4-21

エンジンオイル
エンジンオイルの補給 .................. 7-6
エンジンオイルの量と種類 ........... 9-3
エンジンオイル量の点検・補給......M

エンジン型式.......................................S
エンジン警告灯 ............................... 5-83
エンジンフード（ボンネット）........... 7-4

オ
オートマチックハイビーム [AHB] . 5-119
オートライトコントロール ............. 5-90
オーバーヒート ............................... 8-25
オイル ............................................... 9-3
お手入れ

アルミホイール ........................... 7-14
ウインドウガラス ....................... 7-13
外装品 ......................................... 7-11
シートベルト............................... 7-11
樹脂部品...................................... 7-13
洗車 ............................................. 7-11
電動パノラマサンルーフ ............ 7-13
内装品 ......................................... 7-10
ヘッドアップディスプレイ [HUD] .......

7-11
本革 ............................................. 7-10
ワイパー...................................... 7-13
ワックス...................................... 7-12
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カ
回生ブレーキ..................................... 3-2

下り坂走行 ........................... 2-4, 5-18
回生レベルセレクター（パドル式）.. 5-14
外装品のお手入れ............................ 7-11
カスタマイズ（機能の設定変更）...... 9-10
カミングホームライト .................... 5-94
カメラスイッチ ............................. 5-140
寒冷時の取り扱い............................ 2-38

キ
キー ................................................... 4-2

エマージェンシーキー ................ 4-16
キーナンバープレート ...................... 4-2
キーレスエントリーキー

電池交換のしかた ......................... 4-6
キーレスエントリーシステム............ 4-3
キーレスオペレーションシステム .... 4-6
機能の設定変更（カスタマイズ）...... 9-10
急速充電のしかた............................ 3-33
給電

V2H 給電のしかた....................... 3-33
給油

フューエルリッドの開けかた ... 5-102
給油するときは ............................. 5-105

緊急制動信号システム ................... 5-169

ク
空気圧 ......................................... 7-8, 9-7
区間距離計（トリップメーター）...... 5-39
下り坂走行 ................................ 2-4, 5-18
駆動用バッテリー .............................. 3-5
駆動用バッテリー冷却システム ...... 3-32
曇り取り

ウインドウガラスの曇り取り ........ 6-7
リヤデフォッガースイッチ........ 5-101

クラクション（ホーンスイッチ）.... 5-102
クリープ現象 ................................... 5-17
クリーンエアフィルター ............ 6-2, 7-9
クルーズコントロール（自動定速走行装
置）............................................... 5-162

グローブボックス ............................ 6-23

ケ
計器盤 .............................................. 5-29

スピードメーター ........................ 5-29
トリップメーター ........................ 5-39
パワーメーター............................ 5-29

警告
ABS 警告 ................................... 5-174

警告灯 ..................................... 5-51, 5-82

ABS 警告灯 ............................... 5-174
SRS エアバッグ警告灯 ............... 2-26
エンジン警告灯 ........................... 5-83
電動パーキングブレーキ警告灯 .. 5-83
プリテンショナー機構警告灯 ..... 2-20
ブレーキ警告灯 ........................... 5-82

警告表示 ........................................ 5-168
ASC 警告表示............................ 5-168
燃料残量警告表示 ....................... 5-38
半ドア警告表示 ........................... 5-37
ブレーキ警告表示 ....................... 5-84
油圧警告表示............................... 5-85

けん引.............................................. 8-37

コ
コートフック................................... 6-25
交換

キーの電池 .................................... 4-6
クリーンエアフィルター............... 7-9
タイヤ.......................................... 8-21
バルブ（電球）............................. 8-33
ヒューズ ...................................... 8-27

工具 ................................................. 8-12
後側方車両検知警報システム（レーン
チェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]...
5-127

後退灯
バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

8-32
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バルブ（電球）の交換 ................ 8-36
極寒時の注意事項と対処方法 ......... 3-13
酷暑時の注意事項と対処方法 ......... 3-12
故障したときの対処方法................... 8-2
誤発進抑制機能（前進＆後退時）.... 5-122
小物入れ

グローブボックス ....................... 6-23
フロアコンソールボックス ......... 6-23
ラゲッジフロアボックス ............ 6-24

コンデンスタンク（冷却水）............... 7-2
こんなことでお困りのとき ............... 8-3
コンビニエントフック .................... 6-26

サ
サービスデータ ................................. 9-2
サービスリマインダー .................... 5-39
左右独立温度コントロール式フルオート
エアコン.......................................... 6-6

三角表示板（停止表示板）................... 8-2
サンバイザー................................... 6-15
サンルーフのお手入れ .................... 7-13

シ
シート

シートヒーター ........................... 4-41
チャイルドシート ....................... 2-31

荷室の作り方 ............................... 4-44
フロントシート ........................... 4-39
ヘッドレスト ............................... 4-42
リヤシート................................... 4-41

シート位置別チャイルドシートの選択 ...
2-32

シートヒーター ............................... 4-41
シートベルト ................................... 2-12

３点式シートベルト .................... 2-13
プリテンショナー機構／フォースリ
ミッター機構付シートベルト.... 2-19

リヤシートベルトの格納 ............. 2-19
室内灯 .............................................. 6-20

LED インテリアイルミネーション ......
6-22

バニティミラーランプ................. 6-15
バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

8-33
マップランプ ............................... 6-21
ラゲッジルームランプ................. 6-22
ルームランプ ............................... 6-21

自動定速走行装置（クルーズコントロー
ル）............................................... 5-162

車線逸脱警報システム [LDW] ........ 5-116
ジャッキ .......................................... 8-12
ジャッキアップ ............................... 8-13

ジャッキバー ............................... 8-12
ホイールナットレンチ................. 8-12

車幅灯 .............................................. 5-90

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
8-32

車幅灯表示灯................................... 5-81
車両重量..............................................S
車両寸法..............................................S
車両接近通報装置 .................. 3-4, 5-168
車両データの記録 ............................. 9-9
集中ドアロック ............................... 4-18
充電

V2H 充電のしかた....................... 3-33
急速充電のしかた ....................... 3-33
普通充電ケーブル ....................... 3-21
普通充電のしかた ....................... 3-19

充電口照明 ...................................... 3-32
バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

8-32
充電システム仕様 ............................. 9-8
充電中の電装品の使い方................. 3-41
充電トラブルシューティングガイド........

3-45
充電リッド ............................. 3-26, 3-34
修理の連絡先.......................................M
樹脂部品のお手入れ........................ 7-13
衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM].....

5-107
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ス
スイッチ

ステアリングヒータースイッチ 5-102
パワーウインドウスイッチ ......... 4-31
ホーン（クラクション）スイッチ ......

5-102
ロックスイッチ（パワーウインドウ）.

4-33
水没したとき................................... 8-40
ステアリングヒータースイッチ .... 5-102
スピードメーター............................ 5-29

セ
制動灯

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
8-32

整備基準値 ........................................ 9-6
セキュリティアラーム .................... 2-41
洗車 ................................................. 7-11

タ
タイヤ

タイヤローテーション .................. 7-7
空気圧 ........................................... 9-7
タイヤ、ホイールのサイズ ........... 9-7
タイヤチェーン ........................... 2-40

タイヤ交換 ....................................... 8-21
冬用タイヤ............................ 2-38, 9-7

チ
チェーン（タイヤチェーン）.............. 2-40
チケットホルダー ............................ 6-16
チャイルドシート ............................ 2-31

助手席へのチャイルドシート取り付け
時の注意 .................................... 2-31

チャイルドプルーフ（後席ドア安全施錠
装置）.............................................. 4-18

チルト＆テレスコピックステアリング....
4-44

テ
テールゲート ................................... 4-19

エレクトリックテールゲート ...... 4-21
クローズ＆ロック機構................. 4-26
停止位置メモリ............................ 4-27

テールランプ（尾灯）
バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

8-32
定期点検 ............................................. M
停止表示板 ......................................... 8-2
電球（バルブ）................................... 8-31
電池交換のしかた .............................. 4-6
電動パーキングスイッチ ................. 5-14

電動パーキングブレーキ................... 5-8
電動パノラマサンルーフ................. 4-35
電動パワーステアリング [EPS] ..... 5-176

ト
ドア ................................................. 4-16

集中ドアロック ........................... 4-18
施錠・解錠 .................................. 4-16
チャイルドプルーフ .................... 4-18
テールゲート............................... 4-19

ドアミラー ...................................... 4-46
格納スイッチ............................... 4-46
調整スイッチ............................... 4-46

盗難防止装置（イモビライザー）...... 2-40
ドライブモード ............................... 5-20

ドライブモードセレクター ......... 5-21
トリップメーター（区間距離計）...... 5-39
ドリンクホルダー............................ 6-24

ナ
内装品のお手入れ............................ 7-10

ニ
荷室の作り方................................... 4-44
日常点検 ............................................. M



さくいん

10-6

10

M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。
S車載の『自動車検査証』をご参照ください。

ネ
燃料

給油するときは ......................... 5-105
補給口（フューエルリッド）..... 5-102
量と種類........................................ 9-2

燃料（ガソリン）の補給について........ 3-5
燃料残量警告表示 ........................... 5-38
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バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
8-32

ヒューズ.......................................... 8-27
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フ
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冬用タイヤ ............................... 2-38, 9-7
プラグインハイブリッドEVシステム

EV 航続可能距離 ........................... 3-6
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マイパイロット
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ム [ACC] の作動 ...................... 5-152
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数 .............................................. 8-33
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5-30
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スイッチ........................................ 5-33
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ミラー
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メーター照度調整 ............................ 5-30
メンテナンスデータ .......................... 9-2
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USBポート ...................................... 6-14
油圧警告表示 ................................... 5-85
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4WD車の取り扱い........................... 5-22

4WD車を運転するときは ............... 5-22
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バルブ（電球）の交換 ................ 8-36
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数 .............................................. 8-33
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8-32
バルブ（電球）の交換 ................ 8-33
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バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
8-32

バルブ（電球）の交換 ................ 8-35
リヤシート ...................................... 4-41
リヤデフォッガー（曇り取り）スイッチ ....
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ルームミラー................................... 4-45
ルームランプ（室内灯）

LED インテリアイルミネーション......
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バニティミラーランプ ................ 6-15
バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

8-33
マップランプ............................... 6-21
ラゲッジルームランプ ................ 6-22
ルームランプ............................... 6-21

レ
冷却水................................................ 9-4

オーバーヒートしたとき............. 8-25
コンデンスタンク（冷却水）......... 7-2
冬期前の点検と準備 .................... 2-38
日常点検 ........................................ 7-2
冷却水量の点検・補給 ................... M

ワ
ワイパー .......................................... 5-97

フロントウォッシャースイッチ .. 5-99
フロントワイパースイッチ ......... 5-97

リヤウォッシャースイッチ........ 5-100
リヤワイパースイッチ............... 5-100
ワイパースイッチ ........................ 5-97

ワックスを使ったお手入れ.............. 7-12
ワット数（バルブ）................... 8-32, 8-33
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純正品のおすすめ

お客様のお車に最適な純正品をご使

用ください。
純正品は、厳しい検査に合格し、そ

の品質が保証されています。
また、三菱自動車販売会社を通じて
お求めになれます。

新車時の性能と快適な乗り心地を長

く維持していただくために、点検や
交換の際は、三菱自動車販売会社に
ご相談ください。

三菱自動車指定の純正品や油脂類以

外の物を使用すると、故障などの原
因になることがあります。

純正品にはGENUINE PARTSと記載

してあります。

事故が起きたときは！

あわてずに次の処置をしてください。
続発事故の防止

他の交通の妨げにならないような安
全な場所（路肩、空地など）に車を
止め、プラグインハイブリッド EV
システムを停止します。その他に感
電防止などの処置も必要です。
詳しくは「プラグインハイブリッド
EV システム：万一、事故が起きた

ときは」をお読みください。→P.3-6
負傷者の救護

負傷者がいる場合は、医師、救急車
などが到着するまでの間、可能な応
急手当を行います。
この場合、特に頭部に傷があるとき
は、そのままの姿勢で動かさないよ
うにしますが、後続事故のおそれが
あるときは安全な場所に移動させま
す。

警察への届け出

事故が発生した場所、状況および負
傷者数や負傷の程度などを警察官に
報告し指示を受けます。

相手方の確認とメモ

相手方の氏名、住所、電話番号を確
認し、事故の状況をメモします。

ご購入された販売会社と保険会社へ

の連絡
医師の診断を受ける

外傷がなくても頭部などに強い衝撃
を受けたときは、医師の診断を受け
てください。後になってから後遺症
が出るおそれがあります。

万一に備えて

安心のため、自賠責保険（強制保険）
のほかに任意自動車保険にも加入しま
しょう。
詳しくは三菱自動車販売会社へご相談
ください。
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